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1 オプシ ョ ン リ ス ト
オプシ ョ ン リ ス ト は、 さ まざまな API 関数呼び出し を制御する ための強力な、 それでいて

簡単な手段です。 関数に多数の引数を与え る必要な しに、 多 く の API メ ソ ッ ド で、 オプ

シ ョ ン リ ス ト を用いる こ と ができ ます。 略し て optlist と もいいます。 これは、 オプシ ョ

ンを何個でも内容 と し て持つこ と のでき る文字列です。 オプシ ョ ン リ ス ト には、 さ まざま

なデータ型や、 リ ス ト などの複合データ を内容と し て持たせる こ と ができ ます。 多 く の言

語バイ ンデ ィ ングで optlist は簡単に、必要なキーワード と値を文字列連結し てい く だけで

作成する こ と ができ ます。

バインディング .NET 言語バイ ンデ ィ ング ：C# プロ グ ラ マーは、StringBuilder の AppendFormat( ) メ ソ ッ ド

では中括弧 { } を用いて書式項目を表現し、 それが引数の文字列表現で置換される点に留

意する必要があ り ます。 これに対し、 Append( ) メ ソ ッ ド では中括弧に特別な意味を持た

せ て い ま せ ん。 オ プ シ ョ ン リ ス ト の 文 法 で は 中 括 弧 を 利 用 し て い ま す の で、

AppendFormat( ) メ ソ ッ ド か Append( ) メ ソ ッ ド かを適切に選んで用いる よ う 注意する必要

があ り ます。

1.1 オプシ ョ ン リ ス ト の文法

オプシ ョ ン リ ス ト の文法形式の定義 オプシ ョ ン リ ス ト は、 以下の規則に従って作成す

る必要があ り ます。

> オプシ ョ ン リ ス ト 内のすべての要素 （キー と 値） は、 右記の区切 り キ ャ ラ ク タの う ち

の 1 個ないし複数によ って区切る必要があ り ます： スペース ・ タブ ・ キ ャ リ ッ ジ リ ター

ン ・ ニューラ イ ン ・ 等号 「=」。

> 最も外側を囲 う 中括弧は要素の内容と し て扱われません。 文字列 { } は、 空の要素を表

し ます。

> 最も外側の中括弧対の内側にあ る区切 り キ ャ ラ ク タは、 要素を区切らず、 要素の一部

分 と な り ます。 ですので、 区切 り キ ャ ラ ク タのあ る要素は中括弧で囲 う 必要があ り ま

す。

> 要素が中括弧キ ャ ラ ク タ （群） を含むと きは、各キ ャ ラ ク タの直前にバッ ク ス ラ ッ シュ

キ ャ ラ ク タ 1 個を付けて保護する必要があ り ます。

> 要素が、中括弧キ ャ ラ ク タの直前にバッ ク ス ラ ッ シ ュ キ ャ ラ ク タ を 1個ないし複数連続

し て含んでいる と きは、そのキ ャ ラ ク タ列の中の各バッ ク ス ラ ッ シ ュにも う 1個のバッ

ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク タ を付けて保護する必要があ り ます。

> 要素に、 開閉照応し ない中括弧があ る と きは、 こ の中括弧は直前にバ ッ ク ス ラ ッ シ ュ

キ ャ ラ ク タ をつけて保護する必要があ り ます。 要素の閉じ中括弧の直前のバ ッ ク ス

ラ ッ シュにも、 直前にバッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク タ をつけ る必要があ り ます。

> オプシ ョ ン リ ス ト にバイナ リ ゼロ値を含めてはいけません。

オプシ ョ ンは、 この PDFlib リ フ ァ レン スでの記述に従って、 リ ス ト 値を内容と し て持つ

こ と ができ る場合があ り ます。 リ ス ト 値は、 1 個ないし複数の要素を内容と し て持ちます

（これらの要素自体がまた リ ス ト であ る場合も あ り ます）。それらは上記の規則に従って区

切られますが、 ただし こ の場合、 等号は区切 り キ ャ ラ ク タ と し て扱われない点だけが異な

り ます。

注 オプシ ョ ン名 （すなわちキー） がハイ フ ンキャ ラ ク タ を含むこ とはあ り ません。 オプシ ョ

ンの説明の表の中では、オプシ ョ ン名が長いと きにはハイ フ ン区切り し て示し てある場合
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があ り ますので、 この点に注意し て く だ さ い。 そのハイ フ ンは、 そのオプシ ョ ン をオプ

シ ョ ン リ ス ト 内で与える際にはな く す必要があ り ます。

単純なオプシ ョ ン リ ス ト 多 く の場合オプシ ョ ン リ ス ト は、1 個ないし複数のキー/ 値対

を内容 と し て持ちます。 キーと値の間、 およびキー / 値対ど う しの間は、 1 個ないし複数

の空白キ ャ ラ ク タ （スペース ・ タブ ・ キ ャ リ ッ ジ リ ターン ・ ラ イ ンフ ィ ード） で区切る必

要があ り ます。 あ るいは、 キー と値の間は等号 「=」 で区切る こ と もでき ます ：

key=value
key = value
key value
key1 = value1 key2 = value2

可読性を上げる ために、 キーと値の間には等号を用い、 隣 り 合 う キー / 値対の間には空白

を用いる こ と を推奨し ます。

オプシ ョ ン リ ス ト は左から右へ評価されていき ますので、1 つのオプシ ョ ンを同じ リ ス

ト の中で複数回与え る こ と もでき ます。 その場合は、 最後に出てきた ものがそれよ り 前の

も のを上書き し ます。 下記の例では、 最初のオプシ ョ ン割 り 当てを次の も のが上書き し

て、 オプシ ョ ン リ ス ト 処理完了後の key は値 value2 と な り ます ：

key=value1 key=value2

リ ス ト 値 リ ス ト は、 1 個ないし複数の値の間を区切った ものを内容と し て持ちます。 こ

れらの値は、 単純値であ る場合も あ り ますし、 それ自体がさ らに リ ス ト であ る こ と も可能

です。 リ ス ト は中括弧 { } で囲まれ、 リ ス ト 内の値の間は空白キ ャ ラ ク タで区切る必要が

あ り ます。 例 ：

dasharray={11 22 33} （数値3個を内容として持つリスト）

position={ center bottom } （キーワード2個を内容として持つリスト）

リ ス ト は、 内容と し て リ ス ト を入れ子で持つこ と も可能です。 この場合も、 リ ス ト ど う し

の間は空白で区切る必要があ り ます。 隣 り 合 う } キ ャ ラ ク タ と { キ ャ ラ ク タ と の間には区

切 り キ ャ ラ ク タ を入れる必要があ り ますが、同じ種類の中括弧ど う しの間では省略する こ

と もでき ます ：

polylinelist={{10 20 30 40} {50 60 70 80}} （リスト2個を内容として持つリスト）

リ ス ト の中に リ ス ト が 1 個だけあ る と き も、入れ子にされた リ ス ト の中括弧は省略し ては

いけません ：

polylinelist={{10 20 30 40}} （入れ子のリスト1個を内容として持つリスト）

入れ子に されたオプシ ョ ン リ ス ト と リ ス ト 値 オプシ ョ ンのなかには、 オプシ ョ ン リ ス

ト 型ま たはオプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 型の値を持つこ と ができ る も のがあ り ます。 オプ

シ ョ ン リ ス ト 型のオプシ ョ ンは、従属する 1 個ないし複数のオプシ ョ ンを内容 と し て持ち

ます。 オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 型のオプシ ョ ンは、 入れ子にされた 1 個ないし複数のオ

プシ ョ ン リ ス ト を内容 と し て持ちます。オプシ ョ ン リ ス ト を入れ子にし て扱 う 際に重要な

こ と は、 適切な数の中括弧を記述する こ と です。 以下にい く つかの例を挙げます。

オプシ ョ ン metadata の値がオプシ ョ ン リ ス ト であ り 、 それ自体が 1 個のオプシ ョ ン

filename を内容と し て持つ ：

metadata={filename=info.xmp}
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オプシ ョ ン fill の値がオプシ ョ ン リ ス ト の リ ス ト であ り 、 それがオプシ ョ ン リ ス ト 1 個を

内容 と し て持つ ：

fill={{ area=table fillcolor={rgb 1 0 0} }}

オプシ ョ ン fill の値がオプシ ョ ン リ ス ト の リ ス ト であ り 、 それがオプシ ョ ン リ ス ト 2 個を

内容 と し て持つ ：

fill={{ area=rowodd fillcolor={rgb 0 1 0} } { area=roweven fillcolor={rgb 1 0 0} }}

リ ス ト がオプシ ョ ン リ ス ト 1 個を内容 と し て持ち、 その値の中に空白があ る ：

attachments={{filename={foo bar.xml} }}

リ ス ト が文字列 3 個を内容と し て持つ ：

itemnamelist = {{Isaac Newton} {James Clark Maxwell} {Albert Einstein}

リ ス ト がキーワード 2 個を内容 と し て持つ ：

position={left bottom}

リ ス ト が複数の型を内容 と し て持つ （float と キーワード） ：

position={10 bottom}

リ ス ト が矩形 1 個を内容と し て持つ ：

boxes={{10 20 30 40}}

リ ス ト が折れ線 2 個を内容と し て持ち、 その中にパーセン ト 値があ る ：

polygons = {{10 20 40 60 90 120}} {12 87 34 98 34% 67% 34% 7%}}

よ く ある落と し穴 オプシ ョ ン リ ス ト の文法について、 よ く あ る誤 り を以下に挙げます。

中括弧は区切 り キ ャ ラ ク タではあ り ませんので、 下記は誤 り です ：

key1 {value1}key2 {value2} 誤り！

こ の場合、 エラー メ ッ セージ 「Unknown option 'value2'」 が発生し ます。 同様に、 下記も

区切 り キ ャ ラ ク タがあ り ませんので誤 り です ：

key{value} 誤り！

key={{value1}{value2}} 誤り！

中括弧は開閉照応し ている必要があ り ますので、 下記は誤 り です ：

key={open brace {} 誤り！

こ の場合、 エ ラー メ ッ セージ 「Braces aren't balanced in option list 'key={open brace {}'」 が

発生し ます。 文字列の中に単独の中括弧があ る と きは、 その直前にバッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ

ラ ク タ を付加する必要があ り ます ：

key={closing brace \} and open brace \{} 正しい！
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文字列値の末尾がバッ ク ス ラ ッ シュの場合は、も しその直後が閉じ中括弧キ ャ ラ ク タ な ら

ば、 直前にも う 1 個バッ ク ス ラ ッ シュ をつける必要があ り ます ：

filename={C:\path\name\} 誤り！

filename={C:\path\name\\} 正しい！
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1.2 基本型

文字列 文字列はプレーン な ASCII 文字列であ り （EBCDIC プ ラ ッ ト フ ォーム上では

EBCDIC 文字列）、 通常、 ローカ ラ イ ズ対象でないキーワード に用いられます。 文字列の

中に空白キ ャ ラ ク タか 「=」 キ ャ ラ ク タがあ る と きは、 { } でかこむ必要があ り ます ：

password={ secret string } （文字列値の中に空白が3個ある）

contents={length=3mm} （文字列値の中に等号が1個ある）

キ ャ ラ ク タ { か } を文字列に入れたい と きは、 直前にキ ャ ラ ク タ \ を付加する必要があ り

ます ：

password={weird\}string} （文字列値の中に右中括弧が1個ある）

要素の閉じ中括弧の直前にバッ ク ス ラ ッ シュがあ る と きは、その直前にバッ ク ス ラ ッ シュ

キ ャ ラ ク タ をつける必要があ り ます ：

filename={C:\path\name\\} （文字列の末尾がバックスラッシュ 1個）

空文字列は中括弧の対で作成でき ます ：

{}

内容文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 名前文字列 ： これらは各種形式の Unicode 内容を

持つこ と ができ ます。 パラ メ タ escapesequence が設定されていれば、 シングルバイ ト を

エスケープシーケン スで表現でき ます。 これらの文字列型と、 文字列オプシ ョ ンでのエン

コーデ ィ ングの選択について詳し く は、 PDFlib チュー ト リ アルを参照し て く ださい。

Unichar Unichar は 1 個の Unicode 値であ り 、 右記の各種文法が使えます ： 10 進値≧ 10

（例 ： 173） 、 16 進値の前に x ・ X ・ 0x ・ 0X ・ U+ のいずれかをつけた もの （xAD ・ 0xAD ・

U+00AD） 、 数値参照 ・ 文字参照 ・ グ リ フ名参照から 「&」 ・ 「;」 修飾を除いた もの （shy ・

#xAD ・ #173） 。 あ るいは、 リ テ ラルなキ ャ ラ ク タ を与え る こ と も でき ます。 Unichar は、

範囲 0 ～ 65535 （0 ～ 0xFFFF） でなければな り ません。 例 ：

replacementchar=? （リテラル）

replacementchar=63 （10進）

replacementchar=x3F （16進）

replacementchar=0x3F （16進）

replacementchar=U+003F （Unicode記法）

replacementchar=euro （HTML文字参照）

replacementchar=.question （標準のグリフ名参照）

replacementchar=.marina （フォント独自のグリフ名参照）

数字 1 文字は リ テ ラルに扱われ、 10 進 Unicode 値 と し ては扱われません ：

replacementchar=3 （U+0033 THREE。U+0003ではありません！）

Unicode 範囲 Unicode 範囲は、 連続的な範囲の Unicode キ ャ ラ ク タ群を、 その範囲の先

頭キ ャ ラ ク タ と末尾キ ャ ラ ク タ と で指定し た ものです。 Unicode 範囲の先頭値と末尾値 と

は、 空白を入れずに負号 「-」 で区切る必要があ り ます。 例 ：

forcechars={U+03AC-U+03CE}
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論理値 論理値は値 true か false を持ちます。論理値オプシ ョ ンの値が省略された と きは、

値 true であ る と見な されます。 name=false のかわ り に短縮記法 noname を用いる こ と も

でき ます ：

embedding （embedding=trueと同等）

noembedding （embedding=falseと同等）

キーワー ド  キーワー ド 型のオプシ ョ ンは、 固定キーワー ド 群の定義済み リ ス ト か ら 1

つを持つこ と ができ ます。 例 ：

blendmode=overlay

オプシ ョ ンのなかには、 数値かキーワー ド のいずれかの値を持つものがあ り ます。

数値 オプシ ョ ン リ ス ト は、 い く つかの数値型に対応し ています。

整数型は、 10 進または 16 進の整数を持つこ と ができ ます。 x ・ X ・ 0x ・ 0X のいずれかで

始ま る正の整数は 16 進値を表し ます ：

-12345
0
0xFF

float は、浮動小数点数または整数を持つこ と ができ ます。浮動小数点値の小数点 と し ては

ピ リ オ ド と カンマを用いる こ と ができ ます。 指数記法にも対応し ています。 以下の値はす

べて同等です ：

size = -123.45
size = -123,45
size = -1.2345E2
size = -1.2345e+2

パーセン ト 値は、 数値の直後に % キ ャ ラ ク タ を 1 個つけた数値です。 オプシ ョ ンによ って

は負のパーセン ト 値が許されます ：

leading=120%
topoffset=-20.5%

ハン ド ル ハン ド ルは、 フ ォ ン ト ・ 画像 ・ ア ク シ ョ ン と いった さ まざまな種類のオブジェ

ク ト を特定し ます。 技術的にはこれらは、 API 関数によ って以前に返された整数値です。

た と えば、 フ ォ ン ト ハン ド ルは load_font( ) によ って返されます。 ハン ド ルはつねに不透

明な値 と し て取 り 扱 う 必要があ り 、アプ リ ケーシ ョ ン側で直接変更し た り 作成し た り し て

はいけません （API 関数によ って返されたハン ド ルを用いる必要があ り ます） 。 ハン ド ル

はつねに、 それぞれのオブジ ェ ク ト の種類に対し て有効でなければな り ません。 た と え

ば、 どち らのハン ド ルも整数型だから と いって、 画像ハン ド ルを受け付けるオプシ ョ ンに

フ ォ ン ト ハン ド ルを与えてはいけません。
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1.3 文字サイズ ・ 色 ・ ア ク シ ョ ン

文字サイズ 文字サイ ズは、 い く つかの方式で定義する こ と ができ、 それによ り 、 テキス

ト のサイ ズを絶対値で指定し た り 、 何らかの外部の実体に対する相対値で指定し た り 、 何

らかのフ ォ ン ト プロパテ ィ に対する相対値で指定し た り する こ と ができ ます。 通常、 文字

サイ ズは 0 以外でなければな り ませんが、ただしオプシ ョ ンの解説で特記あ る場合はこの

限 り ではあ り ません。

多 く の場合、 文字サイ ズは float 値 1 個を内容 と し て持ち、 これはユーザー座標系にお

ける単位に対する比率を表し ます ：

fontsize = 12

または、 パーセン ト 値を内容と し て持つこ と もでき、 これが何に対するパーセン ト 値であ

るかはコ ンテキス ト によ って異な り ます（例：fit_textline( ) では、はめ込み枠に対する幅）：

fontsize = 8%

あ るいは文字サイ ズは、 オプシ ョ ン リ ス ト と し て指定する こ と もでき、 これはキーワード

と数値を内容 と し て持つ必要があ り ます。 こ こ でキーワード は、 求める フ ォ ン ト メ ト リ ッ

ク を表 1.1 に従って記述し、数値は、求めるサイ ズです。選ばれたテキス ト メ ト リ ッ ク が、

与え られた値に一致する よ う 、 PDFlib が適切な文字サイ ズを算出し ます ：

fontsize = {capheight 5}

色 色は、 3 種類の形式で定義する こ と ができ ます ： RGB カ ラー名、 16 進 RGB 値、 任意

の色空間の色のためのフ レキシブルなオプシ ョ ン リ ス ト のいずれかを用います。

第一の形式では、 SVG 1.1 のすべての有効な色名を直接与えて、 RGB 色を指定する こ

と ができ ます。 例 ： .

strokecolor=pink

この色名は、大文字/小文字を区別し ます。有効な色名の一覧は、下記の場所で得られます：

www.w3.org/TR/SVG11/types.html#ColorKeywords 

第二の形式では、 ハッ シュ 「#」 キ ャ ラ ク タの直後に、 3 個の 16 進数対 00 ～ FF の任意の

組み合わせを与えて、 RGB 色値を指定する こ と ができ ます。 例 ：

strokecolor=#FFC0CB

表 1.1 文字サイズ型のオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

ascender 数値は、 アセンダの高さ と し て解釈されます。

bodyheight 数値は、 ベースラ イ ンの間隔の最小値と し て解釈されます。 すなわち、 この値を行送り と し て用

いた と きは、 隣り合う行のデ ィ センダ と アセンダがち ょ う ど く っつ く 形にな り ます。 これは、

キーワー ドが与えられないと きのデフ ォル ト の動作です。

capheight 数値は、 大文字の高さ と し て解釈されます。

xheight 数値は、 小文字の高さ と し て解釈されます。

http://www.w3.org/TR/SVG11/types.html#ColorKeywords
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第三の形式は、 色空間 と 色値を指定する色オプシ ョ ン リ ス ト です。 色オプシ ョ ン リ ス ト

は、 色空間キーワード 1 個と、 その色空間によ って決ま る個数の float 値の リ ス ト 1 個を

内容 と し て持ちます。 色空間キーワー ド は、 setcolor( ) （141 ページ 「8.1 色 と色空間の設

定」 参照） に対する もの と同じです。 具体的な説明 と例を表 1.2 に示し ます。 各関数の説

明で記し ますが、 オプシ ョ ン リ ス ト によ っては、 上記のキーワード の一部分しか与えない

ものも あ り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの color/starter_color ト ピ ッ クにあり ます。

ア ク シ ョ ン リ ス ト ア ク シ ョ ン リ ス ト は、 1 個ないし複数のア ク シ ョ ンを指定し ます。 リ

ス ト 内の各項目は、 イベン ト キーワード （ ト リ ガ） 1 個と、 ア ク シ ョ ンハン ド ル群の リ ス

ト 1 個 と から成 り ます。 このア ク シ ョ ンハン ド ルは、 create_action( ) で作成し てお く 必要

があ り ます。 ア ク シ ョ ンは、 リ ス ト 内に記述された順に実行されます。 許される イベン ト

（例 ： docopen） と ア ク シ ョ ンの種類 （例 ： JavaScript） は、 オプシ ョ ン ご と にそのつど記

し ます。

リ ス ト が、 ト リ ガ 1 個と ア ク シ ョ ン 3 個を内容と し て持つ ：

action={ activate { 0 1 2 } }

リ ス ト が ト リ ガ 3 個を持ち、 それぞれがア ク シ ョ ンを 1 個ずつ持つ ：

action={ keystroke=0 format=1 validate=2 }

表 1.2 オプシ ョ ン リ ス ト 内の色データ型のキーワー ド一覧

キーワー ド 後続する値 例

gray グレースケール色空間の float 値 1 個 { gray 0.5 }

rgb RGB 色空間の float 値 3 個 { rgb 1 0 0 }

（キーワー ド

な し）

HTML カ ラー名または RGB 色の 16 進値 pink

#FFC0CB

cmyk CMYK 色空間の float 値 4 個 { cmyk 0 1 0 0 }

lab Lab 色空間の float 値 3 個 { lab 100 50 30 }

spot スポ ッ ト カ ラーハン ドルと、 濃度値を指定する float 1 個 { spot 1 0.8 }

spotname （最大 63 バイ ト 。 Unicode キャ ラ ク タ群ならばも っ と少な く 、

形式 ・ エン コーデ ィ ングに依存） スポ ッ ト カ ラー名と、 濃度

値を指定する float 1 個

{ spotname {PANTONE 281 U} 0.5 }

spotname 上記の簡単な形の spotname と同様ですが、 色値を追加する こ

とによ り、 カス タムスポ ッ ト カ ラー （すなわち PDFlib が内部

的に知らないスポ ッ ト カ ラー名） に対する代替色を指定する

こ とができます。 複数のオプシ ョ ンで同じ カス タムスポ ッ ト

カ ラー名を定義する と きは、 すべての定義で整合性を と る

（すなわち同じ代替色を定義する） 必要があ り ます。

{ spotname {PDFlib Blue} 0.5
{ lab 100 50 30 } }

iccbasedgray float 値 1 個 { iccbasedgray 0.5 }

iccbasedrgb float 値 3 個 { iccbasedrgb 1 0 0 }

iccbasedcmyk float 値 4 個 { iccbasedgray 0 1 0 0 }

pattern パターンハン ドル { pattern 1 }

none 色がないこ と を示し ます none

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/starter-color
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1.4 図形型

線 線は、 float 値 4 個の リ ス ト であ り 、 これらは、 線分の始点 と終点の x 座標 と y 座標を

指定し ます。 これらの座標を解釈する ための座標系 （デフ ォル ト 座標系またはユーザー座

標系） は、 オプシ ョ ンによ って異な り ますので、 個別に示し ます ：

line = {10 40 130 90}

折れ線 折れ線は、 n>2 の偶数 n 個の float 値を内容と し て持つ リ ス ト です。 リ ス ト 内の

それぞれの対は、 点 1 個の x 座標と y 座標を指定し ます。 これらの点が線分でつながれま

す。 これらの座標を解釈する ための座標系 （デフ ォル ト 座標系またはユーザー座標系） は、

オプシ ョ ンによ って異な り ますので、 個別に示し ます ：

polyline = {10 20 30 40 50 60}

以下のオプシ ョ ン リ ス ト は同等です ：

polyline = {10 20 30r 40r 50r 60r}
polyline = {10 20 40 60 90 120}

四辺形は、 特殊な種類の折れ線です。 これは矩形が回転し た ものであ り 、 ち ょ う ど 4 個の

点を指定する必要があ り ます。

も う 1 つの特殊な種類は多角形です。 これは、 自動的に線分によ って閉じ られる折れ

線です。

矩形 矩形は、 float 値 4 個の リ ス ト であ り 、 これらは、 矩形の左下隅 と右上隅の x 座標 と

y 座標を指定し ます。 こ れら の座標を解釈する ための座標系 （デフ ォル ト 座標系ま たは

ユーザー座標系） は、 オプシ ョ ンによ って異な り ますので、 個別に示し ます。 オプシ ョ ン

のなかには、 パーセン ト 値を受け付ける ものも あ り 、 これが何に対するパーセン ト 値であ

るかはコ ンテキス ト によ って異な り ます （例 ： テキス ト フ ローのはめ込み枠） 。 数値の直

後に接尾辞 r を付加する こ と によ り 、 相対座標を指定する こ と もでき ます。 座標 リ ス ト の

中で、 相対座標は、 直前の x 座標か y 座標に対する値と な り ます。 相対座標が リ ス ト の先

頭にあ る と きは、 原点に対する値 と な り ますので、 すなわち絶対座標 と な り ます。 例 ：

cropbox={ 0 0 500 600 }
box={40% 30% 50% 70%}

以下のオプシ ョ ンは同等です ：

box={12 34 56r 78r}
box={12 34 68 112}

円 円は、 float 値 4 個の リ ス ト と し て指定され、 1 番目の対は、 中心の x 座標 と y 座標を

指定し、 2 番目の対は、 円周上の任意の点の x 座標 と y 座標を指定し ます。 これらの座標

を解釈する ための座標系 （デフ ォル ト 座標系ま たはユーザー座標系） は、 オプシ ョ ンに

よ って異な り ますので、 個別に示し ます ：

circle={200 325 200 200}

曲線 リ ス ト 曲線 リ ス ト は、 連結された 2 本以上の 3 次のベジエ曲線分から成 り ます。 1

本のベジエ曲線は、 4 個の制御点によ って指定されます。 1 個目の制御点は曲線の始点で

あ り 、 4 個目の点は終点です。 2 個目の点と 3 個目の点は曲線の形状を制御し ます。 曲線
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リ ス ト では、 1 つの曲線分の最後の点が、 次の曲線分の 1 個目の点 と な り ます。 よ って、

曲線 リ ス ト は、 n ≧ n の 6 × n 個の float 値の リ ス ト と し て指定されます ：

curve={200 700 240 600 80 580 400 660 400 660 440 620}

曲線の描画後は、 最後の制御点が新しいカレ ン ト 点と な り ます。
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1.5 制限
PDF リ フ ァ レン ス、 Acrobat、 およびい く つかの PDF 標準のよ って課されている制限条項

に準拠し た PDF 出力を生成するために、 PDFlib ではい く つかの項目に制約を設けていま

す。 これらの制約を以下に示し ます。

以下の制約は、 強制的に守らせる よ う 、 値が適切に変更されます。

> PDF における浮動小数点値の最小の絶対値：0.000015。これよ り も絶対値が小さい数は

0 に置き換え られます。

> （PDF 1.4。それよ り 後の PDF バージ ョ ンにはあてはま り ません）PDF において浮動小数

点数値と し て表すこ と のでき る最大の絶対値 ： 32767.0。 これよ り も絶対値が大きい数

は、 いちばん近い整数に置き換え られます。

以下の制限に違反し た と きは、 例外が発生し ます。

> PDFlib では、 PDF 出力フ ァ イルサイ ズについて、 何ら固定的な制限はあ り ませんが、

PDF/A-1 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-5 の生成時には、 特定の制限を強制する必要があ り ます。

詳し く は PDFlib チュー ト リ アルを参照し て く ださい。

> PDF で許容される最大の数値 ： 2,147,483,647。

> ハイパーテキス ト 文字列の最大長 ： 65535。

> ページ上のテキス ト 文字列の最大長：kerning=false かつ wordspacing=0 の場合は 32,763

バイ ト （すなわち CID フ ォ ン ト な ら 16,381 キ ャ ラ ク タ）、 それ以外の場合は 4095 キ ャ

ラ ク タ

> 以下のオプシ ョ ンの リ ス ト 項目は最大 8191 個に制限されます。

views ・ namelist ・ polylinelist ・ fieldnamelist ・ itemnamelist ・ itemtextlist ・ children ・ group
> PDF/A-1 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-5 文書 1 個の中の間接オブジェ ク ト の最大数 ： 8,388,607
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2 一般関数
2.1 関数のス コープ

PDFlib のアプ リ ケーシ ョ ンは、 わか り やすい一定の構造規則に従 う 必要があ り ます。 た と

えば、 文書を開始する前に終了する こ と など当然でき ません。 PDFlib の API は、 文書や

ページのつ く り に非常に近い設計になっていますので、 文書を 「自然な」 や り 方で生成す

れば、 正しい PDFlib ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムができ あが り ます。 PDFlib は、 関数が正し

い順序で呼び出される よ う 、 厳格なス コープ機構で強制し ています。 各ス コープの定義を

表 2.1 に示し ます。 ス コープの入れ子を図 2.1 に図示し ます。 関数の解説では、 各関数の

許される ス コープを示し ます。 その許される ス コープの外で関数を呼ぶと、 例外が発生し

ます。 scope パラ メ タ を使 う と、 カレ ン ト のス コープを知る こ と ができ ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/function_scopes ト ピ ッ クにあり ます。

図 2.1
スコープの入れ子

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general-programming/function-scopes
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表 2.1 関数のス コープの定義一覧

スコープ名 定義

パス moveto( ) ・ circle( ) ・ arc( ) ・ arcn( ) ・ rect( ) ・ ellipse( ) のいずれかで開始。 135 ページ 「7.5 描画と ク

リ ッ ピング」 のいずれかの関数で終了

ページ begin_page( ) と end_page( ) の間、 ただ しパススコープの外

テンプレー

ト

begin_template_ext( ) と end_template( ) の間、 ただ しパススコープの外

パターン begin_pattern( ) と end_pattern( ) の間、 ただ しパススコープの外

フ ォ ン ト begin_font( ) と end_font( ) の間、 ただ しグリフスコープの外

グ リ フ begin_glyph( ) と end_glyph( ) の間、 ただ しパスス コープの外

文書 begin_document( ) と end_document( ) の間、 ただ しページ ・ テンプレート ・ パターン ・ フォントス

コープの外

オブジ ェ ク

ト

PDFlib オブジ ェ ク ト が存在し ている間、 ただ し文書スコープの外
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2.2 パラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理
PDFlib の操作は、 さ まざまなグ ローバルパラ メ タで制御する こ と ができ ます。文字列 と数

値のパラ メ タがあ り 、 それら を使って、 PDFlib や、 PDF 出力の体裁を制御する こ と ができ

ます。 数値と文字列のパラ メ タ を設定または取得するために、 4 つの関数があ り ます。 そ

れぞれの節の最初に、 関連するパラ メ タのキー名と値を記し ます。 使え るパラ メ タの全一

覧を 「付章 B 全パラ メ タ一覧」 に示し ます。

これらのパラ メ タの設定は、 PDFlib オブジェ ク ト が存在し ている間ずっ と、 も し く は

ク ラ イ アン ト が明示的に設定を変更する まで保持されます。 ただしパラ メ タによ っては、

各ページが始ま る ご と に明示的に再設定される ものも あ り ます （これは各説明でその旨を

そのつど示し ます）。

VB  RB Function get_value(key As String, modifier As Double) As Double
C# double get_value(String key, double modifier)

数値型の PDFlib パラ メ タの値を得ます。

key 取得し たいパラ メ タの名前。

modifier も し あれば、 パラ メ タに適用し たい修飾子。 修飾子が必要かど う か、 そし て何

に関するかは、 さ まざまなパラ メ タ一覧表で説明し ます。 修飾子を使わない と きは 0 にす

る必要があ り ます。 多 く のパラ メ タでは修飾子 と し て、 ハン ド ルを渡す必要があ り ます。

戻り値 パラ メ タの数値。

スコープ key に依存。

VB  RB Sub set_value(key As String, value As Double)
C# void set_value(String key, double value)

数値型の PDFlib パラ メ タに値を設定し ます。

key 設定し たいパラ メ タの名前。

value パラ メ タに設定し たい新しい値。

スコープ key に依存。

VB  RB Function get_parameter(key As String, modifier As Double) As String
C# String get_parameter(String key, double modifier)

文字列型の PDFlib パラ メ タの内容を得ます。

key 取得し たいパラ メ タの名前。

modifier も し あれば、 パラ メ タに適用し たい修飾子。 修飾子が必要かど う か、 そし て何

に関する ものかは、 さ まざまなパラ メ タ一覧表で説明し ます。 修飾子を使わない と きは 0

にする必要があ り ます。 多 く のパラ メ タでは修飾子と し て、 ハン ド ルを渡す必要があ り ま

す。

戻り値 パラ メ タの文字列値を、 ハイパーテキス ト 文字列と し て。 返された文字列は、 カレ ン ト 文

書ス コープを終え る まで使えます。 情報が得られない と きは空文字列が返されます。
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スコープ key に依存。

VB  RB Sub set_parameter(key As String, value As String)
C# void set_parameter(String key, String value)

文字列型の PDFlib パラ メ タ を設定し ます。

key 設定し たいパラ メ タの名前。

value （名前文字列） パラ メ タに設定し たい新しい値。

スコープ key に依存。

VB  RB Sub set_option(optlist As String)
C# void set_option(String optlist)

グ ローバルなオプシ ョ ン （複数可） を設定し ます。

optlist 表 2.2 に従ったグ ローバルなオプシ ョ ン群を指定するオプシ ョ ン リ ス ト 。 1 つの

オプシ ョ ンが複数回与え られた と きは、最後に出現し た ものがそれ以前のすべてを上書き

し ます。 1 つのオプシ ョ ンに対し て複数の値を与え るためには （例 ： searchpath）、 そのオ

プシ ョ ンに対する 1 つの リ ス ト 引数の中ですべての値を与えて く ださい。下記のオプシ ョ

ンを用いる こ と ができ ます ：

filenamehandling ・ logging ・ resourcefile ・ searchpath ・ shutdownstrategy

詳細 searchpath 以外では、新しい値は古い値を上書き し ます。set_option( ) は、set_parameter( )
のパラ メ タ群のサブセ ッ ト に対応し ています。

スコープ any

表 2.2 set_option( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 定義

filename-
handling

（キーワー ド。 Windows では不必要） フ ァ イル名に関する対象のエン コーデ ィ ング （デフ ォル ト ：

Mac OS X では unicode、 それ以外では legacy） ：

ascii 7 ビ ッ ト ASCII

basicebcdic コー ド ページ 1047 に従った基本 EBCDIC、 ただ し Unicode 値≦ U+007E のみ

basicebcdic_37
コー ド ページ 0037 に従った基本 EBCDIC、 ただ し Unicode 値≦ U+007E のみ

honorlang 環境変数 LANG を解釈し てフ ァ イル名に適用、 ただ し それが utf8 ・ UTF-8 ・ cpXXXX ・

CPXXXX ・ iso8859-x ・ ISO-8859-x のいずれかを指定し ている と きのみ。

legacy host エン コーデ ィ ング （すなわちカ レン ト システムのエン コーデ ィ ング） を用いて

フ ァ イル名を解釈し、 かつ、 honorlang パラ メ タが設定されていれば LANG 変数を解

釈。

unicode （EBCDIC-） UTF-8 形式の Unicode エン コーデ ィ ング

すべての有効なエン コーデ ィ ング名

PDFlib によ って認識される任意の （内蔵またはユーザー定義の） エン コーデ ィ ング （表

4.3 参照）、 ただ し glyphid ・ builtin を除 く

logging （オプシ ョ ン リ ス ト ） 表 2.8 に従ったログ記録オプシ ョ ン群
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resourcefile （名前文字列） PDFlib UPR リ ソースフ ァ イルの相対フ ァ イル名または絶対フ ァ イル名。 リ ソース

フ ァ イルはただちに読み込まれます。 既存のリ ソースは保持されますが、 再設定された と きには

新しい値で上書き されます。

searchpath （名前文字列のリ ス ト ） 読み取り たいフ ァ イルが位置するデ ィ レ ク ト リの相対パス名または絶対パ

ス名 （複数可）。 検索パスは複数回設定する こ とができ、 その項目群は蓄積されて、 設定された順

に用いられます （詳し く は PDFlib チュー ト リ アルを参照）。 空の名前文字列 （すなわち {{}}） は、

既存の検索パス項目群をすべて削除し ます。 Windows は、 検索パスはレジス ト リ項目で設定する こ

と もできます。 デフ ォル ト ： 空

shutdown-
strategy

（整数） すべての PDFlib オブジ ェ ク ト に対し て一度割り当てられたグローバルな リ ソースを解放す

る方式。 各グローバルリ ソースはそれぞれ、 それが初めて必要と された時に要求によ って初期化

されます。 このオプシ ョ ンは、 1 つのプロセス内のすべての PDF オブジ ェ ク ト に対し て、 同じ値

に設定する必要があ り ます。 そ う でない場合には動作は未定義です （デフ ォル ト ： 0） ：

0 参照カウン タが、 い く つの PDFlib オブジ ェ ク ト がそのリ ソースを使っているかを追跡

し ます。 最後の PDFlib オブジ ェ ク ト が削除されて参照カウン タがゼロに減った と き、

そのリ ソースは解放されます。

1 リ ソースはプロセスの終了まで保持されます。 これはパフ ォーマンスを若干向上させま

すが、 最後の PDFlib オブジ ェ ク ト が削除された後によ り多 く のメ モ リ を必要と し ます。

表 2.2 set_option( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 定義
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2.3 セ ッ ト ア ッ プ
PDFlib のセ ッ ト ア ッ プに関連するパラ メ タ と値のキー名を表 2.3 ・ 表 2.4 に示し ます （21

ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）。

表 2.3 get/set_parameter( ) のセ ッ ト ア ッ プ関連のキー一覧

キー 説明

任意の

リ ソース

カテゴ リ名

任意のリ ソースカテゴ リ内の項目。 get_parameter( ) の場合 ： 修飾子は項目番号を と り ます （先頭

が 1）。 項目がも う ないと きは空文字列が返されます。 カテゴ リ名の一覧は PDFlib チュー ト リ アル

を参照。 スコープ ： 任意

filename-
handling

表 2.2 に従ったフ ァ イル名に対する対象エン コーデ ィ ング

honorlang （非推奨。 filenamehandling=honorlang を用いて く だ さい） true にする と、 環境変数 LANG が解

釈されて、 それが utf8 ・ UTF-8 ・ cp1252 ・ CP1252 ・ iso8859-x ・ ISO-8859-x のいずれかを指定し て

いる と きは、 フ ァ イル名に適用されます。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： オブジ ェ ク ト

license1

1. set_parameter( ) のみ

PDFlib か PDFlib+PDI か PPS のラ イセンスキーを設定し ます。 キーを設定できるのは、 初めて

begin_document( ) を呼び出す前です。 誤ったプ ラ ッ ト フ ォームに対する ラ イセンスキーは、 警告な

く 無視されます。 ラ イセンスキーがないためにデモス タ ンプが生成されて し ま う事故を防ぐため、

nodemostamp パラ メ タ を用いて く だ さい。 スコープ ： オブジ ェ ク ト

licensefile ラ イセンスキーの入ったフ ァ イルの名前を設定し ます。 ラ イセンスフ ァ イルを設定できるのは、

初めて begin_document( ) を呼び出す前に 1 回だけです。 スコープ ： オブジ ェ ク ト

nodemo-
stamp

true なら、 有効なラ イセンスキーが見つからなかった と きに例外が発生し ます。 false なら、 全

ページにデモス タ ンプが生成されます。 このオプシ ョ ンは、 初めて begin_document( ) を呼び出

す前に設定する必要があ り ます。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： オブジ ェ ク ト

resourcefile PDFlib の UPR リ ソースフ ァ イルの相対または絶対フ ァ イル名。 そのリ ソースフ ァ イルはただちに

読み込まれます。 既存のリ ソースは保持されますが、 その値は再設定すれば新しい値で上書き さ

れます。 スコープ ： 任意

scope2

2. get_parameter( ) のみ

カ レン ト スコープの名前を返し ます （表 2.1 参照）。 スコープ ： 任意

SearchPath 読みたいフ ァ イルの入ったデ ィ レ ク ト リの相対または絶対パス名。 この SearchPath は複数回設定

する こ と もでき、 その内容は蓄積されて、 設定し た順序に使われます。 空文字列だ と SearchPath

リ ス ト の全文字列を （デフ ォル ト 項目群も） 削除し ます。

get_parameter( ) ： 修飾子は項目番号を と り ます （先頭が 1）。 項目がも う ないと きは空文字列が返

されます。 返される文字列のエン コーデ ィ ングは UTF-8 です。 スコープ ： 任意

string2
修飾子で与える文字列番号で指定される文字列を返し ます。 返された文字列は、 次に何らかの API

関数を呼び出すまで有効です。 スコープ ： 任意

version2
PDFlib の完全なバージ ョ ン文字列。 その形式は <メ ジ ャー>.<マイナー>.<リ ビジ ョ ン> で、 さ らに末

尾に beta ・ rc 等の限定詞がつ く こ と もあ り ます。 ス コープ ： 任意 ・ null
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表 2.4 get/set_value( ) のセ ッ ト ア ッ プ関連のキー一覧

キー 説明

compress 圧縮レベル。 圧縮な し＝ 0 から、 1 ＝最高速、 等々、 最高圧縮＝ 9 まで。 このパラ メ タは、 パスス

ルーモー ド で処理される画像データに対し ては効力を持ちません。 デフ ォル ト ： 6。 スコープ ：

ページ ・ 文書

major minor
revision1

それぞれ PDFlib のメ ジ ャー ・ マイナー ・ リ ビジ ョ ン番号を返し ます。 ス コープ ： 任意 ・ null

maxfile-
handles

（非サポー ト 。 Windows にのみ実装） 同時に開かれている （C ラ ン タ イム内で） フ ァ イルの数の新

しい最大値。 この数は 20 以上、 2048 以下である必要があ り ます。 この新しい値が C ラ ン タ イム

によ って受け付けられなかった と きは、 例外が発生し ます。 スコープ ： オブジ ェ ク ト

1. get_value( ) のみ
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2.4 PDFlib 仮想フ ァ イルシステム （PVF）
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの general/starter_pvf ト ピ ッ クにあり ます。

VB  RB Sub create_pvf(filename As String, data, optlist As String)
C# void create_pvf(String filename, byte[] data, String optlist)

メ モ リ 内で与えたデータから、 名前付きの仮想の読み取 り 専用フ ァ イルを作成し ます。

filename （名前文字列） 仮想フ ァ イルの名前。 これは任意の文字列で、 以後の PDFlib の

呼び出しで仮想フ ァ イルを参照する ために使えます。 仮想フ ァ イルの名前は、 それがデ ィ

レ ク ト リ またはフ ァ イル名の区切 り キ ャ ラ ク タ と し てス ラ ッ シ ュ 「/」 キ ャ ラ ク タのみを

用いている と きは、 SearchPath 機構に従います。

data 仮想フ ァ イルに入れたいデータ を持つバ リ アン ト 値 （REALbasic では メ モ リ ブロ ッ

ク）。

optlist 表 2.5 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 。 次のオプシ ョ ンが使えます。 copy

詳細 仮想フ ァ イル名は、 入力フ ァ イルを使 う あ ら ゆる API 関数に与え る こ と ができ ます （仮想

フ ァ イルを生成 PDF 出力に使 う こ と はでき ません。 それをするには begin_document( ) で

空のフ ァ イル名を使います）。こ う し た関数のなかには、データが不要になる まで仮想フ ァ

イルを ロ ッ ク でき る ものも あ り ます。 仮想フ ァ イルは、 delete_pvf( ) で明示的に、 または

delete( ) で自動的に削除される まで メ モ リ 内に保持されます。

PDFlib オブジェ ク ト はそれぞれ、 PVF フ ァ イルのセ ッ ト を独立し て保持し ます。 仮想

フ ァ イルは、 複数の PDFlib オブジェ ク ト 間で共有する こ と はでき ませんが、 それを使っ

て同じ PDFlib オブジェ ク ト から複数の文書を作成する こ と はでき ます。 別々の PDFlib オ

ブジェ ク ト を用いて動作し ている複数のス レ ッ ド は、PVF の使用を同期させる必要はあ り

ません。 filename と い う 仮想フ ァ イルがすでにあ る と きは、 例外が発生し ます。 この関数

は、 通常のデ ィ ス ク フ ァ イルですでに filename が使われていないか と い う 検証は行いま

せん。

copy オプシ ョ ンを与えていない と きは、 対になる delete_pvf( ) を呼び出し て成功する

までは、 与えたデータ を呼び出し側で変更し た り 解放 （削除） し てはいけません。 この規

則に従わない とおそ ら く ク ラ ッ シュが発生し ます。

スコープ 任意

表 2.5 create_pvf( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

copy （論理値） PDFlib が、 与えたデータの内部的なコ ピーをただちに作成し ます。 この場合、 呼び出し

側は与えたデータ を この呼び出しのすぐ後に捨ててもかまいません。 この copy オプシ ョ ンは、

COM ・ .NET ・ Java バイ ンデ ィ ングでは自動的に true に設定されます （その他のバイ ンデ ィ ングで

はデフ ォル ト ： false）。 それ以外の言語バイ ンデ ィ ングでは、 copy オプシ ョ ンを与えなければ

データはコ ピーされません。

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/general-programming/starter-pvf
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VB  RB Function delete_pvf(filename As String) As Long
C# int delete_pvf(String filename)

名前付きの仮想フ ァ イルを削除し て、 そのデータ構造を解放し ます （ただし内容は解放し

ません）。

filename （名前文字列。グ ローバルな filenamehandlingオプシ ョ ン またはパラ メ タに従っ

て解釈されます。 表 2.2 参照） create_pvf( ) に与えてあ るの と同じ仮想フ ァ イル名。

戻り値 その仮想フ ァ イルがあ るがロ ッ ク されている と きは -1、 それ以外な ら 1。

詳細 フ ァ イルがロ ッ ク されていなければ、 PDFlib は filename に関連づいたデータ構造をただ

ちに削除し ます。 filename と い う 有効な仮想フ ァ イルがない と きは、 この関数は警告も出

さず何も し ません。 この関数を呼び出し て成功し た後は、 filename は使いまわすこ と も で

き ます。 仮想フ ァ イルは、 delete( ) ですべて自動的に削除されます。

細かい意味は、 対になる create_pvf( ) を呼び出し た時に copy オプシ ョ ンを与えておい

たかによ って異な り ます。 copy オプシ ョ ンを与えておいたな ら、 フ ァ イルのための管理

データ構造も フ ァ イル内容本体 （データ） も両方解放されますが、 そ う でないな ら内容は

ク ラ イ アン ト が解放する と い う 前提なので解放されません。

スコープ 任意
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2.5 例外処理
この節に関連するオプシ ョ ンを表 2.6 に示し ます。 これらのオプシ ョ ンは多 く の関数で用

いる こ と ができ、 それぞれのオプシ ョ ン リ ス ト の開設でその旨示されています。 これらの

オプシ ョ ンは、get/set_parameter( ) に対するパラ メ タ キー名 と し て も用いる こ と ができ ま

す （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）。

VB  RB Function get_errnum( ) As Long
C# int get_errnum( )

最後に発生し た例外か、 または関数呼び出し失敗の原因の番号を得ます。

戻り値 も っ と も最近のエラー条件のエラーコー ド。

スコープ PDFlib で例外が発生し てから、 PDFlib オブジェ ク ト が死ぬまでの間。 あ るいは関数がエ

ラーコード -1 を返し てから、 この節で示し ている ものを除 く 任意の関数を呼び出すまで

の間に、 この関数を呼び出すこ と もでき ます。

バインディング ・.NET・REALbasic では、 こ の関数は PDFlibException オブジェ ク ト で get_errnum( ) と し て

も得られます。

VB  RB Function get_errmsg( ) As String
C# String get_errmsg( )

最後に発生し た例外か、 または関数呼び出し失敗の原因のテキス ト を得ます。

戻り値 も っ と も最近のエラー条件の記述されたテキス ト 。

スコープ PDFlib で例外が発生し てから、 PDFlib オブジェ ク ト が死ぬまでの間。 あ るいは関数がエ

ラーコード -1 を返し てから、 この節で示し ている ものを除 く 任意の関数を呼び出すまで

の間に、 この関数を呼び出すこ と もでき ます。

バインディング ・ .NET ・ REALbasic では、 こ の関数は PDFlibException オブジェ ク ト で get_errmsg( ) と し て

も得られます。

表 2.6 get/set_parameter( ) の例外関連のキー一覧 （オプシ ョ ン と し ても使用可能）

キー 説明

errorpolicy （キーワー ド） エラー発生時のさ まざまな関数の動作を制御し ます。 errorpolicy パラ メ タは、 さ

まざまな関数の errorpolicy オプシ ョ ンによ って上書きする こ とができ、 このオプシ ョ ンに対す

るデフ ォル ト と し てはたら きます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： legacy。 スコープ ： 任意） ：

legacy （非推奨） 関数の動作は PDFlib 6 と同じ です。

return エ ラーが起きる と関数は返り ます。 エラーコー ド を返せる関数 （load_image( ) 等） は -1

を返し ます。 結果文字列を返す関数 （fit_table( ) 等） は文字列 _error を返し ます。 アプ

リ ケーシ ョ ンの開発者は、 戻り値が -1 または _error でないかを検査し てエラー状況を

検出する必要があ り ます。 エラーが起きた と きは、 問題の詳しい内容は get_errmsg( ) で

取得できます。 新規のアプ リ ケーシ ョ ンにはこの設定を推奨し ます。

exception エ ラーが起きる と、 関数は例外を発生させます。 この例外は、 バイ ンデ ィ ング固有のし

く みを用いてク ラ イアン ト コー ド内で補足する必要があ り ます。 その時点までに生成さ

れた作りかけの PDF 出力は使えな く な り ますので、 破棄する必要があ り ます。
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VB  RB Function get_apiname( ) As String
C# String get_apiname( )

最後の例外を発生させたか、 または失敗し た API 関数の名前を得ます。

戻り値 例外を発生させた API 関数の名前か、 またはも っ と も最近に呼び出されて失敗しエラー

コード を返し た関数の名前。

スコープ PDFlib で例外が発生し てから、 PDFlib オブジェ ク ト が死ぬまでの間。 あ るいは関数がエ

ラーコード -1 を返し てから、 この節で示し ている ものを除 く 任意の関数を呼び出すまで

の間に、 この関数を呼び出すこ と も でき ます。

バインディング ・ .NET・REALbasic では、 この関数は PDFlibException オブジェ ク ト で get_apiname(( ) と し

て も得られます。
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2.6 ログ記録
ロ グ記録機能を使 う と、 API の呼び出し を ト レースする こ と ができ ます。 ロ グフ ァ イルの

内容は、 デバッ グ目的にも有用ですし、 PDFlib GmbH のサポー ト から求められる こ と も あ

り ます。 ロ グ記録機能のためのパラ メ タのキー名を表 2.7 に示し ます （21 ページ 「2.2 パ

ラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）。

ロ グ記録のオプシ ョ ンは、 以下の方法で与え る こ と ができ ます。

> set_option( ) の logging オプシ ョ ンに対するオプシ ョ ン リ ス ト と し て。 例 ：

p.set_option("logging", "filename=debug.log remove")

> set_parameter( ) の logging オプシ ョ ンに対するオプシ ョ ン リ ス ト と し て。 例 ：

p.set_parameter("logging", "filename=debug.log remove")

> PDFLIBLOGGING と い う 環境変数で。こ う する と、いちばん初めに何らかの API 関数を呼

び出し た時から ロ グ出力が始められます。

表 2.7 set_parameter( ) のログ記録関連のキー一覧

キー 説明

logging 表 2.8 に従ったログ記録オプシ ョ ンによるオプシ ョ ン リ ス ト

logmsg ログフ ァ イルへコ ピーさせたい文字列

表 2.8 logging パラ メ タのオプシ ョ ン一覧

キー 説明

（空リ ス ト ） ログ出力を有効にし ます

disable （論理値） ログ記録の出力を無効にし ます

enable （論理値） ログ出力の出力を有効にし ます

filename （文字列） ログフ ァ イルの名前。 特殊名と し て stdout と stderr も認識されます。 CICS ではこの

オプシ ョ ンは無視され、 ログ出力はつねに stderr へ書き出されます。 既存の内容がある と きは、

出力はそれに追加されます． デフ ォル ト ：

pdflog MVS の場合

PDFlib.log Mac ・ iSeries の場合

\PDFlib.log Windows の場合

/tmp/PDFlib.log それ以外の全システムの場合

あるいはログフ ァ イルの名前は、 PDFLIBLOGFILE とい う環境変数で与える こ と もできます。

flush （論理値） true なら、 出力が終わるたびにログフ ァ イルが閉じ られ、 次の出力でまた開かれるの

で、 出力が確実にフ ラ ッ シュ されます。 これは、 ログフ ァ イルの中断箇所を見てプログラムのク

ラ ッ シュ を追いたいと きに有用ですが、 ただ し処理はかな り遅 く な り ます。 false なら ログフ ァ イ

ルは 1 回だけ開かれます。 デフ ォル ト ： false

remove （論理値） true なら、 既存のログフ ァ イルは、 新しい出力が書き出される前に削除されます。 デ

フ ォル ト ： false

stringlimit （整数） 行あた りの文字数の制限値か、 または 0 で無制限。 デフ ォル ト ： 0
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classes （オプシ ョ ン リ ス ト ） 整数型のオプシ ョ ンを入れたオプシ ョ ン リ ス ト 。 こ こ で各オプシ ョ ンはログ

記録種別を記述し、 その値は粒度レベルを記述し ます。 レベル 0 ならそのログ記録種別は無効に

な り、 正の値ならその種別は有効にな り ます。 レベルを上げるほど出力は詳し く なっていきます。

以下のオプシ ョ ンが用意されています （デフ ォル ト ： {api=1 warning=1}） ：

api すべての API 呼び出し を、 その関数パラ メ タ と戻り値と と もにログ記録し ます。 api=2
にする と、 すべての API ト レース行の頭にタ イムス タ ンプが生成される と と もに、 非推

奨の関数 ・ オプシ ョ ンはその旨が示されます。 api=3 にする と、 try/catch 呼び出しがロ

グ記録されます （例外処理が入れ子になっている問題のデバッ グに有用）。

filesearch SearchPath または PVF による フ ァ イル検索に関連し たすべての試みをログ記録し ます。

resource Windows レジス ト リ と UPR 定義によるすべてのリ ソース検索の試みを、 そのリ ソース

検索の結果と と もにログ記録し ます。

user logmsg パラ メ タ で与えている、 ユーザー指定のログ記録出力。

warning すべての PDFlib 警告をログ記録し ます。 警告とは、 無視または内部対応できるエラー

状況です。 warning=2 にする と、 例外を発生させずに メ ッ セージテキス ト を中継させて

get_errmsg( ) で取得させる関数からのメ ッ セージ と、 フ ァ イルを開こ う と し て失敗し た

すべての試みの原因も ログ記録されます。

表 2.8 logging パラ メ タのオプシ ョ ン一覧

キー 説明
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3 文書 ・ ページ関数

3.1 文書関数

VB  RB Function begin_document(filename As String, optlist As String) As Long
C# int begin_document(String filename, String optlist)

新規 PDF フ ァ イルを さ まざまなオプシ ョ ンに従って作成し ます。

filename （名前文字列。グ ローバルな filenamehandlingオプシ ョ ン またはパラ メ タに従っ

て解釈 さ れます。 表 2.2 参照） 生成し たい PDF 出力フ ァ イ ルの絶対名ま たは相対名。

filename が空な らば、 PDF 文書はフ ァ イル上でな く メ モ リ 内に生成され、 その生成 PDF

データ を ク ラ イ アン ト へ取 り 出すには get_buffer( ) 関数を使 う 必要があ り ます。 Windows

では、 UNC パスや、 割 り 当て られたネ ッ ト ワーク ド ラ イブを使って もかまいません。

optlist 文書オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 3.1 に従った文書オプシ ョ ン群。 end_document( ) で指定するオプシ ョ ンは、 begin_
document( ) で指定し た同等のオプシ ョ ン よ り も優先されます。 以下のオプシ ョ ンが

使えます ：

attachmentpassword ・ attachments ・ autoxmp ・ compatibility ・ destination ・ groups ・

inmemory ・ labels ・ lang ・ linearize ・ masterpassword ・ metadata ・ moddate ・

objectstreams ・ openmode ・ optimize ・ pagelayout ・ pdfa ・ pdfx ・ permissions ・

rolemap ・ search ・ tagged ・ tempdirname ・ uri ・ userpassword ・ viewerpreferences

戻り値 エラーな ら -1、 そ う でなければ 1。 filename が空の と きは、 この関数は必ず成功し、 決し

てエラー値 -1 を返し ません。

詳細 この関数は、 与え られた filename を使って新規 PDF フ ァ イルを作成し ます。 PDFlib は、

その与え られた名前のフ ァ イルを開こ う と試み、 そし てその PDF 文書が完了し た と きに

はフ ァ イルを閉じ ます。

スコープ オブジ ェ ク ト 。 こ の関数は、 フ ァ イルを う ま く 開けた と きは文書ス コープを開始させま

す。 対応する end_document( ) と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。

バインディング ASP ： この関数に渡すフルパス名を作るには MapPath 機能を使 う 必要があ り ます。

VB  RB Sub end_document(optlist As String)
C# void end_document(String optlist)

生成された PDF フ ァ イルを閉じ て、 さ まざまなオプシ ョ ンを適用し ます。

optlist 文書処理オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 3.1 に従った文書オプシ ョ ン群。 end_document( ) で指定するオプシ ョ ンは、 begin_
document( ) で指定し た同等のオプシ ョ ン よ り も優先されます。 以下のオプシ ョ ンが

使えます ：
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action ・ attachmentpassword ・ attachments ・ autoxmp ・ createpvf ・ destination ・

destname ・ labels ・ metadata ・ moddate ・ objectstreams ・ openmode ・ pagelayout ・

portfolio ・ rolemap ・ search ・ uri ・ viewerpreferences

詳細 この関数は、生成された PDF 文書を完了し、文書に関連する リ ソース をすべて解放し、 そ

の PDF 文書が begin_document( ) で開かれていた と きには出力フ ァ イルを閉じ ます。 この

関数は、PDF 文書を開いた と きの手段が何であろ う と、 ク ラ イ アン ト がすべてのページを

生成しおわった時点で呼び出す必要があ り ます。

文書を メ モ リ 内に生成し た と きは （フ ァ イル上でな く ）、 その文書のバッ フ ァはこの関

数を呼び出し た後も保持され （get_buffer( ) で取 り 出せる よ う に）、次に begin_document( )
を呼び出し た と きか、 または PDFlib オブジェ ク ト がス コープ外に出た と きに解放されま

す。

スコープ 文書。 この関数は文書ス コープを終了させます。 対応する begin_document( ) 関数 と必ず

対にし て呼び出す必要があ り ます。 

表 3.1 begin_document( ) ・ end_document( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

action1
（ア クシ ョ ン リ ス ト 。 PDF/A では不可） 以下のイベン ト （複数可） に対する文書ア クシ ョ ンのリ ス

ト 。 デフ ォル ト ： 空リ ス ト 。

open 文書が開かれた時に実行させたいア クシ ョ ン。 Acrobat 内の実行順序の関係上、 文書レ

ベルの JavaScript は open アク シ ョ ン と し て使えません。

didprint/didsave/willclose/willprint/willsave
（PDF 1.4） 文書の印刷後 / 文書の保存後 / 文書を閉じ る前 / 文書の印刷前 / 文書の保存

前に実行させたい JavaScript ア クシ ョ ン。

attachment-
password2 , 3

（文字列。 PDF 1.6。 userpassword か masterpassword を設定し ている と きは無視されます。

linearize ・ optimize オプシ ョ ン との併用は不可） フ ァ イル添付が、 指定文字列をパスワー ド と し

て暗号化されます。 文書のそれ以外は暗号化されません。

attachments （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） 文書レベルのフ ァ イル添付を指定し ます （ページ上の特定箇所に結

びつ く 添付注釈とは異な り ます）。 begin_document( ) と end_document( ) の両方でフ ァ イル添付を与

えてもかまいません。 使えるオプシ ョ ン ：

description （ハイパーテキス ト 文字列。 PDF 1.6） フ ァ イルに関する説明テキス ト 。

filename （ハイパーテキス ト 文字列。 必須） フ ァ イルの名前。 Unicode フ ァ イル名は使えますが、

ただ し Acrobat で正し く 表示されるためには PDF 1.7 が必要です。

mimetype （文字列） フ ァ イルの MIME タ イプ。 Acrobat は、 添付が開かれた時に、 適切なアプ リ

ケーシ ョ ンを起動させるためにこれを用います。

name （ハイパーテキス ト 文字列） 添付の名前。 デフ ォル ト ： filename からパス要素をすべて

除いたもの

autoxmp （論理値。 PDF/X-3/4/5 ・ PDF/A-1 モー ド では true を強制されます） true にする と、 PDFlib は文

書情報フ ィ ールドから XMP 文書メ タデータ を作成し ます （225 ページ 「14.2 XMP メ タデータ」 参

照）。 デフ ォル ト ： false
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compatibility2
（キーワー ド。 pdfx ・ pdfa オプシ ョ ンのいずれかが none 以外の値で用いられている と きは無視さ

れます） 文書の PDF バージ ョ ンを、 以下に挙げるキーワー ドのいずれかに設定し ます。 このオプ

シ ョ ンは、 どの PDF 生成機能が利用可能かと、 どの PDF 文書を PDFlib+PDI で取り込めるかに影響

を与えます （デフ ォル ト ： 1.7） ：

1.3 PDF 1.3。 Acrobat 4 以上が必要です。

1.4 PDF 1.4。 Acrobat 5 以上が必要です。

1.5 PDF 1.5。 Acrobat 6 以上が必要です。

1.6 PDF 1.6。 Acrobat 7 以上が必要です。

1.7 PDF 1.7。 ISO 32000-1 で定義されてお り、 Acrobat 8 以上が必要です。 

1.7ext3 PDF 1.7 拡張レベル 3。 Acrobat 9 以上が必要です。 1.7ext8PDF 1.7 拡張レベル 8。

Acrobat X 以上が必要です。

createpvf2
（論理値） true にする と、 PDF フ ァ イルを フ ァ イル上でな く メ モ リ内に生成し ます。 与える フ ァ イ

ル名は、 end_document( ) の呼び出しによ って生成される仮想フ ァ イルの名前です。 この場合、 PDF

出力データ を取り出すために get_buffer( ) を呼び出すこ とはできません。 かわり に、 生成された

PVF フ ァ イルの名前を、 他の PDFlib 関数に与える こ とができます。 これは、 PDF ポー ト フ ォ リ オ

に含める文書を生成する と きに有用で し ょ う。 デフ ォル ト ： false

destination （オプシ ョ ン リ ス ト 。 文書を開 く アクシ ョ ンを指定し ている と きは無視されます） 文書を開 く アク

シ ョ ンを表 12.5 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

destname1
（ハイパーテキス ト 文字列。 destination オプシ ョ ンを指定し ている と きは無視されます） 文書を

開 く アク シ ョ ン と し て使わせたい、 add_nameddest( ) で定義し てある移動先の名前。

groups2
（文字列のリ ス ト ） 文書で使いたいページグループの名前と順序を定義し ます。 ページグループは

複数のページをま とめます （ページ ラベルをつける と きなどに有用です）。 文書で定義し たページ

グループの 1 つにページを割り当てて、 そのグループの中で指し示すこ とができます。 文書で

ページグループを定義し た と きは、 すべてのページをページグループに割り当てる必要があ り ま

す。

inmemory2
（論理値） true にする と、 linearize か optimize オプシ ョ ン も true にし た と きは、 PDFlib は線形

化のための一時フ ァ イルを一切作成せず、 フ ァ イルを メ モ リ内で処理し ます。 これはシステムに

よ っては （特に MVS）、 驚異的な速度向上につながり ますが、 文書のサイズの 2 倍のメ モ リが必要

にな り ます。 false にする と、 線形化 ・ 最適化のために一時フ ァ イルが作成されます。 デフ ォル

ト ： false

labels （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） シンボ リ ッ クなページ名を表 3.2 に従って指定したオプシ ョ ン リ ス

ト （複数可） を内容と し て持つ リ ス ト 。 このページ名は Acrobat のステータ スバーにページラベル

と し て表示されます （ページ番号のかわり に）。 style ・ prefix ・ start 値の組み合わせが文書内で

一意である必要があ り ます。 デフ ォル ト ： none

lang2
（文字列。 tagged=true にし ている と きは推奨） 文書の自然言語を、 2 字の ISO 639 言語コー ド で設

定し ます （例 ： DE ・ EN ・ FR ・ JA）。 その後に、 ハイ フ ン と 2 字の ISO 3166 国コー ド をつける こ と

も可能です （例 ： EN-US ・ EN-GB ・ ES-MX）。 大文字 ・ 小文字は区別されません。

この言語指定は、 構造ツ リーのあらゆるレベルで個々のアイテムについて上書きできますが、 は

じめに文書の全体について設定し てお く 必要があ り ます。

linearize2
（論理値） true にする と出力文書は線形化されます。 デフ ォル ト ： false

master-
password2, 3

（文字列。 permissions を指定し ている と きは必須。 PDF/A ・ PDF/X では不可） 文書のマス ターパ

スワー ド。 空にする と マス ターパスワー ドは適用されません。 デフ ォル ト ： 空

表 3.1 begin_document( ) ・ end_document( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） 文書の XMP メ タデータ を与えます （225 ページ 「14.2 XMP メ タ

データ」 参照）。 この XMP は、 set_info( ) で与えている文書情報項目を上書き し ます。 PDF/A モー

ド では、 与える XMP メ タデータが準拠するべき要請が追加されます （PDFlib チュー ト リ アル参

照）。

moddate （論理値） true にする と、 い く つかのプ リ フ ラ イ ト ツールに準拠するために ModDate （更新日時）

文書情報キーが作成されます。 デフ ォル ト ： false

objectstreams2
（キーワー ドのリ ス ト 。 PDF 1.5。 optimize または linearize が true のと きは false が強制されま

す） 出力フ ァ イルサイズを劇的に縮小する、 圧縮されたオブジ ェ ク ト ス ト リーム群を生成し ます

（デフ ォル ト ： {other nodocinfo}） ：

bookmarks しお り オブジ ェ ク ト 群を圧縮し ます。

docinfo 文書情報フ ィ ールド群を圧縮し ます。

fields フ ォームフ ィ ールド群を圧縮し ます。

names 名前付き参照先を持つオブジ ェ ク ト 群を圧縮し ます。

none 圧縮されたオブジ ェ ク ト ス ト リームを一切生成し ません （このオプシ ョ ンの後で明示的

に有効にされたカテゴ リ群を除いて）。

other このキーワー ドの後で明示的に無効にされなかったすべてのカテゴ リ、 およびその他の

自身のキーワー ド を持たないオブジ ェ ク ト 種別群。

pages ページツ リーを構成するオブジ ェ ク ト 群を圧縮し ます。

tags マーク された内容タグ群を圧縮し ます。

xref 圧縮された xref ス ト リームを生成し ます。 このカ テゴ リは、 他のカテゴ リ を 1 つでも

有効にする と自動的に有効にな り ます。

none ・ other 以外のすべてのキーワー ドは、 頭に no をつけて （例 ： nodocinfo） そのカテゴ リの圧

縮を無効にする こ とができます。 このよ う な否定キーワー ド を 1 つでも与える と、 キーワー ド

other はリ ス ト の先頭に付加されます。

openmode （キーワー ド） 文書を開いた時の表示方式を設定し ます。 デフ ォル ト ： 文書にしお りがあるなら

bookmarks、 なければ none。

none パネルを追加表示せずに開きます。

bookmarks しお りパネルを表示し て開きます。

thumbnails ページパネルを表示し て開きます。

fullscreen 全画面表示で開きます （ブ ラウザでは効果な し）。

layers （PDF 1.5） レ イヤーパネルを表示し て開きます。

attachments （PDF 1.6） フ ァ イル添付パネルを表示し て開きます。

optimize2
（論理値） true にする と、 出力文書が生成された後、 別途のパスで最適化されます。 最適化は、 冗

長な重複オブジ ェ ク ト を除いてフ ァ イルサイズを小さ く し ます。 通常、 ク ラ イアン ト コー ド に非

効率がある場合 （同一画像や同一 ICC プロ フ ァ イルを、 ハン ドルの再利用をせずに、 何度も読み

込んだ場合など） を除き、 最適化は目立った効果を もたら し ません。 デフ ォル ト ： false

pagelayout （キーワー ド） 文書を開いた時に使わせたいページレ イアウ ト 。 デフ ォル ト ： default。

default Acrobat ビ ューアのデフ ォル ト 設定。

singlepage 1 ページずつ表示。

onecolumn ページを縦一列に並べて表示。

twocolumnleft ページを見開きで、 奇数ページを左に表示。

twocolumnright ページを見開きで、 奇数ページを右に表示。

twopageleft （PDF 1.5） 2 ページずつ、 奇数番号ページを左に表示。

twopageright （PDF 1.5） 2 ページずつ、 奇数番号 ページを右に表示。

表 3.1 begin_document( ) ・ end_document( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明



3.1  文書関数 37

pdfa2
（キーワー ド） PDF/A 準拠レベルを、 PDF/A-1a:2005 ・ PDF/A-1b:2005 ・ none のいずれかに設定し

ます。 PDF/A-1a:2005 の場合、 タグ付き PDF モー ドが自動的に有効にな り ます。 PDF/A-1 出力は

同時に、 pdfx オプシ ョ ンの PDF/X-1a:2003 ・ PDF/X-3:2003 ・ PDF/X-4 設定に準拠させる こ とが可能

です。 デフ ォル ト ： none

pdfx2
（キーワー ド） PDF/X 準拠レベルを、 PDF/X-1a:2001 ・ PDF/X-1a:2003 ・ PDF/X-3:2002 ・ PDF/X-

3:2003 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-4p ・ PDF/X-5g ・ PDF/X-5pg ・ none のいずれかに設定し ます。 デフ ォル

ト ： none

permissions2
（キーワー ドのリ ス ト 。 PDF/A ・ PDF/X では不可） 出力文書に対する利用権限のリ ス ト 。 以下の

キーワー ド を任意の数入れられます （デフ ォル ト ： 空）。

noprint Acrobat でフ ァ イルを印刷できないよ う にし ます。

nohiresprint
（PDF 1.4） Acrobat で高解像度印刷ができないよ う にし ます。 noprint を設定し ていない

と きは、 「画像と し て印刷」 機能でページを低解像度でレンダ リ ングし たものしか印刷

できな く な り ます。

nomodify Acrobat でページの編集 ・ 切り抜き と フ ォームフ ィ ールドの追加 ・ 変更をできないよ う

にし ます。

noassemble （PDF 1.4。 nomodify を含む） Acrobat でページの追加 ・ 削除 ・ 回転と しお り ・ サムネー

ルの作成ができないよ う にし ます。

noannots Acrobat で しお り ・ フ ォームフ ィ ールドの追加 ・ 変更をできないよ う にし ます。

noforms （PDF 1.4。 nomodify ・ noannots を含む） Acrobat でフ ォームフ ィ ールドへの記入をでき

ないよ う にし ます。 

nocopy Acrobat でテキス ト ・ グラ フ ィ ッ クのコ ピー ・ 抽出をできないよ う にし ます。 アクセシ

ビ リ テ ィ イ ン タ フ ェ ースは noaccessible で制御し ます。

noaccessible
（PDF 1.4） Acrobat でア クセシビ リ テ ィ 目的 （読み上げプログラムなど） でのテキス ト

やグラ フ ィ ッ クの抽出ができないよ う にし ます。

plainmetadata
（PDF 1.5） 暗号化し た文書に対し ても、 XMP 文書メ タデータ を暗号化し ないままにし ま

す。

portfolio1
（オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.7） 表 12.16 に従った、 PDF ポー ト フ ォ リ オを生成するためのサブオプ

シ ョ ン群

rolemap2
（対のリ ス ト 。 各対の 1 番目の項目は名前文字列、 2 番目の項目は文字列。 タグ付き PDF に対し て

のみ） カス タム要素種別から標準要素種別へのマ ッ ピング。 各対は、 標準またはカス タムの要素

種別の名前と、 そのカス タム種別をマ ッ プ させたい標準要素種別の名前を内容と し て持ちます。

既存の要素種別に対し て別のセマンテ ィ クスを割り当てるために、 標準要素種別を、 別の種別へ

マ ッ プする こ とができます。 タグ付き PDF における カス タム要素種別の使用については 227 ペー

ジ 「14.3 タグ付き PDF」 を参照し て く だ さい。

search （オプシ ョ ン リ ス ト ） 文書を開 く 時に検索イ ンデ ッ クスを読み込むよ う Acrobat に命令し ます。 使

えるサブオプシ ョ ン ：

filename （ハイパーテキス ト 文字列。 必須） 検索イ ンデッ クスの入ったフ ァ イルの名前。 このイ

ンデ ッ クスのフ ァ イル名は文書に対する相対指定でも よいですが、 正しいイ ンデッ クス

フ ァ イル名を与えるのはユーザー側の役割と な り ます。

indextype （名前文字列） イ ンデ ッ クスの種類で、 Acrobat では PDX とする必要があ り ます。 デフ ォ

ル ト ： PDX

表 3.1 begin_document( ) ・ end_document( ) の文書オプシ ョ ン一覧
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tagged2
（論理値。 PDF 1.4） true にする と タグ付き PDF 出力が生成されます。 タグ付き PDF モー ド では、

ク ラ イアン ト は適切な構造情報を与える必要があ り ます （227 ページ 「14.3 タグ付き PDF」 参照）。

pdfa オプシ ョ ンの値が PDF/A-1a:2005 のと きは、 このオプシ ョ ンは自動的に true を強制されま

す。 デフ ォル ト ： false

tempdirname2
（文字列） linearize ・ optimize オプシ ョ ンで必要な一時フ ァ イルを作成し たいデ ィ レ ク ト リの名

前。 空にする と、 PDFlib はカ レン ト デ ィ レ ク ト リ に一時フ ァ イルを生成し ます。 tempfilenames オ

プシ ョ ンを与えている と きはこのオプシ ョ ンは無視されます。 デフ ォル ト ： 空

uri （文字列） 文書にベース URL を設定し ます。 これは、 他の文書への相対 Web リ ン ク を持った文書

を他の所へ移すと きに便利です。 ベース URL を 「元の」 場所に設定し ておけば、 相対リ ン クは確

実に有効であ りつづけます。 デフ ォル ト ： none

user-
password2, 3

（文字列。 PDF/A ・ PDF/X では不可） 文書のユーザーパスワー ド。 空にする とユーザーパスワー ド

は適用されません。 デフ ォル ト ： 空

viewer-
preferences

（オプシ ョ ン リ ス ト ） さ まざまな表示設定を表 3.3 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 デフ ォル

ト ： 空

1. end_document( ) のみ
2. begin_document( ) のみ
3. パスワー ド では、Winansi エン コーデ ィ ング外のキャ ラ ク タは、PDF 1.7拡張レベル3以上が生成される と きにのみ許されます。

表 3.2 begin/end_document( ) の labels オプシ ョ ン と begin/end_page_ext( ) の label オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一

覧

オプシ ョ ン 説明

group （文字列。 begin_document( ) のみ。 文書がページグループを使っている と きは必須、 そ う でないと

きは禁止） 指定するグループの全ページにラベルが適用されます。 後続するグループについても、

新たなラベルを適用するまではこのラベルが全ページに適用されつづけます。 グループ名は、

begin_document( ) の groups オプシ ョ ンで定義し てある必要があ り ます。

pagenumber （整数。 end_document( ) のみ。 文書がページグループを使っていないと きは必須、 そ う でない と き

は禁止） 指定するページにラベルが適用されます。 後続するページについても、 新たなラベルを

適用するまではこのラベルが適用されつづけます。

prefix （ハイパーテキス ト 文字列） 範囲内のすべてのラベルにつけたいラベル接頭辞。 デフ ォル ト ： な し

start （整数≧ 1） 範囲内の最初のラベルに与えたい数値。 範囲内の後続するページにも、 この値に続け

て番号が振られていきます。 デフ ォル ト ： 1

style （キーワー ド） 使いたい番号ス タ イル。 デフ ォル ト ： none。

none ページ番号な し。 すなわち ラベルの中身は接頭辞だけにな り ます。

D 10 進アラ ビア数字 （1, 2, 3, ...）

R 大文字ローマ数字 （I, II, III, ...）

r 小文字ローマ数字 （i, ii, iii, ...）

A 大文字アルフ ァベ ッ ト （A, B, C, ..., AA, BB, CC, ...）

a 小文字アルフ ァベ ッ ト （a, b, c, ..., aa, bb, cc, ...）

表 3.1 begin_document( ) ・ end_document( ) の文書オプシ ョ ン一覧
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表 3.3 begin_document( ) ・ end_document( ) の viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

centerwindow （論理値） 文書のウ ィ ン ド ウを画面の中央に置 く かど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

direction （キーワー ド） 文書の閲覧方向。 見開き表示でのスク ロール順序に対し て効力を持ちます （デフ ォ

ル ト ： l2r）。

l2r 左から右へ

r2l 右から左へ （縦書きなど）

displaydoctitle （論理値） Acrobat のタ イ ト ルバーに Title 文書情報フ ィ ールド を表示するか （true）、 それと も

フ ァ イル名を表示するか （false） を指定し ます。 デフ ォル ト ： false

duplex （キーワー ド。 PDF 1.7） 印刷ダイアログの用紙の扱いのオプシ ョ ン （デフ ォル ト ： none）。

DuplexFlipShortEdge
両面印刷し て短辺を綴じ る。

DuplexFlipLongEdge
両面印刷し て長辺を綴じ る。

none 用紙の扱いを設定し ない。

Simplex 片面印刷。

fitwindow （論理値） 文書のウ ィ ン ド ウを先頭ページの大き さに合わせるかど うかを指定し ます。 デフ ォル

ト ： false

hidemenubar1
（論理値） Acrobat のメ ニューバーを隠すかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

hidetoolbar1
（論理値） Acrobat のツールバーを隠すかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

hidewindow-
ui1

（論理値） Acrobat のウ ィ ン ド ウコ ン ト ロールを隠すかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

nonfullscreen-
pagemode

（キーワー ド。 openmode オプシ ョ ンを fullscreen に設定し ている と きのみ意味を持ちます） 全画

面表示から抜けた時の文書の表示方式を指定し ます。 デフ ォル ト ： none

bookmarks ページ と しお りパネルを表示

thumbnails ページ とページパネルを表示

layers ページ と レ イヤーパネルを表示

none ページだけを表示
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numcopies （整数で範囲 1 ～ 5、 PDF 1.7） 印刷ダイアログの部数。 デフ ォル ト ： ビ ューア依存

picktrayby-
pdfsize

（論理値。 PDF 1.7。 Mac OS では効果な し） 印刷ダイアログで PDF のページサイズに合わせて給紙

ト レ イ を選択するかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： ビ ューア依存

printscaling （キーワー ド。 PDF 1.6） 文書で印刷ダイアログを出し た と きに選択させておきたい、 ページの拡縮

の選択肢。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： appdefault） ：

none ページの拡縮な し。 ページの内容を正確な大き さ で印刷させたいと きに有用です。

appdefault Acrobat で指定されている カ レン ト の印刷の拡縮を使用し ます。

printpage-
range

（整数対のリ ス ト 。 PDF 1.7） 印刷ダイアログのページ番号。 各対は、 印刷し たいページ範囲の開始

ページ と終了ページの番号を表し ます （先頭ページが 1）。 デフ ォル ト ： ビ ューア依存

printarea
printclip
viewarea
viewclip

（キーワー ド。 PDF/X では media ・ bleed のみ可） 文書を画面表示 ・ 印刷する時に表示 ・ 断ち切り

し たいページ領域を表すページ境界枠の種類。 Acrobat はこの設定を無視し ますが、 他のアプ リ

ケーシ ョ ンでは有用かも しれません。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： crop） ：

art ArtBox を使用

bleed BleedBox を使用

crop CropBox を使用

media MediaBox を使用

trim TrimBox を使用

1. Acrobat 8 以上では、 hidemenubar と hidetoolbar と hidewindowui の組み合わせ （すなわちすべてのユーザーイ ン タ フ ェ ー

ス要素を隠す） には対応し ていません。 これら 3 つの要素を hidden に設定し ても メ ニューバーは依然表示されます。

表 3.3 begin_document( ) ・ end_document( ) の viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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3.2 PDF 文書を メ モ リから取得
空でない filename パラ メ タが begin_document( ) に与え られている と き、 PDFlib は名前付

きデ ィ ス ク フ ァ イルに PDF 文書を書き込みます。 あ るいは、 filename パラ メ タが空であ

れば、PDF 文書は メ モ リ 内に生成されます。 この場合、PDF 文書データは メ モ リ から get_
buffer( ) で取得する必要があ り ます。 これは と り わけ、PDF を Web サーバから頒布する と

きに有用です。

VB  RB Function get_buffer( )
C# byte[] get_buffer( )

PDF 出力バッ フ ァの内容を得ます。

戻り値 ク ラ イ アン ト 側で消費するためのバイナ リ PDFデータで満た されたバッ フ ァ。多 く のCOM

ク ラ イ アン ト はバッ フ ァ内容の保持にバ リ アン ト 型を用います。 JavaScript で COM を使

う 場合は、 返されるバ リ アン ト 配列の長さ を取得する こ と が許されません （しかし他の言

語 と COM ではそれは動作し ます）。 返されたバッ フ ァは、 ク ラ イ アン ト で他の何らかの

PDFlib 関数を呼び出す前に使 う 必要があ り ます。 他の PDFlib 関数をいろいろ呼び出し な

が ら こ のデータ も使いたい と きは、 忘れずにデータ を コ ピーし て く だ さ い （特に、 こ の

データの入った PVF フ ァ イルを作成する ために create_pvf( ) を呼び出す前には）。

詳細 生成された PDF データの入ったバッ フ ァ全体ないし一部分を取 り 出し ます。 この関数が

ページ記述の合間に呼び出された と きは、 それまでに生成された PDF データ を返し ます。

PDF を メ モ リ 内に生成し ている場合は、 この関数は end_document( ) の後には少な く と も

呼び出す必要があ り 、 その と きに PDF 文書の残 り を返し ます。 も っ と前に呼び出し て文

書データ を部分的に取 り 出し て も よいでし ょ う 。 この関数を 1 回だけ end_document( ) の

後に呼び出す場合は、 返されるバッ フ ァにはその PDF 文書がま る ご と ま と めて入ってい

る こ と が保証されます。

PDF 出力にはバイナ リ キ ャ ラ ク タが含まれていますので、 ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェア

側では、 null 値を含む印刷不可能キ ャ ラ ク タ を受け入れる態勢が必要です。

スコープ オブジ ェ ク ト ・ 文書 （言い換えれば、 end_page_ext( ) から begin_page_ext( ) までの間か、

または end_document( ) から delete( ) までの間）。 こ の関数は、 begin_document( ) に空の

filename を与えている と きだけ使えます。

begin_document( ) で linearize オプシ ョ ンを true に設定し ている と きは、 ス コープは

object に限られますので、 すなわち こ の関数は end_document( ) の後でしか呼び出せませ

ん。
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3.3 ページ関数
この節に関連するパラ メ タ と値のキー名を表 3.4 ・ 表 3.5 に示し ます （21 ページ 「2.2 パ

ラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）。

VB  RB Sub begin_page_ext(width As Double, height As Double, optlist As String)
C# void begin_page_ext(double width, double height, String optlist)

文書に新規ページを追加し て、 さ まざまなオプシ ョ ンを指定し ます。

width・height 引数 width と height は、 新規ページの寸法をポイ ン ト 単位 （userunit オ

プシ ョ ンを指定し てあ る と きはユーザー単位） で指定し ます。 これらは同名のオプシ ョ ン

で上書きでき ます （その場合、 引数にはダ ミ ーの値 0 を使えばよいでし ょ う ）。 広 く 利用

されるページ判型の一覧を表 3.6 に示し ます。詳し く は表 3.7 も参照し て く ださ い（width・

height オプシ ョ ン）。

optlist 表 3.7 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 。 これらのオプシ ョ ンは、 end_page_ext( ) で指

定する同等のオプシ ョ ン よ り も優先順位が低いです。 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

action ・ artbox ・ bleedbox ・ cropbox ・ defaultcmyk ・ defaultgray ・ defaultrgb ・ duration ・

group ・ height ・ label ・ mediabox ・ metadata ・ pagenumber ・ rotate ・ separationinfo ・

taborder ・ topdown ・ transition ・ transparencygroup ・ trimbox ・ userunit ・ viewports ・

width。

詳細 この関数は、 新規ページに対し て、 テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 色状態のパラ メ タ を、 すべ

てデフ ォル ト に リ セ ッ ト し ます。

表 3.4 get/set_parameter( ) のページ関連のキー一覧

キー 説明

topdown true なら、 ページ ・ パターン ・ テンプレー ト が始まる時の座標系は、 ページの左上隅が原点で、 y

座標が下向きに増加し ます。 そ う でなければデフ ォル ト 座標系が使われます。 詳し く は PDFlib

チュー ト リ アルを参照し て く だ さい。 スコープ ： 文書。 デフ ォル ト ： false

表 3.5 get/set_value( ) のページ関連のキー一覧

キー 説明

pagewidth
pageheight

カ レン ト ページの大き さ （MediaBox の寸法） を得ます。 スコープ ： ページ ・ パス

表 3.6 代表的な標準ページサイズの寸法をポイ ン ト 単位で表し たもの1

1. ISO ・ 日本 ・ 米国の標準形式に関する詳し い情報は次の URL を参照し て く だ さ い。
www.cl.cam.ac.uk/~mgk25/iso-paper.html

判型 幅 高さ 判型 幅 高さ 判型 幅 高さ

a0 2380 3368 a4 595 842 letter 612 792

a1 1684 2380 a5 421 595 legal 612 1008

a2 1190 1684 a6 297 421 ledger 1224 792

a3 842 1190 b5 501 709 11x17 792 1224

http://www.cl.cam.ac.uk/~mgk25/iso-paper.html
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スコープ 文書。 この関数はページス コープを開始させます。 対応する end_page_ext( ) と必ず対に

し て呼び出す必要があ り ます。

VB  RB Sub end_page_ext(optlist As String)
C# void end_page_ext(String optlist)

ページを終了させて、 さ まざまなオプシ ョ ンを適用し ます。

optlist 表 3.7 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 。 end_page_ext( ) で指定するオプシ ョ ンは、

begin_page_ext( ) で指定し た同等のオプシ ョ ン よ り も優先されます。 以下のオプシ ョ ン

が使えます ：

action・artbox・bleedbox・cropbox・defaultcmyk・defaultgray・defaultrgb・duration・group・

height・label・mediabox・metadata・rotate・taborder・transition・transparencygroup・trimbox・

userunit ・ viewports ・ width

スコープ ページ。 この関数はページス コープを終了させます。対応する begin_page_ext( ) と必ず対

にし て呼び出す必要があ り ます。

表 3.7 begin_page_ext( ) ・ end_page_ext( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

action （アク シ ョ ン リ ス ト ） 以下のイベン ト （複数可） に対するページア クシ ョ ンのリ ス ト （デフ ォル

ト ： 空リ ス ト ） ：

open ページを開 く 時に実行させたいアクシ ョ ン。

close ページを閉じ る時に実行させたいア クシ ョ ン。

artbox
bleedbox
cropbox

（矩形） カ レン ト ページのページ枠のパラ メ タ を変更し ます。 座標はデフ ォル ト 座標系で指定し ま

す。 デフ ォル ト ： 枠項目な し

defaultgray
defaultrgb
defaultcmyk

（ICC ハン ドル） 与えるプロ フ ァ イルハン ドルに従って、 ページにデフ ォル ト のグレー ・ RGB ・

CMYK 色空間を設定し ます。

duration （float） openmode=fullscreen にし ている と き （表 3.1 参照）、 カ レン ト ページにページ表示時間を

秒単位で設定し ます。 デフ ォル ト ： 1

group1
（文字列。 文書がページグループを使っている と きは必須、 そ う でないと きは禁止） ページを属さ

せたいページグループの名前。 この名前を使う と、 複数のページを 1 つのページグループにま と

めて、 ページを resume_page( ) で指定できるよ う にな り ます。 このグループ名は、 begin_

document( ) で groups オプシ ョ ンを使って定義し てある必要があ り ます。

height （float または キーワー ド。 topdown オプシ ョ ンまたはパラ メ タが true なら禁止） 新規ページの寸

法をポイ ン ト 単位 （userunit オプシ ョ ンを指定し てある と きはユーザー単位） で指定し ます。 横

置きのページを作るには、 width ＞ height とするか、 または rotate オプシ ョ ンを使います。

PDFlib は width と height を使ってページの MediaBox を作り ますが、 MediaBox は明示的に

mediabox オプシ ョ ンを使って設定する こ と もできます。 width ・ height オプシ ョ ンは、 同名のパ

ラ メ タ を上書き し ます。

以下のシンボ リ ッ クなページサイズ名の後に .width か .height を付けてキーワー ド と し て使う こ

と もできます （例 ： a4.width ・ a4.height）。

a0 ・ a1 ・ a2 ・ a3 ・ a4 ・ a5 ・ a6 ・ b5 ・ letter ・ legal ・ ledger ・ 11x17
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label （オプシ ョ ン リ ス ト ） シンボ リ ッ クなページ名を表 3.2 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 この

ページ名は、 Acrobat のステータ スバーにページラベルと し て （ページ番号のかわり に） 表示され

ます。 指定する付番方式はカ レン ト ページに使われるほか、 後続するページについても、 また変

更するまではこの方式が使われつづけます。 style ・ prefix ・ start 値の組み合わせが文書内で一

意である必要があ り ます。

mediabox （矩形。 topdown オプシ ョ ンまたはパラ メ タが true なら禁止） カ レン ト ページの MediaBox を変更

し ます。 座標はデフ ォル ト 座標系で指定し ます。 デフ ォル ト では、 MediaBox は引数 width ・

height を使って作成されます。 この mediabox オプシ ョ ンは、 width ・ height オプシ ョ ンおよびパ

ラ メ タ を上書き し ます。

metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） ページに メ タデータ を与えます （225 ページ 「14.2 XMP メ タデー

タ」 参照）。

pagenumber1 （整数） このオプシ ョ ンで値 n を指定し た とする と、 ページは、 group オプシ ョ ンで指定し ている

ページグループ （文書がページグループを使っていないなら文書） の既存の n 番目のページの前

に挿入されます。 このオプシ ョ ンを指定し ないと、 ページはグループの末尾に挿入されます。

rotate （整数） ページの回転値。 この回転は、 ページ表示に対し て効力を持ちますが、 座標系は変更し ま

せん。 と り う る値は 0 ・ 90 ・ 180 ・ 270。 デフ ォル ト ： 0

separation-
info1

（オプシ ョ ン リ ス ト ） カ レン ト ページに対する色分版の詳細を入れたオプシ ョ ン リ ス ト 。 これは

Acrobat では無視されますが、 サー ドパーテ ィ ソ フ ト ウ ェ アでは、 分版ページを分版前工程におい

て見分けて正し く プレビ ューするのに役立つかも しれません。

pages （整数。 各色版ページセ ッ ト の先頭ページには必須、 同じ セ ッ ト 内のそれ以降のページ

では不可） 多色ページ一枚の色データ を成す各色版ページ群のセ ッ ト 1 つに属するペー

ジの数。 セ ッ ト のページはすべてフ ァ イル内で連続させてお く 必要があ り ます。

spotname （文字列。 spotcolor を与えていないなら必須） カ レン ト ページのためのイ ンキの名前。

spotcolor （スポ ッ ト カ ラーハン ドル） カ レン ト ページのためのイ ンキを記述したカ ラーハン ドル。

taborder （キーワー ド。 PDF 1.5） ページ上のフ ォームフ ィ ールド と注釈にタ ブ順序を指定するキーワー ド

（デフ ォル ト ： none）。

column 注釈は段組みご とに上から下へ順に選ばれていき、 段組みの順序は、 begin/end_

document( ) で viewerpreferences オプシ ョ ンの direction サブオプシ ョ ンで指定し た

のと同じにな り ます。

none タ ブ順序を指定し ません。

structure 注釈は構造ツ リー内での出現順に選ばれていきます。 構造ツ リーに入っていない注釈に

ついては順序は指定されません。

row 注釈は上の行から下の行へ順に選ばれていき、 行内での方向は、 begin/end_document( )

で viewerpreferences オプシ ョ ンの direction サブオプシ ョ ンで指定し たのと同じにな

り ます。

topdown1
（論理値） true にする と、 ページが始まる時の座標系は、 ページの左上隅が原点で、 y 座標が下向

きに増加し ます。 そ う でなければデフ ォル ト 座標系が使われます。 デフ ォル ト ： false

表 3.7 begin_page_ext( ) ・ end_page_ext( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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transition （キーワー ド） openmode=fullscreen にし ている と き （表 3.1 参照）、 カ レン ト ページにページ効果

を設定し て特殊な表示遷移を させます。 これは、 PDF を Acrobat で全画面表示し てプレゼンテー

シ ョ ンを行う時に有用で し ょ う。 デフ ォル ト ： replace

split 画面上に線が 2 本走ってページが見えて く る

blinds 画面上に線が多数走ってページが見えて く る

box 矩形からページが見えて く る

wipe 画面上に線が 1 本走ってページが見えて く る

dissolve 元ページが溶けてページが見えて く る

glitter 溶け効果が画面の一辺から他辺へ動いてい く

replace 単純に元ページから新ページに切り替わる

fly （PDF 1.5） 元ページの中へ新ページが飛んで く る

push （PDF 1.5） 元ページを新ページが画面外へ押し出し てい く

cover （PDF 1.5） 元ページの上に新ページがすべり込んで く る

uncover （PDF 1.5） 元ページが画面外へすべり出て新ページが見えて く る

fade （PDF 1.5） 元ページから新ページが透けて く る

transparency
group

（オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） ページまたはテンプレー ト の透過グループ属性を指定し ます。 使用

可能なオプシ ョ ン ：

colorspace （キーワー ド。 必須） 透過グループの色空間を、 次のキーワー ドのいずれかで指定し ま

す ： DeviceGray ・ DeviceRGB ・ DeviceCMYK。

isolated （論理値） 透過グループが分離されているかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

knockout （論理値） 透過グループが抜きグループかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

デフ ォル ト ： 複数ビ ッ ト か create_gstate( ) の opacityfill/opacitystroke オプシ ョ ンの画像マス

クがページ内にある と きは、 出力品質の向上のため、 次のオプシ ョ ン リ ス ト が自動的に作成され

ます ： transparencygroup={colorspace=DeviceRGB}

trimbox （矩形） カ レン ト ページの TrimBox を指定し ます。 座標はデフ ォル ト 座標系で指定し ます。 デフ ォ

ル ト ： TrimBox 項目な し

userunit （float またはキーワー ド。 PDF 1.6） ユーザー単位の大き さ をポイ ン ト 単位で表し た、 範囲 1 ～

75 000 の数。 またはキーワー ド mm ・ cm ・ m のいずれかを指定する と、 その単位に拡大されます。

ユーザー単位は、 実際のページ内容を変えません。 それは Acrobat に対する ヒ ン ト で しかな く 、

ページを印刷し た り、 計測ツールを使った りする と きに利用されるだけです。 デフ ォル ト ： 1 （す

なわち 1 単位は 1 ポイ ン ト ）

viewports （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 。 PDF 1.7ext3） ページ上の地理参照付き領域 （ビ ューポー ト ） （複数

可） を指定し ます。 詳し く は 220 ページ 「13.2 地理空間機能」 を参照。

ビ ューポー ト は、 ページ上の複数の領域 （複数の地図など） ご とに、 異なる地理空間参照

（georeference オプシ ョ ンで指定される） を用いる こ と を可能にし ます。 ビ ューポー ト リ ス ト 内の

オプシ ョ ン リ ス ト 群の順序は、 重な り合う ビ ューポー ト 群に対応し ます。 すなわち、 ある点を含

む最後のビ ューポー ト が、 その点に対し て用いられます。

width （float または キーワー ド。 topdown オプシ ョ ンまたはパラ メ タが true なら禁止） 先述の height オ

プシ ョ ンを参照し て く だ さい。

1. begin_page_ext( ) のみ

表 3.7 begin_page_ext( ) ・ end_page_ext( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Sub suspend_page(optlist As String)
C# void suspend_page(String optlist)

カレ ン ト ページを一時停止し て、 後で再開でき る よ う にし ます。

optlist 将来使用する ためのオプシ ョ ン リ ス ト 。

詳細 カレ ン ト ページのグ ラ フ ィ ッ ク （図形 ・ 色 ・ テキ ス ト など） ・ レ イ ヤー状態が内部的に保

存されます。 これは後で resume_page( ) で再開し てまた内容を追加する こ と ができ ます。

一時停止し たページは、 再開し なければ閉じ る こ と ができ ません。

スコープ ページ。 この関数は文書ス コープを開始させます。 対応する resume_page( ) と必ず対にし

て呼び出す必要があ り ます。 この関数は、 タ グ付き PDF モード では使ってはいけません。

VB  RB Sub resume_page(optlist As String)
C# void resume_page(String optlist)

ページを再開し て、 またそれに内容を追加でき る よ う にし ます。

optlist 表 3.8 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

group ・ pagenumber

詳細 ページは、 suspend_page( ) で一時停止し てあ る必要があ り ます。 これが再び開かれて、 ま

た内容を追加でき る よ う にな り ます。 一時停止し たページはすべて、 た と え も う 内容を追

加し ていな く て も、 再開し なければ閉じ る こ と ができ ません。

スコープ 文書。 この関数はページス コープを開始させます。 対応する suspend_page( ) と必ず対に

し て呼び出す必要があ り ます。

表 3.8 resume_page( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

group （文字列。 文書がページグループを使っている と きは必須、 そ う でないと きは禁止） 再開される

ページのページグループの名前。 このグループ名は、 begin_document( ) で groups オプシ ョ ンを

使って定義し てある必要があ り ます。

pagenumber （整数） このオプシ ョ ンを与える と、 group オプシ ョ ンで選んでいるページグループ （文書がペー

ジグループを使っていないなら文書） の、 指定し た番号のページが再開されます。 このオプシ ョ

ンを与えないと、 グループの最終ページが再開されます。
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3.4 レ イヤー
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの graphics/starter_layer ト ピ ッ クにあ り ます。

VB  RB Function define_layer(name As String, optlist As String) As Long
C# int define_layer(String name, String optlist)

新規レ イヤー定義を作成し ます （要 PDF 1.5）。

name （ハイパーテキス ト 文字列） レ イヤーの名前。

optlist レ イヤー設定を表 3.9 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ンが

使えます ：

> レ イヤー制御オプシ ョ ン群 ：

creatorinfo ・ defaultstate ・ initialexportstate ・ initialprintstate ・ initialviewstate ・

intent ・ language ・ onpanel ・ pageelement ・ printsubtype ・ removeunused ・ zoom

戻り値 レ イヤーハン ド ル。 begin_layer( ) ・ set_layer_dependency( ) への呼び出しで、 カレ ン ト の

文書ス コープを終え る まで使えます。

詳細 レ イヤーを定義し たにもかかわらず、文書で使っていない と きは、PDFlib は警告を発し ま

す。 複数のページで使 う レ イヤーであって も、 その定義は 1 回だけ行 う べきです （た と え

ば最初のページを作成する前に） 。 define_layer( ) を複数のページで繰 り 返し呼び出す と、

レ イヤーの定義は蓄積されて し まい （た と え名前が同じでも） 、 それは通常望むと こ ろで

はないでし ょ う 。

PDF/X ： レ イヤーは PDF/X-1/2/3 では許されていません。 PDF/X-4 または PDF/X-5

でレ イヤーを使 う には、 い く つかのオプシ ョ ンが制限されてお り 、 また、 少な く と も 2 個

のレ イヤーが set_layer_dependency( ) で指定されている必要があ り ます。

スコープ 文書 ・ ページ

表 3.9 define_layer( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

creatorinfo （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF/X では不可） 内容と作成アプ リ ケーシ ョ ンを記述し たオプシ ョ ン リ ス

ト 。 このオプシ ョ ンを使う と きは、 以下の両方の項目が必須です ：

creator （ハイパーテキス ト 文字列） レ イヤーを作成し たアプ リ ケーシ ョ ンの名前

subtype （文字列） 内容の種類。 推奨値は Artwork ・ Technical。

defaultstate （論理値） レ イヤーをデフ ォル ト で表示するかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： true

initial-
exportstate

（論理値。 PDF/X では不可） レ イヤーの推奨書き出し状態を指定し ます。 true にする と、 Acrobat

は、 以前の PDF バージ ョ ンや他の文書形式へ変換 ・ 書き出し を行う際、 このレ イヤーを含めます。

デフ ォル ト ： true

initial-
printstate

（論理値。 PDF/X では不可） レ イヤーの推奨印刷状態。 true にする と、 Acrobat は、 文書を印刷す

る際、 このレ イヤーを含めます。 デフ ォル ト ： true

initial-
viewstate

（論理値。 PDF/X では不可） レ イヤーの推奨表示状態。 true にする と、 Acrobat は、 文書を開いた

際、 このレ イヤーを表示し ます。 デフ ォル ト ： true

intent （キーワー ド） グラ フ ィ ッ クの想定用途。 View または Design。 デフ ォル ト ： View

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/graphics/starter-layer
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VB  RB Sub set_layer_dependency(type As String, optlist As String)
C# void set_layer_dependency(String type, String optlist)

レ イヤー間の階層 ・ グループ ・ ロ ッ ク条件を定義し ます （要 PDF 1.5）。

type 表 3.10 に従った、 依存または関係の種別。

language （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF/X では不可） レ イヤーの言語を指定し ます ：

lang （文字列。 必須） 言語を、 場合によ ってはロケールとあわせて、 表 3.1 の lang オプシ ョ

ンについて説明し た形式で指定し ます

preferred （論理値） true にする と、 レ イヤーは、 レ イヤーと システムの言語が部分的に一致する

だけでも使われます。 デフ ォル ト ： false

onpanel （論理値。 PDF/X では不可） false にする と、 レ イヤーは Acrobat のレ イヤーパネルに表示されず、

し たがってユーザーが操作できな く な り ます。 デフ ォル ト ： true

pageelement （キーワー ド。 PDF/X では不可） レ イヤーがページネーシ ョ ンアーテ ィ フ ァ ク ト を含んでいる こ と

を示し ます。 HF （ヘ ッ ダ / フ ッ タ） ・ FG （前面の画像またはグラ フ ィ ッ ク） ・ BG （背景の画像また

はグラ フ ィ ッ ク） ・ L （ロゴ） のいずれか 1 つ。

printsubtype （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF/X では不可） レ イヤーが印刷を想定し ているかど うかを指定し ます ：

subtype （キーワー ド） レ イヤーの内容の種類を表す、 Trapping ・ PrintersMarks ・ Watermark の

いずれか 1 つ。

printstate （論理値） true にする と、 Acrobat は印刷の際にこのレ イヤーの内容を可視化し ます。

removeunused （論理値） true にする と、 レ イヤーがページ上で使われていない と きは、 このレ イヤーはそのペー

ジのレ イヤー一覧には表示されな く な り ます。 レ イヤーがページ上で使われている と見な される

のは、 そのレ イヤーがそのページ上で少な く と も 1 回、 begin_layer( ) に与えられている と きです。

デフ ォル ト ： レ イヤーが、 listmode=visiblepages を用いて非デフ ォル ト バリ アン ト に含められて

いないかぎ り、 false。

zoom （float かパーセン ト 値のリ ス ト 。 PDF/X では不可） 表示倍率によるレ イヤーの表示切り替えを指定

する、 1 個か 2 個の値 （1.0 は表示倍率 100 パーセン ト を意味し ます）。 値 1 個を与える と、 レ イ

ヤーの表示される最大の表示倍率と し て使われます。 値 2 個を与える と、 最小と最大の表示倍率

を指定し ます。 キーワー ド maxzoom を使う と、 可能な限り最大の表示倍率を指定する こ とができ

ます。

表 3.10 レ イヤーの依存と関係の種別一覧

種別 説明。 この種別に関連するオプシ ョ ン

GroupAllOn （PDF/X では不可） depend オプシ ョ ンで指定するレ イヤーは、 group オプシ ョ ンで指定するレ イ

ヤーがすべて表示されている と きに表示されます。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： depend ・

group

GroupAnyOn （PDF/X では不可） depend オプシ ョ ンで指定するレ イヤーは、 group オプシ ョ ンで指定するレ イ

ヤーのいずれかが表示されている と きに表示されます。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： depend ・

group

GroupAllOff （PDF/X では不可） depend オプシ ョ ンで指定するレ イヤーは、 group オプシ ョ ンで指定するレ イ

ヤーがすべて隠されている と きに表示されます。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： depend ・ group

表 3.9 define_layer( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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optlist レ イヤー依存を表 3.11 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ン

が使えます ：

> レ イヤー依存オプシ ョ ン群 ：

basestate ・ children ・ createorderlist ・ defaultvariant ・ depend ・ includelayers ・

invisiblelayers ・ group ・ visiblelayers ・ listmode ・ parent ・ variantname。

詳細 レ イヤー関係は、Acrobat のレ イヤーペーン内でのレ イヤー名の表示を指定する と と もに、

ユーザーが対話的にレ イヤーの表示・非表示を切 り 替えた時の 1 個ないし複数のレ イヤー

の表示 ・ 非表示を も指定し ます。

バ リ アン ト は、 生産安全性を高める ための、 複数レ イ ヤーの固定された組み合わせ と

と ら え る こ と ができ ます。 個々のレ イヤーをユーザーに操作させるのではな く 、 1 つのバ

リ アン ト と し て、 表示 ・ 非表示を切 り 替え させる こ と ができ ます。 文書がバ リ アン ト を含

む と き、 Acrobat 9 は個々のレ イヤー名を表示せず、 バ リ アン ト の名前のみを表示し ます。

レ イヤーバ リ アン ト は、 Acrobat 9 で PDF/X 文書に対し てのみ表示されます。 Acrobat X

はレ イヤーバ リ アン ト を表示し ません。

影響を受け るすべてのレ イ ヤーが同一のバ リ ア ン ト の一部であ る わけではないレ イ

ヤーバ リ アン ト が存在する場合において依存を指定するには、デフ ォル ト バ リ アン ト を設

定する前にその依存を設定する必要があ り ます。

PDF/X ： レ イヤーは PDF/X-1/2/3 では許されていません。 PDF/X-4 または PDF/X-5

でレ イヤーを使 う には、 少な く と も 2 個のレ イヤーバ リ アン ト （すなわち type=Variant）
を指定する必要があ り ます。 type のい く つかの値は PDF/X では制限されています。

スコープ 文書 ・ ページ。 レ イヤー関係は、 すべてのレ イヤーが定義された後に指定する必要があ り

ます。

GroupAnyOff （PDF/X では不可） depend オプシ ョ ンで指定するレ イヤーは、 group オプシ ョ ンで指定するレ イ

ヤーのいずれかが隠されている と きに表示されます。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： depend ・

group

Lock （PDF 1.6） group オプシ ョ ンで指定するレ イヤーはロ ッ ク されます。 すなわち、 レ イヤーの状態を

Acrobat で対話的に変更できません。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： group

Parent （PDF/X では不可） parent オプシ ョ ンで指定するレ イヤーと、 children オプシ ョ ンで指定するレ

イヤー群との間に、 階層関係を指定し ます。 1 つのレ イヤーを、 複数のレ イヤーに属させる こ とは

できません。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： children ・ parent

Radiobtn group オプシ ョ ンで指定するレ イヤーど う しの間に、 ラジオボタ ン関係を指定し ます。 すなわち、

そのグループのレ イヤーは、 同時に 1 つしか表示されな く な り ます。 これはと りわけ、 複数の言

語レ イヤーで有用です。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： group

Title （PDF/X では不可） parent オプシ ョ ンで指定するレ イヤーハン ドルは、 直接制御するページ内容

を一切持たず、 children オプシ ョ ンで指定するレ イヤー群に対する親レ イヤー ノ ー ド と し ての役

目を持ちます。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： children ・ parent

Variant 文書バリ アン ト 、 すなわち 1 個ないし複数のレ イヤーの組み合わせを指定し ます。 この後に set_

layer_dependency( ) を呼び出せば、 この設定に対する依存規則を指定するために variantname オプ

シ ョ ンを も う一度与える こ とができます。 この種別に関連するオプシ ョ ン ： basestate ・

defaultvariant ・ includelayers ・ invisiblelayers ・ visiblelayers

表 3.10 レ イヤーの依存と関係の種別一覧

種別 説明。 この種別に関連するオプシ ョ ン
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表 3.11 set_layer_dependency( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

basestate （キーワー ド。 type=Variant のみ。 PDF/X では不可） visiblelayers ・ invisiblelayers オプシ ョ

ンで明示的に設定されていないすべてのレ イヤーの表示 ・ 非表示を指定し ます。 使えるキーワー

ド （デフ ォル ト ： on） ：

on 選択されたバリ アン ト に対し てすべてのレ イヤーが表示されます。

off 選択されたバリ アン ト に対し てすべてのレ イヤーが非表示にな り ます。

unchanged 選択されたバリ アン ト に対し てすべてのレ イヤーの状態が変更されず保持されます。

children （レ イヤーハン ドルのリ ス ト 。 type=Parent ・ Title のみ） 与えている親レ イヤーの子にしたいレ イ

ヤー群を指定するレ イヤーハン ドル （複数可）。

createorder-
list

（論理値。 type=Variant かつ defaultvariant=true の場合のみ） ユーザーイ ン タ フ ェ ースですべて

のレ イヤーを表すために用いる こ とのできる /Order 配列の中へすべてのレ イヤーを含めます。 こ

のオプシ ョ ンを true に設定する と下記の影響があ り ます ：

> Acrobat 9 は、 レ イヤーバリ アン ト 群を、 レ イヤー名群の中ではな く 「レイヤー」パネル内に表

示し ます。 Acrobat 9 は、 createorderlist による文書に対し ては PDF/X-4 検証エラーを出し ま

す。 なぜなら このオプシ ョ ンは PDF/X-4:2008 では許されていないからです。

> Acrobat X は、 レ イヤー名群を、 レ イヤーバリ アン ト 群の中ではな く 「レイヤー」パネル内に表

示し ます。 Acrobat X は、 createorderlist による文書の検証を成功させます。 なぜなら このオ

プシ ョ ンは PDF/X-4:2010 では許されているからです。

デフ ォル ト ： PDF/X では false、 それ以外では true

default-
variant

（論理値。 type=Variant のみ） true にする と、 指定されたバリ アン ト はデフ ォル ト バリ アン ト に

な り ます。 すなわち、 文書が開かれた時に表示されます。 ち ょ う と 1 個のバリ アン ト をデフ ォル

ト バリ アン ト に指定する必要があ り ます。 デフ ォル ト ： false

depend （レ イヤーハン ドル。 type=GroupAllOn ・ GroupAnyOn ・ GroupAllOff ・ GroupAnyOff のみ） group オ

プシ ョ ンで指定し ているレ イヤー群に制御させたいレ イヤー。

group （レ イヤーハン ドルのリ ス ト 。 type=GroupAllOn ・ GroupAnyOn ・ GroupAllOff ・ GroupAnyOff ・

Radiobtn のみ） グループを構成させたいレ イヤーハン ドル （複数可）。 type=Lock にし ている と き

は、 グループのレ イヤーはすべてロ ッ ク されます。

includelayers （レ イヤーハン ドルのリ ス ト 。 type=Variant のみ） バリ アン ト に属するレ イヤー群を指定し ます。

デフ ォル ト ： 文書ないでそれまでに定義されたすべてのレ イヤー

invisiblelayers （レ イヤーハン ドルのリ ス ト 。 type=Variant のみ） 選択されたバリ アン ト に対し て初期状態で非表

示になるレ イヤー群のリ ス ト を指定し ます。 1 つのレ イヤーをバリ アン ト の visiblelayers リ ス ト

と invisiblelayers リ ス ト に同時に リ ス ト し てはいけません。 defaultvariant=true のと き、 この

オプシ ョ ンは define_layer( ) の defaultstate オプシ ョ ンを上書き し ます。 デフ ォル ト （basestate

オプシ ョ ンに依存） ： basestate=off ならば includelayers リ ス ト 内のすべてのレ イヤー、

basestate=on ならば空リ ス ト 。

listmode （キーワー ド。 type=Variant のみ） どのレ イヤー名群が Acrobat のレ イヤーペーンに表示されるか

を指定し ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： visiblepages） ：

allpages すべてのページのすべてのレ イヤーの名前が表示されます。

visiblepagesその時表示されているページのすべてのレ イヤーの名前が表示されます。 これは、 その

バリ アン ト に属するすべてのレ イヤーに対し て removeunused=true を暗黙に前提し ま

す。

Acrobat ではこれは、 defaultvariant=true のと きにのみ効果を持ちます。

parent （レ イヤーハン ドル。 type=Parent ・ Title のみ） children オプシ ョ ンで指定し ているレ イヤー群

の親にし たいレ イヤー。
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VB  RB Sub begin_layer(layer As Long)
C# void begin_layer(int layer)

ページ上の以後の出力に対し て、 レ イヤーを開始し ます （要 PDF 1.5）。

layer レ イヤーのハン ド ル。 define_layer( ) で取得し てお く 必要があ り ます。

詳細 この呼び出しの後、 次に begin_layer( ) か end_layer( ) を呼び出すまでにページ上に配置す

る内容はすべて、 指定する レ イ ヤーの一部分にな り ます。 内容が表示されるかど う かは、

レ イヤーの設定に依存し ます。

こ の関数は、 指定されたレ イ ヤーを活性化し、 その時点で活性なレ イ ヤーが も し あれ

ばそれを不活性化し ます。

注釈・画像・ テンプレー ト ・ フ ォームフ ィ ール ド のレ イヤーは、それぞれの関数で layer
オプシ ョ ンを使って制御する こ と ができ ます。

スコープ ページ

VB  RB Sub end_layer( )
C# void end_layer( )

すべての活性なレ イヤーを不活性化し ます （要 PDF 1.5）。

詳細 この呼び出しの後、 ページ上に配置する内容は、 どのレ イヤーにも属し ません。 レ イヤー

はすべて、 ページの終わ り には閉じ る必要があ り ます。

レ イヤー A から レ イヤー B へ切 り 換え るには、 begin_layer( ) を 1 回呼び出せば充分で

す。明示的に end_layer( ) を呼び出し てレ イヤーA を閉じ る必要はあ り ません。end_layer( )
が必要なのは、 無条件内容 （つねに表示される） を作成する と き と、 ページの終わ り に全

レ イヤーを閉じ る と きだけです。

スコープ ページ

variantname （ハイパーテキス ト 文字列。 type=Variant では必須） 選択されたバリ アン ト の名前。 type=Variant
のと きは、 各バリ アン ト の名前を 1 回だけ指定する必要があ り ます。 type が Variant 以外の場合

のデフ ォル ト ： デフ ォル ト のバリ アン ト

visiblelayers （レ イヤーハン ドルのリ ス ト 。 type=Variant のみ） 選択されたバリ アン ト で初期状態で表示される

レ イヤー群のリ ス ト を指定し ます。 1 つのレ イヤーをバリ アン ト の visiblelayers リ ス ト と

invisiblelayers リ ス ト に同時に リ ス ト し てはいけません。 defaultvariant=true のと き、 このオ

プシ ョ ンは define_layer( ) の defaultstate オプシ ョ ンを上書き し ます。 デフ ォル ト （basestate オ

プシ ョ ンに依存） ： basestate=on ならば includelayers リ ス ト 内のすべてのレ イヤー、

basestate=off ならば空リ ス ト 。

表 3.11 set_layer_dependency( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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4 フ ォ ン ト ・ テキス ト 関数

4.1 フ ォ ン ト 処理
この節に関連するパラ メ タ と値のキー名を表 4.1 に示し ます （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・

オプシ ョ ン処理」 参照）。

VB  RB Function load_font(fontname As String, encoding As String, optlist As String) As Long
C# int load_font(String fontname, String encoding, String optlist)

フ ォ ン ト を検索し て、 以後の利用に備えます。

fontname （名前文字列） フ ォ ン ト の名前。 これはあ るいは、 このパラ メ タ を上書きする

fontname オプシ ョ ンで与え る こ と もでき ます。詳し く は表 4.3 の fontname オプシ ョ ンを

参照。

encoding エ ン コ ーデ ィ ン グ の名前。 こ れは あ る いは、 こ のパ ラ メ タ を 上書 き す る

encoding オプシ ョ ンで与え る こ と もでき ます。 詳し く は表 4.3 の encoding オプシ ョ ンを

参照。エン コーデ ィ ング関連では以下のよ う な問題がよ く 起こ り ますので留意し て く ださ

い ：

> 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングを与えたが、フ ォ ン ト がこのエン コーデ ィ ングに対する グ リ

フを一切持っていない、 またはフ ォ ン ト が標準日中韓フ ォ ン ト であ る。

> builtin エン コーデ ィ ングを与えたが、 フ ォ ン ト が内蔵エン コーデ ィ ングを一切持って

いない。 これは TrueType フ ォ ン ト についてのみ起こ り えます。

> 定義済み CMap を与えたが、 フ ォ ン ト に一致し ない。

optlist 下記のオプシ ョ ン群によ るオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 4.3 に従ったフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン群 ：

ascender ・ autocidfont ・ autosubsetting ・ capheight ・ descender ・ dropcorewidths ・

embedding ・ encoding ・ fallbackfonts ・ fontname ・ fontstyle ・ initialsubset ・ keepfont ・

keepnative ・ linegap ・ metadata ・ monospace ・ optimizeinvisible ・ readfeatures ・

readkerning ・ readshaping ・ replacementchar ・ skipposttable ・ subsetlimit ・

subsetminsize ・ subsetting ・ unicodemap ・ vertical ・ xheight

戻り値 フ ォ ン ト ハン ド ル。 以後の info_font( ) と テキス ト 出力関数と、 テキス ト 書式オプシ ョ ン

font で使えます。 要求されたフ ォ ン ト と エン コーデ ィ ングの組み合わせが、 設定の問題

（た と えばフ ォ ン ト ・ メ ト リ ッ ク ・ エン コーデ ィ ングフ ァ イルが見つから ないか、 あ るい

は組み合わせの誤 り が検知された） が原因で読み込めない と きは、 エラーコード -1 が返

表 4.1 get/set_parameter( ) のフ ォ ン ト 関連のキー一覧

キー ・ 説明

Encoding・FontAFM・FontPFM・FontOutline・HostFont
それぞれ、 UPR フ ァ イルで各カテゴ リ に書 く のと同じ リ ソースフ ァ イル行。 複数回呼び出すと、 内部のリ ス ト に

新しい項目が追加されます。 表 2.3 の resourcefile も参照。 ス コープ ： 任意
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されるか例外が発生し ます。 エラー動作は、 errorpolicy パラ メ タ またはオプシ ョ ンで変え

る こ と ができ ます。

関数が -1 を返し た と きは、 その失敗の原因を get_errmsg( ) で取得する こ と ができ ま

す。 そ う でない と きは、 こ の関数によ って返された値を、 他のフ ォ ン ト 関連の関数を呼び

出す時にフ ォ ン ト ハン ド ル と し て用いる こ と ができ ます。 返されるハン ド ルは、 フ ォ ン ト

ハン ド ル と し て使え る以外に、 ユーザーに と って何の意味も持ちません。

返されたフ ォ ン ト ハン ド ルは、 そのフ ォ ン ト を close_font( ) で閉じ る まで有効です。文

書を end_document( ) で閉じ る と、 それぞれの開かれている フ ォ ン ト ハン ド ルは閉じ られ

ますが、 ただし対応する load_font( ) への呼び出しで keepfont オプシ ョ ンを与えていた場

合、 またはフ ォ ン ト をオブジ ェ ク ト ス コープで （すなわちあ らゆる文書の外で） 読み込ん

でいた場合はその限 り ではあ り ません。

詳細 この関数はフ ォ ン ト を用意し、 以後使え る よ う にし ます。

繰 り 返し呼び出し ： こ の関数を、 同じ フ ォ ン ト 名 ・ 同じエン コーデ ィ ング ・ 同じオプ

シ ョ ン群で再度呼び出す と、 最初の呼び出し と 同じ フ ォ ン ト ハン ド ルが返さ れます。 例

外 ： 下記のオプシ ョ ンのいずれかを最初の呼び出しで指定し、 その後の呼び出しでは指定

し なかった場合も、 2 度目のフ ォ ン ト ハン ド ルは最初のフ ォ ン ト ハン ド ル と同一にな り ま

す：embedding・readkerning・replacementchar・fallbackfonts・metadata。同様に、initialsubset
オ プ シ ョ ン は フ ォ ン ト の比較に あ た っ て は無視 さ れ ま す。 た と え ば、 フ ォ ン ト を

initialsubset な しで読み込んだ後、 initialsubset をつけて再度読み込んだ場合、 最初のフ ォ

ン ト へのハン ド ルが返され、 initialsubset は何ら効力を持ちません。

最初の呼び出しで embedding=false と し、 2 度目の呼び出しで embedding= true とする

と、 フ ォ ン ト の再度読み込みの試みは失敗し ます。 この状況はたいてい、 アプ リ ケーシ ョ

ン内の問題を指し示し ます。

暗黙的フ ォ ン ト 読み込み ： 明示的に load_font( ) でフ ォ ン ト を読み込むほかに、 API 関

数のなかには、オプシ ョ ン リ ス ト でフ ォ ン ト 名 と エン コーデ ィ ングを指定する こ と で暗黙

的にフ ォ ン ト を読み込める ものがあ り ます （add/create_textflow( ) ・ fill_textblock( ) 等） 。

その時点までにそのフ ォ ン ト がすでに読み込まれていなければ、新規フ ォ ン ト ハン ド ルが

作成されます。

テキ ス ト 出力機能のなかには、 特定のエン コーデ ィ ングでは利用でき ない も のがあ り

ます （表 4.2 参照）。

スコープ 任意

表 4.2 各種エン コーデ ィ ングでの PDFlib 諸機能の利用可能性一覧

機能

unicode ・

Unicode 

CMap

8 ビ ッ ト

エン コー

デ ィ ング

レガシ

CMap ・

cp936 等 glyphid

テキス ト フ ロー 可 可 可1

1. この機能は、 日中韓フ ォ ン ト に対し ては、 keepnative=true では利用できません。

可

グ リ フ置き換え 可2

2. この機能は、 Unicode CMap または keepnative=true による標準日中韓フ ォ ン ト に対し ては利用できません。

可 可 1 ―

予備フ ォ ン ト 可 2 可 可 1 ―

シ ェーピング 可 2 ― 可 1 可

OpenType レ イアウ ト 機能 可 ― 可 1 可
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パラメタ 表 4.1 参照。

表 4.3 load_font( ) と暗黙的フ ォ ン ト 読み込みのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

ascender （-2048 から 2048 までの整数） アセンダ。 同名のタ イポグラ フ ィ 特性が強制的に指定値にな り ま

す。 これは、 フ ォ ン ト 内に値が見つかった と きは上書き されますが、 フ ォ ン ト にそのよ う な情報

が入っていないと きに特に有用です （Type 3 フ ォ ン ト 等）。 デフ ォル ト ： あるなら フ ォ ン ト 内の

値、 ないなら推算値 （info_font( ) で取得できます）

autocidfont （論理値） true にする と、 winansi ・ macroman ・ builtin 以外の 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングによる

TrueType フ ォ ン ト と、 グ リ フ名のない OpenType フ ォ ン ト は、 自動的に CID フ ォ ン ト と し て格納

されます。 これは、 winansi エン コーデ ィ ング外のグ リ フが得られない問題を回避し ます。 デフ ォ

ル ト ： true

auto-
subsetting

（論理値） フ ォ ン ト をサブセ ッ ト 化するかど うかを、 subsetlimit ・ subsetminsize オプシ ョ ン と、

グ リ フの実際の使われ方に従って動的に決定し ます。 subsetting オプシ ョ ンを与えている と きは

このオプシ ョ ンは無視されます。 デフ ォル ト ： true

capheight （-2048 から 2048 までの整数） キャ ッ プハイ ト 。 上記 ascender 参照。

descender （-2048 から 2048 までの整数） デ ィ センダ。 上記 ascender 参照。

dropcore-
widths

（論理値。 非サポー ト 。 PDF/A ・ PDF/X モー ド では false を強制されます） 埋め込んでいないコア

フ ォ ン ト の幅を、 生成する PDF に埋め込みません。 出力フ ァ イルサイズが少し小さ く な り ますが、

キャ ラ ク タによ っては不正確なテキス ト 印字が生成されるおそれがあ り ます。 このオプシ ョ ンは

デフ ォル ト 値のままにし てお く こ と を強 く 推奨し ます。 デフ ォル ト ： false

embedding （論理値。 PDF/A ・ PDF/X では true にする必要があ り ます。 つねに埋め込まれる SING フ ォ ン ト ・

Type 3 フ ォ ン ト に対し ては無視されます） フ ォ ン ト を埋め込むかど うかを制御し ます。 フ ォ ン ト

を埋め込むためには、 そのフ ォ ン ト のアウ ト ラ イ ン フ ァ イルが得られる必要があ り、 さ らにその

メ ト リ ッ ク情報も必要で （TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト を除き）、 それらが得られれば、 実際の

フ ォ ン ト アウ ト ラ イ ン定義が PDF 出力内へ書き込まれます。 フ ォ ン ト が埋め込まれないと きは、

そのフ ォ ン ト の一般的情報だけが PDF 出力へ書き込まれます。

デフ ォル ト ： 通常は false ですが、 CID フ ォ ン ト への変換を引き起こすエン コーデ ィ ングを持つ

TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト の関与する特定の状況においては true。PDFlib はそのよ う なフ ォ ン

ト を自動的に埋め込みますが、 embedding を false に設定する と、 フ ォ ン ト を埋め込ませないこ と

ができます。 この場合は、 PDF 文書を表示 ・ 印刷するシステムに、 そのフ ォ ン ト がイ ンス ト ール

されている必要があ り ます。

オプシ ョ ン embedding=false は、 それ以前に同じ フ ォ ン ト をすでに embedding=true で読み込んい

る と きは無視されます。 不可視テキス ト でのフ ォ ン ト に対する埋め込み動作は、 embedding=true
の場合であっても、 optimizeinvisible オプシ ョ ンで変更する こ とが可能です。
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encoding （文字列。 暗黙的フ ォ ン ト 読み込みの場合、 テキス ト 書式オプシ ョ ン font が指定されていないと

きは、 fill_textblock( ) の場合以外には必須） このフ ォ ン ト に対し て入って く るテキス ト に期待する

円コーデ ィ ング （大文字 ・ 小文字を区別し ます） ：

ワイ ド キャ ラ ク タ エン コーデ ィ ング ：

> unicode および Unicode CMap の名前

> 非 Unicode （レガシ） CMap の名前、 あるいは CID 指定の Identity-H か Identity-V

> glyphid ： フ ォ ン ト 内のすべてのグ リ フ を、 そのフ ォ ン ト 独自の ID で指定できます

バイ ト エン コーデ ィ ング ・ マルチバイ ト エン コーデ ィ ング ：

> 定義済み 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング winansi ・ macroman ・ macroman_apple ・ ebcdic ・ ebcdic_37 ・

pdfdoc ・ iso8859-X ・ cpXXXX のう ちの 1 つ、 および非 Unicode CMap

> 自動的に選択されるエン コーデ ィ ングの host または auto

> フ ァ イルから読み込まれる、 または encoding_set_char( ) で定義されるユーザー定義エン コーデ ィ

ングの名前

> フ ォ ン ト の内部エン コーデ ィ ングを選択するための builtin （主に記号フ ォ ン ト で使用）

> オペレーテ ィ ングシステムが知っているエン コーデ ィ ング名 （すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで利用

でき るわけではあ り ません）

load_font( ) ： このオプシ ョ ンはあるいは、 関数の引数と し て与える こ と もできます。

fill_textblock( ) ： このオプシ ョ ンは、 text 引数のテキス ト が空で defaulttext プロパテ ィ が用いら

れている場合と、 font オプシ ョ ンを与えている場合を除き、 必須です。

fallbackfonts （表 4.4 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 群のリ ス ト ） 読み込むフ ォ ン ト に対する予備フ ォ ン ト （複数可）

を指定し ます。 各予備フ ォ ン ト は、 font サブオプシ ョ ンのフ ォ ン ト ハン ドルによ って、 または暗

黙的フ ォ ン ト 読み込みのための適切なサブオプシ ョ ンによ って、 定義する必要があ り ます。 予備

フ ォ ン ト は、 フ ォ ン ト の種別と エン コーデ ィ ングの組み合わせによ っては対応し ていません （表

4.2 参照）。

glyphcheck=replace かつベースフ ォ ン ト の 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングに含まれないキャ ラ ク タが

テキス ト 内にある と き、 またはベースフ ォ ン ト がキャ ラ ク タに対するグ リ フ を含んでいないと き、

またはグ リ フ置き換えが forcechars サブオプシ ョ ンで強制されている と き、 PDFlib は、 すべての

指定された予備フ ォ ン ト の中で、 リ ス ト された順番に、 このキャ ラ ク タに対するグ リ フ を検索し

ます。 適合するグ リ フがいずれかの予備フ ォ ン ト の中に見つかった と きは、 そのキャ ラ ク タはこ

のグ リ フで印字され、 見つからなかった と きは、 通常のグ リ フ置き換えのし く みが適用されます。

fontname （名前文字列。 fill_textblock( ) 以外の暗黙的フ ォ ン ト 読み込みの場合、 テキス ト 書式オプシ ョ ン

font が指定されていないと きは必須） フ ォ ン ト の実際の名前またはエイ リ アス名 （大文字 ・ 小文

字は区別されます）。 この名前を用いてフ ォ ン ト データが検索されます。 Windows では、 カ ンマの

後にフ ォ ン ト ス タ イル名を フ ォ ン ト 名に付加する こ とができます （詳し く は PDFlib チュー ト リ ア

ル参照）。 fontname の先頭が 「@」 キャ ラ ク タの場合、 そのフ ォ ン ト には縦書きが適用されます。

load_font( ) ： あるいは関数の引数と し て与える こ と もできます。

fontstyle （キーワー ド） 擬似フ ォ ン ト ス タ イルの作成を制御し ます。 使えるキーワー ドは normal ・ bold ・

italic ・ bolditalic です。 埋め込まれていない TrueType （TTC でない） ・ OpenType フ ォ ン ト の場

合は、 擬似フ ォ ン ト ス タ イルは Acrobat によ って作成され、 それ以外の場合は PDFlib によ って作

成されます （fakebold パラ メ タ またはオプシ ョ ン と同じ太字化方式を使って）。 後者の場合は、 傾

きの角度を italicangle パラ メ タ またはオプシ ョ ンで制御できます。 このオプシ ョ ンを コ アフ ォ

ン ト のいずれかに適用する と、 擬似フ ォ ン ト ス タ イルは作成されず、 適切なボールド ・ イ タ リ ッ

ク ・ ボールド イ タ リ ッ クのフ ォ ン ト バリ エーシ ョ ンが選ばれます。 そのよ う なフ ォ ン ト が得られ

ないと きは （Times-Bold に bold を適用し た等）、 このオプシ ョ ンは無視されます。 デフ ォル ト ：

normal

表 4.3 load_font( ) と暗黙的フ ォ ン ト 読み込みのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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initialsubset （Unichar か Unicode 範囲のリ ス ト 、 またはキーワー ドのリ ス ト 。 embedding=true かつ

subsetting=true のと きのみ意味を持ちます） 初期フ ォ ン ト サブセ ッ ト にグ リ フ を含めたい

Unicode 値群を指定し ます。 これを活用する と、 PDF 内のフ ォ ン ト 容量を削減しつつ、 同等のサブ

セ ッ ト を生成させる こ とができ、 ひいては複数の文書を連結する際の最適化も容易にな り ます。

Unicode 値群は、 Unichar 群か Unicode 範囲群によ って明示的に指定する こ と もできますし、 8 ビ ッ

ト エン コーデ ィ ングの名前によ って暗黙的に指定する こ と も可能です。 Unichar ・ Unicode 範囲はエ

ン コーデ ィ ング名に優先し ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： empty） ：

empty 初期フ ォ ン ト サブセ ッ ト は空にな り ます。 サブセ ッ ト の内容は文書内のテキス ト によ っ

て決定されます。

任意の 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング名

そのエン コーデ ィ ング内で見つかったすべての Unicode 値が初期サブセ ッ ト へ含まれま

す。 追加のキャ ラ ク タに対するグ リ フ も、 文書内のテキス ト によ って、 または

features ・ shaping テキス ト オプシ ョ ンによ って必要と なれば、 自動的にサブセ ッ ト へ

追加されます。

keepfont （論理値。 Type 3 フ ォ ン ト では不可） false にする と、 フ ォ ン ト は end_document( ) で自動的に削除

されます。 true にする と、 フ ォ ン ト は後続する文書群でも、 close_font( ) を呼び出すまで使う こ と

ができます。 デフ ォル ト ： load_font( ) がオブジェクトスコープ内で呼び出されたなら true、 そ う

でないなら false

keepnative （論理値。 非 Unicode CMap による日中韓フ ォ ン ト でのみ意味を持ち、 それ以外のフ ォ ン ト では無

視されます。 embedding=true にし ている と きは false を強制されます） false にする と、 この

フ ォ ン ト のテキス ト は、 PDF 出力作成時に CID 値へ変換されます （glyphid 指定と Identity-H エ

ン コーデ ィ ングを使って）。 これは、 選んだ CMap （Shift-JIS 等） にまだ一致し ていなければなら

ない API 関数に与えるテキス ト に対し ては効力を持ちません。 しかしそのフ ォ ン ト は、 テキス ト

フ ローと、 あらゆる単純テキス ト 出力関数に使う こ とができます （ですがフ ォームフ ィ ールド に

は使えません）。 Unicode CMap による フ ォ ン ト は、 グ リ フの置き換え と予備フ ォ ン ト が利用できな

い点以外は、 encoding=unicode と同様に動作し ます。

true にする と、 このフ ォ ン ト のテキス ト は、 選んだ CMap に従ってそのネイテ ィ ブな形式のまま

PDF 出力へ書き込まれます。 そのフ ォ ン ト は、 フ ォームフ ィ ールド と、 あらゆる単純テキス ト 出

力関数に使う こ とができますが、 テキス ト フ ローには使えません。 デフ ォル ト ： TrueType フ ォ ン

ト または embedding=true の場合は false、 それ以外の場合は true。

kerning 非推奨。 フ ォ ン ト 内のカーニングデータの解析を制御するには readkerning オプシ ョ ンを用いて

く だ さい。

linegap （-2048 から 2048 までの整数） 行間。 上記 ascender 参照。

metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） フ ォ ン ト のためのメ タデータ を与えます （225 ページ 「14.2 XMP メ

タデータ」 参照）

monospace （1 から 2048 までの整数。 PDF/A では不可） フ ォ ン ト 内のすべてのグ リ フ を強制的に指定幅

（フ ォ ン ト 座標系で表し たもの。 1000 単位が文字サイズに等しい） にし ます。 Type 3 フ ォ ン ト の場

合は、 0 でないグ リ フ幅がすべて変更されます。 このオプシ ョ ンは、 標準日中韓フ ォ ン ト に対し て

のみ推奨され、 また、 コ アフ ォ ン ト では使えません。 フ ォ ン ト を埋め込むと、 このオプシ ョ ンは

無視されます。 デフ ォル ト ： 値な し （フ ォ ン ト 内のメ ト リ ッ クが使われます）

optimize-
invisible

（論理値。 PDF/X-1/2/3 では不可） true にする と、 不可視テキス ト （すなわち textrendering=3）
に対し てのみ用いられている フ ォ ン ト は、 embedding=true であっても埋め込まれません。 これは、

OCR 出力を不可視テキス ト と し て持つ PDF/A 出力へのフ ォ ン ト 埋め込みを抑制するために有用で

し ょ う。 フ ォ ン ト が埋め込まれな く ても、 フ ォ ン ト フ ァ イルは通常どお り設定する必要があ り ま

す。 なぜなら PDFlib が埋め込み省略を決定するのは文書の最後になってからだからです。 デフ ォ

ル ト ： false

表 4.3 load_font( ) と暗黙的フ ォ ン ト 読み込みのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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readfeatures （論理値。 TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト に対し て、 かつ encoding=unicode ・ glyphid ・ Unicode 

CMap のいずれかのと きのみ意味を持ちます） TrueType または OpenType フ ォ ン ト の機能テーブル

を フ ォ ン ト から読み込むかど うかを指定し ます。 OpenType 機能のテキス ト への実際の適用はテキ

ス ト オプシ ョ ン features によ って制御されます （表 5.3 参照）。 OpenType 機能が必要でないと き

は、 このオプシ ョ ンを false に設定する と、 フ ォ ン ト の読み込みが速 く なる可能性があ り ます。

デフ ォル ト ： true

readkerning （論理値） カーニング値を フ ォ ン ト から読み込むかど うかを制御し ます。 カーニング値のテキス ト

への実際の適用はテキス ト オプシ ョ ン kerning によ って制御されます （表 5.3 参照）。 カーニング

が必要でないと きは、 このオプシ ョ ンを false に設定する と、 フ ォ ン ト の読み込みが速 く なる可

能性があ り ます。 デフ ォル ト ： true

readshaping （論理値。 TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト に対し て、 かつ unicode ・ glyphid エン コーデ ィ ングに対

し てのみ意味を持ちます） TrueType または OpenType フ ォ ン ト の、 複雑用字系のシ ェ ーピングに

必要なシ ェ ーピングテーブルを読み込むかど うかを指定し ます。 テキス ト の実際のシ ェーピング

はテキス ト オプシ ョ ン shaping によ って制御されます （表 5.3 参照）。 シ ェ ーピングが必要でない

と きは、 このオプシ ョ ンを false に設定する と、 メ モ リ を節約する こ とができます。 デフ ォル ト ：

true

replace-
mentchar

（Unichar。 glyphcheck=replace にする と きのみ意味を持ちます。 非 Unicode CMap または glyphid

エン コーデ ィ ングで読み込むフ ォ ン ト に対し ては無視されます） 選択し ている フ ォ ン ト で利用で

きない、 かつ予備フ ォ ン ト またはタ イポグラ フ ィ 的に類似のキャ ラ ク タ で置き換えできないグ リ

フ を、 指定し た Unicode 値で置き換えます。 U+0000 を使う と フ ォ ン ト の 「グ リ フな し」 記号を指

定できますが、 ただ し これは PDF/A-1 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-5 標準では許されていません。

encoding=builtin で読み込んだ記号フ ォ ン ト に対し ては、 Unicode 値でな く コー ド を与える必要が

あ り ます。

デフ ォル ト ： フ ォ ン ト にも しあれば U+00A0 （NO-BREAK SPACE）、 なければ、 フ ォ ン ト にも しあ

れば U+0020 （SPACE）、 なければ、 U+0000 （ただ し PDF/A-1 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-5 の場合を除

く ）。 これらの値は、 指定し た replacementchar がフ ォ ン ト の中にないと きにも用いられます。 

skippost-
table

（論理値。 非サポー ト 。 TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト に対し てのみ意味を持ちます） TrueType ・

OpenType フ ォ ン ト の post テーブルを解析し てグ リ フ名を決定するかど うかを指定し ます。 この

オプシ ョ ンを true に設定する と フ ォ ン ト の読み込みが速 く なる可能性があ り ますが、 非標準的な

名前を持つグ リ フへのグ リ フ名参照はそのフ ォ ン ト に対し ては働かな く な り ます （これは主に記

号フ ォ ン ト について起こ り う る こ と で、 テキス ト フ ォ ン ト では通常起こ り ません）。 デフ ォル ト ：
false

subsetlimit （float またはパーセン ト 値。 Type 3 フ ォ ン ト では無視されます） フ ォ ン ト のグ リ フの総数に対す

る、 文書で使っているグ リ フの比率が、 指定パーセン ト 値を超える と きは、 自動フ ォ ン ト サブ

セ ッ ト 化が無効にな り ます。 デフ ォル ト ： 100%

subsetminsize （float。 Type 3 フ ォ ン ト では無視されます） 元のフ ォ ン ト フ ァ イルのサイズが、 KB 単位の指定値

よ り小さいと きは、 自動フ ォ ン ト サブセ ッ ト 化が無効にな り ます。 デフ ォル ト ： 50

subsetting （論理値） フ ォ ン ト をサブセ ッ ト 化するかど うかを制御し ます。 Type 3 フ ォ ン ト をサブセ ッ ト 化す

るには、 フ ォ ン ト 定義を 2 回に分けて行う必要があ り （PDFlib チュー ト リ アル参照）、 load_
font( ) への 1 回目の呼び出し で subsetting オプシ ョ ンを与える必要があ り ます。 デフ ォル ト ：

false

unicodemap （論理値。 pdfa=PDF/A-1a:2005 なら false に設定する必要があ り ます） ToUnicode CMap の生成を

制御し ます。 このオプシ ョ ンはタグ付き PDF モー ド では無視されます。 デフ ォル ト ： true

vertical （論理値。 TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト のみ。 定義済み CMap を指定し ている と きは無視されま

す。 フ ォ ン ト 名が @ で始まる と きは true を強制されます） true なら、 縦書き用にフ ォ ン ト を用

意し ます。

xheight （-2048 から 2048 までの整数） x ハイ ト 。 上記 ascender 参照。

表 4.3 load_font( ) と暗黙的フ ォ ン ト 読み込みのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Sub close_font(font As Long)
C# void close_font(int font)

文書内でまだ使われていない、 開かれている フ ォ ン ト ハン ド ルを閉じ ます。

font 文書内でまだ使われていない、かつ閉じ られていない、 load_font( ) によ って返され

たフ ォ ン ト ハン ド ル。

詳細 この関数はフ ォ ン ト ハン ド ルを閉じ、そのフ ォ ン ト に関連づけ られていたすべての リ ソー

ス を解放し ます。 この呼び出しの後に、 そのフ ォ ン ト ハン ド ルを使ってはいけません。 通

常、 フ ォ ン ト は文書の終わ り に自動的に閉じ られます。 しかし、 フ ォ ン ト を閉じ る こ と は

以下のよ う な場合に有用です ：

> フ ォ ン ト のプロパテ ィ を info_font( )で取得し た後、そのフ ォ ン ト をカレ ン ト のPDF文書

内では使わないこ と が決定された。

> フ ォ ン ト が文書の境界を越えて保持されていたが （load_font( ) の keepfont オプシ ョ ン

で）、 も う 必要ないので捨てるべきであ る。

フ ォ ン ト がカレ ン ト 文書内ですでに使われている と きは、 閉じ てはいけません。

スコープ 任意

表 4.4 load_font( ) の fallbackfonts オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

フ ォ ン ト 読

み込みオプ

シ ョ ン群

フ ォ ン ト を暗黙的に （すなわち font オプシ ョ ンでな く fontname ・ encoding オプシ ョ ンで） 指定

し た と きは、 表 4.3 に従った fallbackfonts 以外のすべてのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ンをサブオ

プシ ョ ン と し て与える こ とができます。 非 Unicode CMap で読み込んだフ ォ ン ト は、 予備フ ォ ン ト

と し て用いる こ とはできません。

font （フ ォ ン ト ハン ドル） load_font( ) を fallbackfonts オプシ ョ ンな し で呼び出し て返されたフ ォ ン ト

ハン ドル。 このオプシ ョ ンを与える と、 すべてのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ンが無視されます

（fontname ・ encoding も）。 フ ォ ン ト は、 embedding=false かつ keepnative=true による標準日中

韓フ ォ ン ト であってはいけません。

fontsize （float またはパーセン ト 値） 予備フ ォ ン ト の文字サイズを、 ユーザー座標で、 またはカ レン ト 文字

サイズに対するパーセン ト 値と し て表し たもの。 このオプシ ョ ンを利用する と、 予備フ ォ ン ト の

デザイ ン された文字サイズがベースフ ォ ン ト と合わないと きに、 予備フ ォ ン ト の文字サイズを調

節する こ とができます。 デフ ォル ト ： 100%

forcechars （Unichar か Unicode 範囲のリ ス ト 、 またはキーワー ド 1 個） つねに予備フ ォ ン ト 内のグ リ フで印字

させたい （glyphcheck 設定によ らず） キャ ラ ク タ群を指定し ます。 予備フ ォ ン ト は、 指定した

キャ ラ ク タに対するグ リ フ を含んでいるか （個々のキャ ラ ク タ を指定した場合）、 あるいは少な く

と も指定し た Unicode 範囲の最初と最後のキャ ラ ク タに対するグ リ フ を含んでいる必要があ り ま

す。 ベースフ ォ ン ト に対し て 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングを指定し ている場合でも、 このオプシ ョ

ンには Unicode 値を指定する こ とが可能です。

以下のキーワー ド を与える こ と もできます ：

gaiji 予備フ ォ ン ト は SING フ ォ ン ト を参照する必要があ り、 そ し てこのキーワー ドは、 SING

フ ォ ン ト のメ イ ング リ フの Unicode 値へのシ ョ ー ト カ ッ ト と し て利用する こ とができます。

textrise （float またはパーセン ト 値） テキス ト ラ イズ値 （表 5.2 参照）。 パーセン ト 値は、 予備フ ォ ン ト に対

し て指定し た （すなわち、 fontsize サブオプシ ョ ンがあるならそれを適用し た後の） 文字サイズ

に対する比です。 このオプシ ョ ンを利用する と、 予備フ ォ ン ト のデザイ ン されたテキス ト ラ イズ

がベースフ ォ ン ト と合わないと きに、 予備フ ォ ン ト のテキス ト の位置を調節する こ とができます。

デフ ォル ト ： 0
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VB  RB Function info_font(font As Long, keyword As String, optlist As String) As Double
C# double info_font(int font, String keyword, String optlist)

読み込んだフ ォ ン ト に関する詳しい情報を取得し ます。

font load_font( ) によ って返されたフ ォ ン ト ハン ド ル、 あ るいはキーワード によ っては -

1。

keyword ほしい情報を表 4.6 に従って指定し たキーワード。 使え る キーワー ド ：

> グ リ フマ ッ ピングのためのキーワード ： cid ・ code ・ glyphid ・ glyphname ・ unicode
> フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク ： ascender ・ capheight ・ descender ・ italicangle ・ linegap ・ xheight
> フ ォ ン ト のフ ァ イル ・ 名前 ・ 種別 ： cidfont ・ familyname ・ fontfile ・ fontname ・

fonttype ・ metricsfile ・ outlineformat ・ singfont ・ standardfont ・ supplement
> フ ォ ン ト の技術的情報 ： feature ・ featurelist ・ fontstyle ・ hostfont ・ kerningpairs ・

monospace ・ numglyphs ・ shapingsupport ・ vertical
> フ ォ ン ト と エン コーデ ィ ングの関係 ： codepage ・ codepagelist ・ encoding ・

fallbackfont ・ keepnative ・ maxcode ・ numcids ・ numusableglyphs ・ predefcmap ・

replacementchar ・ symbolfont ・ unicodefont ・ unmappedglyphs
> カレン ト 文書に対する フ ォ ン ト 処理の結果 ： numusedglyphs ・ usedglyph ・ willembed ・

willsubset

optlist 選択し たキーワード を さ らに修飾するオプシ ョ ン リ ス ト 。以下のオプシ ョ ンが使

えます ：

> 表 4.6 の各キーワード の欄で解説する、 キーワード独自のオプシ ョ ン群。

> グ リ フを指定するための、 表 4.5 に従ったマ ッ ピングオプシ ョ ン ： cid ・ code ・ glyphid ・

glyphname ・ unicode。 こ れ ら のオプ シ ョ ン は、 マ ッ ピ ン グ オプ シ ョ ン cid ・ code ・

glyphid ・ glyphname ・ unicode のソース値を定義し ます。 これらのマ ッ ピングオプシ ョ

ンは相互に排他的です。 code ・ glyphname ・ unicode オプシ ョ ンは encoding オプシ ョ ン

と組み合わせる こ と が可能です。

戻り値 keyword によ って、 および場合によ ってはオプシ ョ ンで補足し て要求し た、 フ ォ ン ト また

はエン コーデ ィ ングの特性の値。キーワード と オプシ ョ ンの組み合わせが仕様外の と きは

-1 が返されます。 い く つかのキーワー ド は文字列を、 その文字列番号を返すこ と によ っ

て間接的に返し ます。 その対応する文字列は、 get_parameter( ) で string パラ メ タ を使っ

て取得でき ます （表 2.3 参照）。

詳細 この関数は、 以下の異なる情報源からの情報を提供し ます ：

表 4.5 info_font( ) でグ リ フ を指定するオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

cid （数値） グ リ フの CID 値。 cidfont=1 のと きのみ意味を持ちます

code （範囲 0 ～ 255 の数値。 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングのフ ォ ン ト のみ） エン コーデ ィ ングスロ ッ ト

glyphid （範囲 0 ～ 65535 の数値） 内部グ リ フ ID

glyphname （文字列） グ リ フの名前。 cidfont=1 のと きには意味を持ちません

unicode （Unichar） Unicode キャ ラ ク タ
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> 有効なフ ォ ン ト ハン ド ルを与えた と きは、 そのフ ォ ン ト か ら集めた情報を返し ます。

例 ： フ ォ ン ト の メ ト リ ッ ク ・ 名前 ・ 種別、 特定の glyphid に対する unicode 値。

> font = -1 かつ encoding オプシ ョ ンを与えた と きは、このエン コーデ ィ ングに関する情報

を返し ます。 例 ： エン コーデ ィ ング内の 1 つの code に対する unicode 値。

> font = -1 かつ encoding オプシ ョ ンを与えていない と きは、PDFlib の内部テーブル群から

集めた情報を返し ます。 例 ： 特定の glyphname に対する unicode 値。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意

表 4.6 info_font( ) のキーワー ド ・ オプシ ョ ン一覧

キーワー ド 説明 ・ オプシ ョ ン

ascender アセンダのメ ト リ ッ ク値。 使えるオプシ ョ ン （デフ ォル ト ： fontsize=1000） ：

faked （論理値） 値を フ ォ ン ト またはメ ト リ ッ ク フ ァ イルから得られなかったため推算する必

要がある と きは 1。 そ う でないと きは 0

fontsize （文字サイズ） 値を指定文字サイズにあわせて比例計算し ます

capheight キャ ッ プハイ ト のメ ト リ ッ ク値。 ascender 参照。

cid 指定し たグ リ フの CID、 あるいは得られなかった と きは -1。 使えるオプシ ョ ン ： cid ・ glyphid ・

unicode

cidfont フ ォ ン ト が CID フ ォ ン ト と し て埋め込まれるなら 1、 そ う でないなら 0

code エン コーデ ィ ングスロ ッ ト を表す範囲 0 ～ 255 の数値か、 またはそのよ う なスロ ッ ト がフ ォ ン ト

内またはエン コーデ ィ ング内 （encoding オプシ ョ ンを与え、 かつ font=-1 の場合） に見つからな

かった と きは -1。 使えるオプシ ョ ンはマ ッ ピングオプシ ョ ン code ・ glyphid ・ glyphname ・

unicode と以下のオプシ ョ ンです ：

encoding （文字列） 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの名前

codepage 指定し たコー ド ページにフ ォ ン ト が対応し ているかど うかを調べます。 この情報は、 TrueType/

OpenType フ ォ ン ト の OS/2 テーブルから、 も し入手可能であれば採られます。 使えるオプシ ョ

ン ：

name （文字列。 必須） コー ド ページの名前を、 cpXXXX の形で指定し ます。 こ こで XXXX は、

コー ド ページの 10 進数値を表し ます （例 ： cp437 ・ cp1252）

以下の戻り値で、 指定されたコー ド ページにフ ォ ン ト が対応し ているかど うかを示し ます。

-1 フ ォ ン ト が TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト でないので不明です。

0 指定されたコー ド ページにフ ォ ン ト は対応し ていません。

1 指定されたコー ド ページにフ ォ ン ト は対応し ています。

codepagelist フ ォ ン ト が対応し ているすべてのコー ド ページ （cpXXXX の形で） のスペース区切りのリ ス ト の文

字列番号、 あるいはフ ォ ン ト が TrueType ・ OpenType フ ォ ン ト でないのでコー ド ページ リ ス ト が不

明のと き （codepage 参照） は -1。

descender デ ィ センダのメ ト リ ッ ク値。 ascender 参照。

encoding フ ォ ン ト のエン コーデ ィ ングまたは CMap の名前の文字列番号。 使えるオプシ ョ ン （デフ ォル ト ：

actual） ：

api （論理値） true にする と、 API で指定されるのと同じ エン コーデ ィ ング名

actual （論理値） true にする と、 フ ォ ン ト に対し て使われる実際のエン コーデ ィ ング名

fallbackfont unicode オプシ ョ ンで指定し たキャ ラ ク タ を印字するために用いられるベースフ ォ ン ト か予備フ ォ

ン ト のハン ドル。 これを利用する と、 指定し たキャ ラ ク タに対し て用いられるグ リ フ を予備フ ォ

ン ト 群の連な りの中のどのフ ォ ン ト が実際に提供するかを調べる こ とができます。 そのキャ ラ ク

タがいずれのベースフ ォ ン ト ・ 予備フ ォ ン ト でも印字できない と きは、 -1 が返されます。 使える

オプシ ョ ン ： unicode
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familyname フ ォ ン ト フ ァ ミ リの名前の文字列番号、 または得られないなら -1

feature PDFlib が対応し ている OpenType 機能テーブルを フ ォ ン ト が含んでいるかど うかを調べます。 使え

るオプシ ョ ン ：

language （文字列。 script を与えている と きのみ） 言語の名前を指定し ます。

name （文字列。 必須） OpenType 機能テーブルの 4 文字の名前を指定し ます。 例 ： liga （標準

合字） ・ ital （日中韓フ ォ ン ト の斜体） ・ vert （縦書き）。 機能 kern については取得でき

ません。

script （文字列） 用字系の名前を指定し ます。

以下の戻り値で、 指定された OpenType 機能テーブルがフ ォ ン ト 内に存在し ていて PDFlib がそれ

に対応し ているかど うかを示し ます ：

-1 フ ォ ン ト 内に機能テーブルが全 く 得られません。

0 その機能テーブルが得られないか、 または PDFlib がそれに対応し ていません。

1 指定された用字系と言語に対し てその機能テーブルが得られ、 かつ PDFlib がそれに対

応し ています。

featurelist フ ォ ン ト 内で得られて PDFlib が対応し ているすべての機能のスペース区切りのリ ス ト の文字列番

号、 あるいは機能テーブルが全 く 得られないと きは -1。

fontfile フ ォ ン ト のアウ ト ラ イ ン フ ァ イルのパス名の文字列番号か、 または得られないと きは -1

fontname フ ォ ン ト 名の文字列番号か、 または得られないと きは -1。 使えるオプシ ョ ン （デフ ォル ト ：

acrobat） ：

api （論理値） true にする と、 API で指定されるのと同じ フ ォ ン ト 名

full （論理値） true にする と、 PDF のフ ォ ン ト 記述子の /FontName 項目

acrobat （論理値） true にする と、 Acrobat で表示されるのと同じ フ ォ ン ト 名

fontstyle fontstyle オプシ ョ ンの値 （normal ・ bold ・ italic ・ bolditalic） の文字列番号。 使えるオプシ ョ

ン ：

faked フ ォ ン ト ス タ イルが PDFlib によ って実現される と きは 1、 フ ォ ン ト ス タ イルが Acrobat

によ って実現される と きは 0

fonttype フ ォ ン ト 種別の文字列番号、 または得られないと きは -1。 知られている フ ォ ン ト 種別は

Multiple Master ・ OpenType ・ TrueType ・ TrueType (CID) ・ Type 1 ・ Type 1 (CID) ・ Type 1 CFF ・

Type 1 CFF (CID) ・ Type 3

glyphid （8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングによる フ ォ ン ト と、 encoding=builtin による記号フ ォ ン ト と、

encoding= unicode による フ ォ ン ト のみ） 以下のオプシ ョ ンで同定される、 フ ォ ン ト 内部のグ リ フ

ID （GID） を表す範囲 0 ～ 65535 の数か、 またはそのよ う なグ リ フが見つからなかった と きは -1。

code （範囲 0 ～ 255 の数値。 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングによる フ ォ ン ト と、

encoding=builtin による記号フ ォ ン ト のみ） エン コーデ ィ ングスロ ッ ト

unicode （Unichar。 encoding= unicode による フ ォ ン ト のみ） 指定する Unicode キャ ラ ク タの

入ったスロ ッ ト

glyphname 指定し たグ リ フの名前の文字列番号、 またはそのよ う なグ リ フがフ ォ ン ト 内または指定し たエン

コーデ ィ ング内 （encoding オプシ ョ ンを与えていてかつ font=-1 の場合） に見つからないと きは -

1。 使えるオプシ ョ ンはマ ッ ピングオプシ ョ ン code ・ glyphid ・ glyphname ・ unicode と以下のフ ォ

ン ト です ：

encoding （文字列） 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの名前

hostfont フ ォ ン ト がホス ト フ ォ ン ト なら 1、 そ う でないなら 0

italicangle フ ォ ン ト のイ タ リ ッ ク角度 （PDF のフ ォ ン ト 記述子の中の ItalicAngle）

表 4.6 info_font( ) のキーワー ド ・ オプシ ョ ン一覧

キーワー ド 説明 ・ オプシ ョ ン
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keepnative keepnative オプシ ョ ンの出力値。

kerningpairs フ ォ ン ト 内のカーニングペアの数

linegap 行間のメ ト リ ッ ク値。 ascender 参照。

maingid メ イ ング リ フのグ リ フ ID （SING テーブルのメ ンバ mainGID）。

maxcode フ ォ ン ト のエン コーデ ィ ングの最大のコー ド値。 具体的には、 シングルバイ ト エン コーデ ィ ング

に対し ては 0xFF、 encoding=glyphid に対し ては numglyphs-1、 それ以外の場合はエン コーデ ィ ン

グ内の最大の Unicode 値。

metricsfile フ ォ ン ト のメ ト リ ッ ク フ ァ イル （AFM または PFM） のパス名の文字列番号か、 または得られない

と きは -1

monospace monospace オプシ ョ ンの値、 またはそれが与えられていない と きは 0。

numcids フ ォ ン ト が標準 CMap を使っている場合は CID の数、 そ う でないなら -1

numglyphs フ ォ ン ト 内のグ リ フの数 （.notdef グ リ フ を含む）。 GID は 0 から始ま り ますので、 GID のと り う る

最大値は numglyphs よ り 1 小さ く な り ます。

numusable-
glyphs

load_font( ) で与えたエン コーデ ィ ングによ って到達可能なフ ォ ン ト 内のグ リ フの数

numused-
glyphs

その時点までに生成されたテキス ト の中で使われているグ リ フの数。

outlineformat フ ォ ン ト 形式。 PFA ・ PFB ・ LWFN ・ TTF ・ OTF ・ TTC のいずれか

predefcmap フ ォ ン ト に対するエン コーデ ィ ングと し て指定された定義済み CMap の名前の文字列番号、 または

得られないなら -1。

replacement
char

replacementchar オプシ ョ ンで指定されたキャ ラ ク タの Unicode 値。 encoding=builtin で読み込ま

れた記号フ ォ ン ト については、 Unicode 値でな く コー ドが返されます。

shaping-
support

フ ォ ン ト がシ ェーピングに対応し ていて、 かつ load_font( ) で readshaping オプシ ョ ンが与えられ

ていたなら 1、 そ う でないなら 0

singfont フ ォ ン ト が SING （外字） フ ォ ン ト なら 1、 そ う でないなら 0

standardfont フ ォ ン ト が PDF コ アフ ォ ン ト か標準日中韓フ ォ ン ト のと きは 1、 そ う でないと きは 0

supplement 標準日中韓 CMap による フ ォ ン ト のと きはキャ ラ ク タ集合の補足数、 そ う でないと きは 0

symbolfont フ ォ ン ト が記号フ ォ ン ト なら 1、 そ う でないなら 0 （PDF のフ ォ ン ト 記述子の中の symbol フ ラグ）

unicode 指定し たグ リ フに対する Unicode UTF-32 値、 または Unicode 値がフ ォ ン ト またはエン コーデ ィ ン

グ （encoding オプシ ョ ンを与えていてかつ font=-1 の場合） の中に見つからなかった と きは -1。

使えるオプシ ョ ンはマ ッ ピングオプシ ョ ン cid ・ code ・ glyphid ・ glyphname ・ unicode と以下のオ

プシ ョ ンです ：

encoding （文字列） 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングの名前

unicodefont フ ォ ン ト と エン コーデ ィ ングの組み合わせがグ リ フ群に対するマ ッ ピングを与えるなら 1、 そ う で

ないなら 0。 非 Unicode CMap を持つ日中韓フ ォ ン ト で keepnative=true のと きは 0 を返し ます。

unmapped-
glyphs

Unicode PUA 値へマ ッ プ されたフ ォ ン ト 内のグ リ フの数。 PUA 値がフ ォ ン ト 内にすでに存在する

か、 それと も PDFlib によ って割り当てられているかによ り ません。

usedglyph 指定し たグ リ フ ID がテキス ト 内で使われているなら 1、 そ う でないなら 0。 使えるオプシ ョ ン ：
glyphid

表 4.6 info_font( ) のキーワー ド ・ オプシ ョ ン一覧

キーワー ド 説明 ・ オプシ ョ ン
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vertical フ ォ ン ト が縦書き用なら 1、 そ う でないなら 0

weight フ ォ ン ト の太さ を 100 ～ 900 の範囲で表し たもの。 400 ＝標準、 700 ＝ボールド

willembed フ ォ ン ト が埋め込まれる （embedding オプシ ョ ンか、 または強制フ ォ ン ト 埋め込みで） なら 1、 そ

う でないなら 0

willsubset フ ォ ン ト のサブセ ッ ト が作成される （autosubsetting=true なら、 サブセ ッ ト 化が有効になるため

には、 subsetlimit を超えないこ とが必要です） なら 1、 そ う でないなら 0

xheight 行間の x ハイ ト 値。 ascender 参照。

表 4.6 info_font( ) のキーワー ド ・ オプシ ョ ン一覧

キーワー ド 説明 ・ オプシ ョ ン
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4.2 Type 3 フ ォ ン ト の定義
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの fonts/starter_type3font ト ピ ッ クにあり ます。

VB  RB Sub begin_font(fontname As String, a As Double, b As Double , c As Double,
d As Double, e As Double, f As Double, optlist As String)

C# void begin_font(String fontname, 
double a, double b, double c, double d, double e, double f, String optlist)

Type 3 フ ォ ン ト の定義を開始し ます。

fontname （名前文字列） フ ォ ン ト を登録し て、 以後の load_font( ) で使いたい名前。

a・b・c・d・e・f （Type 3 フ ォ ン ト のサブセ ッ ト の と きのフ ォ ン ト 定義の 2 度目の呼び

出しでは無視されます） フ ォ ン ト 行列の各要素。 こ の行列は、 グ リ フが描かれる座標系を

定義し ます。 6 個の値は、 PostScript と PDF と同じ方式で行列を構成し ます （各 リ フ ァ レ

ン ス を参照）。 縮退変換を避けるため、 a × d は b × c と等し く し てはいけません。 代表

的な 1000 × 1000 の座標系に対する フ ォ ン ト 行列は [0.001, 0, 0, 0.001, 0, 0] です。

optlist （サブセ ッ ト フ ォ ン ト の と きの 2 度目の呼び出しでは無視されます）表 4.7 に従っ

たオプシ ョ ン リ ス ト 。次のオプシ ョ ンが使えます：colorized・familyname・stretch・weight・

widthsonly

詳細 この関数は、 テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 色状態のパラ メ タ を、 すべてデフ ォル ト に リ セ ッ

ト し ます。 フ ォ ン ト には任意の数のグ リ フ を入れられます。 フ ォ ン ト は、 カレ ン ト の文書

ス コープが終わる まで使えます。

スコープ 文書 ・ ページ。 こ の関数はフ ォ ン ト ス コープを開始させます。 対応する end_font( ) と必ず

対にし て呼び出す必要があ り ます。サブセ ッ ト 化される フ ォ ン ト の 2 度目の呼び出しにつ

いては、 文書ス コープのみ許されます。

表 4.7 begin_font( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

colorized （論理値） true にする と、 フ ォ ン ト はキャ ラ ク タ ご とにその色を明示的に指定する こ とができま

す。 false にする と、 キャ ラ ク タはすべてカ レン ト 色 （フ ォ ン ト を定義し た時点ではな く 使う時点

の） で描かれるので、 グ リ フ定義に色オペレータ またはマスク以外の画像を入れてはいけません。

デフ ォル ト ： false

familyname1
（文字列。 PDF 1.5） フ ォ ン ト フ ァ ミ リの名前

stretch1
（キーワー ド。 PDF 1.5） フ ォ ン ト の幅の値。 キーワー ド ： ultracondensed ・ extracondensed ・

condensed ・ semicondensed ・ normal ・ semiexpanded ・ expanded ・ extraexpanded ・ ultraexpanded。
デフ ォル ト ： normal

weight1
（整数またはキーワー ド。 PDF 1.5） フ ォ ン ト の太さ。 と り う る数値または同等のキーワー ド ：

100=thin、 200=extralight、 300=light、 400=normal、 500=medium、 600=semibold、 700=bold、

800=extrabold、 900=black。 デフ ォル ト ： normal

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/fonts-and-encodings/starter-type3font
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VB  RB Sub end_font( )
C# void end_font( )

Type 3 フ ォ ン ト の定義を終了させます。

スコープ フ ォ ン ト 。 こ の関数はフ ォ ン ト ス コープを終了させます。 対応する begin_font( ) と必ず対

にし て呼び出す必要があ り ます。

VB  RB Sub begin_glyph(glyphname As String,
wx As Double, llx As Double, lly As Double, urx As Double, ury As Double)

C# void begin_glyph(String glyphname, double wx, double llx, double lly, double urx, double ury)

Type 3 フ ォ ン ト のためのグ リ フ定義を開始させます。

glyphname グ リ フの名前。 こ の名前は、 フ ォ ン ト と と も に使われる あ ら ゆ る エン コー

デ ィ ングで使われる必要があ り ます。 Adobe グ リ フ リ ス ト （AGL） に従ったグ リ フ名を使

う こ と を強 く 推奨し ます。 グ リ フ名はフ ォ ン ト 内で一意であ る必要があ り ます。

wx （Type 3 フ ォ ン ト のサブセ ッ ト の と きのフ ォ ン ト 定義の 2 度目の呼び出しでは無視さ

れます） グ リ フの幅を、 フ ォ ン ト の行列で指定し たグ リ フ座標系で指定し ます。

llx・lly・urx・ury （Type 3 フ ォ ン ト のサブセ ッ ト の と きのフ ォ ン ト 定義の 2 度目の呼び

出しでは無視されます） フ ォ ン ト の colorized オプシ ョ ンを false にし ている と きは （デ

フ ォル ト ではそ う なっています） 、 グ リ フの外接枠の左下隅 と右上隅の座標。 この外接枠

の値は、 PostScript 印刷で問題が起き ないよ う 、 正し く する必要があ り ます。 フ ォ ン ト の

colorized オプシ ョ ンを true にし ている と きは、4 つの値すべてを 0 にする必要があ り ます。

詳細 フ ォ ン ト 内のグ リ フは、 テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 画像関数を使って定義する こ と ができ

ます。 ただし画像は、 フ ォ ン ト の colorized オプシ ョ ンを true にし ているか、 または画像

を mask オプシ ョ ンを指定し て開いている と きにしか使えません。Type 3 フ ォ ン ト の中で

ビ ッ ト マ ッ プを定義し たい と きは、 イ ン ラ イ ン画像機能を使 う こ と を強 く 推奨し ます。

colorized オプシ ョ ンを true にし ている と きは、 今いるページのグ ラ フ ィ ッ ク状態がま

る ご と グ リ フ定義へ継承されますので、グ リ フ定義に関係する種類のグ ラ フ ィ ッ ク状態は

すべて （linewidth 等）、 グ リ フ定義の中で明示的に設定する必要があ り ます。

PDFlib は内蔵の リ ス ト の中でグ リ フ名を検索し て各グ リ フの Unicode 値を決定し ます。

グ リ フ名が見つから なかった と きは、 PUA Unicode 値がそのグ リ フ名に割 り 当て られます

（U+E000 から始ま る）。 こ の値は info_font( ) で取得でき ます。

widthsonly （論理値） true にする と （Type 3 フ ォ ン ト のサブセ ッ ト 化の 1 回目の呼び出し）、 フ ォ ン ト とグ リ

フのメ ト リ ッ クだけが定義されます。 begin_glyph( ) と end_glyph( ) の間では他の API 関数を一切呼

び出すべきではあ り ません。 他の関数をた と え呼び出し ても、 PDF 出力にはいかなる効果も与え

ず、 例外も発生し ません。

widthsonly=false のと きは （Type 3 フ ォ ン ト のサブセ ッ ト 化の 2 回目の呼び出し）、 実際のグ リ フの

アウ ト ラ イ ンを定義できます。 このよ う に 2 回の呼び出しによる定義によ り、 PDFlib で Type 3

フ ォ ン ト のサブセ ッ ト 化を実行する こ とが可能にな り ます。 デフ ォル ト ： false

1. これらのオプシ ョ ンは、 タグ付き PDF を作成し ている と きには強 く 推奨し ますが、 それ以外のと きは無視されます。

表 4.7 begin_font( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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スコープ ページ ・ フ ォ ン ト 。 こ の関数はグ リ フ ス コープを開始させます。 対応する end_glyph( ) と

必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。 begin_font( ) で widthsonly=true にし ている と き

は、 begin_glyph( ) と end_glyph( ) の間の API 関数の呼び出しはすべて無視されます。

VB  RB Sub end_glyph( )
C# void end_glyph( )

Type 3 フ ォ ン ト のためのグ リ フ定義を終了させます。

スコープ グリ フ。 この関数はグリ フ ス コープを終了させます。 対応する begin_glyph( ) と必ず対に

し て呼び出す必要があ り ます。
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4.3 エン コーデ ィ ングの定義

VB  RB Sub encoding_set_char(encoding As String, slot As Long, glyphname As String, uv As Long)
C# void encoding_set_char(String encoding, int slot, String glyphname, int uv)

カス タ ムの 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングに、 グ リ フ名か Unicode 値またはその両方を追加し

ます。

encoding エン コーデ ィ ングの名前。 これは、 load_font( ) で使 う 必要のあ る名前です。 こ

のエン コーデ ィ ング名は、 あ ら ゆる組み込みエン コーデ ィ ング と、 以前に使ったあ らゆる

エン コーデ ィ ング と異なっている必要があ り ます。

slot 定義し たいキ ャ ラ ク タの位置を 0 ≦ slot ≦ 255 で指定し ます。 1 つのエン コーデ ィ

ング内では、 各ス ロ ッ ト はそれぞれ 1 回だけ定義する こ と ができ ます。

glyphname キ ャ ラ ク タの名前。

uv キ ャ ラ ク タの Unicode 値。

詳細 この関数は、非標準 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングを処理し なければな ら ない特殊な応用にお

いてのみ必要 と な り ます。 複数回呼び出し て、 エン コーデ ィ ング内の最大 256 個のキ ャ ラ

ク タ ス ロ ッ ト を定義する こ と ができ ます。 そのエン コーデ ィ ングを初めて使 う 前であれ

ば、 キ ャ ラ ク タ を追加し てい く こ と ができ ますが、 そ う でなければ例外が発生し ます。 す

べてのコード点を指定する必要はな く 、 未定義のス ロ ッ ト には .notdef と U+0000 が書か

れます。

グ リ フ名と Unicode 値と の組み合わせは 3 通 り が可能です。

> glyphname を与え、uv=0 ： これは、Unicode 値を持たないエン コーデ ィ ングフ ァ イル と

同等です。

> uv を与えるが、 glyphname を与えない ： これは、 コー ド ページフ ァ イルと同等です。

> glyphname と uv を与える：これは、Unicode 値を持つエン コーデ ィ ングフ ァ イル と同等

です。

1 つのエン コーデ ィ ングの中で、各グ リ フ名 /Unicode 値を 1 度だけ与え る こ と を強 く 推奨

し ます （.notdef/U+0000 を除いて）。

エン コーデ ィ ングを Type 3 フ ォ ン ト で使 う こ と を意図し ている場合は、 エン コーデ ィ

ングス ロ ッ ト 群をグ リ フ名だけで指定する こ と を推奨し ます。

定義し たエン コーデ ィ ングは、 カ レ ン ト のオブジ ェ ク ト ス コープが終わる まで使えま

す。

スコープ 任意
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4.4 単純テキス ト 出力
注 この節の関数に与えるテキス ト はすべて、 load_font( ) で選んでいるエン コーデ ィ ングと、

指定し ている textformat に合っていなければな り ません。 Acrobat での制約によ り、 テキ

ス ト 文字列の長さは 32 KB を超えてはいけません。

この節に関連するパラ メ タ と値を表 4.8 ・ 表 4.9 に示し ます （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オ

プシ ョ ン処理」 参照）。

表 4.8 get/set_parameter( ) のテキス ト 関連のキー一覧

キー 説明

autospace true なら、 カ レン ト フ ォ ン ト が U+0020 に対するグ リ フ を含んでいる と きは、 PDFlib は show 操作

で生成する各テキス ト 出力の後に、 スペースキャ ラ ク タが自動的に追加されます。 これはタグ付

き PDF の生成の際に便利で し ょ う。 ただ し スペースを追加する と、 show 操作後のカ レン ト テキス

ト 位置が変わり ます。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： 任意

charref 表 5.1 参照。 同名のオプシ ョ ン と異な り、 このパラ メ タは、 ハイパーテキス ト 文字列と名前文字列

に対し ても効力を持ちます。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： 任意

decoration-
above

表 5.2 参照。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： 任意

escape-
sequence

表 5.1 参照。 同名のオプシ ョ ン と異な り、 このパラ メ タは、 ハイパーテキス ト 文字列と名前文字列

に対し ても効力を持ちます。 た と えば Windows UNC フ ァ イル名は、 escapesequence=true のと き

は 4 個のバッ クスラ ッ シュキャ ラ ク タ で始まる必要があ り ます。 注意 ： このパラ メ タは環境変数

（例 ： PDFLIBLICENSEFILE） に対し ても効力を持ちます。 Windows の環境変数の中のパス名は通常

バッ クスラ ッ シュキャ ラ ク タ を含みますので、 このパラ メ タは Windows システムでは使用を避け、

同名のオプシ ョ ンを都度関数に与えるほうがよいで し ょ う。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： 任意

fakebold 表 5.2 参照。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリフ ・ 文書

glyphcheck 表 5.1 参照。 デフ ォル ト ： replace。 スコープ ： 任意

kerning 表 5.2 参照。 デフ ォル ト ： true。 ス コープ ： 任意

underline
overline
strikeout

表 5.2 参照。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリフ ・ 文書

表 4.9 get/set_value( ) のテキス ト 関連のキー一覧

キー 説明

charspacing 表 5.2 参照。 float 値にのみ対応し ています。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリ

フ ・ 文書

font1
setfont( ) で設定し ている カ レン ト フ ォ ン ト の識別子か、 またはフ ォ ン ト を設定し ていないなら

-1。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

fontsize1
カ レン ト フ ォ ン ト のサイズ。 setfont( ) であらかじめ設定し てお く 必要があ り ます。 ス コープ ：

ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

horizscaling 表 5.2 参照。 float 値にのみ対応し ています。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリ

フ ・ 文書

italicangle 表 5.2 参照。 ス コープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリフ ・ 文書
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VB  RB Sub setfont(font As Long, fontsize As Double)
C# void PDF_setfont(int font, double fontsize)

カレ ン ト フ ォ ン ト を、 指定するサイ ズで設定し ます。

font load_font( ) によ って返されたフ ォ ン ト ハン ド ル。

fontsize 文字サイ ズを、 カ レ ン ト ユーザー座標系の単位で測った も の。 文字サイ ズは 0

にし てはいけません。 文字サイ ズを負の値にする と、 カレ ン ト 変換行列について鏡映され

たテキス ト にな り ます。

詳細 この関数は、 show( ) 等の低レベルテキス ト 出力関数で用いられる フ ォ ン ト を設定し ます。

フ ォ ン ト は、 ページご と に、 いかなる単純テキス ト 出力関数を呼び出すよ り も前に設定す

る必要があ り ます。 フ ォ ン ト の設定はページを超えて保持されません。 ページの中でカレ

ン ト フ ォ ン ト は何度でも変更可能です。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

パラメタ この関数は自動的に leading パラ メ タ を fontsize と同じ値に設定し ます。

VB  RB Sub set_text_pos(x As Double, y As Double)
C# void set_text_pos(double x, double y)

ページ上の単純テキス ト 出力のための位置を設定し ます。

x・y 設定し たいカレ ン ト テキス ト 位置。

leading 行送り、 すなわちテキス ト の隣り あ う行のベースラ イ ンの間隔。 行送りは、 continue_text( ) に使わ

れます。 setfont( ) で新しいフ ォ ン ト を選んだ時は、 文字サイズと同じ値に設定されます。 行送り

を文字サイズに等し く 設定する と、 行間が密にな り ます （leading=0 にする と、 行が重な り ます）。

しかし、 隣り あ う行のアセンダ とデ ィ センダはふつ う重な り あいません。 ス コープ ： ページ ・ パ

ターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

strokewidth 表 5.2 参照。 float 値にのみ対応し ています。 値 0 で内蔵のデフ ォル ト を指定し ます。 デフ ォル ト ：

0

textrendering 表 5.2 参照。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリフ ・ 文書

textrise 表 5.2 参照。 float 値にのみ対応し ています。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリフ

textx1
texty1 カ レン ト テキス ト 位置の x ・ y 座標。 デフ ォル ト ： 0。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレー

ト ・ グ リ フ

underline-
position

表 5.2 参照。 文字サイズの分数を指定する float 値にのみ対応し ています。 値 1000000 を指定する

と、 フ ォ ン ト のメ ト リ ッ ク またはアウ ト ラ イ ン フ ァ イルから取得される フ ォ ン ト 固有の値を設定

する こ とができます。 デフ ォル ト ： 1000000

underline-
width

表 5.2 参照。 float 値にのみ対応し ています。 値 0 を指定する と、 フ ォ ン ト のメ ト リ ッ ク またはアウ

ト ラ イ ン フ ァ イルが得られる と きはその中のフ ォ ン ト 固有の値を、 得られないなら文字サイズの

5% を用います。 デフ ォル ト ： 0

wordspacing 表 5.2 参照。 float 値にのみ対応し ています。 スコープ ： ページ ・ パターン ・ テンプレート ・ グリ

フ ・ 文書

1. get_value( ) のみ

表 4.9 get/set_value( ) のテキス ト 関連のキー一覧

キー 説明



4.4  単純テキス ト 出力 71

詳細 テキス ト 位置は、 ページが始ま る ご と にデフ ォル ト 値 (0, 0) に設定されます。 グ ラ フ ィ ッ

ク のためのカレ ン ト 点 と、 カレ ン ト テキス ト 位置は、 別々に保持されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

パラメタ 表 4.8 ・ 表 4.9 参照。

VB  RB Sub show(text As String)
C# void show(String text)

テキス ト をカレ ン ト のフ ォ ン ト と サイ ズでカレ ン ト テキス ト 位置に印字し ます。

text （内容文字列） 印字し たいテキス ト 。

詳細 フ ォ ン ト はあ らかじめ、 setfont( ) で設定し てお く 必要があ り ます。 カレン ト テキス ト 位置

は、 印字し たテキス ト の末尾へ移動し ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

パラメタ 表 4.8 ・ 表 4.9 参照。

VB  RB Sub show_xy(text As String, x As Double, y As Double)
C# void show_xy(String text, double x, double y)

テキス ト をカレ ン ト フ ォ ン ト で、 指定し た位置に印字し ます。

text （内容文字列） 印字し たいテキス ト 。

x・y テキス ト を印字させたい位置をユーザー座標系で指定し ます。

詳細 フ ォ ン ト はあ らかじめ、 setfont( ) で設定し てお く 必要があ り ます。 カレン ト テキス ト 位置

は、 印字し たテキス ト の末尾へ移動し ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

パラメタ 表 4.8 ・ 表 4.9 参照。

VB  RB Sub continue_text(text As String)
C# void continue_text(String text)

テキス ト を次の行に印字し ます。

text （内容文字列） 印字し たいテキ ス ト 。 これを空文字列にする と、 テキ ス ト 位置はそ

れでも次の行へ移動し ます。

詳細 テキス ト の置かれる位置 （x ・ y 位置） と、 行の間隔は、 leading パラ メ タ と、 も っ と も最

近の show_xy( ) か set_text_pos( ) への呼び出しによ って決定されます。 カレン ト 位置は、

印字し たテキス ト の末尾へ移動し ます。 この関数を連続で呼び出すと、 x 位置は変わ り ま

せん。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ。 この関数は縦書きでは使ってはいけません。

パラメタ 表 4.8 ・ 表 4.9 参照。
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VB  RB Function stringwidth(text As String, font As Long, fontsize As Double) As Double
C# double stringwidth(String text, int font, double fontsize)

任意のフ ォ ン ト でのテキス ト の幅を返し ます。

text （内容文字列） 幅を取得し たいテキス ト 。

font load_font( ) によ って返されたフ ォ ン ト ハン ド ル。

fontsize フ ォ ン ト のサイ ズを、 ユーザー座標の単位で測った もの （setfont( ) 参照）。

戻り値 load_font( ) で選んでいる フ ォ ン ト と、 与えた fontsize での、 text の幅。 返される幅は負の

値になる こ と も あ り ます （負の横伸縮を設定し ている と き等） 。 縦書きの と きは、 も っ と

も幅の広いグ リ フの幅が返されます （テキス ト の実際の高さ を知るには info_textline( ) を

使います）。

字間が指定されている と きは、 それは最後のグ リ フにも適用されます （この動作は info_
textline( ) と は異な り ます）。

詳細 幅の計算にあたっては、次のテキス ト パラ メ タのカレ ン ト 値が考慮されます：horizscaling・

kerning ・ charspacing ・ wordspacing。

スコープ フ ォ ン ト ・ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ パス ・ グ リ フ ・ 文書

パラメタ 表 4.8 ・ 表 4.9 参照。



4.5  Unicode 変換関数 73

4.5 Unicode 変換関数
この節は COM ・ .NET ・ REALbasic にはあてはま り ません。
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5 テキス ト と表の組版

5.1 テキス ト オプシ ョ ン
この項では、 fit_textline( ) ・ info_textline( ) ・ add/create_textflow( ) のテキス ト オプシ ョ ン

群を挙げます。 テキス ト オプシ ョ ンは、 表セル と テキス ト ブロ ッ ク にも適用されます ：

> 表 5.1 に従った入力フ ィ ルタオプシ ョ ン群。

> 表 5.2 に従ったテキス ト 書式オプシ ョ ン群。

> 表 5.3 に従ったシェーピング ・ タ イポグ ラ フ ィ オプシ ョ ン群。

表 5.1 入力フ ィ ルタオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

charref （論理値） true にする と、 数値 ・ 文字実体参照とグ リ フ名参照の置き換えが有効にな り ます。 デ

フ ォル ト ： グローバルな charref パラ メ タ

escape-
sequence

（論理値） true にする と、 文字列の中のエスケープシーケンスの置き換えが有効にな り ます。

create_textflow( ) に与えるテキス ト の中にイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト がある場合、 イ ン ラ イ ンオ

プシ ョ ン リ ス ト の先頭キャ ラ ク タはエスケープシーケンスで表すこ と も可能です。 しかし、 イ ン

ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 内では、 末尾キャ ラ ク タ も含め、 エスケープシーケンスは働きません。

デフ ォル ト ： グローバルな escapesequence パラ メ タ

glyphcheck （キーワー ド） グ リ フ検査ポ リ シ。 すなわち、 選択し たフ ォ ン ト 内のグ リ フへマ ッ プできないコー

ドがテキス ト 内にある と きにどのよ う に動作するか （デフ ォル ト 1 ： replace） ：

none 検査し ません

error グ リ フが得られないと きに例外を発生させます。 具体的なエラー メ ッ セージは get_

errmsg( ) で取得できます。

replace PDFlib は、 得られないグ リ フ を、 ベースフ ォ ン ト ・ 予備フ ォ ン ト 内の適切なグ リ フが得

られるならば、 それに置き換えよ う と試みます。 合字は分解されます。 適切な置き換え

ができない と きは、 そのグ リ フは replacementchar で 置き換えられます。

1. fit_textline( ) ・ info_textline( ) で inittextstate=false の場合のデフ ォル ト ： オプシ ョ ン と同名のパラ メ タ （表 4.8 ・

表 4.9 参照）

表 5.2 テキス ト 書式オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

charspacing （float またはパーセン ト 値） 字間。 すなわち、 文字列内の個々のキャ ラ ク タ を配置し た後のカ レン

ト 点の変位。 float 値はユーザー座標系の単位を指定し ます。 パーセン ト 値は fontsize に対する比

です。 文字ど う しの間隔を拡げるには、 横書きでは正の値を、 縦書きでは負の値を用います。 デ

フ ォル ト 1 ： 0

dasharray （float 2 個のリ ス ト ） 描線 （袋文字） テキス ト と文字飾り に対する線と線間の長さ。 デフ ォル ト ：

{0 0} （すなわち実線）

decoration-
above

（論理値） true にする と、 underline ・ strikeout ・ overline オプシ ョ ンで有効にされた文字飾り

はテキス ト の上に、 そ う でなければテキス ト の下に描かれます。 描画順を変える こ と で、 飾り線

は見えた り隠れた り し ます。 デフ ォル ト 1 ： false
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fakebold （論理値） true にする と、 3 回の重ね印字で太字フ ォ ン ト に見せかけます。 強調にはボールド フ ォ

ン ト バリ エーシ ョ ンを使う こ と を強 く 推奨し ます。 このパラ メ タが作成するテキス ト 出力は、 本

当のボールドのテキス ト よ り劣り、 テキス ト 抽出も妨げます。 デフ ォル ト 1 ： false

fillcolor （色） テキス ト の塗り色。 fit_textline( ) で inittextstate=false の場合のデフ ォル ト ： カ レン ト グ

ラ フ ィ ッ ク状態の中の対応するパラ メ タ。 デフ ォル ト ： {gray 0} （PDF/A モー ド では {lab 0 0 
0}）

font （フ ォ ン ト ハン ドル） 使いたいフ ォ ン ト のハン ドル。 このオプシ ョ ンを与える と、 すべてのフ ォ ン

ト 読み込みオプシ ョ ンは無視されます （fontname ・ encoding も）。 この font オプシ ョ ンを使う と、

fontname/encoding オプシ ョ ンによる暗黙的なフ ォ ン ト 読み込みよ り もパフ ォーマンスが向上し ま

す。

デフ ォル ト ： 暗黙的に読み込まれたフ ォ ン ト が得られるならそれ、 そ う でないなら カ レン ト テキ

ス ト 状態の中のフ ォ ン ト （テキス ト 行で inittextstate=false の場合のみ）。 それ以外の場合は

フ ォ ン ト は得られず、 エラーが発生し ます。

fontsize （文字サイズ。 必須） 文字サイズを、 カ レン ト ユーザー座標系の単位で表し たもの。 fit_textline( )

の場合、 パーセン ト 値は、 枠の幅 （orientate=north ・ south の場合） または高さ

（orientate=east ・ west の場合） に対する比です。 テキス ト フ ローの場合、 パーセン ト 値は、 直前

のテキス ト のサイズに対する比です。 デフ ォル ト ： カ レン ト 文字サイズ

gstate （グラ フ ィ ッ ク状態ハン ドル） create_gstate( ) で取得されたグラ フ ィ ッ ク状態のハン ドル。 そのグ

ラ フ ィ ッ ク状態が、 この関数で生成するすべてのテキス ト に対し て効力を持ちます。 デフ ォル ト ：

グラ フ ィ ッ ク状態な し （すなわち、 カ レン ト の設定が使われます）。

horizscaling （float またはパーセン ト 値。 0 以外にする必要があ り ます） テキス ト を、 与えたパーセン ト 値に横

へ伸縮 （0 以外にする必要があ り ます）。 テキス ト の伸縮は、 テキス ト を、 与えたパーセン ト 値に

縮めた り伸ばし た り し ます。 テキス ト の伸縮はつねに横座標での値と な り ます。 デフ ォル ト 1 ：

100

italicangle （float） テキス ト のイ タ リ ッ ク （斜体） 角度を度単位で （-90°と 90°の間で） 表し たもの。 負の

値を利用すれば特に日中韓フ ォ ン ト など、 レギュ ラーフ ォ ン ト しか得られないと きに、 斜体に見

せる こ とができます。 デフ ォル ト 1 ： 0

kerning （論理値） true にする と、 readkerning オプシ ョ ンを付けて開いてある フ ォ ン ト に対し てカーニン

グを有効にし ます。 そ う でないなら無効にし ます。 デフ ォル ト ： グローバルな kerning パラ メ タ

overline （論理値） 上線モー ド。 デフ ォル ト 1 ： false

strikeout （論理値） 取り消し線モー ド。 デフ ォル ト 1 ： false

strokecolor （色。 textrendering をテキス ト を描線するよ う設定し ている場合のみ有効） テキス ト の描線色。

デフ ォル ト ： fillcolor 参照

strokewidth （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか。 textrendering をテキス ト を袋文字にするよ う設

定し ている場合のみ有効） 袋文字テキス ト の線幅 （絶対値、 または fontsize に対する比で）。

キーワー ド auto か値 0 を指定する と、 内蔵のデフ ォル ト を用います。 デフ ォル ト ： auto

表 5.2 テキス ト 書式オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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textrendering （整数） テキス ト 表現モー ド。 Type 3 フ ォ ン ト の場合は、 値 3 だけが効力を持ちます （デフ ォル ト
1 ： 0） ：

0 テキス ト を塗る 4 テキス ト を塗り、 ク リ ッ ピングパスに追加

1 テキス ト を描線 （袋文字） 5 テキス ト を描線し、 ク リ ッ ピングパスに追加

2 テキス ト を塗って描線 6 テキス ト を塗って描線し、 ク リ ッ ピングパスに追加

3 不可視テキス ト 7 テキス ト を ク リ ッ ピングパスに追加

（fit_textline( ) または fit_textflow( ) では何ら効力

を持ちません）

textrise （float またはパーセン ト 値） テキス ト ラ イズパラ メ タ。 テキス ト を配置し たい位置とベースラ イ ン

との間隔を指定し ます。 正の値のテキス ト ラ イズはテキス ト を上へ移動させます。 テキス ト ラ イ

ズはつねに縦座標での値と な り ます。 これは、 上付き ・ 下付き を させたいと きに有用で し ょ う。

パーセン ト 値は fontsize に対する比です。 デフ ォル ト 1 ： 0

underline （論理値） 下線モー ド。 デフ ォル ト 1 ： false

underline-
position

（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） 下線テキス ト の下線の位置を、 ベースラ イ ンから

の距離で （絶対値か、 または文字サイズに対する比。 代表的な値は -10%） 指定し ます。 キーワー

ド auto を指定する と、 フ ォ ン ト のメ ト リ ッ ク またはアウ ト ラ イ ン フ ァ イルから取得される フ ォ ン

ト 固有の値が採用されます。 デフ ォル ト 1 ： auto

underline-
width

（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） テキス ト の下線の線幅 （絶対値か、 または文字サ

イズに対する比）。 キーワー ド auto か値 0 を指定する と、 フ ォ ン ト のメ ト リ ッ ク またはアウ ト ラ

イ ン フ ァ イルから フ ォ ン ト 固有の値が得られる場合はそれが採用され、 そ う でないなら 5% と な り

ます。 デフ ォル ト 1 ： auto

wordspacing （float またはパーセン ト 値） 単語間隔。 すなわち、 行内の個々の単語を配置し た後のカ レン ト 点の

変位。 言い換えれば、 カ レン ト 点が、 各スペースキャ ラ ク タ （U+0020） の後で横へ移動されます。

値は、 ユーザー座標系で表すか、 または文字サイズに対する比で指定し ます。 デフ ォル ト 1 ： 0

1. fit_textline( )・ info_textline( ) で inittextstate=false の場合のデフ ォル ト ：オプシ ョ ン と同名のパラ メ タ （表 4.8・表 4.9 参照）

表 5.3 シ ェ ーピング ・ タ イポグラ フ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

features （キーワー ドのリ ス ト ） script ・ language オプシ ョ ンに従って、 OpenType フ ォ ン ト のどのタ イポ

グラ フ ィ 機能がテキス ト に適用されるかを指定し ます。 フ ォ ン ト 内に存在し ない機能に対する

キーワー ドは、 警告を出さずに無視されます。 以下のキーワー ド を与える こ とが可能です ：

_none フ ォ ン ト 内の機能を一切適用し ません。 ただ し例外と し て、 vert 機能は novert キー

ワー ド で明示的に無効化する必要があ り ます。

<name> 機能を有効にするために、 その 4 文字の OpenType タグ名を与えます。 よ く 使われる機

能名は liga ・ ital ・ tnum ・ smcp ・ swsh ・ zero です。 対応し ているすべての機能の名前

と説明の完全な一覧は PDFlib チュー ト リ アルにあ り ます。

no<name> 機能名の前に接頭辞 no を付ける と （例 ： noliga） この機能が無効化されます。

デフ ォル ト ： 横書きでは _none、 縦書きでは vert。

表 5.2 テキス ト 書式オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

P
P



78 第 5 章 :  テキス ト と表の組版 （COM ・ .NET ・ REALbasic エデ ィ シ ョ ン）

language （キーワー ド。 script を与えている と きのみ意味を持ちます） 指定し た言語に従ってテキス ト が処

理されます。 これは features ・ shaping オプシ ョ ンに対し て意味を持ちます。 キーワー ドの完全

な一覧は PDFlib チュー ト リ アルにあ り ます。 例 ： ARA （アラ ビア語） ・ JAN （日本語） ・ HIN （ヒ ン

デ ィ ー語）。 デフ ォル ト ： _none （言語未定義）

script （キーワー ド。 shaping=true なら必須） 指定し た用字系に従ってテキス ト が処理されます。 これは

features ・ shaping ・ advancedlinebreak オプシ ョ ンに対し て意味を持ちます。 用字系と し ても っ

と も よ く 使われるキーワー ドは次のとお り です ： _none （用字系未定義） ・ latn ・ grek ・ cyrl ・

armn ・ hebr ・ arab ・ deva ・ beng ・ guru ・ gujr ・ orya ・ taml ・ thai ・ laoo ・ tibt ・ hang ・ kana ・

han。 キーワー ドの完全な一覧は PDFlib チュー ト リ アルにあ り ます。 キーワー ド _auto を指定する

と、 テキス ト 内のキャ ラ ク タの多数が属する用字系が選択されます。 その際、 latn と _none は無

視されます。 _auto は、 shaping に対し てのみ意味を持ち、 features と advancedlinebreak に対し

ては無視されます。 デフ ォル ト ： _none

shaping （論理値） true にする と、 script ・ language オプシ ョ ンに従って、 複雑用字系のシ ェーピングと

双方向組版がテキス ト に適用されます。 script オプシ ョ ンが _none 以外の値を持つ必要があ り、

かつフ ォ ン ト が特定の条件に従っている必要があ り ます （PDFlib チュー ト リ アル参照）。 シ ェーピ

ングは、 同じ フ ォ ン ト 内のキャ ラ ク タ群に対し てのみ行われます。 シ ェ ーピングは、 テキス ト フ

ロー内の右書きテキス ト では利用できません （テキス ト 行内のみ）。 デフ ォル ト ： false

表 5.3 シ ェ ーピング ・ タ イポグラ フ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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表 5.4 fit_textline( ) ・ add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ンの、 leader オプシ ョ ンの

サブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

フ ォ ン ト 読

み込みオプ

シ ョ ン群

フ ォ ン ト を暗黙的に （すなわち、 font オプシ ョ ンではな く fontname ・ encoding オプシ ョ ンを用い

て） 指定する と きは、 表 4.3 に従ったすべてのフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ンをサブオプシ ョ ン と し

て与える こ とができます。

alignment （キーワー ド 1 個または 2 個） 1 番目のキーワー ドは、 はめ込み枠左端と テキス ト 行の間のリーダ

の整列を指定し ます。 2 番目のキーワー ドは、 テキス ト 行とはめ込み枠右端の間のリーダの整列を

指定し ます。 キーワー ド を 1 個だけ指定する と、 テキス ト 行とはめ込み枠右端の間のリーダに対

し て使われます。 使えるキーワー ド （テキス ト 行の場合のデフ ォル ト ： {none grid}。 テキス ト フ

ローの場合のデフ ォル ト ： grid） ：

center テキス ト 行 ： リーダは、 テキス ト 行とはめ込み枠端の間で両端揃え されます。

テキス ト フ ロー ： リーダは、 最後の部分テキス ト （あるいはテキス ト がないと きは行の

先頭） と タ ブ位置 （あるいはタ ブがないと きは行の末尾） との間で中央揃え されます。

grid PDFlib は、 テキス ト 行の左または右へ、 リーダテキス ト の幅の半分の倍数ご とにグ リ ッ

ド を仮想し、 リーダテキス ト の位置を、 その次のグ リ ッ ド に吸着させます。 これによ

り、 テキス ト 行と リーダテキス ト の間に、 リーダテキス ト の幅の最大 50% のアキが生じ

ます。

justify テキス ト 行 ： リーダは、 適切な字間を適用する こ とによ り、 テキス ト 行とはめ込み枠端

の間で両端揃え されます。

テキス ト フ ロー ： リーダは、 適切な字間を適用する こ とによ り、 最後の部分テキス ト

（あるいはテキス ト がないと きは行の先頭） と タ ブ位置 （あるいはタ ブがないと きは行

の末尾） との間で両端揃え されます。

left それぞれリーダは、 はめ込み枠左端から、 またはテキス ト 行末尾から開始し て繰り返さ

れます。 これを指定する と それぞれ、 テキス ト 行先頭に、 またははめ込み枠右端に隙間

が生じ る可能性があ り ます。

none リーダな し

right それぞれリーダは、 はめ込み枠右端から、 またはテキス ト 行先頭から開始し て繰り返さ

れます。 これを指定する と それぞれ、 テキス ト 行末尾に、 またははめ込み枠左端に隙間

が生じ る可能性があ り ます。

fillcolor （色） リーダの色。 デフ ォル ト ： テキス ト 行の色

font （フ ォ ン ト ハン ドル） リーダに対し て使いたいフ ォ ン ト のハン ドル。 デフ ォル ト ： テキス ト 行の

フ ォ ン ト

fontsize （文字サイズ） リーダのサイズ。 デフ ォル ト ： テキス ト 行の文字サイズ

text （内容文字列） リーダに使いたいテキス ト 。 デフ ォル ト ： U+002E 「.」 （ピ リ オ ド）

yposition （float またはキーワード）リーダの縦位置を、ベースラインに対して相対的に、数値またはキー

ワード fontsize・ascender・xheight・baseline・descender・textrise のいずれかで指定しま

す。デフォルト：baseline
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5.2 テキス ト 行によ る一行テキス ト
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/starter_textline ト ピ ッ クにあり ま

す。

VB  RB Sub fit_textline(text As String, x As Double, y As Double, optlist As String)
C# void fit_textline(String text, double x, double y, String optlist)

一行のテキス ト を位置 (x, y) に、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って配置し ます。

text （内容文字列） ページ上に配置し たいテキス ト 。

x・y テキス ト を さ まざまなオプシ ョ ンに従って配置し たい参照点の座標を、ユーザー座

標系で指定し ます。 はめ込みアルゴ リ ズムの説明は 111 ページ 「6.1 オブジェ ク ト のはめ

込み」 を参照。

optlist フ ォ ン ト ・ テキス ト ・ 組版オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオ

プシ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 4.3 で暗黙的フ ォ ン ト 読み込み（すなわち、テキス ト 書式グループの font オプシ ョ ン

を与えない） の場合に従ったフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン群 ：

ascender ・ autocidfont ・ autosubsetting ・ capheight ・ descender ・ embedding ・

encoding ・ fallbackfonts ・ fontname ・ fontstyle ・ keepnative ・ linegap ・ metadata ・

monospace ・ readfeatures ・ replacementchar ・ subsetlimit ・ subsetminsize ・ subsetting ・

unicodemap ・ vertical ・ xheight
> 表 5.1 に従った入力フ ィ ルタオプシ ョ ン群 ：

charref ・ escapesequence ・ glyphcheck
> 表 5.2 に従ったテキス ト 書式オプシ ョ ン群 ：

charspacing ・ dasharray ・ decorationabove ・ fakebold ・ fillcolor ・ font ・ fontsize ・

gstate ・ horizscaling ・ inittextstate ・ italicangle ・ kerning ・ overline ・ strikeout ・

strokecolor ・ strokewidth ・ textrendering ・ textrise ・ underline ・ underlineposition ・

underlinewidth ・ wordspacing
> 表 5.3 に従ったシェーピング ・ タ イ ポグ ラ フ ィ オプシ ョ ン群 ：

features ・ language ・ script ・ shaping
> 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン群 ：

alignchar ・ blind ・ boxsize ・ fitmethod ・ margin ・ matchbox ・ orientate ・ position ・

rotate ・ stamp ・ showborder ・ shrinklimit
> 表 5.5 に従ったテキス ト 行組版のためのオプシ ョ ン群 ：

inittextstate ・ leader ・ shadow ・ textpath ・ xadvancelist

詳細 inittextstate=false （これがデフ ォル ト です） にする と、 カレ ン ト のテキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ

ク状態のパラ メ タ群が、 オプシ ョ ンで明示的に上書き し ない限 り 、 テキス ト 出力の書式の

制御に用いられます。

inittextstate=true にする と、 テキ ス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク状態のパラ メ タ群のデフ ォル ト

値が、 オプシ ョ ンで明示的に上書き し ない限 り 、 テキス ト 出力の書式の制御に用いられま

す。 テキス ト 行オプシ ョ ン群は、 今回の fit_textline( ) への呼び出し よ り 後に生成する出力

に対し ては効力を持ちません。

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text-output/starter-textline
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カ レ ン ト のテキ ス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク状態は、 こ の関数によ って変更を受けません （特

に、 カレ ン ト フ ォ ン ト は影響を受けません）。 ただし、 textx/texty パラ メ タは、 生成し た

テキス ト 出力の末尾位置へ変更されます。

continue_text( ) に対する参照点は、 テキス ト の先頭には設定されません。 fit_textline( )
の後に continue_text( ) を使 う ためには、 開始点を info_textline( ) と startx/starty キーワー

ド で取得し て、 テキス ト 位置を set_text_pos( ) で設定する必要があ り ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ。 この関数は縦書きでは使ってはいけません。

パラメタ 表 4.8 ・ 表 4.9 参照。

表 5.5 fit_textline( ) の追加オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

inittextstate （論理値） true の場合、 すべてのテキス ト 書式オプシ ョ ンがそれぞれのデフ ォル ト 値へ初期化され

ます。 false の場合、 カ レン ト テキス ト 状態値が用いられます。 デフ ォル ト ： false

leader （オプシ ョ ン リ ス ト 。 boxsize を指定し ていないと き、 または枠の幅が 0 のと きは無視されます）

隙間埋めテキス ト （点リーダ等） と組版オプシ ョ ン群を指定し ます。 リーダは、 テキス ト 枠の端

と テキス ト の間に繰り返し挿入されます。

使えるサブオプシ ョ ンの一覧は表 5.4 を参照。 デフ ォル ト ： リーダな し

shadow （オプシ ョ ン リ ス ト ） テキス ト に影を付けます （デフ ォル ト ： 影な し） ：

offset （float 2 個のリ ス ト ） テキス ト 行の参照点からの影の変位を、 ユーザー座標系か、 また

は文字サイズに対するパーセン ト 値で指定し ます。 デフ ォル ト ： {5% -5%}

fillcolor （色） 影の色。 デフ ォル ト ： {gray 0.8}

gstate （グラ フ ィ ッ ク状態ハン ドル） 影に適用させたい、 create_gstate( ) で取得したグラ

フ ィ ッ ク状態。 デフ ォル ト ： な し

stamp （キーワー ド。 boxsize を指定し ていないと きは無視されます） このオプシ ョ ンを使う と、 boxsize

オプシ ョ ンで指定する枠の対角線上にス タ ンプを生成する こ とができます。 ス タ ンプのテキス ト

は可能な限り大き く されます。 ス タ ンプのテキス ト を枠内に配置する際、 position ・ fitmethod ・

orientate （north ・ south のみ） オプシ ョ ンは効力を持ちます。 デフ ォル ト ： none。

ll2ur ス タ ンプは、 左下隅から右上隅への対角線に沿って置かれます。

ul2lr ス タ ンプは、 左上隅から右下隅への対角線に沿って置かれます。

none ス タ ンプは作成されません。

textpath （オプシ ョ ン リ ス ト ） テキス ト をパスに沿って描きます。 パスの終端からはみ出したテキス ト は表

示されません。 使えるサブオプシ ョ ンの一覧は表 5.6 を参照。 showborder=true にする と、 パスが

カ レン ト の線幅と描線色で描かれます。

fit_textline( ) の以下のオプシ ョ ン群は、 パス上のテキス ト については意味が変わり ます ：

matchbox 各グ リ フに対し て個別の枠が生成されます。

position 1 番目の値は、 パスの長さに対するテキス ト の相対的な開始位置 （left/center/right）
を指定し ます。 テキス ト がパスよ り長い場合は、 テキス ト はつねに startoffset から始

ま り ます。 2 番目の値は、 パスに対する各グ リ フの相対的な縦位置を、 すなわちグ リ フ

枠のどの部分がパスに接するか （bottom/center/top） を指定し ます。

rotate 各グ リ フの回転角を指定し ます。

以下のはめ込み枠関連のオプシ ョ ン群は無視されます ：

boxsize ・ margin ・ fitmethod ・ orientate ・ alignchar ・ showborder ・ stamp ・ leader

カーニングと、 日中韓レガシエン コーデ ィ ングによるテキス ト は、 パス上のテキス ト では対応し

ていません。
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VB  RB Function info_textline(text As String, keyword As String, optlist As String) As Double
C# double info_textline(text As String, String keyword, String optlist)

テキス ト 行の組版を、 出力を生成せず仮想的に行なって、 その結果の メ ト リ ッ ク を取得し

ます。

text （内容文字列） テキス ト 行の内容。

keyword ほしい情報を表 5.7 に従って指定し たキーワード。

optlist fit_textline( ) のオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 要求し たキーワード

に関係のないオプシ ョ ンは、 警告を出さずに無視されます。

戻り値 keyword で要求し た何らかのテキス ト メ ト リ ッ ク値の値。

xadvancelist （float のリ ス ト ） テキス ト 内のすべてのグ リ フの変位幅を指定し ます。 リ ス ト の要素数は、 テキス

ト のグ リ フ数以下にする必要があ り ます。 標準のグ リ フ幅のかわり に、 この xadvance 値がそれぞ

れ使われます。 それ以外のカーニングや字間などの書式に対し ては効力を持ちません。

表 5.6 fit_textline( ) の textpath オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

path （パスハン ドル。 必須） テキス ト 出力のためのベースラ イ ン と し て使いたいパス。 デフ ォル ト で

は、 テキス ト はパスの左側に配置され、 パスはテキス ト のベースラ イ ン と な り ます。 しかし、

position オプシ ョ ンの 2 番目のキーワー ド を top にする と、 テキス ト はパスの右端に配置され、

テキス ト の上端がパスに接し ます。 fit_textline( ) の引数 x ・ y がパスの参照点と し て用いられます。

rotate （float） 参照点を中心と し、 与えた値を度単位で表し た回転角と し て、 パスを回転させます。 デ

フ ォル ト ： 0

scale （float 1 個か 2 個のリ ス ト ） 参照点を中心と し、 与えた値を横 ・ 縦の拡縮倍率と し て、 パスを拡縮

小し ます。 値を 1 個だけ与える と、 それが両方向に対し て用いられます。 デフ ォル ト ： {1 1}

startoffset （float またはパーセン ト 値） テキス ト のパス上の開始点の変位を、 ユーザー座標で、 またはパスの

長さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 デフ ォル ト ： 0

tolerance （float またはパーセン ト 値） パスの末尾グ リ フがどの く らいパスからはみ出ても よいかを指定し ま

す。 値は、 ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で指定し ます。 デフ ォル ト ：

25%

subpaths （整数のリ ス ト か、 またはキーワー ド 1 個） 描画させたいサブパスの番号のリ ス ト 。 キーワー ド

all を指定する とすべてのサブパスにな り ます。 デフ ォル ト ： all

close （論理値） true にする と、 各サブパスが直線で閉じ られます。 デフ ォル ト ： パスが構築された時に

指定された値、 あるいは値が指定されなかったなら false

round （float） 各サブパスについて、 隣り あ う線の頂点が、 それらの接合点で、 指定し た半径を持ち、 そ

れらの線分を接線とする円弧によ って丸められます。 半径を負にする と、 角が円形にへこむよ う

に弧が切り取られます。 close=true とする と、 終了点から開始点への線を指定し ていないならば、

最初の線と閉じ る線も丸められます。 round=0 とする と丸めは行われません。 デフ ォル ト ： パスが

構築された時に指定された値、 あるいは値が指定されなかったなら 0

表 5.5 fit_textline( ) の追加オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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詳細 この関数は、与えたオプシ ョ ンに従ってテキス ト を配置するために必要な計算をすべて行

いますが、 実際にページ上に出力を作成はし ません。 テキス ト 参照点は {0 0} と見な され

ます。

errorpolicy=return の場合、 この関数はエラー時に 0 を返し ます。 errorpolicy=exception
の場合、 こ の関数はばエラー時に例外を発生させます （wellformed キーワー ド に対し て

も）。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意

表 5.7 info_textline( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

angle ベースラ イ ンの回転角を度単位で表し たもの、 すなわちテキス ト の回転

ascender
capheight
descender

アセンダ ・ キャ ッ プハイ ト ・ デ ィ センダ。 それぞれ、 同名のタ イポグラ フ ィ 特性をユー

ザー座標で表し たもの

endx ・ endy 論理的なテキス ト 終了位置の x ・ y 座標をユーザー座標系で表し たもの

height 範囲枠の boxheight 指定に従ったテキス ト 文字列の高さ

perpendiculardir writingdir に垂直な単位ベク ト ル。 標準的な横書きテキス ト なら これは (0, 1)、 縦書きテキ

ス ト なら (1, 0) で し ょ う

replacedchars カ レン ト エン コーデ ィ ング内のコー ド に、 またはフ ォ ン ト 内のグ リ フにマ ッ プできなかっ

たので、 タ イポグラ フ ィ 的に類似のキャ ラ ク タ群の内蔵リ ス ト 内のわずかに異なるグ リ フ

に、 または予備フ ォ ン ト 内のグ リ フに置き換えられたキャ ラ ク タの数。 この値が 0 以外に

なるのは、 glyphcheck=replace にし た と きだけです。

righttoleft テキス ト のグローバルな出力方向が右書きなら 1、 左書きまたは縦書きテキス ト ならば 0。

このグローバル方向は先頭キャ ラ ク タ群に基づいて、 かつ、 テキス ト 内に方向マーカが存

在し ていれば （例 ： U+202D または &LRO;、 左書き上書き） それにも基づいて決定されま

す。

scalex ・ scaley 横 ・ 縦伸縮倍率。 これが 1 でないなら、 テキス ト は枠に収めるために伸縮される必要があ

り ます。

scriptlist テキス ト 内のすべての用字系の名前のスペース区切りのリ ス ト を内容と し て持つ文字列。

これはテキス ト シ ェーピングを用意するのに有用で し ょ う。 用字系名群は頻度順に降順で

並べ替えられています。 用字系 _none と _latn は、 シ ェーピングに関係がないので無視さ

れます。 テキス ト 内に _none と _latn のキャ ラ ク タ だけが存在し ている と きは、 -1 が返さ

れます。

startx ・ starty 論理的なテキス ト 開始位置の x ・ y 座標をユーザー座標系で表し たもの

unknownchars glyphcheck=none の場合 ： スキッ プ されたキャ ラ ク タの数。 この数の中には、 解決できな

かった文字参照と、 カ レン ト エン コーデ ィ ング内のコー ド に、 またはフ ォ ン ト 内のグ リ フ

にマ ッ プできなかったキャ ラ ク タ とが含まれています。

glyphcheck=replace の場合 ： 指定し た置き換えキャ ラ ク タ （replacementchar オプシ ョ ン）

で置き換えられたキャ ラ ク タの数。 この数の中には、 カ レン ト エン コーデ ィ ング内のコー

ド に、 またはフ ォ ン ト 内のグ リ フにマ ッ プできなかったキャ ラ ク タ と、 タ イポグラ フ ィ 的

に類似のキャ ラ ク タに置き換える こ とができなかったキャ ラ ク タ とが含まれています。

unmappedchars スキッ プ されたか置き換えられたキャ ラ ク タの数。 すなわち、 replacedchars と

unknownchars の合計。

wellformed それぞれ対応するオプシ ョ ンで選択されたフ ォ ン ト ・ エン コーデ ィ ング （適用可能なら

textformat も） に従ってテキス ト が整えられているなら 1、 そ う でないなら 0。
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width テキス ト 文字列の幅 （横書きの場合） か、 またはも っ と も幅の広いグ リ フの幅 （縦書きの

場合）。 字間は、 末尾グ リ フの後には適用されません。

writingdirx
writingdiry

優勢な筆記方向 （行内のテキス ト 進行方向） の x ・ y 座標、 すなわち、 (startx, starty) か

ら (endx, endy) への単位ベク ト ル。 左書きの横書きテキス ト なら値 は (1, 0)、 縦書きテ

キス ト なら (0, -1)、 右書きの横書きテキス ト なら (-1, 0)。 筆記方向は、 shaping ・

vertical オプシ ョ ン と、 テキス ト の方向性特性群にも とづいて決定されます。

xheight x ハイ ト 。 同名のタ イポグラ フ ィ 特性をユーザー座標で表し たもの

表 5.7 info_textline( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明
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5.3 テキス ト フ ローによ る複数行テキス ト
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの text_output/starter_textflow ト ピ ッ クにあり ま

す。

VB  RB Function add_textflow(textflow as Long, text As String, optlist As String) As Long
C# int add_textflow(int textflow, String text, String optlist)

テキス ト フ ローオブジェ ク ト を作成するか、または既存のテキス ト フ ローにテキス ト と明

示オプシ ョ ンを追加し ます。

textflow 以前の create_textflow( ) または add_textflow( ) への呼び出しによ って返された

テキス ト フ ローハン ド ルか、 または -1 で新規テキス ト フ ローを作成し ます。

text （内容文字列） テキ ス ト フ ローの内容。 テキ ス ト には、 任意のイ ン ラ イ ンテキ ス ト

を入れる こ と も でき ます。

optlist テキス ト フ ローオプシ ョ ンを表 5.5 ・ 表 5.8 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

以下のオプシ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 4.3 で暗黙的フ ォ ン ト 読み込み（すなわち、テキス ト 書式グループの font オプシ ョ ン

を与えない） の場合に従ったフ ォ ン ト 読み込みオプシ ョ ン群 ：

ascender ・ autocidfont ・ autosubsetting ・ capheight ・ descender ・ embedding ・

encoding ・ fallbackfonts ・ fontname ・ fontstyle ・ keepnative ・ linegap ・ metadata ・

monospace ・ readfeatures ・ replacementchar ・ subsetlimit ・ subsetminsize ・ subsetting ・

unicodemap ・ vertical ・ xheight
> 表 5.1 に従った入力フ ィ ルタオプシ ョ ン群 ：

charref ・ escapesequence ・ glyphcheck
> 表 5.2 に従ったテキス ト 書式オプシ ョ ン群 ：

charspacing ・ dasharray ・ decorationabove ・ fakebold ・ fillcolor ・ font ・ fontsize ・

gstate ・ horizscaling ・ inittextstate ・ italicangle ・ kerning ・ overline ・ strikeout ・

strokecolor ・ strokewidth ・ textrendering ・ textrise ・ underline ・ underlineposition ・

underlinewidth ・ wordspacing
> 表 5.3 に従ったシェーピング ・ タ イポグ ラ フ ィ オプシ ョ ン群 ：

features ・ language ・ script ・ shaping
> 表 5.8 に従ったテキス ト フ ロー組版のためのオプシ ョ ン群 ：

alignment ・ avoidemptybegin ・ fixedleading ・ hortabmethod ・ hortabsize ・

lastalignment ・ leader ・ leading ・ leftindent ・ minlinecount ・ parindent ・ rightindent ・

ruler ・ tabalignment
> 表 5.9 に従った改行アルゴ リ ズムを制御する ためのオプシ ョ ン群 ：

adjustmethod ・ advancedlinebreak ・ avoidbreak ・ locale ・ maxspacing ・ minspacing ・

nofitlimit ・ shrinklimit ・ spreadlimit
> 表 5.10 に従った コマン ド オプシ ョ ン群 ：

comment ・ mark ・ matchbox ・ nextline ・ nextparagraph ・ resetfont ・ return ・ space
> 表 5.11 に従ったテキス ト 意味付けオプシ ョ ン群 ：

charclass ・ charmapping ・ hyphenchar ・ tabalignchar

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/text-output/starter-textflow
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戻り値 テキス ト フ ローハン ド ル。 テキス ト フ ロー関連の関数への呼び出しで使えます。 ハン ド ル

は、カレ ン ト の文書ス コープの終わ り か、またはこのハン ド ルを指定し て delete_textflow( )
を呼ぶまで有効です。

textflow パラ メ タ を -1 にする と、 新規テキス ト フ ローが作成されて、 そのハン ド ルが

返されます。 そ う でないな ら、 textflow パラ メ タで与えたハン ド ルが返されます。 デフ ォ

ル ト ではこの関数は、エラーが起き た と きは -1 を返し ます。しかし この動作は、errorpolicy
パラ メ タ またはオプシ ョ ンで変え る こ と もでき ます。 エラーが起き た と きは、 textflow パ

ラ メ タで与えたハン ド ルは、 以後の関数への呼び出しではも う 使 う こ と ができ ません （-

1 以外だった と きの delete_textflow( ) を除き）。

詳細 この関数は、 与え られたテキス ト を処理し て、 そ こから内部データ構造を作成し ます。 以

後に フ ォーマ ッ タ が使 う テ キ ス ト の各部分 （単語等） を決定 し、 テ キ ス ト を可能な ら

Unicode へ変換し、 改行可能位置を決定し、 フ ォ ン ト と テキス ト のオプシ ョ ン群にも とづ

いてテキス ト の各部分の幅を算出し ます。

create_textflow( ) の場合は、1 度の呼び出しでテキス ト 内容 と オプシ ョ ンをすべて与え

る必要があ り ますが、 こ の関数はそれ と は異な り 、 何度かの呼び出しに分けてテキス ト 内

容 と オプシ ョ ンを与えたい と きに有用です。 与え られた text と optlist を、 新規または既

存のテキス ト フ ローに追加し ます。 optlist で指定されたオプシ ョ ンは、 text を処理する前

に評価されます。 text と optlist の両方を空にする こ と もでき ます。

textflow=-1 にする と、 この関数はほ と んど create_textflow( ) と同等にな り ます。 ただ

し create_textflow( ) と は違って、 こ の関数は text の中のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを検索し

ません。 ですので、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の開始キ ャ ラ ク タ を再定義し た り 、 イ ン

ラ イ ンオプシ ョ ンのテキス ト の長さ を指定し た り する必要はあ り ません （非 Unicode テキ

ス ト の場合であって も）。

この関数は、 与えたテキ ス ト と オプシ ョ ン群を前処理し ますが、 生成 PDF 文書に出力

を作成せず、ただテキス ト を用意し ます。出力を作成するには、fit_textflow( )・fit_table( )・
fill_textblock( ) のいずれかを使って、 この前処理し たテキス ト フ ローのハン ド ルを指定し

ます。

デフ ォ ル ト では、 キ ャ ラ ク タ U+000B （VT） ・ U+2028 （LS） ・ U+000A （LF） ・ U+000D

（CR） ・ CRLF ・ U+0085 （NEL） ・ U+2029 （PS） ・ U+000C （FF） は、 ニ ューラ イ ンを強制し

ます。 これらの制御キ ャ ラ ク タは、 encoding=builtin で読み込んだ記号フ ォ ン ト に対し て

は解釈されません。 これらは VT ・ LS を除いてすべて、 改段落を強制し ます （すなわち、

そ こ で parindent オプシ ョ ンが効き ます）。 FF はただちに、 カレ ン ト はめ込み枠へのテキ

ス ト のはめ込み処理を中止させます （関数 fit_textflow( ) は終了し て文字列 _nextpage を

返し ます）。

水平タブキ ャ ラ ク タ （HT） は、 後続する テキス ト に対し て新しい開始位置を設定し ま

す。 これの詳細は、 hortabmethod ・ hortabsize オプシ ョ ンで制御されます。

ソ フ ト ハイ フンキ ャ ラ ク タ （SHY） は、 そのソ フ ト ハイ フンの後に改行が来る と きは、

hyphenchar オプシ ョ ンで指定されている キ ャ ラ ク タに置き換え られます。

縦書きには対応し ていません。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意
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表 5.8 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 追加の組版オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

alignment （キーワー ド） 段落内の行の整列を指定し ます。 デフ ォル ト ： left。

left 左揃え。 leftindent+parindent （段落の先頭行） と、 leftindent （それ以外のすべて

の行） から

center 中央揃え。 leftindent から rightindent まで

right 右揃え。 rightindent まで

justify 両端揃え

avoid-
emptybegin

（論理値） true にする と、 はめ込み枠の先頭の空行群は削除されます。 デフ ォル ト ： false

fixedleading （論理値） true にする と、 それぞれ行の中で見つかった最初の行送り値が使われます。 そ う でな

ければ、 行の中のすべての行送り値のう ち最大のものが使われます。 fit_textflow( ) の wrap オプ

シ ョ ンを、 または matchbox オプシ ョ ンの createwrapbox サブオプシ ョ ンを使ってテキス ト を輪

郭に回り込ませる場合は、 fixedleading は true を強制されます。 デフ ォル ト ： false

hortabmethod （キーワー ド） テキス ト の水平タ ブの処理。 算出される位置が、 カ レン ト テキス ト 位置よ り左の

と きは、 そのタ ブは無視されます。 デフ ォル ト ： relative。

relative 位置を、 hortabsize で指定し ている量だけ進めます。

typewriter 位置を、 hortabsize の次の倍数まで進めます。

ruler 位置を、 ruler オプシ ョ ンの n 番目のタ ブ値まで進めます。 こ こ で n は、 その行の中

で これまでに見つかった タ ブの数です。 n がタ ブ位置の数よ り大きい と きは、

relative 方式を適用し ます。

hortabsize （float またはパーセン ト 値） 水平タ ブの幅1。 その解釈は、 hortabmethod オプシ ョ ンに依存し ま

す。 デフ ォル ト ： 7.5%

lastalignment （キーワー ド） 段落内の最終行の整列。 alignment オプシ ョ ンのすべてのキーワー ドのほか、 以下

のキーワー ド も使えます （デフ ォル ト ： auto） ：

auto alignment オプシ ョ ンの値を使います。 ただ し それが justify のと きは left が使われ

ます。

leader （オプシ ョ ン リ ス ト ） 繰り返し挿入し たい隙間埋めテキス ト （点リーダ等） を指定し ます。 リー

ダは、 次のタ ブ位置か、 またはタ ブが得られないと きは行末まで挿入されつづけます。 リーダは

複数行にわたる こ とはあ り ません。 使えるサブオプシ ョ ンの一覧は表 5.4 を参照。 デフ ォル ト ：

リーダな し

leading （float またはパーセン ト 値） 隣り あ う テキス ト のベースラ イ ンの間隔2。 実際の値は次のよ う に決

定されます ： 行の先頭にオプシ ョ ン リ ス ト がある と きは、 行送りは最後の関連オプシ ョ ン

（font ・ fontsize ・ leading 等） によ って決定されます。 その同じ行にさ らにオプシ ョ ン リ ス ト が

ある と きは、 行送り に関連するオプシ ョ ンはすべて、 fixedleading=false のと きにのみ考慮され

ます。 行の中にオプシ ョ ン リ ス ト が全 く ないと きは、 前の行送り値が考慮されます。 デフ ォル

ト ： 100%

leftindent （float またはパーセン ト 値） テキス ト 行の左イ ンデン ト 1。 leftindent を行内で指定し ている と

きは、 決定される位置がカ レン ト テキス ト 位置よ り左なら、 このオプシ ョ ンはこの行では無視さ

れます。 デフ ォル ト ： 0

minlinecount （整数） はめ込み枠の最後の段落の最少行数。 行数がこれよ り少ない と きは、 その段落は次のは

め込み枠に配置されます。 値 2 にすれば、 段落の 1 行だけがはめ込み枠の最後に来て し ま う状態

（「オーフ ァ ン」） を防げます。 デフ ォル ト ： 1

parindent （float またはパーセン ト 値） 段落の先頭行の左イ ンデン ト 1。 この値が leftindent に加算されま

す。 このオプシ ョ ンを行内で指定する と、 タ ブのよ う に動作し ます。 デフ ォル ト ： 0

rightindent （float またはパーセン ト 値） テキス ト 行の右イ ンデン ト 1。 デフ ォル ト ： 0
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ruler （float かパーセン ト 値のリ ス ト ） hortabmethod=ruler のと きの絶対タ ブ位置のリ ス ト 1。 リ ス ト

には、 最大 32 個の非負の項目を昇順で入れる こ とができます。 デフ ォル ト ： hortabsize の整数

倍

tabalignment （キーワー ドのリ ス ト 。 hortabmethod=ruler の場合のみ） タ ブ位置の整列。 リ ス ト 内の各項目は

それぞれ、 ruler オプシ ョ ンの各項目の整列を定義し ます。 デフ ォル ト ： left。

center テキス ト を タ ブ位置で中央揃え し ます。

decimal 最初に現れる tabalignchar を タ ブ位置で左揃え し ます。 tabalignchar が見つからな

いと きは、 右揃えにし ます。

left テキス ト を タ ブ位置で左揃え し ます。

right テキス ト を タ ブ位置で右揃え し ます。

1. ユーザー座標で、 またははめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定し ます
2. ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で指定し ます

表 5.9 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 改行アルゴ リズムを制御するための追加のオプ

シ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

adjustmethod （キーワー ド） minspacing ・ maxspacing オプシ ョ ンで指定し ている制限の中で単語間を縮めた り

拡げた り し ても、 部分テキス ト が行に収ま り き らないと きに、 行の調整に使わせたい方式。 デ

フ ォル ト ： auto。

auto 次の方式を順に適用し ます ： shrink ・ spread ・ nofit ・ split。

clip nofit において、 はめ込み枠の右端 （rightindent オプシ ョ ンを考慮） からはみ出し た

部分を切り落と し ます。

nofit 最後の単語を次の行へ送り ます。 ただ し、 残される （短い） 行が、 nofitlimit オプ

シ ョ ンで指定し ているパーセン ト 値よ り も短 く ならない場合に限り ます。 両端揃えの

段落でも若干がたついて見える こ とがあ り ます。

shrink 単語が行に収ま り き らないと きに、 テキス ト を shrinklimit の制限内で圧縮し ます。

それでも収ま らないと きは、 nofit 方式を適用し ます。

split 最後の単語を次の行へ送らずに、 枠内の最後のキャ ラ ク タの後で強制的に分割し ます。

テキス ト フ ォ ン ト の場合はハイ フ ンキャ ラ ク タ を挿入し ますが、 記号フ ォ ン ト の場合

か、 または hyphenchar=none のと きは挿入し ません。

spread 最後の単語を次の行へ送り、 残された （短い） 行を両端揃えするよ う、 単語内の字間

を spreadlimit の制限内で拡げます。 それでも両端揃えできないと きは、 nofit 方式

を適用し ます。

advanced-
linebreak

（論理値） 複雑用字系に対し て必要な高度な改行アルゴ リズムを有効にし ます。 これはタ イ文字

のよ う に、 単語間の境界を表すのにスペースキャ ラ ク タ を用いない用字系での改行に必要です。

locale ・ script オプシ ョ ンは効力を持ちます。 デフ ォル ト ： false

avoidbreak （論理値） true にする と、 avoidbreak を false に リ セ ッ ト するまで、 改行機会 （スペースキャ ラ

ク タ等での） が無視されます。 強制的な改行 （ニューラ イ ン等での） と、 adjustmethod によ って

定義される方式は、 この場合にも実行されます。 特に、 adjustmethod=split はこの場合にもハイ

フネーシ ョ ンを生成し ます。 デフ ォル ト ： false

表 5.8 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 追加の組版オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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locale （キーワー ド） advancedlinebreak=true のと き、 用字系特有の改行方式で用いられるロケール。

キーワー ドは、 以下の構成要素 （複数可） から成り、 オプシ ョ ナルな構成要素は下線キャ ラ ク タ

「_」 で区切られます （その文法は、 NLS/POSIX のロケール ID とは若干異なっています）。

> （必須） ISO 639-2 に従った、 小文字 2 文字または 3 文字の言語コー ド （www.loc.gov/standards/

iso639-2 参照）。 例 ： en （英語） ・ de （ド イ ツ語） ・ ja （日本語）。 これは language オプシ ョ ン と

は異なっています。

> （オプシ ョ ン） ISO 15924 に従った、 4 文字の用字系コー ド （www.unicode.org/iso15924/iso15924-

codes.html 参照）。 例 ： Hira （ひらがな） ・ Hebr （ヘブ ラ イ文字） ・ Arab （アラ ビア文字） ・ Thai
（タ イ文字）。

> （オプシ ョ ン） ISO 3166 に従った、 大文字 2 文字の国コー ド （www.iso.org/iso/country_codes/iso_

3166_code_lists 参照）。 例 ： DE （ド イ ツ） ・ CH （スイス） ・ GB （イギリ ス）。

キーワー ド _none は、 ロケール独自の処理が行われないこ と を指定し ます。

ロケールを指定する こ とは、 い く つかの用字系に対し ては、 高度な改行のために必要です。 デ

フ ォル ト ： _none

例 ： Thai ・ de_DE ・ en_US ・ en_GB

maxspacing
minspacing

（float またはパーセン ト 値。 行がスペースキャ ラ ク タ U+0020 を少な く と も 1 個含み、 かつ

alignment=justify のと きのみ意味を持ちます） 単語間隔の最大値と最小値 （ユーザー座標で、

またはスペースキャ ラ ク タの幅に対するパーセン ト 値で指定し ます）。 算出される単語間隔が、

与える値で制限されます （ただ し wordspacing オプシ ョ ンはさ らに加算されます）。 デフ ォル ト ：

minspacing=50%、 maxspacing=500%

nofitlimit （float またはパーセン ト 値。 alignment=justify のと きのみ意味を持ちます） nofit 方式にし てい

る と きの、 行の長さの下限1。 デフ ォル ト ： 75%。

shrinklimit （パーセン ト 値） adjustmethod=shrink にし ている と きの、 テキス ト を縮める下限。 算出される縮

小率が、 与える値で制限されますが、 horizscaling オプシ ョ ンを掛け算されます。 デフ ォル ト ：

85%

spreadlimit （float またはパーセン ト 値） spread 方式にし ている と きの、 字間の上限2。 算出される字間が、

charspacing オプシ ョ ンの値に加算されます。 デフ ォル ト ： 0

1. ユーザー座標で、 またははめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定し ます
2. ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で指定し ます

表 5.10 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 追加のコ マン ド オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

comment （文字列） 無視される任意のテキス ト 。 オプシ ョ ン リ ス ト かマク ロに注釈を付けるのに有用です

mark （整数） 与える番号を、 マーク と し て内部的に格納し ます。 も っ と も最近に格納し たマークは、

後で info_textflow( ) と lastmark キーワー ド で取得する こ とができます。 これは、 テキス ト のどの

部分がページにも う配置されたかを知るのに有用で し ょ う。

matchbox （オプシ ョ ン リ ス ト ） 表 6.3 に従った、 範囲枠を作成するためのオプシ ョ ン リ ス ト

nextline
nextparagraph

（論理値） 改行または改段落を強制し ます。

表 5.9 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 改行アルゴ リズムを制御するための追加のオプ

シ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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テキス ト フ ローオプシ ョ ンのマ ク ロ テキ ス ト フ ローのオプシ ョ ン リ ス ト には （create_
textflow( ) ・ add_textflow( ) の optlist 引数でも、 あ るいは create_textflow( ) に与え る テキ

ス ト にイ ン ラ イ ンでも）、 表 5.12 に従って、 マ ク ロの定義 と、 マ ク ロの呼び出し を入れる

こ と ができ ます。 マ ク ロは、 フ ォ ン ト 名やイ ンデン ト 量など、 何度も使 う オプシ ョ ン値を

1 回の定義にま と めたい と きに便利でし ょ う 。オプシ ョ ン リ ス ト が解析される前にはまず、

resetfont （論理値） font と fontsize を、 カ レン ト の設定と違っていた （フ ォ ン ト か文字サイズのどち らか

が） も っ と も最近の値へ戻し ます。 これは、 イ タ リ ッ クのテキス ト のよ う に一時的にフ ォ ン ト を

変えたのを、 元に戻し たいと きに便利で し ょ う。 font オプシ ョ ンはこのオプシ ョ ンよ り も優先さ

れます。 このコマン ドは、 任意のフ ォ ン ト 関連の特性について最初の設定と違う設定を行なった

後にのみ意味を持ち、 そ う でないと きは無視されます。

return （文字列。 先頭にアンダース コアキャ ラ ク タ _ をつけてはいけません） 与える文字列を戻り値と し

て、 fit_textflow( ) を抜けます。

space （float またはパーセン ト 値） テキス ト 位置を、 与えた値だけ進めます1。

1. ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で指定し ます

表 5.11 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 追加のテキス ト 意味付けオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

charclass （対のリ ス ト 。 それぞれの対の 1 番目の要素はキーワー ド で、 2 番目の要素は Unichar または

Unichar のリ ス ト 。 advancedlinebreak=true のと きは無視されます） 指定する Unichar 群を、 その

改行動作を決定するために指定するキーワー ド に分類し ます。

letter 文字 （a B 等） のよ う に動作し ます

punct 句読点 （+ / ; : 等） のよ う に動作し ます

open 開き カ ッ コ （[ 等） のよ う に動作し ます

close 閉じ カ ッ コ （] 等） のよ う に動作し ます

default すべてのキャ ラ ク タ分類を、 PDFlib の内蔵のデフ ォル ト に リ セ ッ ト し ます

例 ： charclass={ close » open « letter={/ : =} punct & }

charmapping （対のリ ス ト 。 それぞれの対は 2 個の Unichar か、 または 1 番目の要素が Unichar で、 2 番目の要

素が Unichar と整数のリ ス ト ） 個々のキャ ラ ク タ を、 別のキャ ラ ク タ （複数可） で置き換えます。

オプシ ョ ン リ ス ト には Unichar の対を入れます （複数可）、。 それぞれの対の 1 番目のキャ ラ ク タ

が、 2 番目のキャ ラ ク タに置き換わり ます。 一対一対応でな く 、 それぞれの対の 2 番目の要素を

オプシ ョ ン リ ス ト にし て、 Unichar と個数を入れる こ と もできます。

個数＞ 0 置き換えキャ ラ ク タ をその個数並べます。

個数＜ 0 キャ ラ ク タが複数個並んでいる と き、 指定値の固定個数に減ら し ます。

個数＝ 0 キャ ラ ク タ を削除し ます。

例 ：

charmapping={ hortab space CRLF space LF space CR space }

charmapping={ shy {shy 0} }

charmapping={ hortab {space 4} }

hyphenchar （Unichar またはキーワー ド） 改行位置でソ フ ト ハイ フ ンを置き換えたいキャ ラ ク タ。 値 0 かキー

ワー ド none にする と、 ハイ フ ンが完全にな く な り ます。 デフ ォル ト ： U+00AD （ソ フ ト ハイ フ

ン）、 ただ し これがフ ォ ン ト にない と きは U+002D （ハイ フ ン ・ マイナス）

tabalignchar （Unichar） 小数点タ ブを整列させたいキャ ラ ク タ。 デフ ォル ト ： U+002E 「.」

表 5.10 add/create_textflow( ) と、 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンの、 追加のコマン ド オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明



5.3  テキス ト フ ローによる複数行テキス ト 91

その中に入っているマ ク ロが、各マ ク ロの定義で与え られているオプシ ョ ン リ ス ト の内容

に置き換え られます。 その結果でき たオプシ ョ ン リ ス ト が、 その後に解析されます。 下記

に、 2 個のマ ク ロのマ ク ロ定義の例を示し ます。

<macro {
comment { 下記のマクロは段落スタイルとして利用されます }
H1 {fontname=Helvetica-Bold encoding=winansi fontsize=14 }
body {fontname=Helvetica encoding=winansi fontsize=12 }

}>

これらのマ ク ロは、 オプシ ョ ン リ ス ト の中で下記のよ う に利用でき るでし ょ う 。

<&H1>Chapter 1
<&body>This chapter talks about...

マ ク ロの定義 と使用には、 以下の規則があ り ます。

> マ ク ロは、 任意の深さ の入れ子にする こ と ができ ます （マ ク ロの定義の中で、 別のマ

ク ロ を呼び出すこ と が可能）。

> マ ク ロは、 それを定義し ているの と 同じオプシ ョ ン リ ス ト の中で使 う こ と はでき ませ

ん。create_textflow( ) の場合は、マ ク ロ を定義し ている イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を

終わらせた直後に、 そのマ ク ロ を使 う 新しいイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を始めれば

よいでし ょ う 。 add_textflow( ) を使っている場合は、 関数を一度呼び出し てマ ク ロ を

定義し た後、 それを使 う にはも う 一度呼び出す必要があ り ます （add_textflow( ) は一

度に 1 つのオプシ ョ ン リ ス ト しか受け付けないので）。

> マ ク ロの名前は大文字 ・ 小文字を区別し ます。

> 未定義のマ ク ロは例外を発生させます。

> マ ク ロはいつでも再定義する こ と ができ ます。

表 5.12 add/create_textflow( ) ・ fit_textflow( ) のオプシ ョ ン リ ス ト マク ロの定義と呼び出し

オプシ ョ ン 説明

macro （対のリ ス ト ） それぞれの対は、 マク ロの名前と定義を以下のよ う に記述し ます。

name （文字列） マク ロの名前。 以後これを使ってマク ロを呼び出すこ とができます。 すでに

定義し てあるマク ロを後から定義し なおすこ と もできます。 特殊名 comment は無視され

ます。

suboptlist マク ロが呼び出された時にマク ロ名を リ テラルに置き換えるオプシ ョ ン リ ス ト 。 最初と

最後のホワイ ト スペースは無視されます。

&name 指定名のマク ロを展開し、 マク ロ名 （キャ ラ ク タ & を含め） を、 そのマク ロの内容、 すなわち、

そのマク ロに対し て定義し ておいた suboptlist （両端の括弧は含まず） で置き換えます。 マク ロ

名は、 ホワイ ト スペース ・ { ・ } ・ = ・ & のいずれかで終了し ます。 ですから、 これらのキャ ラ ク タ を

マク ロ名の中で使ってはいけません。

入れ子のマク ロは、 入れ子の制限な しに展開されます。 文字列オプシ ョ ンの中に入れたマク ロ も

展開されます。 マク ロを置き換えたら有効なオプシ ョ ン リ ス ト になるよ う にする必要があ り ます。
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VB  RB Function create_textflow(text As String, optlist As Long) As Long
C# int create_textflow(String text, String optlist)

テキス ト 内容 ・ イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン ・ 明示オプシ ョ ンから テキス ト フ ローオブジェ ク ト

を作成し ます。

text （内容文字列） テキス ト フ ローの内容。 さ まざまなエン コーデ ィ ングのテキス ト と、

マ ク ロ と （90 ページ 「テキス ト フ ローオプシ ョ ンのマ ク ロ」 参照）、 表 5.8 ・ 表 5.13 に従っ

た イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト （93 ページ 「テキ ス ト フ ローのイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ

ス ト 」 も参照） を入れる こ と ができ ます。 text を空文字列に し て も、 有効なテキ ス ト フ

ローハン ド ルが返されます。

optlist テキス ト フ ローオプシ ョ ンを指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 optlist で指定するオプ

シ ョ ンは、text の中のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト で指定するオプシ ョ ン よ り も前に評価

されるので、optlist 引数で与え るオプシ ョ ン よ り も イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンのほ う が優先さ

れます。 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> add_textflow( ) のすべてのオプシ ョ ン （add_textflow( ) のオプシ ョ ン一覧を参照）

> イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の処理を表 5.13 に従って制御するオプシ ョ ン ：

begoptlistchar ・ endoptlistchar ・ textlen

戻り値 テキス ト フ ローハン ド ル。add_textflow( )・fit_textflow( )・info_textflow( )・delete_textflow( )
への呼び出しで使えます。ハン ド ルは、カレ ン ト の文書ス コープを終え るか、またはdelete_
textflow( ) でこのハン ド ルを指定し て呼び出すまで有効です。 デフ ォル ト では、 この関数

はエラーが起き た と きは -1 を返し ます。 こ の動作は、errorpolicy パラ メ タ またはオプシ ョ

ンで変え る こ と もでき ます。

詳細 こ の関数は、 オプシ ョ ン と テ キ ス ト を受け付けて、 テ キ ス ト フ ロ ーを作 り ます。 add_
textflow( ) 関数 と は異な り 、 テキ ス ト にイ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを入れる こ と も でき ます。

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の検索は、 optlist 引数で textlen オプシ ョ ンを与えれば、 テ

キ ス ト の一部分または全体で無効にする こ と も でき ます （93 ページ 「テキ ス ト フ ローの

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 」 参照）。

この関数は、 生成 PDF 文書に出力を作成せず、 ただ与え られたオプシ ョ ンに従ってテ

キス ト を用意し ます。 出力を作成するには、 fit_textflow( ) を使って、 この前処理し たテキ

ス ト フ ローのハン ド ルを指定し ます。

特殊キ ャ ラ ク タや改行などの情報については、 詳し く は add_textflow( ) の詳細の項を

参照し て く ださい。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意

表 5.13 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 処理のための追加オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

begoptlistchar （Unichar またはキーワー ド） オプシ ョ ン リ ス ト を開始させたいキャ ラ ク タ。 デフ ォル ト のキャ ラ

ク タがテキス ト に リ テラルに現れる と きは、 これを別のキャ ラ ク タに替える と便利かも しれませ

ん （93 ページ 「テキス ト フ ローのイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 」 参照）。 キーワー ド none を使う

と、 オプシ ョ ン リ ス ト の検索を完全に無効にする こ とができます。 デフ ォル ト ： U+003C （<）

endoptlistchar （Unichar。 U+007D 「}」 は使えません） イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を終了させたいキャ ラ ク タ。

デフ ォル ト ： U+003F （>）



5.3  テキス ト フ ローによる複数行テキス ト 93

テキス ト フ ローのイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト create_textflow( ) （add_textflow( ) では

不可） の text 引数で与え る内容の中には、 テキス ト フ ローオプシ ョ ンを表 5.8 に従って指

定し た、 任意の数のオプシ ョ ン リ ス ト （イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン） を入れる こ と ができ ま

す。 あ るいは、 これらのオプシ ョ ンはすべて、 create_textflow( ) ・ add_textflow( ) の optlist
引数の中で与え る こ と も でき ます。 1 つのオプシ ョ ン リ ス ト の中で同じオプシ ョ ンを複数

回指定する こ と も可能です。 その場合、 最後に指定し たそのオプシ ョ ンだけが考慮されま

す。

イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト は、 begoptlistchar と endoptlistchar オプシ ョ ンで指定す

る キ ャ ラ ク タ （デフ ォル ト では < と >） で囲む必要があ り ます。 当然、 イ ン ラ イ ンオプ

シ ョ ンの開始に使っている キ ャ ラ ク タ を、 テキ ス ト 本体で も使わなければな ら ない と き

は、 衝突が起こ り ます。 こ の衝突を解決するにはい く つかの方法があ り 、 テキス ト にイ ン

ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を入れるかど う かによ って方法が決ま り ます。 add_textflow( ) の

場合は先述の とお り 、 テキス ト と オプシ ョ ンを完全に分離し ていますので、 衝突は起こ り

ません。

テキス ト にイ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを全 く 入れない と きは、以下のいずれかの方法で、イ

ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の検索を完全に無効にする こ と もでき ます。

> create_textflow( ) の optlist 引数で begoptlistchar=none を設定。

> create_textflow( ) の optlist 引数で textlen オプシ ョ ンにテキス ト 全体の長さ を設定。

テキス ト にイ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを入れる と きは、 以下のいずれかの方法を使えば、 テキ

ス ト の内容 と、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを始める begoptlistchar と の衝突を避ける こ と がで

き ます。

> テキス ト 内に現れる < キ ャ ラ ク タ をすべて、 その数値または文字実体参照 （&#x3C; か

&lt;） で置き換えて、 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を リ テ ラルな < キ ャ ラ ク タで開始。

A&lt;B<fontname=Helvetica encoding=winansi>

ただし こ の方式は、 encoding=builtin によ る フ ォ ン ト に対し ては動作し ません。

> create_textflow( ) の optlist 引数かイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト で begoptlistchar オプ

シ ョ ンに、テキス ト で使っていないキ ャ ラ ク タ を設定し （$ 等）、そのキ ャ ラ ク タ を使っ

て イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト を開始。

<begoptlistchar=$>A<B$fontname=Helvetica encoding=winansi>

> 先行する イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト で textlen オプシ ョ ンを使って、次の部分テキス

ト （次のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の開始までの） の長さ を指定。

<textlen=3>A<B<fontname=Helvetica encoding=winansi>

注 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の直後にまたオプシ ョ ン リ ス ト を与える と、間に長さゼロの

部分テキス ト をはさんでいる と見な されます。 1 番目のオプシ ョ ン リ ス ト で textlen オプ

シ ョ ンを与える と きはこれは重要です。

textlen （整数またはキーワー ド） 次のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト の前のキャ ラ ク タの数 （93 ページ

「テキス ト フ ローのイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 」 参照）。 キャ ラ ク タは、 文字参照が解決される

前に数えられます。 例 ： <textlen=8>&#x2460;<...>。 キーワー ド all を指定する と、 残りのテキ

ス ト すべてを意味し ます。 デフ ォル ト ： 次に begoptlistchar が現れるまでテキス ト が検索され

ます。

表 5.13 create_textflow( ) のイ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト 処理のための追加オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明



94 第 5 章 :  テキス ト と表の組版 （COM ・ .NET ・ REALbasic エデ ィ シ ョ ン）

VB  RB Function fit_textflow(textflow As Long,
llx As Double, lly As Double, urx As Double, ury As Double, optlist As String) As String

C# String fit_textflow(int textflow, double llx, double lly, double urx, double ury, String optlist)

テキス ト フ ローの次の部分を組版し ます。

textflow create_textflow( ) か add_textflow( ) を呼び出し て返されたテキス ト フ ローハン

ド ル。

llx ・ lly ・ urx ・ ury 対象にし たい矩形 （はめ込み枠） の左下隅と右上隅の x ・ y 座標を、

ユーザー座標で指定し ます。 こ の 2 隅は逆の順に指定する こ と もでき ます。 矩形でない輪

郭へ流し込みを行 う には、 wrap オプシ ョ ンを使います。

optlist 処理オプシ ョ ン群を表 5.14 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。以下のオプシ ョ

ンが使えます ：

blind ・ createfittext ・ createlastindent ・ exchangefillcolors ・ exchangestrokecolors ・

firstlinedist ・ fitmethod ・ fontscale ・ lastlinedist ・ linespreadlimit ・ maxlines ・ minfontsize ・

orientate ・ returnatmark ・ rewind ・ rotate ・ showborder ・ showtabs ・ stamp ・ verticalalign ・

wrap

戻り値 関数から戻った原因を示す文字列。

> _stop ： テキス ト フ ローの全テキス ト の処理が完了。 テキス ト が空の と きは、 return ま

たは mark/returnatmark オプシ ョ ンを与えていて も、 つねに _stop が返されます。

> _nextpage：次のページを待ち（フ ォームフ ィ ード キ ャ ラ ク タ U+000C が原因）。また fit_
textflow( ) を呼び出し て残 り のテキス ト を処理する必要があ り ます。

> _boxfull ： はめ込み枠内にテキス ト をい く らか配置し て も う ゆ と り がないか、 または最

大行数 （maxlines オプシ ョ ンで指定し ている） をはめ込み枠に配置し て し ま ったか、

または fitmethod=auto と minfontsize を指定し ているがテキス ト がはめ込み枠に収ま

ら なかった。 また fit_textflow( ) を呼び出し て残 り のテキス ト を処理する必要があ り ま

す。

> _boxempty ： 処理後、 枠にテキ ス ト がま った く 入っていない。 こ れは、 はめ込み枠の

大き さ が小さすぎてテキ ス ト が入ら ない と きに、 または回 り 込み枠がはめ込み枠よ り

も大きい と きに起き る こ と があ り ます。 無限ループを避け る ため、 同じはめ込み枠を

指定し てまた fit_textflow( ) を呼び出すべきではあ り ません。

> _mark#：returnatmark オプシ ョ ンが番号 # で指定されてお り 、このオプシ ョ ンで指定さ

れた番号のマーク が配置された。

> その他の任意文字列： イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト で return コマン ド に与えた文字列。

戻った理由が同時に複数あ る と きは、 上記の一覧で （上から下へ） 最初のものが報告され

ます。 返された文字列は、 次にこの関数を呼び出すまで有効です。

詳細 カレ ン ト テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク状態は、 この関数が作成する テキス ト 出力に対し ては効

力を持ちません （こ の点は fit_textline( ) と異な り ます）。create_textflow( )・add_textflow( )
でテキス ト の書式を制御するには、 fillcolor ・ strokecolor などのテキス ト 書式オプシ ョ ンを

使います （表 5.2 参照）。 この関数から返った後で、 テキス ト 状態は変更されていません。

ただし カ レ ン ト テキ ス ト 位置は、 生成し たテキ ス ト 出力の末尾の点へ移動し ます （blind
オプシ ョ ンを true に設定し ていなければ）。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ
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表 5.14 fit_textflow( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

blind （論理値） true にする と、 出力が生成されず、 しかし計算はすべて行われ、 組版結果を info_

textflow( ) で調べる こ とができます。 デフ ォル ト ： false

createfittext （論路値） true にする と、 カ レン ト はめ込み枠に配置されたテキス ト がメ モ リ に保存されて、 以

後、 キーワー ド fittext を付けた info_textflow( ) への呼び出しによ って取得できるよ う にな り ま

す。 デフ ォル ト ： true

createlast-
indent

（オプシ ョ ン リ ス ト ） はめ込み枠の末尾行の末尾にい く らかのアキを と り ます。 また、 範囲枠を生

成し てそのアキに入れる こ と もできます。 このアキは、 テキス ト の末尾に、 続きがある こ と を示

す点群や画像や、 続きのテキス ト へのリ ン クなどを追加するために有用で し ょ う。 使えるサブオ

プシ ョ ン ：

rightindent （float またはパーセン ト 値） はめ込み枠の末尾行の追加右イ ンデン ト を、 ユーザー座標

で、 またははめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定し ます。 この値は、 add/create_

textflow( ) の rightindent オプシ ョ ンの値に追加されます。 デフ ォル ト ： 0

matchbox （表 6.3 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト ） 末尾行の末尾に範囲枠を生成し ます。 範囲枠オプ

シ ョ ン boxwidth を指定し ない と きは、 rightindent の値が枠の幅と し て用いられます。

boxwidth=0 にする と枠は生成されません。

exchange-
fillcolors

（色偶数個のリ ス ト ） リ ス ト 内のそれぞれの対で、 元の塗り色と、 置き換え色を指定し ます。 はめ

込み枠内でテキス ト フ ローが元の塗り色を指定し ている部分がすべて、 指定した置き換え色で置

き換えられます。 これは、 色を背景に応じ て調節するために有用で し ょ う。 例 ：

exchangefillcolors={{gray 0} white Orchid DeepPink {rgb 1 0 1} MediumBlue}

exchange-
strokecolors

（色偶数個のリ ス ト ） リ ス ト 内のそれぞれの対で、 元の描線色と、 置き換え色を指定し ます。 はめ

込み枠内でテキス ト フ ローが元の描線色を指定し ている部分がすべて、 指定した置き換え色で置

き換えられます。 これは、 色を背景に応じ て調節するために有用で し ょ う。

firstlinedist1
（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） はめ込み枠上端と テキス ト 先頭行ベースラ イ ンの

間隔を、 ユーザー座標で、 または関連文字サイズ （fixedleading=true にし ている と きは行の先頭

の文字サイズ、 そ う でなければ行内のすべての文字サイズのう ちの最大値） に対するパーセン ト

値で、 あるいはキーワー ド で指定し ます。 デフ ォル ト ： leading。

leading 先頭行で決定された行送り値。 ﾋ等の、 読み分け記号つきの代表的なキャ ラ ク タがはめ

込み枠上端に接し ます。

ascender 先頭行で決定されたアセンダ値。 d や h 等の、 大きなアセンダを持つ代表的なキャ ラ ク

タがはめ込み枠上端に接し ます。

capheight 先頭行で決定されたキャ ッ プハイ ト 値。 H 等の、 代表的な大文字がはめ込み枠上端に接

し ます。

xheight 先頭行で決定された x ハイ ト 値。 x 等の、 代表的な小文字がはめ込み枠上端に接し ま

す。

fixedleading=false にし ている と きは、 先頭行の中で見出されたすべての leading ・ ascender ・

xheight ・ capheight 値のう ちの最大値が使われます。

fitmethod （キーワー ド） テキス ト をはめ込み枠内にはめ込むのに使いたい方式を指定し ます。 デフ ォル ト ：
clip

auto テキス ト がはめ込み枠に収まるまで、 文字サイズを下げた り、 その他のフ ォ ン ト 関連の

オプシ ョ ン群を変えた り し ながら （fontscale 参照）、 fit_textflow( ) をブ ラ イ ン ド モー ド

で繰り返し呼び出し ます （ただ し minfontsize オプシ ョ ン も参照）。

clip テキス ト をはめ込み枠の下端で切り落と し ます。

nofit テキス ト をはめ込み枠の下端からはみ出させる こ と もあ り ます。
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fontscale （float またはパーセン ト 値） fontsize の値と、 leading ・ minspacing ・ maxspacing ・ spreadlimit ・

space の絶対値 （パーセン ト 値は無視） に、 与える倍率またはパーセン ト 値を掛け算し ます。 デ

フ ォル ト ： rewind=0 にし ている と きは 1、 それ以外にし ている と きはその fit_textflow( ) への呼び

出し で与えていた値。

gstate （グラ フ ィ ッ ク状態ハン ドル） create_gstate( ) で取得し たグラ フ ィ ッ ク状態のハン ドル。 このグラ

フ ィ ッ ク状態が、 この関数で配置されるすべてのテキス ト に対し て効力を持ちます。 別のグラ

フ ィ ッ ク状態をすでに add/create_textflow( ) に与えていた と きは、 両方のグラ フ ィ ッ ク状態がマー

ジ されます。 デフ ォル ト ： グラ フ ィ ッ ク状態な し （すなわち、 カ レン ト 設定が用いられます）

lastlinedist1
（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか。 fitmethod=nofit にし ている と きは無視されます）

テキス ト 最終行ベースラ イ ン とはめ込み枠下端の間隔を、 ユーザー座標で、 または文字サイズ

（fixedleading=true にし ている と きは行の先頭の文字サイズ、 そ う でなければ行内のすべての文

サイズのう ちの最大値） に対するパーセン ト 値で、 あるいはキーワー ド で指定し ます。 デフ ォル

ト ： 0、 すなわちはめ込み枠下端をベースラ イ ン と し て使い、 代表的なデ ィ センダがはめ込み枠の

下に出ます。 使えるキーワー ド ：

descender 最終行で決定されたデ ィ センダ値。 g や j 等の、 デ ィ センダを持つ代表的なキャ ラ ク タ

がはめ込み枠下端に接し ます。

fixedleading=false にし ている と きは、 最終行の中で見出されたすべての descender 値のう ちの

最大値が使われます。

linespread-
limit

（float またはパーセン ト 値。 verticalalign=justify にし ている と きのみ） 縦揃えで行送り を増や

せる最大値を、 ユーザー座標で、 または行送り に対するパーセン ト 値で指定し ます。 デフ ォル ト ：

200%

maxlines （整数またはキーワー ド） はめ込み枠内の最大行数か、 または、 できるだけ多 く の行をはめ込み枠

内に配置させたいと きはキーワー ド auto を指定し ます。 最大行数を配置し た と きは、 fit_

textflow( ) は文字列 _boxfull を返し ます。 デフ ォル ト ： auto

minfontsize （float またはパーセン ト 値） 特に fitmethod=auto にし ている と きに、 テキス ト を縮小し てはめ込

み枠に収める と きの、 許容でき る最小文字サイズ。 この制限値は、 ユーザー座標系か、 またはは

め込み枠の高さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 制限を超えても テキス ト が枠に収ま り き ら

ないと きは、 文字列 _boxfull が返されます。 デフ ォル ト ： 0.1%

mingapwidth （float またはパーセン ト 値） 複数の輪郭の間に （例 ： 複数の回り込み輪郭の間に） テキス ト をはめ

込むための最小横幅を、 ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で指定し ます。

これは、 複数の回り込み輪郭の間に狭い隙間しかない場合に組版結果が醜 く ならないよ う にする

ために有用で し ょ う。 デフ ォル ト ： 10%

orientate （キーワー ド） テキス ト を配置する時に向けたい向き を指定し ます。 デフ ォル ト ： north。

north 直立

east 右倒し

south 上下逆さ ま

west 左倒し

returnatmark （整数） 指定する番号で定義された mark オプシ ョ ンのあるテキス ト 位置で、 fit_textflow( ) は不完全

なまま返り ます。 戻り理由文字列は _mark# と な り ます。 こ こ で # はこのオプシ ョ ンで指定し た番

号です。

表 5.14 fit_textflow( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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rewind （-2 ・ -1 ・ 0 ・ 1 のいずれかの整数） 与えるテキス ト フ ローの状態を、 同じ テキス ト フ ローハン ドル

を指定し て fit_textflow( ) を呼び出し たいずれかの時の前の状態に リ セ ッ ト し ます。 デフ ォル ト ：

0。

1 fit_textflow( ) を最初に呼び出した時の前の状態へ巻き戻し。

0 テキス ト フ ローを リ セ ッ ト し ません。

-1 fit_textflow( ) を最後に呼び出した時の前の状態へ巻き戻し。

-2 fit_textflow( ) を最後から 2 番目に呼び出し た時の前の状態へ巻き戻し。

rotate （float） はめ込み枠の左下隅を中心に、 指定する値を度単位の回転角と し て、 座標系を回転させま

す。 結果と し て、 はめ込み枠と テキス ト が回転し ます。 テキス ト の配置が完了し た時点で回転は

リ セ ッ ト されます。 デフ ォル ト ： 0

showborder （論理値） true にする と、 はめ込み枠の辺が描線されます （カ レン ト グラ フ ィ ッ ク状態を使って）。

これは開発やデバッ グに便利で し ょ う。 デフ ォル ト ： false

showtabs （キーワー ド） デバッ グの補助のために、 タ ブ位置と左イ ンデン ト を縦線で視覚表示し ます。 線

は、 fit_textflow( ) を呼び出す前に有効だったグラ フ ィ ッ ク状態に従って描かれます （デフ ォル ト ：

none） ：

none 線を描きません

fitbox 線をはめ込み枠の高さいっぱいに描きます

validarea 線をそれが有効な垂直領域にだけ描きます

stamp （キーワー ド） このオプシ ョ ンを使う と、 範囲枠内に対角線上のス タ ンプを生成する こ とができま

す。 ス タ ンプテキス ト の改行は明示的に指定する必要があ り ます （すなわち、 ニューラ イ ンキャ

ラ ク タかニューラ イ ンオプシ ョ ンを用いて）。 テキス ト の中に明示的な改行が全 く ない と きは、 1

行のス タ ンプが生成されます。 生成されるス タ ンプテキス ト は可能な限り大き く されますが、 し

かし指定し た文字サイズよ りは大き く な り ません。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： none） ：

ll2ur ス タ ンプが左下隅から右上隅への対角線上に配置されます。

ul2lr ス タ ンプが左上隅から右下隅への対角線上に配置されます。

none ス タ ンプは生成されません。

verticalalign1
（キーワー ド） はめ込み枠内のテキス ト の縦揃え。 firstlinedist ・ lastlinedist オプシ ョ ンを適

切に考慮されます （デフ ォル ト ： top） ：

top 組版を先頭行から始めて、 下へ進行。 テキス ト がはめ込み枠を満た さ ないと きは、 テキ

ス ト の下に空白ができます。

center テキス ト をはめ込み枠の縦中央に置きます。 テキス ト がはめ込み枠を満た さ ないと き

は、 テキス ト の上と下の両方に空白ができます。

bottom 組版を最終行から始め、 上へ進行。 テキス ト がはめ込み枠を満た さ ない と きは、 テキス

ト の上に空白ができます。

justify テキス ト をはめ込み枠の上端と下端に整列させます。 そのために行送り を、

linespreadlimit で指定し ている制限内で増やし ます。 先頭行の高さは、

firstlinedist=leading にし ている と きだけ増やし ます。

表 5.14 fit_textflow( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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wrap （表 5.15 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト ） テキス ト が、 表 5.15 に示すサブオプシ ョ ン群で指定する輪

郭を回り込みます。 これを使う と、 テキス ト フ ローの中にグラ フ ィ ッ ク を配置し て、 テキス ト を

その回り に回り込ませた り、 あるいは任意の輪郭の中へテキス ト を流し込んだ りする こ とができ

ます。 はめ込み枠への流し込みは、 fillrule オプシ ョ ンに従って行われ、 はめ込み枠の辺から開

始されます。

デフ ォル ト では、 指定する領域に一切テキス ト が入り ません （領域ど う しが重な り合う場合を除

き）。 すなわち、 テキス ト は輪郭を回り込みます。 addfitbox ・ inversefill オプシ ョ ンを使う と、

これと逆の効果が得られます ： すなわち、 指定する領域へテキス ト が流し込まれ、 その外側の、

はめ込み枠と輪郭の間の領域は空のままにな り ます。 これを利用すれば、 任意の輪郭 （llx/lly/

urx/ury 引数で与える矩形にかぎらず） へテキス ト を流し込むこ とができます。

絶対座標値と相対座標値はユーザー座標系で解釈されます。 相対座標は、 直前の絶対座標に追加

されます。 最大 256 個の値を相対値と し て与える こ とができます。 パーセン ト 値は、 はめ込み枠

座標系で、 すなわちはめ込み枠の左下隅を (0, 0)、 右上隅を (100, 100) と し て解釈されます （上か

ら下への座標系においても）。 最大 256 個の値をパーセン ト 値と し て与える こ とができます。 例 ：

枠を相対座標で除外 ： wrap={ boxes={{120r 340r 50r 60r}} }

（wrap={ boxes={{120 340 170 400}} } と同等）

はめ込み枠の右上 4 分の 1 部分を除外 ： wrap={ boxes={50% 50% 100% 100%} }
三角形の輪郭へ流し込み ： wrap={ addfitbox polygons={{50% 80% 30% 40% 70% 40% 50% 80%}} }

image1 とい う範囲枠をつけた画像の領域を回り込み ： wrap={ usematchboxes={{ image1 }}}

1. firstlinedist ・ lastlinedist ・ verticalalign オプシ ョ ンは、 た と え回り込み要素が存在し ていて も、 つねにはめ込み枠か

らの指定にな り ます。 すなわちテキス ト フ ローは、 テキス ト とはめ込み枠の辺との距離を、 および verticalalign オプシ ョ ン

に従っ てテキス ト 枠の位置を決定するにあた り、 回り込み要素群の境界枠を用いません。 このこ とはと りわけ、 反転流し込
み、 すなわち回り込み要素群にテキス ト を流し込む場合に重要にな り ます。 このせいで、 と く に回り込み要素の外辺がはめ込
み枠に接し ていない場合には、 結果が思い通り になら ないかも しれません。 この影響は、 はめ込み枠に接するよ う な回り込み
要素を与える こ と でほぼ完全に避ける こ とができます。

表 5.15 fit_textflow( ) の wrap オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

addfitbox （論理値） はめ込み枠が回り込み領域に追加されます。 結果と し て、 他の回り込みオプシ ョ ン群

で指定する輪郭について、 テキス ト がその輪郭を回り込むのではな く 、 輪郭へテキス ト が流し込

まれます。 デフ ォル ト ： false

beziers （ベジエ曲線 2 個以上のリ ス ト ） 回り込み領域に追加し たいベジエ曲線 2 個以上。

boxes （矩形のリ ス ト ） 回り込み領域に追加し たい矩形 （複数可）。

circles （円のリ ス ト ） 回り込み領域に追加し たい円 （複数可）。

creatematch-
boxes

（オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） boxes オプシ ョ ン内の矩形 1 個ないし複数から範囲枠を生成し ま

す。 それぞれのオプシ ョ ン リ ス ト が、 boxes オプシ ョ ン内の項目 1 個に対応し （順序は意味を持

ちます）、 範囲枠 1 個の生成を制御し ます。 表 6.3 のすべての関連する範囲枠オプシ ョ ンが使えま

す。 サブオプシ ョ ン リ ス ト は空にする こ と もでき、 その場合は、 対応する回り こみ枠に対する範

囲枠は生成されません。

fillrule （キーワー ド） 重な り合う回り込み輪郭の内側を決定するための方式を指定し ます （デフ ォル ト ：

evenodd）。 詳し く は表 7.2 を参照 ：

evenodd 偶奇規則を用います。

winding 非ゼロ巻数規則を用います。 重な り合う円の内側を処理し たいと き （すなわち、 「 ド ー

ナツの穴」 を避ける） や、 重な り合う輪郭の和 （共通部でな く ） を処理し たい と きは、

この規則を用います。

表 5.14 fit_textflow( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Function info_textflow(textflow As Long, keyword As String) As Double
C# double info_textflow(int textflow, String keyword)

テキス ト フ ローの、 fit_textflow( ) を呼び出し た後のカレ ン ト 状態を取得し ます。

textflow add/create_textflow( ) か fill_textblock( ) で textflowhandle オプシ ョ ンを指定し

て呼び出し て返されたテキス ト フ ローハン ド ル。

keyword ほしい情報を表 5.16 に従って指定し たキーワード。

戻り値 keyword で要求し た何らかのテキス ト フ ロー特性の値。 この関数は、 ブラ イ ン ド モード で

も正しい位置情報を返し ます （textx/texty パラ メ タ と は異な り ）。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意

inversefill （論理値） true にする と、 回り込み輪郭の処理は、 テキス ト 行とはめ込み枠内の回り込み要素の

辺との最初の共通部から始ま り ます。 false にする と、 処理ははめ込み枠の辺から始ま り ます。

fillrule=evenodd の場合、 inversefill=true オプシ ョ ンは addfitbox=true と同じ効果を持ちま

す。 fillrule=winding の場合、 addfitbox=true オプシ ョ ンならばはめ込み枠は空か満た される

かのどち らかにな り ます （それぞれ inversefill=false ・ true のと き）。

lineheight （要素 2 個のリ ス ト 。 各要素は正の float かキーワー ド） 回り込み要素との交わり を算出するため

に使われる、 テキス ト 行の垂直範囲を定義し ます。 テキス ト のベースラ イ ンの上方と下方の範囲

について、 キーワー ド 2 個か float 2 個を指定する こ とができます。 使えるキーワー ド ：

none （範囲な し） ・ xheight ・ descender ・ capheight ・ ascender ・ fontsize ・ leading ・ textrise

デフ ォル ト ： {ascender descender}

usematch-
boxes

（文字列のリ ス ト のリ ス ト ） それぞれのリ ス ト の 1 番目の要素は、 範囲枠を指定する名前文字列

です。 2 番目の要素は、 示し たい矩形の番号を指定する整数か、 または選んでいる範囲枠を参照

し ているすべての矩形を指定し たいと きはキーワー ド all も使えます。 2 番目の要素を指定し な

いと、 デフ ォル ト と し て all と見な されます。 それぞれの矩形の外接枠が、 テキス ト の回り込み

のための輪郭と し て使われます。

offset （float またはパーセン ト 値） テキス ト と回り込み領域の輪郭との横間隔を、 ユーザー座標で、 ま

たははめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定し ます。 これを使う と、 回り込み領域を横へ拡

げる こ とができます。 デフ ォル ト ： 0

paths （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） 回り込み領域に追加し たいパス （複数可）。 使えるサブオプシ ョ

ン ：

path （パスハン ドル。 必須） 回り込み領域に追加し たいパスのハン ドル。

refpoint （float 2 個かパーセン ト 値 2 個のリ ス ト ） パスに対する参照点の座標を、 ユーザー座標

で、 またははめ込み枠の幅と高さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 デフ ォル ト ：
{0 0}

draw_path( ) の下記のオプシ ョ ン （表 6.1 ・ 表 7.8 参照） も使えます ：

align ・ attachmentpoint ・ boxsize ・ close ・ fitmethod ・ orientate ・ position ・ round ・ scale ・

subpaths

polygons （折れ線のリ ス ト ） 回り込み領域に追加し たい折れ線 （複数可。 閉じ ていな く てもかまいませ

ん）。

表 5.15 fit_textflow( ) の wrap オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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表 5.16 info_textflow( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

boundingbox テキス ト フ ローの外接枠をユーザー座標で表し たものを内容と し て持つパスのハン ドル、

または -1

boxlinecount 最後のはめ込み枠の中の行数

firstparalinecount はめ込み枠の最初の段落の行数

firstlinedist テキス ト の先頭ベースラ イ ン と、 上方の空想のベースラ イ ン （verticalalign=top なら こ

れがはめ込み枠の上端になる） の間隔

fittext fit_textflow( ) への直前の呼び出し で配置されたテキス ト に対応するテキス ト 文字列に対する

文字列番号。 これを利用する と、 はめ込み枠内に配置する こ とができたテキス ト の量を知

る こ とができます。 文字列は下記のよ う に正規化されます ： エン コーデ ィ ングは、 Unicode

対応言語では UTF-16 にな り、 それ以外では （EBCDIC-） UTF-8 にな り、 改行は U+000A で

マーク され、 水平タ ブはスペースキャ ラ ク タ U+0020 で置き換えられます。

fontscale fit_textflow( ) を fitmethod=auto でも っ と も最近に呼び出し た後の fontscale の値

lastfont はめ込み枠の末尾テキス ト 行の中で使われている フ ォ ン ト のハン ドル

lastfontsize はめ込み枠の末尾テキス ト 行の中で使われている文字サイズ

lastmark 最後のはめ込み枠の中にあるテキス ト フ ローの処理済みの部分で見つかった最後のマーク

の番号 （マークは mark オプシ ョ ンで設定する こ とができます）

lastlinedist テキス ト の最終ベースラ イ ン と、 行送りの変更がなかった と し た と きの下方の空想のベー

スラ イ ン （verticalalign=bottom なら これがはめ込み枠の下端になる） の間隔

lastparalinecount はめ込み枠の最後の段落の行数

leading テキス ト フ ローの中のテキス ト とオプシ ョ ンによ って決定される、 leading オプシ ョ ンの

カ レン ト 値

leftlinex1 ・ leftliney1 も っ と も最近に流し込みが行われたはめ込み枠の中の、 も っ と も左で始まる行の x ・ y 座標

を、 カ レン ト ユーザー座標系で表したもの

maxlinelength も っ と も最近に流し込みが行われたはめ込み枠の中の、 も っ と も長いテキス ト 行の長さ

maxliney1 も っ と も最近に流し込みが行われたはめ込み枠の中の、 も っ と も長いテキス ト 行のベース

ラ イ ンの y 座標を、 カ レン ト ユーザー座標系で表し たもの

minlinelength も っ と も最近に流し込みが行われたはめ込み枠の中の、 も っ と も短いテキス ト 行の長さ

minliney1 も っ と も最近に流し込みが行われたはめ込み枠の中の、 も っ と も短いテキス ト 行のベース

ラ イ ンの y 座標を、 カ レン ト ユーザー座標系で表し たもの

returnreason も っ と も最近の fit_textflow( ) への直接または間接の呼び出しの戻り原因を取得するために

get_parameter( ) の string パラ メ タ （表 2.3 参照） で使える文字列番号 （表 2.3 参照）。 取得

される戻り原因は、 fit_textflow( ) が返す文字列のいずれかと同じにな り ます。 これは、 fill_

textblock( ) が内部的に行う間接的なテキス ト フ ロー呼び出しの結果を取得し たいと きに有

用です。

rightlinex1 ・ rightliney1 も っ と も最近に流し込みが行われたはめ込み枠の中の、 も っ と も右で終わる行の x ・ y 座標

を、 カ レン ト ユーザー座標系で表したもの

split 最後のはめ込み枠の中で単語の分割が起きたかど うかを示し ます。

0 単語を分割する必要はなかった。

1 少な く と も 1 個の単語を分割する必要があった。

textendx ・ textendy も っ と も最近にはめ込み枠へ流し込みが行われた後の、 カ レン ト テキス ト 位置の x ・ y 座標

を、 カ レン ト ユーザー座標系で表したもの
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VB  RB Sub delete_textflow(textflow As Long)
C# void delete_textflow(int textflow)

テキス ト フ ロー と、 関連するすべてのデータ構造を削除し ます。

textflow create_textflow( ) か add_textflow( ) を呼び出し て返されたテキス ト フ ローハン

ド ル。

詳細 この関数で削除し ていないテキス ト フ ローは、カレン ト の文書ス コープを終え る時に自動

的に削除されます。 しかし、 多 く のテキ ス ト フ ローを生成する と きは、 delete_textflow( )
を呼び出さ ない と、 アプ リ ケーシ ョ ンはかな り 遅 く な り ます。

スコープ 任意

textheight テキス ト 全体の外接枠の高さ を （firstlinedist と lastlinedist を考慮し て）、 カ レン ト

ユーザー座標系で表し たもの

textwidth テキス ト 全体の外接枠の幅を、 カ レン ト ユーザー座標系で表し たもの

used 現時点で配置済みのテキス ト の割合を、 パーセン ト 値で表し たもの （0 ～ 100）

x1 ・ y1 ・ …x4 ・ y4 テキス ト 全体の外接枠の座標を （firstlinedist と lastlinedist を考慮し て）、 カ レン ト

ユーザー座標系で表し たもの

1. rotate が 0 以外のと きは、 この値は回転後の系を参照し ます。

表 5.16 info_textflow( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明
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5.4 表の組版
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの tables/starter_table ト ピ ッ クにあり ます。

VB  RB Function add_table_cell(
table As Long, column As Long, row as Long, text As String, optlist As String) As Long

C# int add_table_cell(int table, int column, int row, String text, String optlist)

新規または既存の表にセルを追加し ます。

table 以前に add_table_cell( ) を呼び出し て取得し た有効な表ハン ド ルか、 または新規表

を開始し たい と きは -1。 この表ハン ド ルは、 まだ fit_table( ) への呼び出しでは使っていな

いものでなければな り ません。 すなわち、 表の内容はすべて、 表をページに配置する前に

定義する必要があ り ます。

column ・ row セルを入れたい列と行の番号。 セルが複数の列 ・ 行にわた る と きは、 いち

ばん左の列 と いちばん上の行を与え る必要があ り ます。 最初の列 ・ 行の番号は 1 です。

text （内容文字列） セルに入れたいテキス ト 。 text を空以外にする と、 fit_textline( ) を

使ってセル内に書き込まれます。

optlist 表セルの組版の詳細を表 5.17 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプ

シ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 列 ・ 行定義 ： colwidth ・ colscalegroup ・ minrowheight ・ return ・ rowheight ・

rowjoingroup ・ rowscalegroup
> セル特性 ： checkwordsplitting ・ colspan ・ margin ・ marginleft ・ marginbottom ・

marginright ・ margintop ・ matchbox ・ rowspan
> セル内容 ： annotationtype ・ continuetextflow ・ fieldname ・ fieldtype ・ fitannotation ・

fitfield ・ fitimage ・ fitpdipage ・ fittextline ・ fittextflow ・ fitpath ・ image ・ path ・

pdipage ・ repeatcontent ・ textflow

戻り値 表ハン ド ル。 以後の表関連の呼び出しで使えます。 errorpolicy=return の場合、 戻 り 値 -1

はエラーを表すので、 そ う でないかを呼び出し側で調べる必要があ り ます。 エラーが起き

た と きは、 最後のセル定義だけが破棄されます。 表には内容は追加されませんが、 表ハン

ド ルは有効なま まです。 返された表ハン ド ルは、 複数の PDF 出力文書にわたって再利用

する こ と はでき ません。

詳細 表セルには、 画像 ・ 取 り 込み PDF ページ ・ パスオブジェ ク ト ・ フ ォームフ ィ ール ド ・ 注

釈 ・ テキス ト フ ロー ・ テキス ト 行を入れる こ と ができ ます。 1 つのセルに対し て、 複数の

内容種別を、 1 回の関数呼び出しで指定する こ と もでき ます。

表の組版アルゴ リ ズム と、 幅 ・ 高さ計算の解説は PDFlib チュー ト リ アルを参照。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意

表 5.17 add_table_cell( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

annotation-
type

（文字列） 表セルに挿入し たい注釈の種類を表 12.6 に従って指定し ます。

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/tables/starter-table
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checkword-
splitting

（論理値。 テキス ト フ ローセルに対し てのみ意味を持ちます） true にする と、 表組版機能は、 テキ

ス ト を表セルにはめ込む際にテキス ト フ ローが少な く と も 1 箇所で単語の分割を強制する必要が

あるかど うかを検査し ます。 も し そ う なら、 セルの幅を拡げて、 単語の分割を回避し よ う と し ま

す。 デフ ォル ト ： true

colscale-
group1

（文字列） 列を追加し たい列グループの名前。 長いテキス ト をまるご と収めるために、 グループの

1 つの列を拡げる必要がある と きは、 そのグループのすべての列が統一的に拡大されます。 セルが

複数の列にわたる と きは、 それらの列は自動的に伸縮グループを形成し ます。

colspan （整数） セルがわたる列の数。 デフ ォル ト ： 1

colwidth1
（float またはパーセン ト 値） column 引数で指定し ている列の幅。 この幅は、 ユーザー座標で2、 ま

たは表の最初のはめ込み枠 （fit_table( ) 参照） の幅に対するパーセン ト 値で指定する こ とができま

す。 ユーザー座標とパーセン ト 値を混在させてはいけません。 すなわち、 1 つの表では、 すべての

列幅定義に、 ユーザー座標かパーセン ト 値のどち らかを使う必要があ り ます。 テキス ト を内容と

するセル群にわたる列の場合には、 その列幅は自動的に増やされる こ とがあ り ます。 表セル内に

画像 ・ PDF ページがあっても列幅には一切影響を与えません。 デフ ォル ト ： fit_table( ) のオプシ ョ

ン colwidthdefault を参照

continue-
textflow

（論理値。 テキス ト フ ローに対し てのみ意味を持ちます） true にする と、 textflow オプシ ョ ンで

指定し たテキス ト フ ローの内容を、 も し それと同じ テキス ト フ ローハン ドルで別のセルへの流し

込みを行い、 かつそのセルでも continuetextflow=true にするならば、 その別のセルへ続けさせ

る こ とができます。 テキス ト フ ローの各部分は、 セルが追加された順番に配置されていきます。

PDFlib は、 テキス ト フ ロー全体に対するセルサイズの調整は行わず、 また、 checkwordsplitting

オプシ ョ ンは無視されます。 ですので、 適切なセルサイズを定義する必要があ り ます。

fieldname （ハイパーテキス ト 文字列） fieldtype に対する フ ォームフ ィ ールド名。

fieldtype （文字列） 表セルに挿入し たいフ ォームフ ィ ールドの種類を表 12.9 に従って指定し ます。 フ ォーム

フ ィ ールド グループは表の外で定義する必要があ り ます。

fitannotation （オプシ ョ ン リ ス ト ） に対する、 表 12.7 に従った注釈オプシ ョ ン群。

fitfield （オプシ ョ ン リ ス ト ） に対する、 表 12.10 に従ったフ ォームフ ィ ールド オプシ ョ ン群。

fitimage （オプシ ョ ン リ ス ト 。 画像と テンプレー ト に対し てのみ意味を持ちます） fit_image( ) に対するオプ

シ ョ ン リ ス ト 。 このオプシ ョ ン リ ス ト は、 与えている画像またはテンプレー ト をセルの中に配置

するために適用されます。 セル内枠の左下隅が参照点と し て使われます。

デフ ォル ト ： boxsize={<幅> <高さ>} fitmethod=meet position=center、 こ こで <幅> と <高さ> は、

算出されたセル内枠の幅と高さ です。 この算出されたオプシ ョ ン リ ス ト は、 ユーザーが与えるオ

プシ ョ ン リ ス ト の頭につけられます。3

fitpath （オプシ ョ ン リ ス ト 。 パスオブジ ェ ク ト に対し てのみ意味を持ちます） draw_path( ) に対するオプ

シ ョ ン リ ス ト 。 path オプシ ョ ンで指定し たパスオブジ ェ ク ト がその外接枠内に入ったものをセル

内に配置するために、 このオプシ ョ ン リ ス ト が適用されます。 セル内枠の左下隅が参照点と し て

用いられます。

デフ ォル ト ： boxsize={<幅> <高さ>} fitmethod=meet position=center、 こ こで <幅> と <高さ> は、

算出されたセル内枠の幅と高さ です。 この算出されたオプシ ョ ン リ ス ト は、 ユーザーが与えるオ

プシ ョ ン リ ス ト の頭につけられます。 3

fitpdipage （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDI ページに対し てのみ意味を持ちます。 PDI が利用可能な場合のみ） fit_pdi_

page( ) に対するオプシ ョ ン リ ス ト 。 与えたページをセル内に配置するために、 このオプシ ョ ン リ

ス ト が適用されます。 セル内枠の左下隅が参照点と し て用いられます。

デフ ォル ト ： boxsize={<幅> <高さ>} fitmethod=meet position=center、 こ こで <幅> と <高さ> は、

算出されたセル内枠の幅と高さ です。 この算出されたオプシ ョ ン リ ス ト は、 ユーザーが与えるオ

プシ ョ ン リ ス ト の頭につけられます。 3

表 5.17 add_table_cell( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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fittextflow （オプシ ョ ン リ ス ト 。 テキス ト フ ローに対し てのみ意味を持ちます） fit_textflow( ) に対するオプ

シ ョ ン リ ス ト 。 textflow オプシ ョ ンで与えたテキス ト フ ローをセル内に配置するために、 このオ

プシ ョ ン リ ス ト が適用されます。 セル内枠がはめ込み枠と し て使われます。

デフ ォル ト ： verticalalign=center lastlinedist=descender。 このオプシ ョ ン リ ス ト は、 ユー

ザーが与えるオプシ ョ ン リ ス ト の頭につけられます。

fittextline （オプシ ョ ン リ ス ト 。 テキス ト 行に対し てのみ意味を持ちます） fit_textline( ) に対するオプシ ョ ン

リ ス ト 。 与えたテキス ト をセル内に配置するために、 このオプシ ョ ン リ ス ト が適用されます。 セ

ル内枠の左下隅が参照点と し て使われます。 指定し ていないオプシ ョ ンは、 それぞれのデフ ォル

ト に置き換えられます。 カ レン ト テキス ト 状態は考慮されません。

デフ ォル ト ： boxsize={<幅> <高さ>} fitmethod=nofit position=center、 こ こで <幅> と <高さ>

は、 算出されたセル内枠の幅と高さ です。 この算出されたオプシ ョ ン リ ス ト は、 ユーザーが与え

るオプシ ョ ン リ ス ト の頭につけられます。 3

image （画像ハン ドル） ハン ドルに関連づけられた画像が、 セル内枠の中に配置されます。

margin
marginleft
marginbottom
marginright
margintop

（float またはパーセン ト 値） セルの左 ・ 下 ・ 右 ・ 上余白を、 ユーザー座標系か （0 以上にする必要

があ り ます）、 またはセルの幅か高さに対するパーセン ト 値 （100% 未満にする必要があ り ます） で

指定し ます。 指定する余白は、 セルの内容に対するはめ込み枠と し てはたら く セル内枠を定義し

ます。 margin に対するデフ ォル ト ： 0。 それ以外のすべてに対するデフ ォル ト ： margin

matchbox （オプシ ョ ン リ ス ト ） 範囲枠の詳細を表 6.3 に従って入れたオプシ ョ ン リ ス ト

minrow-
height1

（float またはパーセン ト 値） ある表行を 1 つの表イ ンス タ ンスの中で配置し きれないと きに、 この

オプシ ョ ンは、 行を分割し ていいか、 そ し て各部分はどれだけ小さ く できるかを指定し ます。 部

分の最小の高さ を、 ユーザー座標系か、 または表行の高さに対するパーセン ト 値で指定する こ と

ができます。 デフ ォル ト ： 100%、 すなわち分割な し

path （パスハン ドル） パスオブジ ェ ク ト がその外接枠内に入ったものが、 fitpath オプシ ョ ンに従って

セル内枠内に配置されます。

pdipage （ページハン ドル） ハン ドルに関連づけられた取り込み PDF ページが、 セル内枠内に配置されま

す。 デフ ォル ト ： な し

repeatcontent （論理値） セルまたは表行が複数の表イ ンス タ ンスに分割された と きに表セルの内容を繰り返し印

字するかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： true

セルの分割 ： セルが複数表行にわたっている場合に、 その末尾表行 （群） がはめ込み枠に収ま ら

ないと きは、 そのセルは分割されます。 repeatcontent=true にする と、 テキス ト フ ロー （繰り返

されません） の場合を除き、 そのセル内容は次の表イ ンス タ ンス内で繰り返されます。 そ う でな

い と きは繰り返されません。

表行の分割 ： 末尾本体行がはめ込み枠に収ま らないと きは、 通常、 その表行は分割されずに次の

表イ ンス タ ンスへまるご と配置されます。 minrowheight 値を小さ く する こ とによ って、 末尾本体

行を分割させ、 その表行の内容のう ちのある割合を最初のイ ンス タ ンスに、 残りの部分を次のイ

ンス タ ンスに配置させる こ と もできます。 repeatcontent=true にする と、 テキス ト フ ロー （繰り

返されません） の場合を除き、 そのセル内容は次の表イ ンス タ ンス内で繰り返されます。 そ う で

ないと きは繰り返されません。

return1
（文字列） fit_table( ) は、 指定行を配置し た後に停止し、 指定文字列を返し ます。 文字列は、 頭にア

ンダース コアキャ ラ ク タ 「_」 をつけてはいけません。 指定行が連動グループに含まれている と き

は、 それはそのグループの最後の行である必要があ り ます。 そ う でなければエラーが起こ り ます。

表 5.17 add_table_cell( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Function fit_table(table As Long,
llx As Double, lly As Double, urx As Double, ury As Double, optlist As String) As String

C# String fit_table(int table, double llx, double lly, double urx, double ury, String optlist)

表の全部ないし一部分をページに配置し ます。

table add_table_cell( ) を呼び出し て取得し た有効な表ハン ド ル。

llx ・ lly ・ urx ・ ury 表イ ン ス タ ン ス を配置し たい矩形 （はめ込み枠） の左下隅 と 右上隅

の座標を、ユーザー座標で指定し ます。この 2 個の隅は逆の順に指定する こ と も でき ます。

optlist 配置の詳細を表 5.18 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ンが

使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン ： fitmethod ・ position ・ showborder
> 一般表オプシ ョ ン ： blind ・ colwidthdefault ・ horshrinklimit ・ rewind ・ rowheightdefault ・

vertshrinklimit
> 表内容 ： header ・ footer
> 表装飾 ： fill ・ firstdraw ・ gstate ・ stroke
> 開発 ・ デバッ グの視覚支援 ： debugshow ・ showcells ・ showgrid

戻り値 関数から戻った原因を示す文字列。

> _stop ： 表のすべての表行の処理が完了。

> _boxfull：配置するべき表行はまだあ るが、表のはめ込み枠に充分は余地が得られない。

も う 一度 fit_table( ) を呼び出し て残 り の表行を処理する必要があ り ます。

rowheight1
（float またはパーセン ト 値） row 引数で指定し ている表行の高さ。 この高さは、 ユーザー座標で 2、

または表の最初のはめ込み枠 （fit_table( ) 参照） の高さに対するパーセン ト 値で指定する こ とがで

きます。 ユーザー座標とパーセン ト 値を混在させてはいけません。 すなわち、 1 個の表では、 すべ

ての表行高さ定義に、 ユーザー座標かパーセン ト 値のどち らかを使う必要があ り ます。 テキス ト

を内容とするセル群にわたる表行の場合には、 その表行高さは自動的に増やされる こ とがあ り ま

す。 表セル内に画像 ・ PDF ページがあっても表行高さには一切影響を与えません。 デフ ォル ト ：

fit_table( ) のオプシ ョ ン rowheightdefault を参照

rowscale-
group1

（文字列） 表行を追加し たい表行グループの名前。 長いテキス ト をまるご と収めるために、 グルー

プの 1 個の表行を拡げる必要がある と きは、 そのグループのすべての表行が統一的に拡大されま

す。 セルが複数の表行にわたる と きは、 それらの表行は自動的に伸縮グループを形成し ます。

rowjoin-
group1

（文字列） 表行を追加し たい表行グループの名前。 グループの表行はすべて、 1 つの表イ ンス タ ン

スにま と ま り ます。 グループの表行は連続し ている必要があ り ます。 セルが複数の表行にわたっ

ていても、 それらの表行は自動的には連動グループを形成し ません。

rowspan （整数） セルがわたる表行の数。 デフ ォル ト ： 1

textflow （テキス ト フ ローハン ドル） ハン ドルに関連づけられたテキス ト フ ローが、 セル内枠内に配置され

ます。 continue オプシ ョ ンが、 複数のセルで使われるテキス ト フ ローハン ドルに対する動作を制

御し ます。 1 個のテキス ト フ ローハン ドルは表の外で使ってはいけません。 デフ ォル ト ： テキス ト

フ ローな し

1. このオプシ ョ ンの最後の指定が優先されます。 すなわち、 同じ行 ・ 列に対するそれ以前の指定は無視されます。
2. よ り厳密には、 最初の表イ ンス タ ンスを配置するために fit_table( ) を呼び出し た時に効いている座標系。
3. 枠の大き さは自動的に算出されます。 オプシ ョ ン リ ス ト で boxsize オプシ ョ ンを与えても無視されます。

表 5.17 add_table_cell( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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> _error ： エラーが発生。 問題に関する詳細を得るには、 get_errmsg( ) を呼び出し ます。

> それ以外の文字列：add_table_cell( ) への呼び出しで return オプシ ョ ンに与えた文字列。

エラー動作は、 errorpolicy パラ メ タ またはオプシ ョ ンで変え る こ と ができ ます。

詳細 表をページに配置し ます。 これ以前に add_table_cell( ) を呼び出し て表にセルを入れてお

く 必要があ り ます。 表全体がはめ込み枠に収ま り き ら ない と きは、 最初の表イ ン ス タ ン ス

が配置されます。 以後こ の関数を呼び出し て、 さ ら なる表イ ン ス タ ン ス を配置し てい く こ

と ができ ます。 表セルの内容は、 以下の順序で配置されます。

> 塗 り ： fill オプシ ョ ンで指定する領域は、 次の順序で塗られます ： table ・ colother ・

colodd・coleven・col#・collast・rowother・rowodd・roweven・row#・rowlast・header・footer。
> 範囲枠の塗 り ： matchbox 定義で定義し た 1 個のセルの領域。

> 内容：指定し たセル内容は、次の順序で配置されます：画像・取 り 込み PDF ページ ・ テ

キス ト フ ロー ・ テキス ト 行 ・ パスオブジェ ク ト ・ 注釈 ・ フ ォームフ ィ ール ド。

> 範囲枠の罫線 ： matchbox 定義で定義し た 1 個のセルの領域。

> 罫線：stroke オプシ ョ ンで指定する線は、stroke オプシ ョ ンの linecap・linejoin サブオプ

シ ョ ンに従って、次の順序で描線されます：other ・horother ・hor# ・ horlast・vertother ・

vert# ・ vertlast ・ frame （横線と縦線の順序は、 firstdraw オプシ ョ ンで変え る こ と がで

き ます。）。 複数の行 ・ 列にわた るセルの中では、 罫線は引かれません。 同様に、 枠線

の装飾を指定し ている範囲枠をつけているセルのまわ り には、線は描線されません （そ

の範囲枠がセル内枠を使っている と き を除き） 。 表の枠線 vert0 ・ hor0 ・ vertN ・ horN
は、 frame を指定し ている と きは無視されます。

> 名前付き範囲枠 ： これらには、 表関数以外の、 注釈 ・ フ ォーム フ ィ ール ド ・ 画像など

をつける こ と ができ ます。

スコープ 一般にはページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ。 ただし、 表がフ ォームフ ィ ール ド か

注釈を含んでいる場合には、 各ス コープが勝 り ます。 た と えば、 フ ォームフ ィ ール ド か注

釈を含んでいる表は、 テンプレー ト 上に配置する こ と ができ ません。

表 5.18 fit_table( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

blind （論理値） true にする と、 すべての計算が行われますが、 出力は作成されません。 組版の結果は、

info_table( ) で調べる こ とができます。 デフ ォル ト ： false

colwidth-
default

（float またはキーワー ド。 1 個の表についての最初の fit_table( ) への呼び出し でのみ意味を持ちま

す） add_table_cell( ) の colwidth オプシ ョ ンが指定されなかった列に対するデフ ォル ト 幅。 このデ

フ ォル ト 幅は、 絶対値と し て、 またはキーワー ド と し て指定する こ とができます （デフ ォル ト ：

auto） ：

auto 幅が指定されなかったすべての列に対し て、 はめ込み枠の幅が均等に分配されます。 結

果と し て、 表ははめ込み枠の幅いっぱいに広がり ます。

最小限の幅を持つ列を生成するには、 小さ な値を与える こ とができます （0.1 など）。 テキス ト 行

かテキス ト フ ローを含むすべての列の幅は自動的に調整されます （PDFlib チュー ト リ アル参照）。

debugshow （論理値） true にする と、 表が高すぎか、 または幅が広すぎか、 またはそのセルが小さすぎのエ

ラーがすべて出な く な り、 かわり にログ記録されます。 できあがる表イ ンス タ ンスは、 表と し て

はおかし く な り ますが、 デバッ グの助けと し て作成されます。 デフ ォル ト ： false
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fill （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） このオプシ ョ ンを使う と、 行 ・ 列に色を塗る こ とができます （1 個

のセルに色を塗るには、 matchbox オプシ ョ ンが使えます。 118 ページ 「6.2 範囲枠」 参照） ：

area （キーワー ド） 塗り たい表の領域。

col# 表の列番号 #

collast 最後の列

coleven 偶数番号の列すべて （add_table_cell( ) の col に従って）

colodd 奇数番号の列すべて

colother 未指定の列すべて

row# 表の行番号 #

rowlast 表イ ンス タ ンスの最後の本体行

roweven 偶数番号の表行すべて （add_table_cell( ) の row に従って）

rowodd 奇数番号の表行すべて

header ヘ ッ ダグループの表行すべて

footer フ ッ タグループの表行すべて

rowother 未指定の本体行すべて

table 表領域全体 （すなわち表の表行すべて）

表 7.2 に従った以下のグラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン も使えます ：

fillcolor ・ shading
例 ：

表の表行すべてを赤 く 塗る ： fill = { {area=table fillcolor={rgb 1 0 0}} }
奇数番号の表行を緑で、 偶数番号の表行を赤で塗る ：
fill = { {area=rowodd fillcolor={rgb 0 1 0}} {area=roweven fillcolor={rgb 1 0 0}} }

firstdraw （キーワー ド） 横線と縦線を生成する順序を指定し ます （デフ ォル ト ： vertlines） ：

horlines 横線をまず生成し ます。

vertlines 縦線をまず生成し ます。

footer （整数） 表の定義における、 終了部 （フ ッ タ） 表行の数。 各表イ ンス タ ンスの下端に現れます。 デ

フ ォル ト ： 0 （フ ッ タ行な し）

gstate （グラ フ ィ ッ ク状態ハン ドル） create_gstate( ) で取得し たグラ フ ィ ッ ク状態のハン ドル。 すべての

表装飾が、 与えるグラ フ ィ ッ ク状態に従います。 セル内容に対し ては効力を持ちません。 デフ ォ

ル ト ： グラ フ ィ ッ ク状態な し （すなわち、 カ レン ト 設定が用いられます）

header （整数） 表の定義における、 開始部 （ヘ ッ ダ） 表行の数。 各表イ ンス タ ンスの上端に現れます。 デ

フ ォル ト ： 0 （ヘ ッ ダ行な し）

horshrinklimit （float またはパーセン ト 値） 表のはめ込み枠に収めるために表を縮める と きに使われる横縮小倍率

の下限か （パーセン ト 値を与える と き）、 または表の幅とはめ込み枠の幅の差の絶対指定 （float を

与える と き）。 デフ ォル ト ： 50%

rewind （-1 ・ 0 ・ 1 のいずれかの整数） 表の状態を、 fit_table( ) を呼び出し たいずれかの時の前の状態に リ

セ ッ ト し ます。 目下、 以下の値が使えます。 デフ ォル ト ： 0。

1 fit_table( ) を最初に呼び出し た時の前の状態へ巻き戻し。

0 表を リ セ ッ ト し ません。

-1 fit_table( ) を最後に呼び出し た時の前 （今回の呼び出しの前） の状態へ巻き戻し。

表 5.18 fit_table( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Function info_table(table As Long, keyword As String) As Double
C# double info_table(int table, String keyword)

も っ と も最近に配置し た表イ ン ス タ ン スに関連する表情報を取得し ます。

table add_table_cell( ) を呼び出し て取得し た有効な表ハン ド ル。 この表ハン ド ルは、 少

な く と も 1 回は fit_table( ) を呼び出す と きに使っている必要があ り ます。なぜな ら戻 り 値

は、 表イ ン ス タ ン ス をページに配置し た後にのみ意味を持つからです。

keyword ほしい情報を表 5.19 に従って指定し たキーワード。

rowheight-
default

（float またはキーワー ド。 1 個の表についての最初の fit_table( ) への呼び出し でのみ意味を持ちま

す） add_table_cell( ) の rowheight オプシ ョ ンが指定されなかった表行に対するデフ ォル ト 高さ。 こ

のデフ ォル ト 高さは、 絶対値と し て、 またはキーワー ド と し て指定する こ とができます （デフ ォ

ル ト ： auto） ：

auto 高さが指定されなかったすべての表行に対し て、 はめ込み枠の高さが均等に分配されま

す。 結果と し て、 表ははめ込み枠の高さいっぱいに広がり ます。

最小限の高さ を持つ表行を生成するには、 小さ な値を与える こ とができます （0.1 など）。 テキス

ト 行かテキス ト フ ローを含むすべての表行の高さは自動的に調整されます （PDFlib チュー ト リ ア

ル参照）。

showcells （論理値） true にする と、 各セル内枠の辺がカ レン ト グラ フ ィ ッ ク状態を使って描線されます。 デ

フ ォル ト ： false

showgrid （論理値） true にする と、 すべての列と行の縦 ・ 横の境界が描線されます。 デフ ォル ト ： false

stroke （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） このオプシ ョ ンを使う と、 セルの辺に描線を作成する こ とができま

す ：

line （キーワー ド） 描線し たい表の線。

vert# 列番号 # の右の辺の縦線。 vert0 は表の左の辺

vertfirst 最初の縦線 （vert0 と同義）

vertlast 最後の縦線

vertother 未指定の縦線すべて

hor# 表行番号 # の下の辺の横線。 row0 は表の上の辺

horfirst 表イ ンス タ ンスの最初の横線

horother 未指定の横線すべて

horlast 表イ ンス タ ンスの最後の横線

frame 表の外辺

other 指定し ていない線すべて

表 7.2 に従った以下のグラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン も使えます ：

dasharray ・ dashphase ・ linecap ・ linejoin ・ linewidth ・ strokecolor
例 ：

すべての線を黒で線幅 1 で描線 ： stroke = {line=other}

外辺の線を線幅 0.5 で描線 ： stroke = { {line=frame linewidth=0.5} }
外辺の線を線幅 0.5 で、 他の線すべてを線幅 0.1 で描線 ：
stroke = { {line=frame linewidth=0.5}  {line=other linewidth=0.1} }

vertshrink-
limit

（float またはパーセン ト 値） 表のはめ込み枠に収めるために表を縮める と きに使われる縦縮小倍率

の下限か （パーセン ト 値を与える と き）、 または表の高さ とはめ込み枠の高さの差の絶対指定

（float を与える と き）。 デフ ォル ト ： 90%

表 5.18 fit_table( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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戻り値 keyword で要求し た何らかの表特性の値。 この関数はブラ イ ン ド モード であって も、 正し

い位置情報を返し ます。

スコープ オブジ ェ ク ト 以外の任意

VB  RB Sub delete_table(table As Long, optlist As String)
C# void delete_table(int table, String optlist)

表 と、 関連するすべてのデータ構造を削除し ます。

table add_table_cell( ) を呼び出し て取得し た有効な表ハン ド ル。

optlist ク リ ーンア ッ プオプシ ョ ンを表 5.20 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

詳細 この関数で削除し なかった表は、カレン ト の文書ス コープを終え る と自動的に削除されま

す。

スコープ 任意

表 5.19 info_table( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

boundingbox 表イ ンス タ ンスの外接枠をユーザー座標で表し たものを内容と し て持つパスのハン ドル、 または -

1

firstbodyrow も っ と も最近に配置し た表イ ンス タ ンスの最初の本体行の番号

height 表イ ンス タ ンスの高さ

horboxgap 表イ ンス タ ンスの幅とはめ込み枠の幅の差。 表を縮めなければならなかった と きは、 この値はは

め込み枠の幅からの逸脱を示し ます （すなわち負の値）。

horshrinking 計算された表幅に対する横縮小倍率をパーセン ト 値と し て表し たもの。 表を横に縮めなければな

らなかった と きは、 この値は縮小比を示し ますが、 そ う でなければ 100 にな り ます。

lastbodyrow も っ と も最近に配置し た表イ ンス タ ンスの最後の本体行の番号

returnreason 返った原因の文字列番号

rowcount も っ と も最近に配置し た表イ ンス タ ンスの表行の数 （ヘ ッ ダ ・ フ ッ タ を含む）

rowsplit 最後の行を分割し なければならなかった と きは 1、 そ う でなければ 0

vertboxgap 表イ ンス タ ンスの高さ とはめ込み枠の高さの差。 表を縮めなければならなかった と きは、 この値

ははめ込み枠の高さからの逸脱を示し ます （すなわち負の値）。

vert-
shrinking

計算された表の高さに対する縦縮小倍率をパーセン ト 値と し て表し たもの。 表を縦に縮めなけれ

ばならなかった と きは、 この値は縮小比を示し ますが、 そ う でなければ 100 にな り ます。

width 表イ ンス タ ンスの幅

x1 ・ y1 ・ …

x4 ・ y4
表枠の隅の座標を、 左下隅から反時計回り に、 ユーザー座標で表し たもの

xvertline# 番号 # の縦線の x 座標。 xvertline0 は表の左の辺。

yhorline# 番号 # の横線の y 座標。 yhorline0 は表の上の辺。
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表 5.20 delete_table( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

keephandles （論理値） false にする と、 add_table_cell( ) の textflow ・ image ・ pdipage オプシ ョ ンに与えたハン

ドルがすべて自動的に削除されます。 デフ ォル ト ： false
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6 オブジ ェ ク ト のはめ込みと範囲枠

6.1 オブジ ェ ク ト のはめ込み
PDFlib のはめ込みアルゴ リ ズムは、 矩形のグ ラ フ ィ ッ ク オブジェ ク ト を、 点に、 または横

線か縦線に、 あ るいは矩形に相対的に配置し ます。 このはめ込みアルゴ リ ズムはい く つか

の関数に実装されています ：

> fit_textline( ) ・ info_textline( )
> fit_image( ) ・ info_image( )
> fit_pdi_page( ) ・ info_pdi_page( )
> draw_path( ) ・ info_path( )
> add_table_cell( ) （fittextline・ fitimage・ fitpdipage・ fitpath オプシ ョ ンに対するオプシ ョ

ン リ ス ト を通じ て）
> fit_table( )
> fill_*block( )

注 テキス ト フ ローに対するはめ込みオプシ ョ ン群は若干異な っ ていますので、 こ こ ではな

く 、 85 ページ 「5.3 テキス ト フ ローによる複数行テキス ト 」 で記し ています。

表 6.1 に、 これらのはめ込み関数に与え る こ と のでき るはめ込みオプシ ョ ンを挙げます。

すべてのオプシ ョ ンがすべての関数で利用でき るわけではな く 、 ま た、 い く つかのオプ

シ ョ ンの動作は関数によ って若干変わ り ます。 詳し く は表 6.1 を参照。 以下のオプシ ョ ン

がはめ込みオプシ ョ ンのグループを形成し ます ：

alignchar ・ boxsize ・ dpi ・ fitmethod ・ margin ・ matchbox ・ minfontsize ・ orientate ・

position ・ refpoint ・ rotate ・ scale ・ stamp ・ showborder ・ shrinklimit

オブジ ェ ク ト 枠 すべての場合において、はめ込みアルゴ リ ズムは、配置するオブジェ ク

ト を囲む最小の矩形を算出し ます。 この矩形をオブジ ェ ク ト 枠と呼びます。 これは、 オブ

ジェ ク ト の種類に応じ て変え る こ と ができ ます ：

> テキ ス ト 行 （fit/info_textline( ) ・ 一行テキ ス ト ブロ ッ ク ・ 表セル） ： オブジェ ク ト 枠の

デフ ォル ト 幅はテキ ス ト の幅であ り 、 テキ ス ト 枠のデフ ォル ト 高さは、 選択し たフ ォ

ン ト の capheight です。 これは、 matchbox オプシ ョ ンの boxheight サブオプシ ョ ンで

変える こ と もでき ます。

> 画像と テンプレー ト （fit/info_image( ) ・ イ メ ージブロ ッ ク ・ 表セル） ： matchbox オプ

シ ョ ンの clipping サブオプシ ョ ンを用いて、 オブジェ ク ト の一部分をオブジェ ク ト 枠

と し て定義する こ と ができ ます。 TIFF ・ JPEG 画像に ク リ ッ ピ ングパスがあ る場合に

は、 matchbox オプシ ョ ンの innerbox サブオプシ ョ ンを設定する と、 それを囲む、 辺

が座標軸に平行な最小の矩形がオブジェ ク ト 枠と し て用いられます。

> 取 り 込み PDF ページ （fit/info_pdi_page( )・PDF ブロ ッ ク ・表セル）：matchbox オプシ ョ

ンの clipping サブオプシ ョ ンを用いる と、 オブジェ ク ト の一部分をオブジェ ク ト 枠 と

し て用いる こ と ができ ます。

> パスオブジ ェ ク ト （draw/info_path( ) ・ 表セル） ： パス を囲む、 辺が座標軸に平行な最

小の矩形がオブジェ ク ト 枠と し て用いられます。 オブジェ ク ト 枠は、 boxsize ・ position
オプシ ョ ンの値がゼロでない と きにのみ算出されます。

> 表イ ン ス タ ン ス （fit_table( )) ： 表イ ン ス タ ン ス を囲む、 辺が座標軸に平行な最小の矩形

がオブジェ ク ト 枠と し て用いられます。
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参照点 参照点は、 オブジェ ク ト 枠を配置するためのアンカー と し て用いられます。 これ

は以下のよ う に定義されます ：

> fit_*( ) ・ draw_path( ) の場合 ： 関数の引数 x ・ y。

> info_*( ) の場合：点 (0, 0)。 info_path( ) ではこのほかに、 refpoint オプシ ョ ンを用いて参

照点を指定する こ と も でき ます。

> add_table_cell( ) ・ fit_table( ) ・ fill_*block( ) の場合 ： 表セル ・ 表イ ン ス タ ン ス ・ PDFlib ブ

ロ ッ ク の左下隅。 fill_*block( ) ではこ のほかに、 refpoint オプシ ョ ンを用いて参照点を

指定する こ と も でき ます。

はめ込み枠と参照線分 オブジ ェ ク ト 枠がその中に配置さ れる矩形を、 はめ込み枠 と 呼

びます。 これは参照点 (x, y) をその左下隅と し、 その寸法は boxsize オプシ ョ ンの 2 個の値

で指定されます ：

lower left corner = (x, y)
upper right corner = x + boxsize[0], y + boxsize[1] （topdown=falseのとき）

upper right corner = x + boxsize[0], y - boxsize[1] （topdown=trueのとき）

上述の定義に加えて、 はめ込み枠は以下のよ う に変更する こ と もでき ます ：

> テキス ト 行 ： はめ込み枠は margin オプシ ョ ンで縮める こ と も でき ます。

> 表セル ： はめ込み枠は、 セル内枠、 すなわち、 margin* オプシ ョ ン群によ って変更を受

けたセル枠によ って定義されます。

> 表イ ン ス タ ン ス ： はめ込み枠は引数 llx/lly/ury/ury によ って定義されます。

> PDFlibブロ ッ ク：はめ込み枠はデフ ォル ト ではブロ ッ ク のRectプロパテ ィ によ って定義

されますが、 refpoint ・ boxsize オプシ ョ ン （一方のみでも両方でも） で変更する こ と も

でき ます。

上記の う ち後半 3 つの場合には、 はめ込み枠はつねに得られます。 それ以外の場合には、

はめ込み枠は、boxsizeオプシ ョ ンにゼロでない2個の値を指定し た と きにのみ得られます。

boxsize[0]=0 の と き、枠は 1 本の縦線へ縮退し ます。はめ込みアルゴ リ ズムはオブジェ

ク ト 枠を、 こ の線分に対し て相対的に配置し ます。 同様に、 boxsize[1]=0 の と き、 枠は、

結果 と し てでき る横線に対し て相対的に配置されます。 こ の縦線または横線を、 参照線分

と呼びます。

オブジ ェ ク ト 枠を配置 オブジェ ク ト 枠は、 さ まざまな方式で配置する こ と ができ ます：

> はめ込み枠が得られない と き、 オブジェ ク ト は参照点に対し て相対的に配置されます

（表セル ・ 表イ ン ス タ ン ス ・ PDFlib ブロ ッ ク の場合を除 く ） ： オブジェ ク ト 枠の左下隅

が参照点の位置に置かれます。 position オプシ ョ ンを使 う と、 オブジェ ク ト 枠内のそれ

以外の点を選ぶこ と も でき ます。 た と えば、 position=center にする と、 オブジェ ク ト

枠の中心点が参照点の位置に置かれます。

scale オプシ ョ ンは、 画像 ・ テンプレー ト ・ パスオブジェ ク ト ・ 取 り 込み PDF ページに

対し て効力を持ちます。 dpi オプシ ョ ンは、 画像に対し て効力を持ちます。 fitmethod
オプシ ョ ンはこの場合無視されます。

パスオブジェ ク ト ： position={0 0} にする と、 外接枠は算出されず、 パスオブジェ ク ト

の原点が参照点の位置に置かれます。

> 参照線分に対し て相対的に （表セル・表イ ン ス タ ン ス ・PDFlib ブロ ッ ク の場合を除 く ）：

これは、 上述のよ う にオブジェ ク ト を参照点に対し て相対的に配置する場合 と 同様に

動作し ます。 これに加えて、 position オプシ ョ ン も、 参照点 と し て作用する線分上の点

を定義し ます。
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> はめ込み枠に対し て相対的に ： fitmethod オプシ ョ ンは、 オブジェ ク ト 枠をはめ込み枠

内 に 強 制 的 に 収 め る か ど う か、 お よ び ど の よ う に 収 め る か を 指 定 し ま す。

fitmethod=nofit にす る と、 はめ込み枠へ収め る た めの動作は何 も 行われ ま せん。

fitmethod のそれ以外の値は、 表 6.2 に従って具体的なはめ込みアルゴ リ ズムを定義し

ます。

こ の場合は、 scale ・ dpi オプシ ョ ンは無視され、 margin ・ shrinklimit ・ showborder オプ

シ ョ ンは効力を持ちます。

オブジ ェ ク ト 枠の左下隅が、 はめ込み枠の左下隅の位置に置かれます。 position オプ

シ ョ ンを用いる と、 オブジ ェ ク ト 枠内のそれ以外の点 と、 同時にそれに対応するはめ

込み枠内の点を選ぶこ と ができ ます。 た と えば、 position=center は、 オブジェ ク ト 枠

の中心点をはめ込み枠の中心点の位置に置き ます。

表 6.1 さ まざまな関数のはめ込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

align （float 2 個のリ ス ト 。 パスオブジ ェ ク ト のみ） パスオブジ ェ ク ト の回転を定義する方向ベク ト ルの

座標をユーザー座標で指定し ます。 パスオブジ ェ ク ト の座標系の x 方向が、 指定し たベク ト ルと

平行にな り ます。 座標は両方と も 0 であってはいけません。 こ こ で算出された回転が、 orientate
オプシ ョ ンで定義される回転に加えられます。 デフ ォル ト ： {1 0}、 すなわち追加の回転な し

alignchar （Unichar またはキーワー ド。 テキス ト 行のみ） 指定し たキャ ラ ク タがテキス ト 内に見つかった と

きは、 その左下隅が参照点の位置に置かれます。 orientate=north または south の横書きテキス ト

については、 position オプシ ョ ンで与える 1 番目の値が位置を定義し ます。 orientate=west また

は east の縦書きテキス ト については、 position オプシ ョ ンで与える 2 番目の値が位置を定義し ま

す。

このオプシ ョ ンが存在する と き、 組版されたテキス ト ははめ込み枠からはみ出す可能性があ り ま

す。 このオプシ ョ ンは、 指定し た整列キャ ラ ク タがテキス ト 内に存在し ない と きは無視されます。

指定し たキャ ラ ク タがフ ォ ン ト またはエン コーデ ィ ング内に見つからないと きは、

glyphcheck=error であれば例外が発生し ます。 glyphcheck がそれ以外の値であれば、 alignchar

オプシ ョ ンは、 キャ ラ ク タが得られないと きには警告を出さずに無視されます。

値 0 とキーワー ド none は整列キャ ラ ク タ をな しにし ます。 指定し た fitmethod が適用されます

が、 ただ し alignchar の強制位置合わせのために、 テキス ト ははめ込み枠内には配置できません。

デフ ォル ト ： none

attachment-
point

（文字列。 パスオブジ ェ ク ト のみ） 取付点の名前 ： fitmethod=nofit にする と、 パスオブジ ェ ク ト

は、 指定し た取付点が参照店の位置になるよ う配置されます。 デフ ォル ト ： パスオブジ ェ ク ト の

原点

blind （論理値） true の場合、 出力は生成されませんが、 すべての計算は実行され、 その組版結果を適切

な関数 info_*( ) でチ ェ ッ クできます。 デフ ォル ト ： false

boxsize （float のリ ス ト 。 表では不可） オブジ ェ ク ト （rotate オプシ ョ ンに従って回転されている場合もあ

る） がそれに対し て相対的に配置されるはめ込み枠の幅と高さ。 はめ込み枠の左下隅が、 参照点

(x, y) の位置に置かれます。 オブジ ェ ク ト の配置は、 position ・ fitmethod オプシ ョ ンによ って

制御されます。 幅 =0 にする と高さのみが考慮され、 高さ =0 にする と幅のみが考慮されます。 こ

れらの場合には fitmethod オプシ ョ ンは無視され、 オブジ ェ ク ト は position オプシ ョ ンに従っ

て、 (x, y) から (x, y+ 高さ ) （あるいは上から下への座標系では (x, y- 高さ )） の縦線に対し

て、 または (x, y) から (x+ 幅 , y) の横線に対し て相対的に配置されます。

ブロ ッ クの場合のデフ ォル ト ： ブロ ッ クの Rect プロパテ ィ の幅と高さ

それ以外のすべてのはめ込み関数でのデフ ォル ト ： {0 0}
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dpi （float のリ ス ト 。 画像のみ） 求める横方向と縦方向の画像解像度を イ ンチあた り ピ クセル数で指定

し た 1 個か 2 個の値。 このオプシ ョ ンは、 画像内のピ クセル数を変える （ダウンサンプ リ ング）

わけではあ り ません。 値を 1 個だけ指定する と、 それは両方の方向に対し て用いられます。 値 0

にする と、 画像の内部解像度がも し得られればそれが用いられ、 そ う でないなら 72 dpi と な り ま

す。 キーワー ド internal はゼロ と同等です。 このオプシ ョ ンによ って生じ る拡縮は、 カ レン ト

ユーザー座標系に対し て相対的にな り ます。 すなわち、 座標系が拡縮されている と きは、 最終的

な物理解像度は与えた値とは異なる ものにな り ます。 scale オプシ ョ ンが、 この dpi 値に加えて適

用されます。

このオプシ ョ ンは、 fitmethod オプシ ョ ンにキーワー ド auto ・ meet ・ slice ・ entire のいずれかを

つけて与えている と きには無視されます。 デフ ォル ト ： internal

fitmethod （キーワー ド） 指定し たはめ込み枠内にオブジ ェ ク ト を収めるために用いる方式。 使えるキーワー

ドは表 6.2 参照。 nofit 以外のキーワー ドは、 はめ込み枠を指定し ていない と きには無視されま

す。

デフ ォル ト ： テキス ト フ ローの場合は clip、 表 ・ パスオブジ ェ ク ト の場合は meet、 それ以外の場

合は nofit

margin （float のリ ス ト 。 テキス ト 行のみ） はめ込み枠の横と縦の追加の縮小を記述し た 1 個か 2 個の float

値。 デフ ォル ト ： 0

matchbox （オプシ ョ ン リ ス ト 。 パスオブジ ェ ク ト では不可） 表 6.3 に従った、 範囲枠を生成するためのオプ

シ ョ ン リ ス ト

minfontsize （float またはパーセン ト 値。 テキス ト フ ローのみ） fitmethod=auto で shrinklimit を超えた と きに

テキス ト をはめ込み枠に収めるために縮小する際の最小許容文字サイズ。 ユーザー座標で、 また

ははめ込み枠の高さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 この下限に達し た と きは、 テキス ト は、

指定し た minfontsize を文字サイズと し て生成されます。 デフ ォル ト ： 0.1%

orientate （キーワー ド または float。 表では不可） オブジ ェ ク ト に対し て求める、 カ レン ト 座標系に対する相

対的な向き を指定し ます。 デフ ォル ト ： north。

パスオブジ ェ ク ト の場合には、 任意の回転角 （度単位で） を指定する こ と もできますが、 それ以

外の種類のオブジ ェ ク ト の場合にはできません。 パスオブジ ェ ク ト の境界枠は、 そのパスオブ

ジ ェ ク ト を回転させた後に算出されます。 すべての関数で、 以下のキーワー ドが使えます （それ

ぞれ同等の角度を括弧内に示し ます） ：

north 直立 （0）

east 右倒し （270）

south 倒立 （180）

west 左倒し （90）

表 6.1 さ まざまな関数のはめ込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明



6.1  オブジ ェ ク ト のはめ込み 115

position （float かキーワー ドのリ ス ト ） 参照点 ・ 参照線分 ・ はめ込み枠のいずれかに対するオブジ ェ ク ト 枠

の相対的な位置を指定し た 1 個か 2 個の値。 これらの値は、 オブジ ェ ク ト 枠内の位置を指定し ま

す。 横位置を枠の幅に対するパーセン ト 値と し て （1 番目の値）、 縦位置を枠の高さに対するパー

セン ト 値と し て （2 番目の値） 定義し ます。 この指定し た位置が、 参照点か、 参照線分上の点か、

はめ込み枠内の点の位置に置かれます。 値はパーセン ト 値を表し ていますが、 パーセン ト 記号な

し で指定する必要があ り ます。 負の値も許されます。 両方の値が等しいと きは、 値を 1 個だけ与

えれば充分です。 デフ ォル ト ： 通常は {0 0}、 ただ し表の場合は {0 100}

例 ：

{0 0} オブジ ェ ク ト 枠の左下隅が、 参照点か、 参照線分の始点か、 はめ込み枠の左下隅の位置

に置かれます。

{100 100} オブジ ェ ク ト 枠の右上隅が、 参照点か、 参照線分の終点か、 はめ込み枠の右上隅の位置

に置かれます。

キーワー ド left ・ center ・ right （x 方向で） または bottom ・ center ・ top （y 方向で） を、 値 0 ・

50 ・ 100 と同等なものと し て用いる こ とができます。 キーワー ド を 1 個だけ指定する と、 も う 1 つ

の方向でそれに対応するキーワー ドが追加されます。 例 ：

{left center}  または {0 50} 左揃え

{center}  または {50 50} 縦横中央揃え

{right center}  または {100 50} 右揃え

テキス ト 行のみ ： キーワー ド auto を、 リ ス ト の 1 番目の値と し て用いる こ と もできます。 これ

は、 テキス ト の筆記方向が右書きの場合 （アラ ビア文字 ・ ヘブ ラ イ文字等） には right を意味し、

そ う でない場合 （ラ テン文字等） には left を意味し ます。

refpoint （float のリ ス ト 。 fill_*block( ) ・ info_path( ) のみ） ブロ ッ ク内容またはパスをはめ込む際の参照点を

ユーザー座標で指定し ます。

fill_*block( ) の場合のデフ ォル ト ： ブロ ッ クの Rect プロパテ ィ によ って定義される矩形の左下隅

info_path( ) の場合のデフ ォル ト ： {0 0}

rotate （float。 表 ・ 表セル ・ パスオブジ ェ ク ト では不可） 参照点を中心と し、 指定し た値を、 回転角を度

単位で表し たものと し て、 座標系を回転し ます。 これによ って、 はめ込み枠とオブジ ェ ク ト が回

転されます。 この回転は、 オブジ ェ ク ト が配置された時点で リ セ ッ ト されます。 デフ ォル ト ： 0

scale （float のリ ス ト 。 画像 ・ テンプレー ト ・ 取り込み PDF ページ ・ パスオブジ ェ ク ト のみ） オブジ ェ

ク ト を、 参照点を中心と し て、 横方向と縦方向で指定し た倍率 （パーセン ト 値ではな く ） で拡縮

し ます。 両方の倍率が等しいと きは、 値を 1 個だけ指定すれば充分です。 このオプシ ョ ンは、

fitmethod オプシ ョ ンにキーワー ド auto ・ meet ・ slice ・ entire のいずれかをつけて与えている と

きには無視されます。 デフ ォル ト ： {1 1}

stamp （キーワー ド。 テキス ト 行のみ。 boxsize が指定されていないと きは無視されます） このオプシ ョ

ンを使う と、 boxsize オプシ ョ ンで指定する枠の対角線上に最大限の大き さのス タ ンプを生成する

こ とができます。 よ り具体的には、 このテキス ト ははめ込み枠内に対角線上に配置されます。 テ

キス ト 枠の大き さは、 それがはめ込み枠を可能な限り覆いつつもそのテキス ト 枠の縦横比を保持

するよ う に選ばれます （すなわち、 ス タ ンプを構成するテキス ト は可能な限り大き く な り ます）。

オプシ ョ ン fontsize ・ fitmethod ・ position は無視されます。 オプシ ョ ン orientate=west と

=east は何の意味も持ちません （north ・ south のみ）。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： none） ：

ll2ur ス タ ンプは、 左下隅から右上隅への対角線に沿って置かれます。

ul2lr ス タ ンプは、 左上隅から右下隅への対角線に沿って置かれます。

none ス タ ンプは作成されません。

表 6.1 さ まざまな関数のはめ込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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showborder （論理値） true にする と、 はめ込み枠の境界がカ レン ト グラ フ ィ ッ ク状態を用いて描線されます。

ス タ ンプを生成し ている と きは、 ス タ ンプの境界枠も描線されます。 これは開発やデバッ グの際

に有用で し ょ う。 デフ ォル ト ： false

shrinklimit （float またはパーセン ト 値。 テキス ト 行のみ） fitmethod=auto でテキス ト を収めるために適用され

る長体比率の下限。 デフ ォル ト ： 0.75

表 6.1 さ まざまな関数のはめ込みオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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表 6.2 さ まざまな関数の fitmethod オプシ ョ ンのキーワー ド一覧。 テキス ト 行に対する各キーワー ドの典型的効果

をあわせて図示。 fontsize オプシ ョ ンにはすべての図で同じ値を用いています。

キーワー ド 説明

auto （テキス ト 行のみ。 それ以外の種類のオブジ ェ ク ト ： meet と同じ動

作） この方式は、 テキス ト 枠をはめ込み枠内に自動的に収めよ う と

試みます。

具体的には ： テキス ト がはめ込み枠内に収ま っている と きは nofit
と同じ です。 そ う でない と きは、 テキス ト を横に縮めて （つぶし て）

はめ込み枠に収まるよ う縮小倍率が算出されます。 算出された倍率

が shrinklimit オプシ ョ ンよ り も小さい と きは、 meet 方式が適用さ

れ、 すなわち、 テキス ト が収まるまで、 または minfontsize の値に

達するまで文字サイズが縮小されます。

clip オブジ ェ ク ト を置き、 はめ込み枠の辺で図形的に切り落と し ます。

fit_table( ) ： 算出された表枠は、 はめ込み枠の下辺で論理的に切り落

と され、 次のはめ込み枠へ続 く こ とができます。 論理的切り落と し

は、 fit_textflow( ) と同様であ り、 fit_image( ) 等での図形的切り落と し

とは異な り ます。 表枠は、 はめ込み枠内で position オプシ ョ ンに

従って配置されます。

entire オブジ ェ ク ト 枠を、 はめ込み枠全体を覆う よ う に拡縮し ます。 一般

に、 この方式ではオブジ ェ ク ト はつぶされます。 position オプシ ョ

ンは何ら効力を持ちません。

fit_table( ) ： clip に似ています。 表枠がはめ込み枠よ り も小さいと きは、 表枠がはめ込み枠全体を

覆う まで、 表枠のセル群が一様に拡大されます （セルの内容は拡大されません）。

meet オブジ ェ ク ト を position オプシ ョ ンに従って置き、 はめ込み枠内に

まるご と収まるよ う、 縦横比を保って拡縮し ます。 一般に、 オブ

ジ ェ ク ト 枠の少な く と も 2 つの辺が、 対応するはめ込み枠の辺と重

なる こ とにな り ます。

fit_table( ) ： clip に似ています。 表枠がはめ込み枠よ り も小さいと きは、 表の横辺か縦辺がはめ込

み枠に重なるまで、 表枠のセル群が一様に拡大されます （セルの内容は拡大されません）。

nofit オブジ ェ ク ト を置 く だけです。 scale ・ dpi が画像に適用されます。

fit_table( ) ： 表が、 無限の高さ を持つ仮想的なはめ込み枠に対し て算

出されます。 表枠ははめ込み枠内に、 position オプシ ョ ンに従って

配置されます。 列と表行のデフ ォル ト のサイズは、 指定し たはめ込

み枠の高さに対し て相対的にな り ます。 表を blind モー ド で組版するには fitmethod=nofit を推

奨し ます。

slice オブジ ェ ク ト を position オプシ ョ ンに従って置き、 はめ込み枠全体

を覆う よ う に、 かつオブジ ェ ク ト の少な く と も 1 つの方向でははめ

込み枠内にち ょ う ど収まるよ う、 縦横比を保って拡縮し ます。 一般

に、 オブジ ェ ク ト のも う 1 つの方向でははめ込み枠から一部分がは

み出すので、 その分は切り落と されます。

fit_table( ) ： clip に似ています。 表枠がはめ込み枠よ り も小さいと きは、 はめ込み枠全体が表枠に

よ って覆われるまで、 表枠のセル群が、 縦横比を保って一様に拡大されます （セルの内容は拡大

されません）。 表枠ははめ込み枠内に、 position オプシ ョ ンに従って配置されます。 表枠のう ち、

はめ込み枠からはみ出し た部分は、 はめ込み枠の辺で図形的に切り落と されます。

Kraxi Systems

Kraxi Systems

Kraxi Systems

Kraxi Sys

Kraxi Systems

Kraxi Systems

Kraxi Systems

Kraxi S
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6.2 範囲枠
範囲枠は、 それ専用の関数で定義するのではな く 、 実際の要素を作成する関数を呼び出す

に、 matchbox オプシ ョ ンで定義し ます。

> テキス ト 行 ： fit_textline( ) ・ fill_textblock( ) で textflow=false
> テキス ト フ ロー ： add/create_textflow( ) ・ fill_textblock( ) で textflow=true
> 取 り 込み PDF ページ ： fit_pdi_page( ) ・ fill_pdf_block( )
> 画像 ・ テンプレー ト ： fit_image( ) ・ fill_image_block( )
> 表セル ： add_table_cell( )

範囲枠は、 これらの関数の matchbox オプシ ョ ンで定義されます。 このオプシ ョ ンには、

以下のサブオプシ ョ ンが使え るオプシ ョ ン リ ス ト を与えます ：

> 表 7.2 に従ったグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン群 ：

borderwidth・dasharray・dashphase・fillcolor・gstate・linecap・linejoin・shading・strokecolor
> 表 6.3 に従った範囲枠制御オプシ ョ ン群

範囲枠に対応する矩形の詳細は、 info_matchbox( ) で取得でき ます。

表 6.3 さ まざまな関数の matchbox オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

boxheight （要素 2 個のリ ス ト 。 各要素は正の float かキーワー ド。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローのみ） テキス

ト 枠の縦の長さ を定義し ます。 ベースラ イ ンの上と下の長さについて、 値 2 個を数値かキーワー

ド で指定する こ とができます ：

none （長さゼロ） ・ xheight ・ descender ・ capheight ・ ascender ・ fontsize ・ leading ・ textrise

テキス ト フ ローの場合、 範囲枠の先頭のテキス ト に対応する値が使われます。

デフ ォル ト ： {capheight none}

boxwidth （float またはパーセン ト 値。 テキス ト フ ローのみ） 範囲枠の幅を、 ユーザー座標で、 または枠の高

さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 このオプシ ョ ンを与える と、 matchbox オプシ ョ ン と、 次

の部分テキス ト か matchbox end 指定との間に、 指定し た幅の横アキが挿入されます。 これは、 テ

キス ト フ ローの中に、 画像 ・ テンプレー ト ・ PDF ページを挿入するためのアキを確保し たいと き

に便利です。 デフ ォル ト ： 0

clipping （矩形、 またはパーセン ト 値 4 個。 画像 ・ 取り込み PDF ページのみ。 innerbox オプシ ョ ンを指定

し ている と きは無視されます） 画像またはページの中のどの部分が見えるよ う にするかを指定す

る矩形の左下隅と右上隅の座標。 画像の場合、 この切り抜き矩形は、 ピ クセル単位で、 または幅 ・

高さに対するパーセン ト 値で指定できます。 PDF ページの場合、 この切り抜き矩形は、 デフ ォル

ト 単位で、 またはそのページの CropBox の幅 ・ 高さに対するパーセン ト 値で指定できます。 デ

フ ォル ト ： {0% 0% 100% 100%}

create-
wrapbox

（論理値。 テキス ト フ ローのみ） true にする と、 範囲枠を構成する 1 個ないし複数の矩形が算出さ

れた後に、 それらが回り込み枠と し てテキス ト フ ロー内へ挿入されます。 その範囲枠の入ってい

る行の後に続 く 行群は、 その矩形を回り込みます。 デフ ォル ト ： false

doubleadapt true にする と、 2 番目の線の始点と終点が、 1 番目の線に合わせて調整されます。 そ う でなけれ

ば、 2 番目の線は、 doubleoffset の分だけ短 く 、 または長 く な り ます。 デフ ォル ト ： true

doubleoffset （float） 0 以外にする と、 内側の範囲枠矩形の境界のまわりの線が二重にな り ます。 2 番目の線は、

元の線に対し て、 指定し た変位を持ちます。 変位を正の値にする と、 線は範囲枠矩形の外側に描

かれ、 負の値にする と内側に描かれます。 デフ ォル ト ： 0 （すなわち一重線）
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drawleft
drawbottom
drawright
drawtop

（論理値） true にする と、 borderwidth を 0 よ り大きい値に設定し ているなら、 矩形のそれぞれの

境界が描かれます。 デフ ォル ト ： true

end （論理値。 テキス ト フ ローのみ） 範囲枠の終了を指定し ます。 true にする と、 カ レン ト の

matchbox 定義に対する他のすべてのオプシ ョ ンは無視されます。 テキス ト フ ロー内の範囲枠は入

れ子にできません。 テキス ト フ ローの範囲枠の幅は、 boxwidth オプシ ョ ン （指定し ていれば） と、

matchbox オプシ ョ ン と matchbox= end オプシ ョ ンではさんだテキス ト の視覚的長さによ って定義

されます。 この end オプシ ョ ンを指定し ていないと きは、 範囲枠は、 テキス ト フ ローの末尾キャ

ラ ク タの後に終了し ます。

exceedlimit （float またはパーセン ト 値。 テキス ト フ ローのみ） 範囲枠がはめ込み枠の下辺または右辺からはみ

出すこ と を許す上限を、 ユーザー座標で、 または範囲枠の高さに対するパーセン ト 値で指定し ま

す。 指定し た上限を超える と きは、 fit_textflow( ) は _boxfull を返し ます。 この場合、 残りのテキ

ス ト と範囲枠は次のはめ込み枠へ続 く こ とができます。 デフ ォル ト ： 0、 すなわち範囲枠が枠内に

完全に収まる必要があ り ます。

innerbox （論理値。 表セルと TIFF ・ JPEG 画像のみ） 表セル ： true にする と、 セルに対し て定義し ている余

白の分だけセル枠が縮小されます。 そ う でなければセル枠全体が用いられます。

TIFF ・ JPEG 画像 ： true にする と、 画像にク リ ッ ピングパスがある と きは、 画像全体でな く 、 その

ク リ ッ ピングパスの外接枠が使われます。

デフ ォル ト ： false

margin （float またはパーセン ト 値） 範囲枠の矩形に対する追加の余白を、 ユーザー座標系で （0 以上にす

る必要があ り ます）、 または矩形の幅か高さに対するパーセン ト 値で （100% 未満にする必要があ り

ます） 指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 offset* を指定し ている辺については無視されます。 デ

フ ォル ト ： 0

name （名前文字列） 範囲枠の名前。 この名前を付けた範囲枠がすでにある と きは、 同じ名前の矩形がも

う 1 個作られます。 ですので、 1 個の範囲枠が複数の矩形から成る場合があ り えます。 この名前は

info_matchbox( ) で使えます。 さ まざまな関数で、 usematchbox オプシ ョ ンを使って、 範囲枠の矩形

（群） を参照する こ とができます。 た と えば create_annotation( ) で注釈を追加する こ とができます。

範囲枠の名前は、 カ レン ト ページを終えるまで使えます。 デフ ォル ト ： 名前な し

offsetleft
offsetbottom
offsetright
offsettop

（float またはパーセン ト 値） 算出された矩形から、 求める枠への、 左 ・ 右 ・ 下 ・ 上辺のユーザー定

義の変位。 値は、 ユーザー座標で、 または矩形の幅 （offsetleft/offsetright の場合） か高さ

（offsetbottom/offsettop の場合） に対するパーセン ト 値で指定し ます。 負の値も可能で、 範囲枠

を拡げるために用いる こ とができます。 offsetleft/offsetbottom のデフ ォル ト ： margin。
offsetright/offsettop のデフ ォル ト ： -margin

openrect （論理値。 テキス ト フ ロー ・ 表セルのみ） テキス ト フ ロー ： true にする と、 範囲枠矩形が次行へ分

割される と き、 前の矩形の右辺と、 後の矩形の左辺を描きません。 表セル ： true にする と、 表行

が次の表イ ンス タ ンスへ分割される と き、 前の部分の下辺と、 後の部分の上辺を描きません。 デ

フ ォル ト ： false

round （float）範囲枠矩形の隣りあう線の頂点が、それらの接合点で、指定した半径を持ち、それらの

線分を接線とする円弧によって丸められます。負の半径を指定すると、角が円形にへこむように

弧が切り取られ、その接線は枠の線分に対して垂直になります。デフォルト：0（丸めなし）

表 6.3 さ まざまな関数の matchbox オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Function info_matchbox(boxname As String, num As Long, keyword As String) As Double
C# double info_matchbox(String boxname, int num, String keyword)

カレ ン ト ページ上の範囲枠に関する情報を取得し ます。

boxname （名前文字列） 範囲枠の名前。 名前は、 範囲枠を定義し た際に matchbox オプ

シ ョ ンの name サブオプシ ョ ンで定義し てあ る必要があ り ます。

あ るいは、 名前 「*」 （アス タ リ ス ク キ ャ ラ ク タ 1 個） を使 う と、 このページ上のすべ

ての範囲枠を評価する こ と ができ ます。

num 求める範囲枠矩形の番号 （1 から数え る）。 num=0 の特殊な場合については表 6.4

を参照。

keyword 求める情報を表 6.4 に従って指定し たキーワード。

戻り値 keyword で要求し た何らかの範囲枠特性の値。 指定し た名前の範囲枠が、 または指定し た

番号の範囲枠矩形がカレ ン ト ページ上にない と きは、あ らゆる キーワード が値 0 を返し ま

す。

詳細 テキス ト フ ロー内の名前付き範囲枠は、fit_textflow( ) を呼び出し た後にのみ取得する こ と

ができ ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ ・ パス ・ フ ォ ン ト

表 6.4 info_matchbox( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

count （num 引数は無視されます）

boxname が範囲枠の名前を内容と し て持つと き ： このページ上のこの範囲枠の矩形の数

boxname=* のと き ： このページ上に少な く と も 1 個の矩形を持つ範囲枠の数

exists boxname が範囲枠の名前を内容と し て持つと き ： 矩形が存在し ているなら 1、 そ う でないなら 0。

boxname=* の場合は、 このキーワー ド を使って、 このページ上のすべての範囲枠を評価する こ とが

できます ：

num=0 のと き ： 任意の範囲枠が存在するなら 1、 ないなら 0

それ以外のと き ： 番号 num を持つ範囲枠が存在するなら 1

height1

1. このキーワー ドは、 boxname=* のと きは無視されます

矩形の高さ を、 ユーザー座標で表し たもの

name 番号 num を持つ範囲枠の名前の文字列番号。 対応する文字列は、 get_parameter( ) と string パラ メ

タ で取得できます （表 2.3 参照）。

rectangle num 番目の矩形をユーザー座標で表し たものを内容と し て持つパスのハン ドル、 または -1

width1
矩形の幅を、 ユーザー座標で表し たもの

x1 ・ y1 ・ …

x4 ・ y41
矩形の i 番目の隅 （i=1, 2, 3, 4） の位置を、 ユーザー座標で表し たもの。 それぞれのはめ込み要素

（画像 ・ テキス ト 等） の座標系で、 x1, y1 は左上、 x2, y2 は左下、 x3, y3 は右下、 x4, y4 は右上

隅に対応し ます。



7.1  グラ フ ィ ッ ク書式パラ メ タ ・ オプシ ョ ン 121

7 グラ フ ィ ッ ク関数
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの graphics/starter_graphics ト ピ ッ クにあり ます。

7.1 グラ フ ィ ッ ク書式パラ メ タ ・ オプシ ョ ン
表 7.1 に、 こ の章に関連するパラ メ タ キー名を挙げます （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプ

シ ョ ン処理」 参照）。

表 7.2 に、 create_gstate( ) ・ draw_path( ) ・ shading_pattern( ) のグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ

ン と、 fit_table( ) の fill ・ stroke オプシ ョ ン と、 さ まざまな関数の matchbox オプシ ョ ンを

挙げます。

表 7.1 get/set_parameter( ) のパス関連キー一覧

キー 説明

fillrule カ レン ト 塗り規則を winding か evenodd に設定し ます （表 7.2 参照）。 スコープ ： ページ ・ パター

ン ・ テンプレート ・ グリフ

表 7.2 グラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明 ・ と り う る値

borderwidth （float。 範囲枠のみ） 矩形の境界の線幅。 borderwidth を 0 よ り大きい値に設定する と、 すべての

矩形の境界が描線されます。 上 ・ 下 ・ 左 ・ 右の境界が描線されないよ う にするには、 それぞれ

drawtop ・ drawbottom ・ drawleft ・ drawright オプシ ョ ンを false に設定し ます。 デフ ォル ト ： 0

dasharray （float のリ ス ト ） 描線されるパスの短線と間隙の長さ （ユーザー座標系で測ったもの） を交互に指

定し た 2 ～ 8 個の値のリ ス ト 。 値はすべてゼロよ り大き く する必要があ り ます。 これらは、 パス

全体が描線されるまで循環的に再利用されます。

dashphase （float） 破線パターン内で短線を開始するまでの距離。 デフ ォル ト ： 0

fillcolor (Color) 領域の塗り色。 デフ ォル ト ： 通常は {gray 0} （PDF/A モー ドの場合 ： {lab 0 0 0}）、 ただ

し表 ・ 範囲枠の場合は none

fillrule （キーワー ド） 領域の、 塗り と切り抜きの際の内側を決定する塗り規則 （デフ ォル ト ： winding） ：

winding 非ゼロ巻数規則を用います。 単純な形状の

場合、 塗りの結果は直感的見込みと一致し

ます。 複数のパスから成る形状の場合には、

パスの方向が意味を持ちます。

evenodd 偶奇規則を用います。 これは、 単純な形状

に対し ては winding と同じ結果を得ますが、

よ り複雑な形状、 と りわけ自己交差するパ

スに対し ては異なる結果を生じ ます。

flatness （float > 0） 円弧または曲線と、 線分群から成る近似表現との最大間隔を示し た （デバイスピ クセ

ル単位で） 正の数。 デフ ォル ト ： 1

gstate （グラ フ ィ ッ ク状態ハン ドル） create_gstate( ) で取得し たグラ フ ィ ッ ク状態のハン ドル。 デフ ォル

ト ： グラ フ ィ ッ ク状態な し （すなわち、 カ レン ト 設定が用いられます）

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/graphics/starter-graphics
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linecap （整数またはキーワー ド） パスの終端の形状 （デフ ォル ト ： butt） ：

butt （同等な値 ： 0） バッ ト 線端 ： パスの終端で描線を四角 く 切り ま

す。

round （同等な値 ： 1） 丸型線端 ： 終端を中心と し、 線幅に等しい直径

を持つ半円を描き、 塗り ます。

projecting （同等な値 ： 2） 突出線端 ： 線の終端から、 線幅の半分だけ描線

を延長し、 四角 く 切り ます。

linejoin （整数またはキーワー ド） パスの角の形状 （デフ ォル ト ： miter） ：

miter （同等な値 ： 0） マイ ター結合 ： 2 本の線分の描線の外辺を、 互いに出会う ま

で延ばし ます。 そ う する と マイ ターリ ミ ッ ト による指定よ り も遠 く まで延

びて し ま う と きは、 ベベル結合がかわり に用いられます。

round （同等な値 ： 1） ラウン ド結合 ： 線分ど う しの交点を中心と し、 線幅に等し

い半径の円弧を描き、 塗る こ と で、 角を丸 く し ます。

bevel （同等な値 ： 2） ベベル結合 ： 2 本のパス線分をバッ ト 線端で描き （linecap
オプシ ョ ンの説明を参照）、 終端ど う しの間に生じ る三角形の切れ込みを塗

り ます。

linewidth （float > 0） 線幅。 デフ ォル ト ： 1

miterlimit （float ≧ 1） マイ ター結合によ って形成される く さび型を制御し ます

（デフ ォル ト ： 10。 これは角度にし ておよそ 11.5 度にあた り ます）。

線結合ス タ イル linejoin を 0 （マイ ター結合） に設定する と、 2 本の

線分が出会う角度が小さいと きは、 鋭い く さび型が形作られます。 マ

イ ター長と線幅との比がマイ ターリ ミ ッ ト を超える と き、 この く さび

型を平坦な終端に置き換えます （すなわちマイ ター結合をベベル結合

に変更し ます）。

shading （表 7.3 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 。 範囲枠 ・ 表のみ） 範囲枠の矩形 （群） または表領域のシ ェー

デ ィ ングを指定し ます。 fillcolor オプシ ョ ンの値が （指定し ていれば）、 またはカ レン ト 塗り色

が開始色と し て用いられます。

strokecolor （色） パスの描線色。 デフ ォル ト ： 通常は {gray 0} （PDF/A モー ドの場合 ： {lab 0 0 0}）、 ただ し

表 ・ 範囲枠の場合は none

表 7.2 グラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明 ・ と り う る値
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表 7.3 グラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン shading のサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

antialias （論理値） シ ェ ーデ ィ ングの際にアンチエイ リ アシングを有効にするかど うかを指定し ます。 デ

フ ォル ト ： false

domain （float 2 個のリ ス ト ） 媒介変数 t の限界値を指定し た 2 個の数値。 この変数は、 色勾配が軸の始点

と終点の間を変動するにつれて、 この 2 値の間を線形的に変動する と考えられます。 デフ ォル ト ：
{0 1}

end （float 2 個かパーセン ト 値 2 個のリ ス ト ） シ ェ ーデ ィ ング軸に対する終点の （type=axial）、 または

半径を算出するための円上の点の （type=radial） x ・ y 座標を、 矩形の幅 ・ 高さに対するパーセン

ト 値で、 またはユーザー座標で指定し ます。 デフ ォル ト ： {100% 100%}

endcolor （色。 必須） 終点の色。

N （float） 色遷移関数に対する累乗指数。 > 0 にする必要があ り ます。 デフ ォル ト ： 1

start （float 2 個かパーセン ト 値 2 個のリ ス ト ） シ ェ ーデ ィ ング軸に対する始点の （type=axial）、 または

シ ェ ーデ ィ ング円の中心の （type=radial） x ・ y 座標を、 矩形の幅 ・ 高さに対するパーセン ト 値

で、 またはユーザー座標で指定し ます。 デフ ォル ト ： {0% 0%}

type （キーワー ド） シ ェーデ ィ ングの種類 ： axial （線形シ ェーデ ィ ング） か radial （放射シ ェ ーデ ィ

ング）。 デフ ォル ト ： axial
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7.2 グラ フ ィ ッ ク状態
グ ラ フ ィ ッ ク状態パラ メ タはすべて、 ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 値に復帰し ます。

デフ ォル ト 値は、 それぞれの関数の説明に記し ます。 テキス ト 状態に関連する関数は、 53

ページ 「4 章 フ ォ ン ト ・ テキス ト 関数」 に示し ています。

注 パススコープでは、 どのグラ フ ィ ッ ク状態関数も使ってはいけません。

VB  RB Sub setdash(b As Double, w As Double)
C# void PDF_setdash(double b, double w)

カレ ン ト 破線パターンを設定し ます。

b ・ w 交互に描かせたい黒 ・ 白部分の数。 b と w は、 非負の数値にする必要があ り ます。

詳細 実線をひ く には b = w = 0 に設定し ます。 破線パターンを示す dasharray ・ dashphase パラ

メ タは、 ページの始ま り ご と に実線に設定されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub setdashpattern(optlist As String)
C# void setdashpattern(String optlist)

破線パターンを、 オプシ ョ ン リ ス ト で定義し て設定し ます。

optlist 表 7.2 に従ったグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン群 （空の リ ス ト にする と、 実線が生

成されます） ： dasharray ・ dashphase

詳細 破線パターンを示す dasharray ・ dashphase パラ メ タは、 ページの始ま り ご と に実線に設

定されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub setflat(flatness As Double)
C# void setflat(double flatness)

平坦度許容量を設定し ます。

flatness 平坦度許容量。 表 7.2 参照。

詳細 平坦度許容量を示す flatness パラ メ タは、 ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 値 1 に設定さ

れます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub setlinejoin(linejoin As Long)
C# void setlinejoin(int linejoin)

線結合ス タ イルを設定し ます。

linejoin 描線されるパスの角の形を指定し ます。 表 7.2 参照。 こ の linejoin ス タ イルは、

数値 0 ・ 1 ・ 2 のいずれかで指定する必要があ り ます。
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詳細 線結合ス タ イルを示す linejoin パラ メ タは、 ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 値 0 に設定

されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Sub setlinecap(linecap As Long)
C# void setlinecap(int linecap)

線端ス タ イルを設定し ます。

linecap パス を描線する際の終端の形状を制御し ます。表 7.2 参照。 この linecap 引数は、

数値 0 ・ 1 ・ 2 のいずれかで指定する必要があ り ます。

詳細 線端ス タ イルを示す linejoin パラ メ タは、 ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 値 0 に設定さ

れます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Sub setmiterlimit(miter As Double)
C# void setmiterlimit(double miter)

マイ ター リ ミ ッ ト を設定し ます。

miter マイ ター結合によ って生じ る く さび型を制御する 1 以上の値。 表 7.2 参照。

詳細 マイ ター リ ミ ッ ト を示す miterlimit パラ メ タは、ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 値 10 に

設定されます。 これは角度にし ておよそ 11.5 度にあた り ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Sub setlinewidth(width As Double)
C# void setlinewidth(double width)

カレ ン ト 線幅を設定し ます。

width 線幅を、 ユーザー座標系の単位で指定し ます。

詳細 線幅を示す linewidth パラ メ タは、ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 値 1 に設定されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Sub initgraphics
C# void initgraphics( )

すべての色 ・ グ ラ フ ィ ッ ク状態パラ メ タ を、 それぞれのデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

詳細 塗 り 色 ・ 描線色 ・ 線幅 ・ 線端ス タ イル ・ 線結合ス タ イル ・ マイ ター リ ミ ッ ト ・ 破線パター

ン ・ 平坦度許容量の各設定 と、 座標系が、 それぞれデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます （テ

キス ト 状態パラ メ タは リ セ ッ ト されません） 。 カレン ト ク リ ッ ピングパスは影響を受けま

せん。

プロ グ ラ ムの流れ的に save( ) ・ restore( ) が安易に利用でき ないよ う な状況でこの関数

は有用でし ょ う 。
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スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub save( )
C# void save( )

カレ ン ト グ ラ フ ィ ッ ク状態を ス タ ッ クに保存し ます。

詳細 グ ラ フ ィ ッ ク状態は、あ らゆる種類のグ ラ フ ィ ッ ク オブジェ ク ト を制御するパラ メ タ群を

持っています。 グ ラ フ ィ ッ ク状態の保存は、 PDF によ って必要 と されているわけではな

く 、 アプ リ ケーシ ョ ンが後で、 パラ メ タ をすべて明示的に設定し なおすこ と な しにいずれ

かのグ ラ フ ィ ッ ク状態 （カス タ ムの座標系等） へ戻 り たい と きにのみ必要です。 以下の項

目が保存 ・ 復帰の対象にな り ます。

> それぞれ対応する関数で設定し ている グ ラ フ ィ ッ クパラ メ タ ： ク リ ッ ピ ングパス ・ 座

標系 ・ カ レ ン ト 点 ・ 平坦度許容量 ・ 線端ス タ イル ・ 破線パターン ・ 線結合ス タ イル ・

線幅 ・ マイ ター リ ミ ッ ト 。

> 色パラ メ タ ： 塗 り 色 ・ 描線色。

> set_gstate( ) で明示グ ラ フ ィ ッ ク状態によ って設定し ている グ ラ フ ィ ッ クパラ メ タ。

> テキス ト 位置と、次のテキス ト 関連パラ メ タ ：charspacing・decorationabove・ fakebold・

font ・ fontsize ・ horizscaling ・ italicangle ・ leading ・ strokewidth ・ textrendering ・ textrise ・

underlineposition ・ underlinewidth ・ wordspacing。

save( ) と restore( ) の対は、 入れ子にする こ と もでき ます。 PDF 規格では、 保存 ・ 復帰の

対の入れ子階層の深 さ に制限はあ り ませんが、 さ ま ざ ま な PDF ビ ュ ーアが生成す る

PostScript 出力の持つ制約が引き起こす印刷上の問題を避ける ためにも、 また、 PDFlib が

内部的に必要 とする保存階層を確保する ためにも、アプ リ ケーシ ョ ンでは入れ子階層の深

さ を 26 未満に抑えてお く 必要があ り ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ。 対応する restore( ) と必ず対にし て呼び出す

必要があ り ます。 save( ) と restore( ) への呼び出しは、 ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・

グ リ フ記述ご と に同数にする必要があ り ます。

パラメタ 先述の とお り 、 テキス ト 関連パラ メ タの多 く は、 保存 ・ 復帰の対象と な り ます。 次のパラ

メ タは、 保存 ・ 復帰の対象にな り ません ： fillrule ・ kerning ・ underline ・ overline ・ strikeout。

VB  RB Sub restore( )
C# void restore( )

も っ と も最近にス タ ッ クに保存し たグ ラ フ ィ ッ ク状態に復帰し ます。

詳細 そのグ ラ フ ィ ッ ク状態は、同じページかパターンかテンプレー ト で保存し てあ る必要があ

り ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ。 対応する save( ) と必ず対にし て呼び出す必要

があ り ます。 save( ) と restore( ) への呼び出しは、 ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ

フ記述ご と に同数にする必要があ り ます。
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VB  RB Function create_gstate(optlist As String) As Long
C# int create_gstate(String optlist)

グ ラ フ ィ ッ ク状態オブジェ ク ト を、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って作成し ます。

optlist グ ラ フ ィ ッ ク状態オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 表 7.2 に従ったグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン群 ：

flatness ・ linecap ・ linejoin ・ linewidth ・ miterlimit
> 表 7.4 に従ったグ ラ フ ィ ッ ク状態オプシ ョ ン群 ：

alphaisshape ・ blendmode ・ opacitystroke ・ overprintfill ・ overprintmode ・ overprintstroke ・

renderingintent ・ smoothness ・ softmask ・ strokeadjust ・ textknockout

戻り値 グ ラ フ ィ ッ ク状態ハン ド ル。 以後の set_gstate( ) への呼び出しで、 カレン ト の文書ス コー

プが続 く 限 り 使えます。

詳細 オプシ ョ ン リ ス ト は、任意の数のグ ラ フ ィ ッ ク状態パラ メ タ を内容と し て持つこ と ができ

ます。 すべてのパラ メ タがすべての PDF バージ ョ ンで使え るわけではあ り ません。 表の

中で、 最小必須の PDF バージ ョ ンを示し ています。

スコープ 文書 ・ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

表 7.4 create_gstate( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明 ・ と り う る値

alphaisshape （論理値。 PDF 1.4） アルフ ァの供給元の扱いを、 輪郭 （true） か不透過 （false） にし ま

す。 デフ ォル ト ： false

blendmode （キーワー ドのリ ス ト 。 PDF 1.4。 PDF/A モー ド で使う と きは、 値 Normal にする必要があ り

ます） ブレン ド モー ドの名前。 複数のブレン ド モー ド を指定する こ と もできます。 と り う

る値 ： Color ・ ColorDodge ・ ColorBurn ・ Darken ・ Difference ・ Exclusion ・ HardLight ・

Hue ・ Lighten ・ Luminosity ・ Multiply ・ None ・ Normal ・ Overlay ・ Saturation ・ Screen ・

SoftLight。 デフ ォル ト ： None

opacityfill （float。 PDF 1.4。 PDF/A モー ド で使う と きは、 値 1 にする必要があ り ます） 塗り操作での

不透明度を、 範囲 0 ～ 1 で指定し ます。 値 0 は完全に透過を意味し ます。 値 1 は完全に不

透明を意味し ます。

opacitystroke （float。 PDF 1.4。 PDF/A モー ド で使う と きは、 値 1 にする必要があ り ます） 描線操作での

不透明度を、 範囲 0 ～ 1 で指定し ます。 値 0 は完全に透過を意味し ます。 値 1 は完全に不

透明を意味し ます。

overprintfill （論理値） 描線以外の操作でのオーバープ リ ン ト 。 デフ ォル ト ： false

overprintmode （整数） オーバープ リ ン ト モー ド。 0 にする と、 それぞれの色要素は、 それ以前に配置され

たマーク を置き換えます。 1 にする と （Acrobat では 「オーバープ リ ンテ ィ ングのデフ ォル

ト は非ゼロのオーバープ リ ンテ ィ ング」 といいます）、 0 の色要素は、 そこの要素を変更し

ないままにし ます。 デフ ォル ト ： 0

overprintstroke （論理値） 描線操作でのオーバープ リ ン ト 。 デフ ォル ト ： false

renderingintent （キーワー ド） 色域圧縮のために用いたいカ ラーレンダ リ ングイ ンテン ト 。 と り う るキー

ワー ド ： Auto ・ AbsoluteColorimetric ・ RelativeColorimetric ・ Saturation ・ Perceptual

smoothness （float） シ ェ ーデ ィ ングにおける線形内挿の最大誤差。 ≧ 0 かつ≦ 1 にする必要があ り ます
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VB  RB Sub set_gstate(gstate As Long)
C# void set_gstate(int gstate)

グ ラ フ ィ ッ ク状態オブジェ ク ト を呼び出し ます。

gstate create_gstate( ) で取得し たグ ラ フ ィ ッ ク状態オブジェ ク ト のハン ド ル。

詳細 グ ラ フ ィ ッ ク状態オブジェ ク ト が持つすべてのオプシ ョ ンが設定されます。この関数を複

数回呼び出す と、 グ ラ フ ィ ッ ク状態のオプシ ョ ンは蓄積されていき ます。 グ ラ フ ィ ッ ク状

態オブジェ ク ト の中で明示的に設定されていないオプシ ョ ンについては、そのカレ ン ト の

値のま まにな り ます。 グ ラ フ ィ ッ ク状態のオプシ ョ ンはすべて、 ページの始ま り ご と に、

それぞれのデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

softmask （オプシ ョ ン リ ス ト またはキーワー ド） 透過画像処理のためのマスク画像または不透明度値

を持ったカ レン ト ソ フ ト マスク。 キーワー ド none はソ フ ト マスクな し を指定し、 これは、

直前に設定されたグラ フ ィ ッ ク状態から効力を持っているかも しれないソ フ ト マスク を無

効にするために必要です。 使えるオプシ ョ ン （デフ ォル ト ： none） ：

backdropcolor
（float 1 個か 3 個か 4 個のリ ス ト 。 type=luminosity の場合のみ意味を持ちます）

透過グループテンプレー ト を構築する際の背景と し て用いたい色。 float 値の数

は、 透過グループテンプレー ト を作成し た際に用いた transparencygroup オプ

シ ョ ンの colorspace サブオプシ ョ ンに依存し ます （DeviceGray なら 1 個、

DeviceRGB なら 3 個、 DeviceCMYK なら 4 個）。 デフ ォル ト ： それぞれのカ ラー

スペースにおける黒

template （テンプレー ト ハン ドル。 必須） begin_template_ext( ) で作成された透過グループ

テンプレー ト 。

type （キーワー ド。 必須） 透過グループテンプレー ト からマスク値を導出するための

方式 ：

alpha 透過グループのアルフ ァ値を用い、 色を無視し ます。

luminosity 透過グループの色を、 1 要素の輝度値へ変換し ます。 この場合、 テン

プレー ト は transparencygroup オプシ ョ ンで作成し ている必要があ り

ます。

strokeadjust （論理値） 自動描線調整を適用するかど うか。 デフ ォル ト ： false

textknockout （論理値。 PDF 1.4） 色版合成に関し て、 テキス ト 内のグ リ フ群を、 ばらばらに扱う

（false） か、 単体と し て扱う （true） かを指定し ます。 デフ ォル ト ： true

表 7.4 create_gstate( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明 ・ と り う る値
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7.3 座標系の変換
変換関数（translate( )・scale( )・rotate( )・align( )・skew( )・concat( )・setmatrix( )・initgraphics( )）
はすべて、 以後のオブジェ ク ト を描 く ために使われる座標系を変更し ます。 ページにすで

に存在し ているオブジェ ク ト に対し ては効力を持ちません。

VB  RB Sub translate(tx As Double, ty As Double)
C# void translate(double tx, double ty)

座標系の原点を平行移動させます。

tx ・ ty 座標系の新しい原点 (tx, ty) を、 古い座標系で測 り ます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Sub scale(sx As Double, sy As Double)
C# void scale(double sx, double sy)

座標系を拡縮し ます。

sx ・ sy x ・ y 方向の拡縮倍率。

詳細 この関数は、 座標系を sx 倍 ・ sy 倍し ます。 負の倍率を使って、 反転 （鏡映） を行わせる

こ と も でき ます。 新しい座標系における x 方向の 1 単位は、 古い座標系における x 方向の

sx 単位 と等し く な り ます。 y 座標について も同様です。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

バインディング COM ： VB のバグを回避する ため、 こ の関数は pscale と い う 名前でも得られます。

VB  RB Sub rotate(phi As Double)
C# void rotate(double phi)

座標系を回転させます。

phi 回転角を度単位で指定し ます。

詳細 角度は、 カレ ン ト 座標系の x 軸正の向きからの反時計回 り で測 り ます。 新しい座標軸は、

古い座標軸を phi 度回転させる こ と によ って得られます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Sub align(dx As Double, dy As Double)
C# void align(double dx, double dy)

座標系の方向を相対ベク ト ル と同じにし ます。

dx ・ dy 方向ベク ト ルの座標。 dx と dy を両方 0 にし てはいけません。

詳細 座標系を回転し、 新しい座標系の x 軸の方向がベク ト ル (dx, dy) と同じにな り 、 y 軸の方

向が (-dy, dx) と同じにな る よ う にし ます。 これは rotate( ) で

phi=180°/ pi × atan2(dy/dx) と し た場合 と等価です。
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スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub skew(alpha As Double, beta As Double)
C# void skew(double alpha, double beta)

座標系を斜形化し ます。

alpha ・ beta x ・ y 方向の斜形化角を、 度単位で指定し ます。

詳細 斜形化 （シアー と もい う ） と は、 座標系を x ・ y 方向へ指定の角度だけ歪めます。 alpha
は、 カレン ト 座標系の x 軸正の向きからの反時計回 り で表され、 beta は、 y 軸正の向きか

らの時計回 り で測 り ます。 どち らの角度も、 -360°＜ alpha, beta ＜ 360°の範囲にする必

要があ り 、 かつ、 -270° ・ -90° ・ 90° ・ 270°以外にし なければな り ません。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub concat(a As Double, b As Double, c As Double, d As Double, e As Double, f As Double)
C# void concat(double a, double b, double c, double d, double e, double f)

カレ ン ト 座標系に変換行列を適用し ます。

a ・ b ・ c ・ d ・ e ・ f 変換行列の各要素。 6 個の値は、 PostScript ・ PDF と同じ方式で行列

を構成し ます （各 リ フ ァ レ ン ス を参照）。 縮退変換を避ける ため、 a × d を b × c に等し

く し てはいけません。

詳細 この関数は、 座標系に行列を適用し ます。 これを使 う と、 も っ と も一般的な形で変換を行

えます。 変換行列の使い方がよ く わから ないな ら、 こ の関数でな く 、 translate( ) ・ scale( ) ・

rotate( ) ・ skew( ) の使用を推奨し ます。 座標系は、 ページの始ま り ご と にデフ ォル ト 座標

系 （すなわち、 カレ ン ト 変換行列が単位行列 [1, 0, 0, 1, 0, 0]） に リ セ ッ ト されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

VB  RB Sub setmatrix(a As Double, b As Double, c As Double, d As Double, e As Double, f As Double)
C# void setmatrix(double a, double b, double c, double d, double e, double f)

カレ ン ト 変換行列を明示的に設定し ます。

a ・ b ・ c ・ d ・ e ・ f concat( ) 参照。

詳細 この関数は concat( ) に似ています。 ただし、 カレ ン ト 変換行列を捨てて、 ま った く 新しい

行列に置き換えます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ
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7.4 パスの作成
この節に関連する値のキー名を表 7.5 に示し ます （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプシ ョ ン

処理」 参照）。 これらのキー名は set_value( ) では使えません。 これらの値を設定するため

の API 関数が別にあ るためです。

注 この節の関数を使った後は、 必ず 135 ページ 「7.5 描画と ク リ ッ ピング」 の関数のいずれか

を呼び出し て く だ さい。 そ う でないと、 作成し たパスは何の効果もな く 、 その後の操作が

例外を発生させる こ とがあり ます。

VB  RB Sub moveto(x As Double, y As Double)
C# void moveto(double x, double y)

グ ラ フ ィ ッ ク出力のためのカレ ン ト 点を設定し ます。

x ・ y 新しいカレ ン ト 点の座標。

詳細 カレ ン ト 点は、 ページの始ま り ご と に、 デフ ォル ト 値であ る未定義に設定されます。 グ ラ

フ ィ ッ ク のカレ ン ト 点 と、 カレ ン ト テキス ト 位置は、 別々に保持されます。

スコープ ページ・パターン・テンプレー ト ・パス・グ リ フ。この関数はパスス コープを開始させます。

パラメタ currentx ・ currenty

VB  RB Sub lineto(x As Double, y As Double)
C# void lineto(double x, double y)

カレ ン ト 点から別の点へ線を描き ます。

x ・ y 線の終点の座標。

詳細 この関数は、 カレ ン ト 点から (x, y) までの直線を、 カレン ト パスに追加し ます。 カレ ン ト

点は、 この関数を使 う 前に設定し てお く 必要があ り ます。 点 (x, y) が新たにカレ ン ト 点に

な り ます。

こ の線は、 「理想の線」 を中心軸と し て描かれます。 すなわち、 2 個の端点を結ぶ線の

両側に、 線幅 （linewidth パラ メ タの値によ って決定される） の半分ずつが描かれます。 終

端での動作は、 linecap パラ メ タの値によ って決定されます。

スコープ パス

パラメタ currentx ・ currenty

表 7.5 get_value( ) のキー一覧

キー 説明

currentx
currenty

カ レン ト 点の、 それぞれ x ・ y 座標 （カ レン ト 座標系の単位で表し たもの）。 スコー

プ ： ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ パス

ctm_a
ctm_d

ctm_b
ctm_e

ctm_c
ctm_f

ベク ト ルグラ フ ィ ッ クに対する カ レン ト 変換行列 （CTM） の各要素。 ス コープ ：

ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ パス



132 第 7 章 :  グラ フ ィ ッ ク関数 （COM ・ .NET ・ REALbasic エデ ィ シ ョ ン）

VB  RB Sub curveto(x1 As Double, y1 As Double, x2 As Double, y2 As Double,
x3 As Double, y3 As Double)

C# void curveto(double x1, double y1, double x2, double y2, double x3, double y3)

カレ ン ト 点から、 3 個の制御点を用いて、 ベジエ曲線を描き ます。

x1 ・ y1 ・ x2 ・ y2 ・ x3 ・ y3 3 個の制御点の座標。

詳細 カレ ン ト 点から (x3, y3) までのベジエ曲線を、 (x1, y1) と (x2, y2) を制御点と し て使って、 カ

レ ン ト パスに追加し ます。 カレン ト 点は、 この関数を使 う 前に設定し てお く 必要があ り ま

す。 曲線の終点が新たにカレ ン ト 点にな り ます。

スコープ パス

パラメタ currentx ・ currenty

VB  RB Sub circle(x As Double, y As Double, r As Double)
C# void circle(double x, double y, double r)

円を描き ます。

x ・ y 円の中心の座標。

r 円の半径。

詳細 この関数は、 円を完全なサブパス と し て、 カレ ン ト パスに追加し ます。 点 (x + r, y) が新た

にカレ ン ト 点にな り ます。 描かれる形は、 ユーザー座標系において円にな り ます。 座標系

を、 x ・ y 方向で違 う 倍率で拡縮し ている と きは、 描かれる曲線は楕円にな り ます。

スコープ ページ・パターン・テンプレー ト ・パス・グ リ フ。この関数はパスス コープを開始させます。

パラメタ currentx ・ currenty

バインディング COM ： VB 6 のバグを回避する ため、 この関数は pcircle と い う 名前でも得られます。

VB  RB Sub arc(x As Double, y As Double, r As Double, alpha As Double, beta As Double)
C# void arc(double x, double y, double r, double alpha, double beta)

円弧を、 反時計周 り で描き ます。

x ・ y 円弧の中心の座標。

r 円弧の半径。 r は非負にする必要があ り ます。

alpha ・ beta 円弧の開始角と終了角を、 度単位で指定し ます。

詳細 この関数は、 alpha 度から beta 度までの反時計回 り の円弧を、 カレ ン ト パスに追加し ま

す。 arc( ) でも arcn( ) でも、 角度は、 カレン ト ユーザー座標系における x 軸正の向きから

の反時計回 り で指定し ます。 カレン ト 点があ る と きは、 カレ ン ト 点から円弧の始点までの

直線も描かれます。 円弧の終点が新たにカレ ン ト 点にな り ます。

円弧は、 ユーザー座標系において部分円にな り ます。 座標系を、 x ・ y 方向で違 う 倍率

で拡縮し ている と きは、 描かれる曲線は部分楕円にな り ます。

スコープ ページ・パターン・テンプレー ト ・パス・グ リ フ。この関数はパスス コープを開始させます。
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パラメタ currentx ・ currenty

VB  RB Sub arcn(x As Double, y As Double, r As Double, alpha As Double, beta As Double)
C# void arcn(double x, double y, double r, double alpha, double beta)

円弧を、 時計回 り で描き ます。

詳細 描画方向以外は、 この関数は arc( ) と ま った く 同じ動作を し ます。 特に角度は、 この関数

でも x 軸正の向きからの反時計回り で指定し ます。

VB  RB Sub circular_arc(x1 As Double, y1 As Double, x2 As Double, y2 As Double)
C# void circular_arc(double x1, double y1, double x2, double y2)

3 個の点によ って定義される円弧線分を描き ます。

x1 ・ y1 円弧線分上の任意の点の座標。

x2 ・ y2 円弧線分の終点の座標。

詳細 この関数は、 カレ ン ト パスに円弧線分を追加し ます。 この円弧線分はカレン ト 点を始点 と

し、 (x1, y1) を通って、 (x2, y2) を終点 と し ます。 この関数を使 う 前にカレン ト 点を設定する

必要があ り ます。 この曲線の終点が新たにカレ ン ト 点 と な り ます。

こ の円弧線分はユーザー座標系において円形にな り ます。 座標系が x 方向と y 方向で

異なる拡縮を されている と きは、 生成される曲線は楕円形にな り ます。

スコープ パス

パラメタ currentx ・ currenty

VB  RB Sub ellipse(x As Double, y As Double, rx As Double, ry as Double)
C# void ellipse(double x, double y, double rx, double ry)

楕円を描き ます。

x ・ y 楕円の中心の座標。

rx ・ ry 楕円の x 半径 と y 半径。

詳細 この関数は、 カレ ン ト パスに楕円を、 完全なサブパス と し て追加し ます。 点 (x + rx, y) が

新たにカレ ン ト 点 と な り ます。

スコープ ページ・パターン・テンプレー ト ・パス・グ リ フ。この関数はパスス コープを開始させます。

パラメタ currentx ・ currenty

VB  RB Sub rect(x As Double, y As Double, width As Double, height As Double)
C# void rect(double x, double y, double width, double height)

矩形を描き ます。

x ・ y 矩形の左下隅の座標。

width ・ height 矩形の寸法。
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詳細 この関数は、 矩形を完全なサブパス と し て、 カレン ト パスに追加し ます。 この関数の前に

カレ ン ト 点を設定し てお く こ と は、 必須ではあ り ません。 点 (x, y) が新たにカレ ン ト 点に

な り ます。 線は、 「理想の線」 を中心軸 と し て描かれます。 すなわち、 それぞれの端点を

結ぶ線の両側に、 線幅 （linewidth パラ メ タの値によ って決定される） の半分ずつが描か

れます。

スコープ ページ・パターン・テンプレー ト ・パス・グ リ フ。この関数はパスス コープを開始させます。

パラメタ currentx ・ currenty

VB  RB Sub closepath( )
C# void closepath( )

カレ ン ト パス を閉じ ます。

詳細 この関数は、 カレ ン ト サブパス を閉じ ます。 すなわち、 カレ ン ト 点からサブパスの開始点

までの線を追加し ます。

スコープ パス

パラメタ currentx ・ currenty
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7.5 描画と ク リ ッ ピ ング
注 この節の関数の多 く は、 パスを ク リ ア し て、 カ レン ト 点を未定義にし ます。 ですので、 こ

れらの関数のいずれかを呼び出し た後の描画操作では、カ レン ト 点を明示的に設定する必

要があり ます （moveto( ) を使う等）。

VB  RB Sub stroke( )
C# void stroke( )

パス を、 カレ ン ト 線幅 と カレ ン ト 描線色で描線し た後、 ク リ ア し ます。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。

VB  RB Sub closepath_stroke( )
C# void closepath_stroke( )

パス を閉じ た後、 描線し ます。

詳細 こ の関数は、 カ レ ン ト サブパス を閉じ た後 （カ レ ン ト 点か ら パスの開始点への線分を追

加）、 カレ ン ト パス全体を、 カレ ン ト 線幅 と カレ ン ト 描線色で描線し ます。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。

VB  RB Sub fill( )
C# void fill( )

パスの内部を、 カレ ン ト 塗 り 色で塗 り ます。

詳細 この関数は、 カレ ン ト パスの内部を、 カレ ン ト 塗 り 色で塗 り ます。 パスの内部は、 2 種の

アルゴ リ ズムのいずれかによ って決定されます （fillrule パラ メ タ参照）。 開いているパス

は、 塗る前に暗黙的に閉じ られます。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。

パラメタ fillrule

VB  RB Sub fill_stroke( )
C# void fill_stroke( )

パス を、 カレ ン ト 塗 り 色 と カレ ン ト 描線色で、 塗 り 、 描線し ます。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。

パラメタ fillrule
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VB  RB Sub closepath_fill_stroke( )
C# void closepath_fill_stroke( )

パス を閉じ た後、 塗 り 、 描線し ます。

詳細 こ の関数は、 カ レ ン ト サブパス を閉じ た後 （カ レ ン ト 点か らパスの開始点への線分を追

加）、 カレ ン ト パス全体を塗 り 、 描線し ます。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。

パラメタ fillrule

VB  RB Sub clip( )
C# void clip( )

カレ ン ト パス を ク リ ッ ピングパス と し て使って、 パス を終了させます。

詳細 この関数は、 カレ ン ト パス と カレン ト ク リ ッ ピングパスの共通部分を、 以後の操作に対す

る ク リ ッ ピ ングパス と し て使います。 ク リ ッ ピ ングパスは、 ページの始ま り ご と に、 デ

フ ォル ト 値であ るページサ イ ズ と 同 じ に設定 さ れます。 ク リ ッ ピ ン グパスは、 save( ) ・

restore( ) の対象にな り ます。 ク リ ッ ピングパス を大き く でき るのは、 save( ) ・ restore( ) を

使った と きだけです。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。

VB  RB Sub endpath( )
C# void endpath( )

カレ ン ト パス を、 塗らずに、 描線せずに、 終了させます。

詳細 この関数は、 ページに対し て何の視覚的効力も持ちません。 目に見えないパス をページに

生成するだけです。

スコープ パス。 この関数はパスス コープを終了させます。
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7.6 パスオブジ ェ ク ト

VB  RB Function add_path_point(path As Long, x As Double, y As Double, type As String, optlist As String)
As Long

C# int add_path_point(int path, double x, double y, String type, String optlist)

新規の、 または既存のパスオブジェ ク ト に点を追加し ます。

path それ以前に add_path_point( ) を呼び出し て返された有効なパスハン ド ルか、 また

は新規パス を作成するには -1。

x ・ y 新規カレ ン ト 点の座標。 polar=false にする と、 この 2 個の数は、 点のデカル ト 座標

(x, y) を表し ます。 polar=true にする と、 こ の 2 個の数は、 点の動径 r と偏角 phi （radians
オプシ ョ ンに従って度単位またはラ ジアン単位で） を表し ます。

type=move ・ line ・ curve ・ circular の と きは、 こ の点が新たにカレン ト 点と な り ます。

type 点の種別を、 表 7.6 に従って指定し ます。

optlist パス構築オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 点 1 個に対する、 表 7.7 に従ったパス計算 ・ 命名オプシ ョ ン群 ： name ・ polar ・

radians ・ relative
> サブパス 1 個に属性群を割 り 当てる ための（type=move の場合のみ）、表 7.7 に従ったパ

ス構築オプシ ョ ン群 ： close ・ fill ・ round ・ stroke
> 表 7.2 に従ったグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン群 （type=move の場合のみ） ：

dasharray ・ dashphase ・ fillcolor ・ fillrule ・ flatness ・ gstate ・ linecap ・ linejoin ・

linewidth ・ miterlimit ・ strokecolor

戻り値 パスハン ド ル。 delete_path( ) で削除する まで使えます。

表 7.6 add_path_point( ) の点の種別一覧

キーワー ド 説明

circular カ レン ト 点から新規点へ円弧を追加し ます。 あらかじめ、 3 番目の円弧点と し て制御点を定義し て

お く 必要があ り ます。 新規点を カ レン ト 点と同一にする と、 カ レン ト 点と制御点を結ぶ線分を直

径とする円が作成されます。

control ベジエ曲線の、 または円弧の制御点。

curve カ レン ト 点から新規点へ、 あらかじめ定義し ておいた制御点群を用いてベジエ曲線を追加し ます。

少な く と も 1 個の制御点を与える必要があ り ます。 制御点を 1 個だけ与える と、 これは曲線の 2

番目の制御点と し て用いられ、 1 番目の制御点は、 2 番目の制御点に対する、 直前のベジエ曲線の

終点における鏡像と し て算出されます。

line カ レン ト 点から新規点へ線分を追加し ます。

move 新規サブパスまたは （書式が変わる と き、 または異なるパス操作が用いられる と き） 新規パスを

開始し ます。 サブパスは連続的に付番されます （1, 2, …）。 最初のサブパスは原点を始点と し ま

す。

origin 絶対座標の新規原点。 relative=true にする と、 座標は、 も っ と も最近の座標に対し て相対的にな

り ます。 原点は任意の頻度で設定する こ とができ、 パスオブジ ェ ク ト 内には挿入されません。 デ

フ ォル ト ： (0, 0)
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詳細 パスオブジェ ク ト は、 ベク ト ル図形のためのコ ンテナ と し て機能し ます。 パスオブジェ ク

ト には、 パス と サブパス を 1 個ずつ加えてい く こ と ができ ます。 作成されたパスは、 その

後、 draw_path( ) などの関数で用いる こ と ができ ます。

1 個のパスオブジェ ク ト は、任意の数のパス を保持する こ と ができ ます：書式が変わる

と き （新しい色など） 、 または異なるパス操作オプシ ョ ンが用いられる と き （描線から塗

へ） には必ず、 新規パスが自動的に開始されます。

さ らにパスはそれぞれ、 1 個ないし複数のサブパス を含むこ と ができ ます。 1 個のサブ

パスは、 type=move によ る点で開始し、 次の type=move によ る点の前で、 または点列の

末尾の前で終了し ます。

すべてのサブパスは、 指定し たオプシ ョ ンに従って個別に、 閉じ られ、 塗られ、 描線

され、 丸められます。 すべてのパスは個別に塗られます。

スコープ 任意

VB  RB Sub draw_path(path As Long, x As Double, y As Double, optlist As String)
C# void draw_path(int path, double x, double y, String optlist)

パスオブジェ ク ト を描き ます。

path add_path_point( ) を、 またはパスハン ド ルを返すその他の関数 （例 ： info_image( )
で boundingbox キーワード を指定） を呼び出し て返された有効なパスハン ド ル。

x ・ y 参照点の座標を、ユーザー座標で指定し ます。 この参照点はさ まざまなオプシ ョ ン

で用いられ、 かつパスの原点のカレン ト ユーザー座標系におけ る位置を指定し ます。 これ

表 7.7 add_path_point( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

close （論理値。 type=move のみ） true にする と、 サブパスは直線で閉じ られます。 デフ ォル ト ： 脚注参

照1

1. デフ ォル ト は、 draw_path( ) で も、 info_path( ) でも、 fit_textline( ) の textpath オプシ ョ ンで も、 fit_textflow( ) の wrap オプシ ョ

ンでも、 add_table_cell( ) の fitpath オプシ ョ ンで も指定されます。

fill （論理値。 type=move のみ） true にする と、 サブパスは閉じ られて塗られます。 デフ ォル ト ： 脚注

参照 1

name （文字列） 点の名前。 デフ ォル ト ： p<i> （例 ： p1）、 こ こで i は、 与えた点の連続番号です。

polar （論理値） true にする と、 引数 (x, y) は極座標で動径 r と偏角 phi を表し、 そ う でないならデカ

ル ト 座標で値 x ・ y を表し ます。 デフ ォル ト ： false

radians （論理値） true にする と、 極座標における偏角はラ ジアンで表され、 そ う でないなら度単位で表さ

れます。 デフ ォル ト ： false

relative （論理値） true にする と、 (x, y) はカ レン ト 点に対し て相対的と な り、 そ う でないなら カ レン ト

原点に対し て相対的と な り ます。 デフ ォル ト ： 脚注参照 1

round （float。 type=move のみ） サブパス内の隣り あ う線の頂点が、 それらの接合点で、 指定し た半径を

持ち、 それらの線分を接線とする円弧によ って丸められます。 半径を負にする と、 角が円形にへ

こむよ う に弧が切り取られます。 close=true とする と、 終了点から開始点への線を指定し ていな

いならば、 最初の線と閉じ る線も丸められます。 round=0 とする と丸めは行われません。 デフ ォル

ト ： 脚注参照 1

stroke （論理値。 type=move のみ） true にする と、 サブパスは描線されます。 デフ ォル ト ： 脚注参照 1
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によ り 、 パスオブジェ ク ト が平行移動し ます。

boxsize オプシ ョ ンを指定する と、 (x, y) は、 パスオブジェ ク ト がはめ込まれるはめ込み枠

（表 6.1 参照） の左下隅と な り ます。

optlist パス描画オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン群 ：

align ・ attachmentpoint ・ boxsize ・ fitmethod ・ orientate ・ position ・ scale
> 表 7.8 に従ったパス操作 ・ サブパス選択オプシ ョ ン群 ：

clip ・ close ・ fill ・ round ・ stroke ・ subpaths
> 表 7.2 に従ったグ ラ フ ィ ッ ク書式オプシ ョ ン群。 これらは、 fill ・ stroke オプシ ョ ンに対

し てのみ意味を持ちます ：

dasharray ・ dashphase ・ fillcolor ・ fillrule ・ flatness ・ gstate ・ linecap ・ linejoin ・

linewidth ・ miterlimit ・ strokecolor

詳細 パス （群） は、 参照点 (x, y) に配置され、 その後、 指定し たオプシ ョ ン群に従って、 描線

された り 、 塗られた り 、 ク リ ッ ピ ングパス と し て用いられた り し ます。 こ の関数は、 clip
オプシ ョ ンを用いていない限 り 、カレン ト グ ラ フ ィ ッ ク状態に変更を加え る こ と はあ り ま

せん。 書式 ・ 操作オプシ ョ ン群はデフ ォル ト 設定を上書き し ますが、 add_path_point( ) の

中のサブパスに対し て書式オプシ ョ ンを指定し ていた場合は、それを上書きする こ と は一

切あ り ません。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ

VB  RB Function info_path(path As Long, keyword As String, optlist As String) As Double
C# double info_path(int path, String keyword, String optlist)

パスオブジェ ク ト を描いた結果を、 実際にそれを描 く こ と な く 取得し ます。

path add_path_point( ) を、 またはパスハン ド ルを返すその他の関数 （例 ： info_image( )
で boundingbox キーワード を指定） を呼び出し て返された有効なパスハン ド ル。

表 7.8 パスオブジ ェ ク ト 内のすべてのサブパスを制御するための draw_path( ) のパス操作オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

clip （論理値） true にする と、 パスは閉じ られ、 ク リ ッ ピングパス と し て用いられます。 グラ フ ィ ッ ク

書式オプシ ョ ンはすべて無視されます。 デフ ォル ト ： false

close （論理値） true にする と、 各サブパスが直線で閉じ られます。 デフ ォル ト ： パスが構築された際に

指定された値、 あるいは値が何も指定されなかったなら false

fill （論理値） true にする と、 各パスが塗られます。 デフ ォル ト ： パスが構築された際に指定された

値、 あるいは値が何も指定されなかったなら false

round （float） 各サブパスについて、 隣り あ う線の頂点が、 それらの接合点で、 指定し た半径を持ち、 そ

れらの線分を接線とする円弧によ って丸められます。 半径を負にする と、 角が円形にへこむよ う

に弧が切り取られます。 close=true とする と、 終了点から開始点への線を指定し ていないならば、

最初の線と閉じ る線も丸められます。 round=0 とする と丸めは行われません。 デフ ォル ト ： パスが

構築された際に指定された値、 あるいは値が何も指定されなかったなら 0

stroke （論理値） true にする と、 パスは描線されます。 デフ ォル ト ： false

subpaths （整数のリ ス ト 、 またはキーワー ド 1 個） 描きたいサブパスの番号のリ ス ト 。 キーワー ド all です

べてのサブパスが指定されます。 デフ ォル ト ： all
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keyword 求める情報を表 7.9 に従って指定し たキーワード。

optlist パス描画オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 表 7.8 に従った draw_path( ) のすべてのオプシ ョ ン

> および、 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン ： refpoint
> および、 表 7.10 に従ったオプシ ョ ン ： name

戻り値 キーワード で求められた何らかのパス特性の値。

詳細 この関数は、 add_path_point( ) と同じ計算を実行し ますが、 ページ上に目に見え る出力を

一切生成し ません。

スコープ 任意

VB  RB Sub delete_path(path As Long)
C# void delete_path(int path)

パスオブジェ ク ト を削除し ます。

path add_path_point( ) を、 またはパスハン ド ルを返すその他の関数 （例 ： info_image( )
で boundingbox キーワード を指定） を呼び出し て返された有効なパスハン ド ル。

詳細 パスオブジ ェ ク ト と、 それに関連し たすべての内部データ構造を削除し ます。 パスオブ

ジェ ク ト は、 end_document( ) で自動的に削除されるわけではないこ と に留意し て く ださ

い。

スコープ 任意

表 7.9 info_path( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

bounding-
box

外接枠をユーザー座標で （参照点に対し て相対的に） 表し たものを内容と し て持つパスのハン ド

ル

numpoints 与えられた点の数。 subpaths オプシ ョ ンは無視されます。

px ・ py name オプシ ョ ンで指定し たパス点の x ・ y 座標 （ユーザー座標系における）。 subpaths オプシ ョ ン

は無視されます。

width ・

height
パスの外接枠の幅 ・ 高さ をユーザー座標で表し たもの。 線幅と マイ ターリ ミ ッ ト は無視されます。

x1 ・ y1 ・

x2 ・ y2 ・

x3 ・ y3 ・

x4 ・ y4

外接枠矩形の i 番目の隅の位置 （i=1, 2, 3, 4） を、 参照点に対し て相対的にユーザー座標で表し たも

の

表 7.10 info_path( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

name px または py に対するパス点の名前。 add_path_point( ) で明示的な名前を指定し てあっても、 デフ ォ

ル ト 名 （p1 等） も用いる こ とができます。
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8 色関数

8.1 色と色空間の設定
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの color/starter_color ト ピ ッ クにあり ます。

この節に関連するパラ メ タのキー名を表 8.1 に示し ます （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプ

シ ョ ン処理」 参照）。

色空間 PDFlib のク ラ イ アン ト では、パス と テキス ト の文字の内部を塗った り 描線し た り

するために使 う 色を指定する こ と ができ ます。 色は、 い く つかの色空間のいずれかで指定

する こ と ができ ます （一覧の各項目の頭に、 setcolor( ) と色オプシ ョ ンに対するその色空

間キーワード を示し ます）。

> gray ： 0 ＝黒から 1 ＝白までのグレー値。

> rgb：RGB の三つ組。すなわち、赤・緑・青の比率を指定する 0 から 1 までの値 3 個。(0, 0, 0)
＝黒、 (1, 1, 1) ＝白。 広 く 用いられている範囲 0 ～ 255 の RGB カ ラー値は、 PDFlib で必

要な範囲 0 ～ 1 へ縮小させる ために、 255 で割る必要があ り ます。

RGB 値を数値で指定せずに、 RGB カ ラーを、 その HTML 名または 16 進値で指定する

こ と もでき ます （13 ページ 「色」 参照）。

ク ッ クブ ッ ク RGB カ ラー値の使用に関する完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの color/web_

colornames ト ピ ッ クにあり ます。

> cmyk ： シアン ・ マゼン タ ・ イエロー ・ 黒を表す、 0 ＝無色から 1 ＝ベタ色までの 4 個の

CMYK 値。 (0, 0, 0, 0) ＝白、 (0, 0, 0, 1) ＝黒。 これは RGB の指定と異なる こ と に注意し

て く ださい。

> iccbasedgray/rgb/cmyk ： ICC ベースの色は、ICC プロ フ ァ イルの助けを借 り て指定し ま

す。

> spot ： スポ ッ ト カ ラー （分版色空間） ： 定義済みか、 または任意に命名し たカ ス タ ム色

に、 他の上記の色空間のいずれか 1 つで表し た代替表現を与えた もの。 これは一般に、

オフセ ッ ト 印刷機でカ ス タ ム色 （複数可） を使って印刷する こ と を想定し ている文書

を作成する ために使います。 濃度値 （比率） は、 0 ＝無色から 1 ＝そのスポ ッ ト カ ラー

の最大濃度までの範囲を と り ます。

> lab：D50 標準光源によ る CIE L*a*b* 色空間のデバイ ス独立色を と り ます。色は、範囲 0

～ 100 の輝度値 1 個 と、 範囲 -128 ～ 127 の 2 個の色値 a と b で指定し ます。 成分 a は

表 8.1 get/set_parameter( ) の色関連キー一覧

キー 説明

preserveold-
pantonenames

false なら、 旧形式の Pantone スポ ッ ト カ ラー名は、 対応する新しい色名に変換されます。

そ う でないなら、 そのままにな り ます。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： 任意

spotcolorlookup false なら、 PDFlib は、 スポ ッ ト カ ラー名の内蔵データベースを使いません。 その場合は、

既知のスポ ッ ト カ ラーにカス タムの定義を与える こ とができます。 カス タム定義は、 他の

アプ リ ケーシ ョ ンで使われる定義との整合を と る手段と し て必要になる こ とがあ り ます。

この機能は、 使用には注意が必要であ り、 推奨し ません。 デフ ォル ト ： true。 スコープ ：

任意

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/starter-color
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/web-colornames
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/color/web-colornames
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緑から赤／マゼン タ までの範囲を と り （負の値は緑を示し、正の値はマゼン タ を示す）、

成分 b は青から黄色までの範囲を と り ます（負の値は青を示し、正の値は黄色を示す）。

> pattern ： 任意のテキス ト ・ ベク ト ル ・ 画像グ ラ フ ィ ッ ク から成るオブジェ ク ト によ る

タ イ リ ングパターン。

> シェーデ ィ ング （ス ムーズブレン ド） は、 2 つの色の間の連続的遷移を与え る もので、

他の色空間にも とづいています。 シェーデ ィ ングは、 shading( ) を使って作成する こ と

ができ ます。

> イ ンデッ ク スカ ラーは、それ自体は本当の色空間ではな く 、他の色空間の効率的なコー

ド 化です。 これは、 イ ンデッ ク ス化された （パレ ッ ト ベースの） 画像を取 り 込む と 自

動的に生成されますが、 直接指定する こ と はでき ません。

描線 と塗 り の操作のデフ ォル ト 色は黒です。

オプシ ョ ン リ ス ト での色指定 13 ページ 「色」 に、 オプシ ョ ン リ ス ト での色データ型の

説明 と例を示し ています。

VB  RB Sub setcolor(fstype As String, colorspace as String,
c1 As Double, c2 As Double, c3 As Double, c4 As Double)

C# void setcolor(String fstype, String colorspace, double c1, double c2, double c3, double c4)

カレ ン ト 色空間 と色を設定し ます。

fstype fill ・ stroke ・ fillstroke のいずれかで、 塗 り ・ 描線 ・ 両方のいずれに色を設定し た

いのかを指定し ます。

colorspace 指定する色値群に対し て用いたい色空間を指定するか、または RGB カ ラー値

を名前か 16 進値で指定し ます。

1 番目の形式：gray・rgb・cmyk・spot・pattern・ iccbasedgray・ iccbasedrgb・iccbasedcmyk・

lab のいずれか 1 つで、 色空間を指定し ます。

2 番目の形式 ： RGB カ ラー名 （例 ： pink） か、 またはハッ シュ キ ャ ラ ク タの後に 6 桁の

16 進数 （例 ： #FFC0CB）。 詳し く は 13 ページ 「色」 を参照。

c1 ・ c2 ・ c3 ・ c4 選んでいる色空間におけ る色要素。 これらの値の解釈は、 colorspace 引

数によ って異な り ます。

> gray ： c1 でグレー値を指定し ます。

> rgb ： c1 ・ c2 ・ c3 で赤 ・ 緑 ・ 青の値を指定し ます。

> cmyk ： c1 ・ c2 ・ c3 ・ c4 でシアン ・ マゼン タ ・ イエロー ・ 黒の値を指定し ます。

> iccbasedgray ： c1 でグレー値を指定し ます。

> iccbasedrgb ： c1 ・ c2 ・ c3 で赤 ・ 緑 ・ 青の値を指定し ます。

> iccbasedcmyk ： c1 ・ c2 ・ c3 ・ c4 でシアン ・ マゼン タ ・ イエロー ・ 黒の値を指定し ます。

> spot：c1 で、makespotcolor( ) によ って返されたスポ ッ ト カ ラーハン ド ルを指定し、c2 で、

0 から 1 までの濃度値を指定し ます。

> lab ： c1 ・ c2 ・ c3 で、 D50 光源によ る CIE L*a*b* 色空間内のカ ラー値を指定し ます。 c1 で

L*（輝度）を範囲0～100で指定し、c2・c3でa*・b*（色度）値を範囲-128～127で指定し ます。

> pattern：c1 で、begin_pattern( ) か shading_pattern( ) によ って返されたパターンハン ド ル

を指定し ます。 こ のパターンを使って塗 り や描線を行 う と きは、 カレ ン ト の塗 り 色や

描線色が適用されます。 カレ ン ト 色空間は他のパターン色空間であってはいけません。
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詳細 gray ・ rgb ・ cmyk 色空間におけるすべての色値 と、 spot 色空間におけ る濃度値は、 0 以上

1 以下の数値にする必要があ り ます。 使わない引数は、 0 に設定するべきです。

gray ・ rgb ・ cmyk 色空間におけ る描線 ・ 塗 り 色の値は、 ページの始ま り ご と に、 デフ ォ

ル ト 値であ る黒に設定されます。 スポ ッ ト ・ パターンカ ラーの場合はデフ ォル ト はあ り ま

せん。

iccbasedgray/rgb/cmyk 色空間を使 う 場合には、 setcolor:iccprofilegray/rgb/cmyk パラ メ

タ を使 う 前に、 適切な ICC プロ フ ァ イルを設定し てお く 必要があ り ます （表 8.3 参照）。

PDF/X-1a ： colorspace=rgb ・ iccbasedgray/rgb/cmyk ・ lab は許されません。

PDF/X-3 ： iccbasedgray/rgb/cmyk ・ lab カ ラーを使 う な ら、 出力イ ンテン ト の中に ICC

プロ フ ァ イルが必要です （この場合、 標準名では不十分です）。

PDF/X-3 ・ 4 ・ 5 ： colorspace=gray にする な ら、 PDF/X 出力イ ンテン ト がグレースケー

ルか CMYK のデバイ スでない と きは、 begin_page_ext( ) で defaultgray オプシ ョ ンを設定

し てお く 必要があ り ます。 
colorspace=rgb にする な ら、 PDF/X 出力イ ンテン ト が RGB デバイ スでない と きは、

begin_page_ext( ) で defaultrgb オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。

colorspace=cmyk にする な ら、PDF/X 出力イ ンテン ト が CMYK デバイ スでない と きは、

begin_page_ext( ) で defaultcmyk オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。

PDF/A ： colorspace=gray にするな ら、 出力イ ンテン ト （あ らゆる種類の） が指定され

ていない と きは、 begin_page_ext( ) で defaultgray オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り

ます。 
colorspace=rgb にする な ら、出力イ ンテン ト が RGB デバイ スでない と きは、begin_page_

ext( ) で defaultrgb オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。

colorspace=cmyk にする な ら、 出力イ ンテン ト が CMYK デバイ スでない と きは、 begin_
page_ext( ) で defaultcmyk オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。

スコープ ページ ・ パターン （パターンの painttype が 1 の場合のみ） ・ テンプレー ト ・ グリ フ （Type

3 フ ォ ン ト の colorized オプシ ョ ンが true の場合のみ） ・ 文書。 パターンカ ラーは、 それ自

身の定義の中では使えません。文書ス コープ内での色の設定は、makespotcolor( ) でスポ ッ

ト カ ラーを定義する際に有用です。

パラメタ setcolor:iccprofilegray/rgb/cmyk

VB  RB Function makespotcolor(spotname As String) As Long
C# int makespotcolor(String spotname)

組み込みスポ ッ ト カ ラーの名前を検索する か、 ま たは、 カ レ ン ト 塗 り 色か ら名前付き ス

ポ ッ ト カ ラーを作 り ます。

spotname 組み込みスポ ッ ト カ ラーの名前か、 または、 定義し たいスポ ッ ト カ ラーにつ

けたい任意の名前。 こ の名前は最長 126 バイ ト に制限されています。 スポ ッ ト カ ラー名で

は、 8 ビ ッ ト キ ャ ラ ク タ しか使えません。 Unicode や null キ ャ ラ ク タ を含んだ文字列は使

えません。 PDF/X-1a モード では、 PANTONE® カ ラーは使えません。

特殊なスポ ッ ト カ ラー名 All を使 う と、色をすべての色分版に適用する こ と ができ ます

ので、 ト ンボに色をつける際に便利です。 スポ ッ ト カ ラー名 None を指定する と、 どの色

分版にも目に見え る出力がま った く 生成されな く な り ます。
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戻り値 カ ラーハン ド ル。 以後の setcolor( ) への呼び出しで、 文書を終え る まで使えます。 スポ ッ

ト カ ラーハン ド ルは、 すべてのページにわたって再利用でき ますが、 文書を越えた再利用

はでき ません。 1 文書内のスポ ッ ト カ ラーの数に制限はあ り ません。

詳細 spotname が内蔵の色テーブルで既知の と きは、 spotcolorlookup パラ メ タが true （デフ ォ

ル ト ） な ら、 与えたスポ ッ ト カ ラー名が使われます。 それ以外な ら、 カレ ン ト 塗 り 色の色

値 （CMYK ない し それ以外の） を使って、 新規スポ ッ ト カ ラーの視覚表現が定義されま

す。 こ の代替色は、 画面プレ ビ ュー と 低品位印刷でのみ使われます。 色分版製版の際は、

この代替値ではな く 、 与えたスポ ッ ト カ ラー名が使われます。

spotname が、 以前に makespotcolor( ) を呼び出し た時にも う 使っていた ものな らば、

戻 り 値は前回の呼び出し と同じにな り 、 カレ ン ト 色の反映も されません。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ （Type 3 フ ォ ン ト の colorized オプシ ョ ンが true
の場合のみ） ・ document。 カ ス タ ム色を定義し たい と きは、 カレ ン ト 塗 り 色はスポ ッ ト カ

ラーかパターンであってはいけません。

パラメタ spotcolorlookup ・ preserveoldpantonenames
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8.2 ICC プロ フ ァ イル

VB  RB Function load_iccprofile(profilename As String, optlist As String) As Long
C# int load_iccprofile(String profilename, String optlist)

ICC プロ フ ァ イルを検索し て、 以後の使用に備えます。

profilename （名前文字列） ICCProfile リ ソースの名前か、 またはデ ィ ス クベースのフ ァ

イルか仮想フ ァ イルの名前。PDF/X-1 か PDF/X-3 が生成される場合、usage=outputintent
な らば、 表 8.5 に挙げる標準出力条件名の 1 つ （または StandardOutputIntent リ ソースカ

テゴ リ で定義し た名前） を用いる こ と もでき、 その場合、 対応する ICC プロ フ ァ イルを埋

め込む必要はあ り ません。標準出力イ ンテン ト の 1 つを PDF/X-4 か PDF/X-5pg で用いた

い と きは、 対応する ICC プロ フ ァ イルを、 表 8.5 の参照名を リ ソース名 と し て用いて、

ICCProfile リ ソース と同様に設定する必要があ り ます。

optlist プロ フ ァ イル処理の諸特性を記述し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 8.2 に従ったプロ フ ァ イル処理オプシ ョ ン群 ： description ・ embedprofile ・ metadata ・

urls ・ usage

表 8.2 load_iccprofile( ) のオプシ ョ ン

キー 説明 ・ と り う る値

description （文字列。 usage=outputintent かつ非標準出力条件の場合のみ） 出力イ ンテン ト と と もに用いられ

る ICC プロ フ ァ イルに関する人間向けの説明。

embedprofile （論理値。 PDF/X-1 または PDF/X-3 かつ usage=outputintent の場合のみ。 PDF/X-4 と PDF/X-5g

では true を強制されます） PDF/X で標準出力イ ンテン ト を profilename と し て与えている と きに

も、 ICC プロ フ ァ イルの埋め込みが強制されます。 デフ ォル ト ： false

metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 標準出力イ ンテン ト ・ 参照出力イ ンテン ト 、 すなわち PDF/X-4p ・ PDF/X-

5pg モー ド における usage= outputintent の場合には無視されます。 PDF 1.4） プロ フ ァ イルに対

する メ タデータ を与えます （225 ページ 「14.2 XMP メ タデータ」 参照）

urls （文字列 1 個ないし複数のリ ス ト 。 PDF/X-4p と PDF/X-5pg, の場合のみ。 かつその場合には必須）

参照されている出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルを入手できる場所を示し た URL 群のリ ス ト 。 送

り手と受け手が、 適切な URL 項目をアレンジする必要があ り ます。 この文字列は自由に選ぶこ と

ができますが、 有効な URL 文法を内容とする必要があ り ます。

usage （キーワー ド） ICC プロ フ ァ イルの想定用途。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： iccbased） ：

iccbased ICC プロ フ ァ イルは、 テキス ト かグラ フ ィ ッ クのための ICC ベースの色空間を定義する

ために用いられるか、 または画像に適用されます。 入力 ・ 表示 ・ 出力デバイス （スキャ

ナ ・ モニ タ ・ プ リ ン タ） のプロ フ ァ イルのほか、 色空間変換プロ フ ァ イルを用いる こ と

もできます。

outputintent
ICC プロ フ ァ イルは、 PDF/X か PDF/A で出力イ ンテン ト を定義するために用いられま

す。 PDF/X-4p ・ PDF/X-5pg モー ド では、 指定し た出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルは

埋め込まれず、 外部プロ フ ァ イルへの参照が作成されます。 このプロ フ ァ イルは、 PDF

を生成する際にはローカルで利用可能である必要があ り、 その PDF の利用者に対し て

は、 文書を表示または印刷する際には利用可能と なる必要があ り ます。

PDF/X モー ド では、 usage=outputintent に対し ては、 出力デバイス （プ リ ン タ） プロ

フ ァ イルのみ用いる こ とができます。
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戻り値 プロ フ ァ イルハン ド ル。 以後の load_image( ) への呼び出しか、 またはプロ フ ァ イル関連

のパラ メ タの設定で使えます。 errorpolicy=return の場合、 戻 り 値 -1 はエラーを示し ます

ので、 そ う でないかを呼び出し側で検査する必要があ り ます。 返されたプロ フ ァ イルハン

ド ルは、 複数の PDF 文書にわ た っ て再利用す る こ と はで き ま せん。 ま た、

usage=outputintent にし ている と きは、 返されるハン ド ルを画像に適用する こ と はでき ま

せん。 1 文書内の ICC プロ フ ァ イルの数に制限はあ り ません。 関数の呼び出しが失敗し た

と きは、 その失敗の原因は、 get_errmsg( ) を使って取得する こ と ができ ます。

詳細 usage=iccbased にする と、 プロ フ ァ イル検索戦略に従って、 名前付きプロ フ ァ イルが検索

されます。 プロ フ ァ イルが見つかった と きは、 それが適切かど う か検査されます （色要素

の数等）。 sRGB プロ フ ァ イルは、 つねに内部的に得られるので、 定義し てはいけません。

読み込む ICC プロ フ ァ イルは、 PDF 1.4 の場合は 2.x 以下の ICC バージ ョ ンに、 PDF 1.5

以上の場合は 4.x 以下の ICC バージ ョ ンに準拠し ている必要があ り ます。 プロ フ ァ イル

は、 グレー ・ RGB ・ CMYK ・ Lab のいずれかの色空間で指定可能です。

PDF/X ： 出力イ ンテン ト は、 こ の関数を使 う か、 または、 process_pdi( ) を使って取 り

込み文書の出力イ ンテン ト を コ ピーし て、 設定する必要があ り ます。

PDF/X-1 ・ PDF/X-3 ： usage=outputintent にする と、 名前付きプロ フ ァ イルは、 まず

標準出力イ ンテン ト の内部 リ ス ト 内で、 次いで、 ユーザー設定出力イ ンテン ト 群の リ ス ト

内で検索されます。 与え られた profilename が標準出力イ ンテン ト であ る こ と がわかった

と きは、ICC プロ フ ァ イルは必要と されず、その名前だけが出力イ ンテン ト と し て PDF 出

力に書き込まれます。 その名前が標準出力イ ンテン ト 識別子でない こ と がわかった と き

は、 それはプロ フ ァ イル名 と し て扱われ、 対応する ICC プロ フ ァ イル （ICCProfile リ ソー

ス カテゴ リ でマ ッ プする こ と も可能） が出力イ ンテン ト と し て PDF に埋め込まれます。

PDF/A ： 出力イ ンテン ト は、 こ の関数を使 う か、 または、 process_pdi( ) を使って取 り

込み文書の出力イ ンテン ト を コ ピーし て、 設定する こ と ができ ます。 ただし、 デバイ ス独

立な色だけを文書で使っている と きは、 出力イ ンテン ト は必要あ り ません。

スコープ 文書。 出力イ ンテン ト は、 begin_document( ) の直後に設定する必要があ り ます。 usage オ

プシ ョ ンを iccbased にし ている と きは、 次のス コープも許されます ： ページ ・ パターン ・

テンプレー ト ・ グ リ フ。

パラメタ 表 8.3 ・ 表 8.4 参照。

表 8.3 get/set_parameter( ) のキー一覧 （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）

キー 説明

ICCProfile
StandardOutputIntent

UPR フ ァ イルの各カテゴ リ と同じ内容の、 同名のリ ソースフ ァ イル行。 複数回呼び出すと、

内部リ ス ト に新たな項目が追加されます （表 2.3 の resourcefile も参照）。 スコープ ： 任意

表 8.4 get/set_value( ) のキー一覧 （21 ページ 「2.2 パラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）

キー 説明

icccomponents 修飾子で与えるハン ドルで参照する ICC プロ フ ァ イルの色要素の数

setcolor:icc-
profilegray

setcolor( ) で使う ためのグレー色空間を指定する ICC プロ フ ァ イル。 スコープ ： 文書 ・ ページ ・ パ

ターン ・ テンプレート ・ グリフ

setcolor:icc-
profilergb

setcolor( ) で使う ための RGB 色空間を指定する ICC プロ フ ァ イル。 スコープ ： 文書 ・ ページ ・ パ

ターン ・ テンプレート ・ グリフ

setcolor:icc-
profilecmyk

setcolor( ) で使う ための CMYK 色空間を指定する ICC プロ フ ァ イル。 スコープ ： 文書 ・ ページ ・ パ

ターン ・ テンプレート ・ グリフ
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表 8.5 PDF/X の標準出力イ ンテン ト 一覧 （詳し く は www.color.org を参照）

名前 出力処理

米国のための CGATS 規格群 （www.npes.org/standards/tools.html）

CGATS TR 001 米国における SWOP （出版） 印刷 ： ANSI CGATS.6

CGATS TR 002 米国における SNAP 印刷

CGATS TR 003 米国 グレー ド 3 コー ト 出版用紙上への SWOP 校正および印刷

CGATS TR 005 米国グレー ド 5 コー ト 出版用紙上への SWOP 校正および印刷

CGATS TR 006 米国グレー ド 1 コー ト 紙上への GRACoL 校正および印刷

米国のための GRACoL ・ SWOP 規格群 （www.gracol.org） （CGATS グループでも入手可）

GRACoL2006_
Coated1

GRACoL グレー ド 1 コー ト 紙、 ISO 12647-2 用紙タ イプ 1。 ISO 12647-2 特性群に準拠し、 スムーズ

化され、 G7 NPDC 2006 に同調 （K50 が CMY50,40,40 よ り若干明るい） されたデータ

SWOP2006_
Coated3

SWOP グレー ド 3 コー ト 紙、 ISO 2846-1 イ ンキ群。 SWOP に準拠し、 G7 ニュー ト ラル印刷密度曲

線に同調された特性

SWOP2006_
Coated5

SWOP グレー ド 5 コー ト 紙、 ISO 2846-1 イ ンキ群。 SWOP に準拠し、 G7 ニュー ト ラル印刷密度曲

線に同調された特性

FOGRA 規格群 （www.fogra.org）

FOGRA27 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 商業および特殊印刷、 ポジ版、 用紙タ イ

プ 1 または 2 （グロス紙またはマ ッ ト コー ト オフセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA28 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 商業および特殊印刷、 ポジ版、 用紙タ イ

プ 3 （コー ト ウ ェ ブ紙、 60 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA29 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 商業および特殊印刷、 ポジ版、 用紙タ イ

プ 4 （上質白色オフセ ッ ト 紙、 120 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA30 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 商業および特殊印刷、 ポジ版、 用紙タ イ

プ 5 （上質、 やや黄味、 オフセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA31 ISO/DIS 12647-2:2003、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ポジ版、 用紙タ イ プ 2 （マ ッ ト コー ト オ

フセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA32 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ポジ版、 用紙タ イプ 4 （白色上質オフ

セ ッ ト 紙、 80 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA33 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ポジ版、 用紙タ イ プ 2 （マ ッ ト コー ト オ

フセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 54/cm。

FOGRA34 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ポジ版、 用紙タ イプ 4 （白色上質オフ

セ ッ ト 紙、 120 g/m2）、 スク リ ーン線数 60/cm。

FOGRA35 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ネガ版、 用紙タ イ プ 2 （マ ッ ト コー ト オ

フセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 54/cm。

FOGRA36 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ネガ版、 用紙タ イプ 4 （白色上質オフ

セ ッ ト 紙、 120 g/m2）、 スク リ ーン線数 54/cm。

FOGRA37 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ネガ版、 用紙タ イ プ 2 （マ ッ ト コー ト オ

フセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA38 ISO/DIS 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従った連続紙印刷、 ネガ版、 用紙タ イプ 4 （白色上質オフ

セ ッ ト 紙、 120 g/m2）、 スク リ ーン線数 60/cm。

FOGRA39 ISO 12647-2:2004/Amd 1、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 商業および特殊印刷、 用紙タ イプ 1 ま

たは 2 （グロス紙またはマ ッ ト コー ト オフセ ッ ト 紙、 115 g/m2）、 スク リーン線数 60/cm。

http://www.color.org
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FOGRA40 ISO 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 商業および特殊印刷、 強光沢 （SC） 紙、 60 g/

m2、 スク リーン線数 60/cm。

FOGRA41 ISO 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 印刷、 用紙タ イ プ ： MFC （機械仕上げコー ト

紙）、 濃淡値強調曲線 B （CMY） および C （K）。

FOGRA42 ISO 12647-2:2004、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 印刷、 用紙タ イ プ ： SNP （標準新聞用紙）、 濃

淡値強調曲線 C （CMY） および D （K）。

FOGRA43 ISO 12647-2:2004/Amd 1、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 印刷、 用紙タ イプ 1 または 2 （コー ト

アー ト 紙） 115 g/m2、 非周期スク リーン処理、 濃淡値強調曲線 F （CMYK） .。

FOGRA44 ISO 12647-2:2004/Amd 1、 ISO 12647-2 に従ったオフセ ッ ト 印刷、 用紙タ イプ 4 （上質オフセ ッ ト

紙） 115 g/m2、 非周期スク リーン処理、 濃淡値強調曲線 F （CMYK）。

新聞用紙のための IFRA 規格群 （www.ifra.com）

IFRA26 ISO/DIS 12647-3:2004、 コールド セ ッ ト オフセ ッ ト 印刷、 接点露出ネガ圧版またはコ ンピ ュータ

ト ゥ プレー ト （調子値増大 26%）、 新聞用紙、 スク リーン線数 40/cm。

IFRA30 ISO/DIS 12647-3:2004、 コールド セ ッ ト オフセ ッ ト 印刷、 接点露出ネガ圧版またはコ ンピ ュータ

ト ゥ プレー ト （調子値増大 30%）、 新聞用紙、 スク リーン線数 40/cm。 （主と し て米国に適応）

Eurostandard System Brunner （www.systembrunner.com）

EUROSB104 Eurostandard System Brunner 仕様に従ったオフセ ッ ト 印刷、 ISO 12647-2:2004 許容範囲内、 用紙タ

イ プ ： コー ト 紙／セ ミ マ ッ ト 紙、 115 g/m2、 TVI 15%,、 スク リーン線数 60/cm、 詳し く は仕様書を

参照。

EUROSB204 Eurostandard System Brunner 仕様に従ったオフセ ッ ト 印刷、 ISO 12647-2:2004 許容範囲内、 軽量

コー ト 木材パルプ紙、 80 g/m2、 TVI 15%,、 スク リーン線数 60/cm、 詳し く は仕様書を参照。

日本の規格群

JC200103 Japan Color 2001 コー ト 紙 ： ISO 12647-2:2004、 枚葉オフセ ッ ト 印刷、 ポジ版、 用紙タ イプ 3 （コー

ト 紙、 105 g/m2）、 スク リーン線数 69/cm。

JC200104 Japan Color 2001 上質紙 ： ISO 12647-2:2004、 枚葉オフセ ッ ト 印刷、 ポジ版、 用紙タ イプ 4 （上質

紙、 105 g/m2）、 スク リーン線数 69/cm。

JCN2002 Japan Color 2002 新聞印刷用 ： ISO/DIS 12647-3:2004、 コールド セ ッ ト オフセ ッ ト 印刷、 ネガ版、

新聞用紙、 スク リーン線数 39/cm。

JCW2003 Japan Color 2003 商業オフ輪用 ： ISO 12647-2:2004、 ヒー ト セ ッ ト オフセ ッ ト 印刷、 ポジ版、 用紙

タ イプ 3 （コー ト 紙、 70 g/m2）、 スク リーン線数 69/cm。

表 8.5 PDF/X の標準出力イ ンテン ト 一覧 （詳し く は www.color.org を参照）

名前 出力処理
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8.3 パタ ーン と シ ェ ーデ ィ ング

VB  RB Function begin_pattern(width As Double, height As Double,
xstep As Double, ystep As Double, painttype As Long) As Long

C# int begin_pattern(double width, double height, double xstep, double ystep, int painttype)

パターン定義を開始し ます。

width ・ height パターンの外接枠の寸法を、 ポイ ン ト 単位で指定し ます。

xstep ・ ystep 何らかのオブジェ ク ト を描線し た り 塗った り する際に、 パターンを繰 り 返

し配置する時の変位。 これは、 多 く の用途で、 パターンのそれぞれ width ・ height と同じ

値に設定し ます。

painttype こ のパラ メ タは、 パターンが自分自身で色指定を含んでいるか、 それ と もパ

ターンが塗 り や描線に使われる際にカ レ ン ト の塗 り 色や描線色で着色される ス テンシル

と し て使われるかを指定し ます。

> パターンが、setcolor( ) への 1 度ないし複数回の呼び出しで着色されている場合や、画像

または取 り 込み PDF ページを配置し ている場合は、painttype=1 を用いる必要があ り ま

す。

> パターンがま った く 色指定を含まない場合は、 painttype=2 を用いる必要があ り ます。

こ の場合、 パターンが塗 り や描線に使われる際には、 カ レ ン ト の塗 り 色や描線色が適

用されます。 painttype=2 の場合、 画像マス ク を使 う こ と もでき ます。 パターンを使 う

前に、 setcolor( ) を呼び出し てカレ ン ト 色を設定する必要があ り ます。 このカレ ン ト 色

の色空間は、 それ自体が他のパターンに基づかないものでなければな り ません。

painttype で誤った値を与える と、 望ま し く ない動作が起こ る可能性があ り ます。

戻り値 パターンハン ド ル。以後のsetcolor( )への呼び出しで、文書ス コープが終わる まで使えます。

詳細 この関数は、 テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 色状態パラ メ タ をすべてデフ ォル ト に リ セ ッ ト し

て、 グ ローバルな topdown パラ メ タに従って座標系を定義し ます。 パターン定義の最中

は、 ハイパーテキス ト 関数 と、 画像を開 く 関数は使ってはいけませんが、 テキス ト ・ グ ラ

フ ィ ッ ク ・ 色関数 （定義中のパターン以外で） はすべて使えます。

スコープ 文書 ・ ページ。 この関数はパターン ス コープを開始させます。 対応する end_pattern( ) と

必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。

パラメタ topdown

VB  RB Sub end_pattern( )
C# void end_pattern( )

パターン定義を完了し ます。

スコープ パターン。 この関数はパターン ス コープを終了させます。 対応する begin_pattern( ) と必

ず対にし て呼び出す必要があ り ます。
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VB  RB Function shading_pattern(shading As Long, optlist As String) As Long
C# int shading_pattern(int shading, String optlist)

シ ェ ーデ ィ ン グパ タ ー ン を、 シ ェ ーデ ィ ン グ オブ ジ ェ ク ト を使 っ て定義 し ま す （要

PDF 1.4）。

shading shading( ) によ って返されたシェーデ ィ ングハン ド ル。

optlist シェーデ ィ ングパターンのグ ラ フ ィ ッ ク書式を表 7.2 に従って記述し たオプシ ョ

ン リ ス ト ： gstate

戻り値 パターンハン ド ル。以後のsetcolor( )への呼び出しで、文書ス コープが終わる まで使えます。

詳細 この関数を使 う と、 任意のオブジェ ク ト をシェーデ ィ ングで塗る こ と ができ ます。 そのた

めには、shading( ) を使ってシェーデ ィ ングハン ド ルを取得する必要があ り 、それから、 こ

のシェーデ ィ ングにも とづいて shading_pattern( ) を使ってパターンを定義する必要があ

り ます。 そし て最終的に、 このパターンハン ド ルを setcolor( ) に与えれば、 カレ ン ト 色を

シェーデ ィ ングパターンに設定する こ と ができ ます。

スコープ 文書 ・ ページ ・ フ ォ ン ト

VB  RB Sub shfill(shading As Long)
C# void shfill(int shading)

領域 を シ ェ ーデ ィ ン グ で、 シ ェ ーデ ィ ン グ オブ ジ ェ ク ト に も と づい て塗 り ま す （要

PDF 1.4）。

shading shading( ) によ って返されたシェーデ ィ ングハン ド ル。

詳細 この関数を使えば、 shading_pattern( ) と setcolor( ) を使わな く て も、 シェーデ ィ ングを使

う こ と ができ ます。 ただし これは、 塗るべきオブジェ ク ト の形がシェーデ ィ ング自体の形

と同じ と い う 、 単純な形に対し てのみ動作し ます。 カレ ン ト 切 り 抜き領域がシェーデ ィ ン

グで塗られるので （シェーデ ィ ングの extend0 ・ extend1 オプシ ョ ンに従って）、 一般にこ

の関数は、 clip( ) と組み合わせて使います。

スコープ ページ ・ パターン （パターンの painttype が 1 の場合のみ） ・ テンプレー ト ・ グリ フ （Type

3 フ ォ ン ト の colorized オプシ ョ ンが true の場合のみ） ・ 文書

VB  RB Function shading(shtype As String, x0 As Double, y0 As Double, x1 As Double, y1 As Double,
c1 As Double, c2 As Double, c3 As Double, c4 As Double, optlist As String) As Long

C# int shading(String shtype, double x0, double y0, double x1, double y1,
double c1, double c2, double c3, double c4, String optlist)

カレ ン ト 塗 り 色から別の色へのブレ ン ド を定義し ます （要 PDF 1.4）。

shtype シェーデ ィ ングの種類。 線形シェーデ ィ ングを表す axial か、 または円形の放射

シェーデ ィ ングを表す radial にする必要があ り ます。

x0 ・ y0 ・ x1 ・ y1 線形シェーデ ィ ングの場合、 (x0, y0) と (x1, y1) はシェーデ ィ ングの始点

と終点の座標。 放射シェーデ ィ ングの場合、 これらの点は開始円 と終了円の中心を指定し

ます。
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c1 ・ c2 ・ c3 ・ c4 シェーデ ィ ングの終点の色値であ り 。setcolor( ) の色引数と同様にカレ ン

ト 塗 り 色空間で解釈されます。 カレ ン ト 塗 り 色空間がスポ ッ ト カ ラーの と きは c1 は無視

され、 c2 で色の濃さ を指定し ます。

optlist シェーデ ィ ングの諸特性を表 8.6 に従って記述し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 次のオプ

シ ョ ンが使えます：antialias・boundingbox・domain・extend0・extend1・N・ r0・ r1・startcolor

戻り値 シェーデ ィ ングハン ド ル。 以後の shading_pattern( ) ・ shfill( ) への呼び出しで、 カレ ン ト

の文書ス コープを終え る まで使えます。

詳細 カレ ン ト 塗 り 色が開始色 と し て使われます。それはパターンにも とづいた色であってはい

けません。

スコープ 文書 ・ ページ ・ フ ォ ン ト

表 8.6 shading( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明 ・ と り う る値

antialias （論理値） シ ェ ーデ ィ ングにおいてアンチエイ リ アシングを有効にするかど うかを指定し ます。 デ

フ ォル ト ： false

boundingbox （矩形） シ ェーデ ィ ングの外接枠をユーザー座標で定義し た矩形。 この外接枠は、 シ ェ ーデ ィ ング

が塗られる際に一時的なク リ ッ ピングパス と し て適用されます （カ レン ト ク リ ッ ピングパスが効

力を持っている と きはそれに加えて）。 このオプシ ョ ンは、 clip( ) を適用せずにシ ェーデ ィ ングを

切り抜 く のに有用で し ょ う。

domain （float 2 個のリ ス ト ） 媒介変数 t の限界値を指定し た 2 個の数値。 この変数は、 色勾配が軸の始点

と終点の間を変動するにつれて、 この 2 値の間を線形的に変動する と考えられます。 デフ ォル ト ：
{0 1}

extend0 （論理値） シ ェ ーデ ィ ングを始点よ り先へ拡げるかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

extend1 （論理値） シ ェ ーデ ィ ングを終点よ り先へ拡げるかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト ： false

N （float） 色遷移関数に対する累乗指数。 > 0 にする必要があ り ます。 デフ ォル ト ： 1

r0 （float。 放射シ ェーデ ィ ングのみ。 その場合は必須） 開始円の半径

r1 （float。 放射シ ェーデ ィ ングのみ。 その場合は必須） 終了円の半径

startcolor （色） 開始点の色。 このオプシ ョ ンは、 この関数を カ レン ト 色から独立にするのに有用で し ょ う。

デフ ォル ト ： カ レン ト 塗り色
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9 画像 ・ テンプレー ト 関数
この節に関連するパラ メ タ と値のキー名を表 9.1 ・ 表 9.2 に示し ます （21 ページ 「2.2 パ

ラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）。

表 9.1 get/set_parameter( ) の画像関連キー一覧

キー 説明

honoriccprofile 画像内に埋め込まれている ICC カ ラープロ フ ァ イルを読み込んで、 それを画像データに適

用し ます。 デフ ォル ト ： true

renderingintent 画像に対するレンダ リ ングイ ンテン ト 。 デフ ォル ト ： Auto。

Auto PDF フ ァ イルの中でレンダ リ ングイ ンテン ト を一切指定せずに、 デバイスのデ

フ ォル ト のイ ンテン ト を使います。 代表的用途 ： 未知のケース

AbsoluteColorimetric
デバイスの白色点 （紙白等） に対する補正を一切行いません。 色域外にある色

は、 デバイスの色域の中のも っ と も近い値にマ ッ プ されます。 代表的用途 ： 特

色の厳密な再現。 それ以外の用途には推奨されません

RelativeColorimetric
色データは、 白色点を互いにマ ッ プ し、 色を若干シフ ト させて、 デバイスの色

域にスケールされます。 代表的用途 ： 線画

Saturation 色の彩度を保つため、 色値はシフ ト される こ とがあ り ます。 代表的用途 ： ビジ

ネスグラ フ ィ ッ ク

Perceptual 自然な見ばえになるよ う、 色間の関係を保つため、 色域内外両方の色を変更し

ます。 代表的用途 ： スキャ ン画像

表 9.2 get/set_value( ) の画像関連キー一覧

キー 説明

imagewidth
imageheight

非推奨。 info_image( ) で imagewidth ・ imageheight キーを指定し て く だ さい。

image:iccprofile 非推奨。 info_image( ) で iccprofile キーを指定し て く だ さい。

orientation 非推奨。 info_image( ) で orientation キーを指定し て く だ さい。

resx ・ resy 非推奨。 info_image( ) で resx・resy キーを指定し て く だ さい。
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9.1 画像
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの images/starter_image ト ピ ッ クにあり ます。

VB  RB Function load_image(imagetype As String, filename As String, optlist As String) As Long
C# int load_image(String imagetype, String filename, String optlist)

デ ィ ス クベースか仮想の画像フ ァ イルを、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って開き ます。

imagetype 文字列 auto にする と、 PDFlib に画像フ ァ イル形式を自動検出する よ う 指示

し ます （これは CCITT ・ raw 画像に対し ては不可能です） 。 画像形式を明示的に文字列

bmp ・ ccitt ・ gif ・ jbig2 （PDF 1.4 以上） ・ jpeg ・ jpeg2000 （PDF 1.5 以上） ・ png ・ raw ・ tiff
のいずれかで指定する と、 若干速度が向上し ます。 種別 ccitt は、 CCITT 圧縮された画像

データの入った TIFF フ ァ イル と は別物です。

filename （名前文字列。グ ローバルな filenamehandlingオプシ ョ ン またはパラ メ タに従っ

て解釈されます、 表 2.2 参照） 一般に、 開きたい画像フ ァ イルの名前。 これは、 ローカル

フ ァ イルか仮想フ ァ イルの名前にする必要があ り ます。 PDFlib は、 URL からは画像デー

タ を取 り 寄せません。

指定し たフ ァ イル名のフ ァ イルが見つからず、 かつ imagetype=auto にし ている と き

は、 PDFlib は自動的に適切なフ ァ イル名拡張子を決定し よ う と し ます。 PDFlib は、 与え ら

れた filename に以下の一覧の拡張子をすべてつけてみて （小文字 と 大文字の両方で） 、

searchpath で指定し ているデ ィ レ ク ト リ の中にその名前のフ ァ イルを見つけ よ う と し ま

す ：

.bmp・.ccitt・.g3・.g4・.fax・.gif・.jbig2・.jb2・.jpg・.jpeg・.jpx・.jp2・.jpf・.jpm・

.j2k・.png・.raw・.tif・.tiff

optlist 画像関連の特性を表 9.3 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ン

が使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 色関連オプシ ョ ン群 ： colorize ・ honoriccprofile ・ iccprofile ・ invert ・ renderingintent
> ク リ ッ ピング ・ マス ク ・ 等価オプシ ョ ン群 ： alphachannelname ・ clippingpathname ・

honorclippingpath ・ ignoremask ・ mask ・ masked
> 画像を使 う ための特殊な PDF 機能群 ： georeference ・ iconname ・ template
> JBIG2 画像のためのオプシ ョ ン群 ： copyglobals ・ imagehandle
> 画像データ を処理するためのオプシ ョ ン群 ： cascadedflate ・ ignoreorientation ・ inline ・

page ・ passthrough
> その他のオプシ ョ ン群 ： interpolate ・ layer ・ metadata ・ OPI-1.3 ・ OPI-2.0

戻り値 画像ハン ド ル。 以後の画像関連の呼び出しで使えます。 errorpolicy=return の場合、 戻 り 値

-1 はエラーを示すので、 そ う でないかを呼び出し側で検査する必要があ り ます。 返され

た画像ハン ド ルは、 複数の PDF 文書にわたって再利用する こ と はでき ません。 関数の呼

び出しが失敗し た と きは、 その失敗の原因を get_errmsg( ) で取得する こ と ができ ます。

詳細 この関数は、 imagetype パラ メ タで決定される、 対応形式のいずれかのラ ス タ グ ラ フ ィ ッ

ク フ ァ イルを開いて分析し、 その画像データ を出力文書へコ ピーし ます。 この関数は、 出

力上にいかなる視覚効果を も与えません。 取 り 込んだ画像を、 生成する出力文書のど こ か

に実際に配置するには、 fit_image( ) を使 う 必要があ り ます。 同じ画像を、 1 つの生成文書

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/images/starter-image
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内で複数回開 く こ と は推奨し ません。 なぜな ら、 画像データ本体が出力文書へい く つも コ

ピーされて し ま う からです。

PDFlib は、 与え られた filename の画像フ ァ イルを開き、 内容を処理し て、 呼び出しか

ら戻る前にフ ァ イルを閉じ ます。 画像は 1 つの文書内に何回でも貼る こ と ができ ますが

（fit_image( ) 参照）、画像フ ァ イル自体は、 この呼び出しの後も開かれたま まになっている

のではあ り ません。

imagetype = raw か ccitt の場合には、 width ・ height ・ components ・ bpc オプシ ョ ンを

与え る必要があ り ます。 なぜな ら、 それら を PDFlib は画像データから取 り 出すこ と がで

き ないか ら です。 画像に本当に合ったオプシ ョ ン値を与え る のは、 ユーザー側の役割で

す。 そ う し ない と、 破損し た PDF 出力が生成される こ と があ り 、 Acrobat から Insufficient
data for an Image メ ッ セージが出される可能性があ り ます。

imagetype = raw の場合には、 与え る画像データのサイ ズは [width × components ×

bpc ÷ 8] × height バイ ト に等し く なければな り ません。 こ こ で角カ ッ コ内は小数点以下

を切 り 上げて整数 と し ます。画像のサンプルは、標準の PostScript/PDF の順序であ る と見

な されます。 すなわち、 上から下、 左から右と い う 順序です （座標変換が適用されていな

いもの と し て）。 16 ビ ッ ト のサンプルは、 最上位バイ ト を先頭にし て （ビ ッ グエンデ ィ ア

ン、 または 「Mac」 バイ ト 順序と呼ばれます） 与え る必要があ り ます。 ピ ク セル値の極性

については 141 ページ 「色空間」 で解説し た もの と同様です。 bpc が 8 未満であって も、

各ピ ク セル行はバイ ト の区切 り で開始され、そし てバイ ト 内では色値は左から右へ格納さ

れていき ます。 画像のサンプルは必ず独立し ています。 すなわち、 最初のピ ク セルのすべ

ての色値が最初に与え られて、 次に 2 番目のピ ク セルのすべての色値が与え られ、 以下同

様です。

PDF/X-1a ： RGB 画像は許されません。

PDF/X-3 ・ 4 ・ 5 ： グレース ケール画像の場合は、 出力イ ンテン ト がグレース ケールか

CMYK のデバイ スでない と きは、 begin_page_ext( ) で defaultgray オプシ ョ ンを設定し て

お く 必要があ り ます。RGB 画像の場合は、出力イ ンテン ト が RGB デバイ スでない と きは、

begin_page_ext( ) で defaultrgb オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。 CMYK 画像の

場合は、出力イ ンテン ト が CMYK デバイ スでない と きは、begin_page_ext( ) で defaultcmyk
オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。 JBIG2 画像は許されません。

PDF/A ： グ レース ケール画像の場合は、 出力イ ンテン ト が （いずれの種別も） 指定さ

れていない と きは、 begin_page_ext( ) で defaultgray オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ

り ます。

RGB 画像の場合は、 出力イ ンテン ト が RGB デバイ スでない と きは、 begin_page_ext( )
で defaultrgb オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。

CMYK 画像の場合は、 出力イ ンテン ト が CMYK デバイ スでない と きは、 begin_page_
ext( ) で defaultcmyk オプシ ョ ンを設定し てお く 必要があ り ます。

スコープ inline オプシ ョ ンを与えていない と きは、 ス コープは文書 ・ ページ ・ フ ォ ン ト であ り 、 こ

の関数は、 対応する close_image( ) と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。 文書ス コー

プかフ ォ ン ト ス コープで画像を読み込む と、 ページス コープで読み込む場合に比べて、 若

干出力サイ ズを小さ く する こ と ができ ます。

inline オプシ ョ ンを与えている と きは、 ス コープはページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ

リ フであ り 、 close_image( ) を呼び出し てはいけません。

パラメタ 表 9.1 ・ 表 9.2 参照
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表 9.3 load_image( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

alphachannel-
name

（名前文字列。 TIFF 画像では不可。 ignoremask=true にする と無視されます） 指定し た名前のアル

フ ァ チャ ンネルを画像フ ァ イルから読み取り、 それを ソ フ ト マスク と し て画像に適用し ます。 そ

の名前のチャ ンネルが画像フ ァ イル内に存在し ている必要があ り ます。 デフ ォル ト ： 画像内の最

初のアルフ ァ チャ ンネル

bitreverse （論理値。 imagetype=ccitt のみ） true にする と、 圧縮データ内のすべてのバイ ト のビ ッ ト 反転を

し ます。 デフ ォル ト ： false

bpc （整数。 imagetype=raw のみ。 その場合は必須） 色要素あた りのビ ッ ト 数。 1 ・ 2 ・ 4 ・ 8 のいずれか

にする必要があ り ます。 PDF 1.5 では bpc=16 も使えます。

cascadedflate （論理値。 imagetype=jpeg のみ） true にする と、 JPEG 圧縮された画像データに、 Flate 圧縮の追

加のレ イヤーが適用されます。 これは、 同色の広い領域を持つ画像等、 特定の場合には、 出力

フ ァ イルサイズを減らす可能性があ り ます。 ただ し、 多 く のタ イプの画像内容について、 このオ

プシ ョ ンはフ ァ イルサイズを減ら さず、 むし ろ出力が大き く なる可能性もあ り ます。 デフ ォル ト ：
false

clipping-
pathname

（文字列。 imagetype=tiff ・ jpeg のみ。 honorclippingpath=false にする と無視されます） 指定し

た名前のパスを画像フ ァ イルから読み込んで、 それを ク リ ッ ピングパス と し て使います。 その名

前のパスが画像フ ァ イル内に存在し ている必要があ り ます。 特別な名前 Work Path を使う と、

Photoshop で作成された一時パスを指定する こ とができます。 デフ ォル ト ： 画像フ ァ イル内でク

リ ッ ピングパス と し て与えられているパスの名前

colorize （スポ ッ ト カ ラーハン ドル。 iccprofile オプシ ョ ンを与える と無視されます） スポ ッ ト カ ラーハン

ドルで画像に着色し ます。 このハン ドルは、 makespotcolor( ) で取得し てお く 必要があ り ます。 画

像は、 白黒かグレースケールの画像でなければな り ません。

components （整数。 imagetype=raw のみ。 その場合は必須） 画像要素 （チャ ンネル） の数。 1 ・ 3 ・ 4 のいずれ

かにする必要があ り ます。

copyglobals （キーワー ド、 または整数のリ ス ト 。 imagetype=jbig2 のみ） JBIG2 ス ト リーム内のどのグローバ

ルセグ メ ン ト が PDF へ複製されるかを指定し ます。 JBIG2 ス ト リーム内にグローバルセグ メ ン ト

が全然ないと きは、 このオプシ ョ ンは全 く 効力を持ちません （デフ ォル ト ： current） ：

all JBIG2 ス ト リーム内のすべてのページに対するグローバルセグ メ ン ト を PDF へ複製し

ます。 これは、 同じ JBIG2 ス ト リームから複数のページが取り込まれる場合には、 用い

る必要があ り ます。 同じ JBIG2 ス ト リームから さ らなるページ群が後で取り込まれる場

合には、 imagehandle オプシ ョ ンを用いる必要があ り ます。

current JBIG2 ス ト リーム内のカ レン ト ページ （すなわち、 page オプシ ョ ンで指定し たページ）

に対し て必要なグローバルセグ メ ン ト のみを PDF へ複製し ます。 これは、 同じ JBIG ス

ト リーム内から さ らなるページが取り込まれない場合には、 用いる必要があ り ます。

georeference （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.7ext3） 地理空間測量に利用するために画像に関連づけられる地球ベー

ス座標系の記述を指定し ます。 詳し く は 220 ページ 「13.2 地理空間機能」 を参照。

height （整数。 imagetype=raw ・ ccitt のみ。 その場合は必須） 画像の高さ を、 ピ クセル単位で指定し ま

す。

honor-
clippingpath

（論理値。 imagetype=tiff ・ jpeg のみ） 画像フ ァ イルから、 も しあればク リ ッ ピングパスを読み込

んで、 それを画像に適用し ます。 デフ ォル ト ： true

honor-
iccprofile

（論理値。 imagetype=jpeg ・ png ・ tiff のみ。 colorize オプシ ョ ンを与えている と きは false に設

定されます） 埋め込まれている ICC プロ フ ァ イル （も しあれば） を読み込んで、 それを画像に適

用し ます。 デフ ォル ト ： グローバルな honoriccprofile パラ メ タの値。
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iccprofile （ICC ハン ドル。 imagetype=jpeg ・ jbig2 ・ png ・ tiff のみ） 画像に適用される ICC プロ フ ァ イルの

ハン ドル。 デフ ォル ト ： プロ フ ァ イルが画像内に存在し、 かつ honoriccprofile=true にし ている

と きは、 その埋め込まれたプロ フ ァ イル。

iconname （ハイパーテキス ト 文字列。 inline=true にする と無視されます。 template=true を強制し ます）

画像に名前を付けて、 JavaScript で参照できるよ う にし ます。 た と えば、 画像を フ ォームフ ィ ール

ドのアイ コ ン と し て使いたいと きに有用です。

ignoremask （論理値。 PDF/X-1 ・ PDF/X-3 ・ PDF/A モー ドの場合、 アルフ ァ チャ ンネルを持つ画像に対し ては

true に設定する必要があ り ます） 画像内の透過情報と アルフ ァ チャ ンネルを無視し ます。 デフ ォ

ル ト ： false

ignore-
orientation

（論理値。 imagetype=tiff のみ） 画像内の orientation タグをすべて無視し ます。 これは、 誤った向

き情報を補正し たいと きに有用です。 デフ ォル ト ： false

imagehandle （画像ハン ドル。 imagetype=jbig2 のみ） 同じ JBIG2 ス ト リームから作成された別の画像に付けら

れた既存のグローバルセグ メ ン ト への参照を追加し ます。 この画像は、 以前に copyglobals=all

オプシ ョ ンで読み込まれている必要があ り ます。 カ レン ト JBIG2 ス ト リーム以外のフ ァ イルから

作成されている画像を参照する こ とはエラーです。 指定し た画像ハン ドルは、 閉じ られていては

いけません。 デフ ォル ト ： 画像ハン ドルな し、 すなわち、 新規 PDF オブジ ェ ク ト が、 カ レン ト

ページのみに対するすべての必要なグローバルセグ メ ン ト を持って生成されます

inline （論理値。 imagetype=ccitt ・ jpeg ・ raw のみ） true にする と、 画像は直接、 ページ ・ パターン ・

テンプレー ト ・ グ リ フのいずれかの記述の内容ス ト リーム内へ書き込まれます。 このオプシ ョ ン

は暗黙的に、 fit_image( ) と close _image( ) を呼び出し ます （PDFlib チュー ト リ アル参照）。 このオプ

シ ョ ンを用いる こ とは、 Type 3 フ ォ ン ト のビ ッ ト マ ッ プグ リ フに対し てのみ推奨されます。 デ

フ ォル ト ： false

interpolate （論理値。 PDF/A では false にする必要があ り ます） 画像の内挿を有効にし て、 画面や紙の上での

見ばえを向上させます。 これは、 Type 3 フ ォ ン ト 内のグ リ フ記述のためのビ ッ ト マ ッ プ画像の場

合に有用です。 デフ ォル ト ： false

invert （論理値。 imagetype=jpeg2000 では mask=true にし ていなければ不可） 画像を反転させます （明る

い色と暗い色を入れ換え）。 これを使う と、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って異なって解釈される画像

を、 適切に扱う こ とができます。 デフ ォル ト ： false

K （整数。 imagetype=ccitt のみ） 圧縮方式選択のための CCITT のパラ メ タ。 デフ ォル ト ： 0

-1 G4 圧縮

0 一次元 G3 圧縮 （G3-1D）

1 一 ・ 二次元混合圧縮 （G3, 2-D）

layer （レ イヤーハン ドル。 PDF 1.5） 画像を属させたいレ イヤー。 ただ し、 この画像を配置する前に

begin_layer( ) で別のレ イヤーが有効にされていない場合にかぎ り ます。 この画像を配置する前に

begin_layer( ) を呼び出し てレ イヤーを有効にさせる と、 この画像の layer オプシ ョ ンは上書き され

ます。 この画像の layer オプシ ョ ンが上書き されないよ う にするには、 この画像を配置する前に

end_layer( ) を呼び出し て く だ さい。

表 9.3 load_image( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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mask （論理値。 イ ンデッ クスカ ラーを含め、 色要素が 1 個の画像のみ） 画像はマスク と し て使われま

す。 これは 1 ビ ッ ト のマスクでは必須ですが、 ピ クセルあた りのビ ッ ト 数が 1 よ り大きいマスク

では必須ではあ り ません。 ただ し、 ビ ッ ト 数が 1 よ り大きいマスク を使う には PDF 1.4 が必要で

す。 デフ ォル ト ： false。 マスクには 2 通りの使い方があ り ます ：

> 他の画像をマスク ： 返された画像ハン ドルは、 以後の呼び出し で他の画像を開 く と きに使う こ と

ができ、 masked オプシ ョ ンに与える こ とができます。

> 着色された透過画像を配置 ： 画像内の、 0 のビ ッ ト のピ クセルを透過と し て扱い、 1 のビ ッ ト のピ

クセルを カ レン ト 塗り色で着色し ます。

このオプシ ョ ンは ignoremask=true を強制し ます。 なぜなら、 マスク と し て用いられる画像は、

それ自身が内部マスク を持つこ とはできないからです。

masked （画像ハン ドル） カ レン ト 画像に対し てマスク と し て適用し たい画像の画像ハン ドル。 この画像ハ

ン ドルは、 あらかじめ load_image( ) を呼び出し て返され、 まだ閉じ ていないものです。 PDF 1.3 互

換モー ド では、 マスクハン ドルは 1 ビ ッ ト 画像を参照し ている必要があ り、 かつ、 mask オプシ ョ

ンを指定し て読み込んである必要があ り ます。 PDF/A ・ PDF/X-1/3 モー ド では、 このオプシ ョ ン

は 1 ビ ッ ト マスクの場合のみ許されます。

metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） 画像に対する メ タデータ を与えます （225 ページ 「14.2 XMP メ タ

データ」 参照）。

OPI-1.3 （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF/A ・ PDF/X では不可） OPI 1.3 の PostScript コ メ ン ト をオプシ ョ ン名と し
て入れたオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下の項目は必須です ： ALDImageFilename （文字列1） ・

ALDImageDimensions （整数のリ ス ト ） ・ ALDImageCropRect （整数による矩形） ・ ALDImagePosition
（float のリ ス ト ）

以下の項目は必須ではあ り ません ：

ALDImageID （文字列） ・ ALDObjectComments （文字列） ・ ALDImageCropFixed （矩形） ・

ALDImageResolution （float のリ ス ト ） ・ ALDImageColorType （キーワー ド。 Process ・ Spot ・

Separation のう ちのいずれか。 デフ ォル ト ： Spot） ・ ALDImageColorType （範囲 0 ～ 1 の色値 4 個

と色名 1 個のリ ス ト ） ・ ALDImageTint （float） ・ ALDImageOverprint （論理値） ・ ALDImageType （整数

のリ ス ト ） ・ ALDImageGrayMap （整数のリ ス ト ） ・ ALDImageTransparency （論理値） ・

ALDImageAsciiTag （整数と文字列との対のリ ス ト ）

normalizefilename サブオプシ ョ ンは、 フ ァ イル名の処理を制御し ます。 true にする と、 フ ァ イ

ル名は PDF リ フ ァ レンスが義務付けているよ う に正規化されます。 false にする と、 フ ァ イル名

は何も変更されずに出力へコ ピーされます。 後者は、 正規化されたフ ァ イル名を適切に処理し な

いい く つかの OPI サーバを扱う際に有用かも しれません。 デフ ォル ト ： false

OPI-2.0 （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF/A ・ PDF/X では不可） OPI 2.0 の PostScript コ メ ン ト をオプシ ョ ン名と し
て入れたオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下の項目は必須です ： ImageFilename （文字列 1）

以下の項目は、 両方入れるか、 またはどち ら も入れない必要があ り ます ：

ImageCropRect （矩形） ・ ImageDimensions （float のリ ス ト ）

以下の項目は必須ではあ り ません ：

MainImage （文字列） ・ TIFFASCIITag （整数と文字列との対のリ ス ト ） ・ ImageOverprint （論理値） ・

ImageInks （文字列 full_color か、 または文字列 registration か、 または文字列 monochrome と

イ ンキ名 ・ 濃度をそれぞれ指定し た文字列 ・ float 対 （複数可） と を入れた リ ス ト ） ・

IncludedImageDimensions （整数のリ ス ト ） ・ IncludedImageQuality （整数で値 1 ・ 2 ・ 3 のいずれ

か）

normalizefilename も使えます （OPI-1.3 参照）。

page （整数。 imagetype=gif ・ jbig2 ・ tiff のみ。 それ以外の形式で使う と きは 1 にする必要があ り ま

す） 複数ページ画像フ ァ イルから、 指定番号の画像を取り出し ます。 最初の画像の番号は 1 です。

要求し たページが画像フ ァ イル内に見つからない と きは、 その呼び出しは失敗し ます。 デフ ォル

ト ： 1

表 9.3 load_image( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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VB  RB Sub close_image(image As Long)
C# void close_image(int image)

画像を閉じ ます。

image load_image( ) で取得し た有効な画像ハン ド ル。

詳細 この関数は、PDFlib 内部の関連する画像構造に対し てのみ効力を持ちます。画像をフ ァ イ

ルから開いていた と し て も、 画像フ ァ イル本体は、 その load_image( ) への呼び出しが完

了し た時点ですでに閉じ られているため、 こ の呼び出しには影響されません。 画像ハン ド

ルは、 こ の関数で閉じ た後はも う 使えません。 なぜな ら こ の関数は、 画像 と の PDFlib 内

部の関連を切るからです。

スコープ 文書・ ページ ・ フ ォ ン ト 。 inline オプシ ョ ンを使っていない と きは、対応する load_image( )
と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。

VB  RB Sub fit_image(image As Long, x As Double, y As Double, optlist As String)
C# void fit_image(int image, double x, double y, String optlist)

画像またはテンプレー ト をページ上に、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って配置し ます。

image load_image( ) または begin_template_ext( ) 関数で取得し た有効な画像またはテン

プレー ト ハン ド ル。

x ・ y 画像またはテンプレー ト を、さ まざまなオプシ ョ ンに従って貼 り たい参照点の座標

を、 ユーザー座標系で指定し ます。

passthrough （論理値。 imagetype=tiff ・ jpeg のみ） TIFF ・ JPEG 画像データの処理を制御し ます。

tiff （デフ ォル ト ： true） true にする と、 圧縮された TIFF 画像データは、 可能ならば PDF

出力へ直接パススルーされます。 このオプシ ョ ンを false に設定する と、 TIFF 画像が

損傷したデータや不完全なデータ を含むと きに役立つ場合があ り ます。

jpeg （デフ ォル ト ： false） false にする と、 PDFlib は JPEG 画像データ を変換し て、 Acrobat

との互換性のためのデータ を ク リーンア ッ プ し ます。 true にする と、 JPEG 画像データ

は PDF 出力へ直接コ ピーされます。 マルチスキャ ンおよびある種の CMYK JPEG 画像に

対し ては、 このオプシ ョ ンは無視されます。 このオプシ ョ ンを true に設定する と、 処

理は若干速 く なる こ とがあ り ますが、 ある種のまれな種類の JPEG 画像が Acrobat 上で

正し く 表示されな く な り ます。

rendering-
intent

（キーワー ド） 画像に対するレンダ リ ングイ ンテン ト 。 と り う るキーワー ド と その意味については

表 9.1 参照。 デフ ォル ト ： グローバルな renderingintent パラ メ タの値

template （論理値） true にする と、 プレーンな Image XObject ではな く 、 Form XObject （PDFlib ではテンプ

レー ト と呼びます） の中に埋め込んで PDF Image XObject を生成し ます。 これは、 1 つの画像だけ

でできたフ ォームフ ィ ールド アイ コ ンのためのテンプレー ト を作成するのに有用で し ょ う。 これ

はまた、 OPI-1.3 か OPI-2.0 オプシ ョ ンを使っている と きは、 ある種の OPI サーバとの互換性のた

めに必要です。 デフ ォル ト ： false。 スコープ ： 文書

width （整数。 imagetype=raw ・ ccitt のみ。 その場合は必須） 画像の幅を、 ピ クセル単位で指定し ます

1. Windows ユーザーは、 オプシ ョ ン リ ス ト 内で結果的にパスの中に 1 個のバッ ク スラ ッ シ ュ を作成するには、 2 個のバッ ク ス
ラ ッ シ ュキャ ラ ク タ を並べる必要がある こ と に留意し て く だ さい （9 ページ 「よ く ある落と し穴」 参照）。

表 9.3 load_image( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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optlist 画像はめ込み ・ 処理オプシ ョ ン群を指定し たプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ン

が使えます ：

> 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン群 ：

boxsize・blind・dpi・fitmethod・matchbox・orientate・position・rotate・scale・showborder
> 表 9.4 に従った画像処理のためのオプシ ョ ン群 ：

adjustpage ・ gstate ・ ignoreclippingpath ・ ignoreorientation

詳細 画像またはテンプレー ト （以下、 ま と めてオブジェ ク ト と いいます） は、 参照点 (x, y) に

合わせて配置さ れます。 デフ ォル ト では、 オブジ ェ ク ト の左下隅が参照点に配置さ れま

す。 しかし この動作は、 orientate ・ boxsize ・ position ・ fitmethod オプシ ョ ンで変え る こ と

も でき ます。 デフ ォル ト では、 画像はその解像度の値に従って拡縮さ れます。 こ の動作

は、 dpi ・ scale ・ fitmethod オプシ ョ ンで変え る こ と も でき ます。

スコープ ページ ・ パターン （パターンの painttype が 1 か、 または画像がマス ク の場合のみ） ・ テン

プレー ト ・ グ リ フ （Type 3 フ ォ ン ト の colorized オプシ ョ ンが true であ るか、 または画像

がマス クの場合のみ）。 この関数は、 画像ハン ド ルを close_image( ) で閉じ ない限 り 、 任意

のページ上で任意の回数呼び出すこ と ができ ます。 .

VB  RB Function info_image(image As Long, keyword as String, optlist As String) As Double
C# double info_image(int image, String keyword, String optlist)

画像を組版する際の、 寸法などの画像特性群を取得し ます。

image 関数 load_image( )・begin_template_ext( ) のいずれかで取得し た画像・テンプレー

ト いずれかの有効なハン ド ル。

keyword 求める情報を表 9.5 に従って指定し たキーワード。

表 9.4 fit_image( ) ・ fit_pdi_page( ) ・ fill_*block( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

adjustpage （論理値。 ページス コープでのみ効力を持ちます。 begin_page_ext( ) で topdown オプシ ョ ンを与えて

いる と きは不可） カ レン ト ページの寸法を、 オブジ ェ ク ト に合わせて調整し、 ページの右上隅が

オブジ ェ ク ト の右上隅プ ラス (x, y) と一致するよ う にし ます。 こ こで x ・ y は関数の引数です。

MediaBox が調整され、 それ以外のボ ッ クス項目はすべてデフ ォル ト に リ セ ッ ト されます。

position オプシ ョ ンを値 0 にし て、 以下のよ う な使い方ができます ：

x ≧ 0 かつ y ≧ 0

オブジ ェ ク ト は余白で囲まれます。 この余白は、 横方向の厚さが y、 縦方向の厚さが x

にな り ます。

x < 0 かつ y < 0

画像から水平と垂直の帯が切り取られます。

デフ ォル ト ： false

gstate （グラ フ ィ ッ ク状態ハン ドル） create_gstate( ) で取得し たグラ フ ィ ッ ク状態のハン ドル。 このグラ

フ ィ ッ ク状態は、 この関数で作成されるすべてのグラ フ ィ ッ ク要素に対し て効力を持ちます。 デ

フ ォル ト ： グラ フ ィ ッ ク状態な し （すなわち、 カ レン ト 状態が用いられます）

ignore-
clippingpath

（論理値。 TIFF ・ JPEG 画像のみ） 画像フ ァ イルの中にク リ ッ ピングパスがあっても無視されます。

デフ ォル ト ： false、 すなわち ク リ ッ ピングパスは適用されます

ignore-
orientation

（論理値。 TIFF 画像のみ） 画像内の orientation タグをすべて無視し ます。 これは、 誤った向き情報

を補正し たいと きに有用です。 デフ ォル ト ： load_image( ) の ignoreorientation オプシ ョ ンの値
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optlist fit_image( ) に対するオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。求められたキー

ワード の値を決定するのに関係のないオプシ ョ ンは無視されます。

戻り値 キーワード で要求し た何らかの画像特性の値。要求し た特性が画像フ ァ イル内で得られな

い と きは、この関数は 0 を返し ます。オブジェ ク ト ハン ド ルを要求し た と きは（clippingpath
等） 、 こ の関数はそのオブジェ ク ト のハン ド ルを返すか、 あ るいはそのオブジェ ク ト が得

られない と きは -1 を返し ます。

詳細 この関数は、与えたオプシ ョ ン群に従って画像を配置するために必要なすべての計算を実

行し ますが、 ページ上には実際の出力を一切生成し ません。 画像の参照点は {0 0} と見な

されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ ・ 文書 ・ パス

表 9.5 info_image( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

boundingbox 画像の外接枠のパスハン ドル

clippingpath 画像のク リ ッ ピングパスのパスハン ドルか、 あるいはク リ ッ ピングパスが存在し ないと き

は -1

filename 画像フ ァ イルの名前 （あてはまる場合は searchpath デ ィ レ ク ト リ を含む）

fitscalex ・ fitscaley 与えたオプシ ョ ン群に従って画像を枠にはめ込んだ結果の拡縮倍率

height 与えたオプシ ョ ン群に従った画像の高さ をユーザー座標で表し たもの

iccprofile 画像内に埋め込まれている ICC プロ フ ァ イルのハン ドルか、 あるいはプロ フ ァ イルが全然

存在し ないと きは -1

imageheight 画像の高さ をピ クセル単位で表し たもの

imagemask 画像に関連付けられたマスクの画像ハン ドルか、 あるいはマスクが付けられていないなら

-1

imagetype 画像の種別 （形式） の文字列番号 ：

bmp ・ ccitt ・ gif ・ jbig2 ・ jpeg ・ jpeg2000 ・ png ・ raw ・ tiff

imagewidth 画像の幅をピ クセル単位で表し たもの

mirroringx ・

mirroringy
指定し たオプシ ョ ン群に従った画像の横反転 ・ 縦反転 （1 か -1 かで表されます）

orientation 画像の向きの値。 orientation タグを含む TIFF 画像についてはこのタグの値が返され、 それ

以外の場合にはすべて -1 が返されます。 PDFlib は、 1 以外の向きの値を自動的に補償し ま

す。

resx ・ resy 画像の横解像度 ・ 縦解像度。 正の値は、 画像の解像度を イ ンチあた り ピ クセル数 （dpi） で

表し ます。 値 0 は、 解像度が未知である こ と を意味し ます。 負の値は、 非正方ピ クセルの

縦横比を決定するために縦横相伴って用いられる こ とがあ り ますが、 絶対的な意味は一切

持ちません。

strips 画像ページの数 （ある種の複数ページ TIFF 画像の場合のみ 1 以外にな り ます）
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targetbox （open_pdi_page( ) に reference オプシ ョ ンを与えている と きのみ） ターゲッ ト ページの外接

枠のパスハン ドル （targetx1 等を参照）

targetx1 ・ targety1 ・

targetx2 ・ targety2 ・

targetx3 ・ targety3 ・

targetx4 ・ targety4

（begin_template_ext( ) に reference オプシ ョ ンを与えている と きのみ） ターゲ ッ ト ページの

外接枠矩形の i 番目の隅 （i=1, 2, 3, 4） の位置をユーザー座標で表し たもの。 これらの値は、

reference オプシ ョ ンの pdiusebox オプシ ョ ンで選択されたページ枠に従って算出されま

す。

width 与えたオプシ ョ ン群に従った画像の幅をユーザー座標で表し たもの

x1 ・ y1 ・ x2 ・ y2 ・

x3 ・ y3 ・ x4 ・ y4
与えたオプシ ョ ン群に従った画像外接枠矩形の i 番目の隅 （i=1, 2, 3, 4） の位置をユーザー

座標で表し たもの

表 9.5 info_image( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明
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9.2 テンプ レー ト
注 この節で解説するテンプレー ト 関数は、PDFlib ブロ ッ クによる可変データ処理とは無関係

です。 PDFlib Block Plugin で作成し たブロ ッ クへの流し込みを行う には、 fill_textblock( ) ・

fill_imageblock( ) ・ fill_pdfblock( ) を使います （179 ページ 「11 章 ブ ロ ッ ク流し込み関数

（PPS）」 参照）。

VB  RB Function begin_template_ext(width As Double, height As Double, optlist As String) As Long
C# int begin_template_ext(double width, double height, String optlist)

テンプレー ト 定義を開始し ます。

width ・ height テンプレー ト の外接枠の寸法を、ポイ ン ト 単位で指定し ます。こ の width・

height 引数は 0 にする こ と も でき ます。 この場合、 それらは end_template_ext( ) で与え る

必要があ り ます。 topdown オプシ ョ ンを true に設定し た と きは、 height は 0 以外にする

必要があ り ます。

optlist >テンプレー ト 関連の特性群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 load_image( ) の以下

のオプシ ョ ンが使えます （表 9.3 参照） ：

iconname ・ layer ・ metadata ・ OPI-1.3 ・ OPI-2.0
> begin_page_ext( ) の以下のオプシ ョ ンが使えます （表 3.7 参照） ：

topdown ・ transparencygroup
> reference オプシ ョ ン （表 9.6 参照）。 

戻り値 テンプレー ト ハン ド ル。 以後の画像関連の呼び出し （特に fit_image( )） で使えます。 エ

ラー発生時には -1 を返し ます。

詳細 この関数は、 テキス ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ 色状態パラ メ タ をすべてデフ ォル ト に リ セ ッ ト し

て、 グ ローバルな topdown パラ メ タに従って座標系を定義し ます。 テンプレー ト 定義の

最中は、 ハイパーテキス ト 関数 と、 画像を開 く 関数は使ってはいけませんが、 テキス ト ・

グ ラ フ ィ ッ ク ・ 色関数はすべて使えます。

スコープ 文書・ページ。この関数はテンプレー ト ス コープを開始させます。対応する end_template( )
と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。

VB  RB Sub end_template_ext(width As Double, height As Double)
C# void end_template_ext(double width, double height)

テンプレー ト 定義を完了し ます。

width ・ height テ ンプ レー ト の外接枠の寸法をポ イ ン ト 単位で指定 し ます。 width か

height を 0 にする と、 begin_template_ext( ) で与えた値が用いられます。 そ う でない と き

は、 begin_template_ext( ) で与えた値は上書き されます。

スコープ テンプレー ト 。 この関数はテンプレー ト ス コープを終了させます。 対応する begin_
template_ext( ) と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。
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表 9.6 begin_template_ext( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明

reference （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDFlib ソース コー ドパッ ケージでは入手不可。 PDF 1.4、 ただ し適切なページ

表示には Acrobat 9 以上が必須。 PDF/X-1/2/3/4 ・ PDF/A-1 モー ド では不可） 外部 PDF （「ター

ゲ ッ ト 」 文書） 内のページへの参照を指定し ます。 ページまたはテンプレー ト は、 この参照に対

する代理と し て用いられます。 ビ ューアの設定によ って、 かつターゲ ッ ト PDF が得られるかど う

かによ って、 内部の代理か、 外部のターゲ ッ ト のいずれかが表示 ・ 印刷されます。 使えるサブオ

プシ ョ ンは表 9.7 を参照し て く だ さい。

ターゲッ ト はローカルで得られる必要があ り、 かつ、 pagelabel または pagenumber サブオプシ ョ

ンで指定されたページを含んでいる必要があ り ます。 ターゲ ッ ト は、 ユーザーパスワー ド または

マス ターパスワー ド を必要とする ものではいけません。 参照ページの寸法は、 reference オプシ ョ

ンの pdiusebox サブオプシ ョ ンに従って決定されます。 この寸法は、 info_image( ) ・ info_pdi_page( )

の targetx1 ・ targety1 等のキーワー ド で取得する こ とができ、 代理テンプレー ト を構築する際、

または代理 PDF ページを配置する際には、 これに従う必要があ り ます。

PDF/X-5g ・ PDF/X-5pg モー ド では、 ターゲッ ト は右記の規格のいずれかに準拠し ている必要があ

り ます ： PDF/X-1a:2003 ・ PDF/X-3:2003 ・ PDF/X-4 ・ PDF/X-4p ・ PDF/X-5g ・ PDF/X-5pg。 かつ、

同一の出力イ ンテン ト に対し て用意されている必要があ り ます。

表 9.7 begin_template_ext( ) ・ open_pdi_page( ) の reference オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

キー 説明

filename （名前文字列。 必須） ターゲッ ト PDF を内容と し て持つフ ァ イルの名前。 この名前は PDF 内に格

納され、 ビ ューアによ って使われます。 これは、 target オプシ ョ ンを指定し ない と きは、 ター

ゲ ッ ト PDF をローカルで見つけるためにも使われます （すなわち、 その PDF が存在し ている必要

があ り ます）。 デ ィ レ ク ト リ を一切付けない素のベース名を用いる こ と を推奨し ます。

pagelabel （ハイパーテキス ト 文字列。 pagenumber と同時に指定し てはいけません） 参照し たいページのペー

ジ ラベル

pagenumber （整数） 参照し たいページの番号。 先頭ページの番号は 1 です。 デフ ォル ト ： 1 （ただ し これは

pagelabel によ って上書き される可能性があ り ます）

pdiusebox （キーワー ド。 PDF/X-5g ・ PDF/X-5pg モー ド では media を強制されます） ターゲッ ト ページの寸

法を決定するためにどの枠寸法を用いるかを指定し ます。 デフ ォル ト ： PDF/X-5g ・ PDF/X-5pg

モー ド では media、 それ以外では crop。

media MediaBox を用います （これは必ず存在し ます）

crop CropBox があるならそれを、 ないなら MediaBox を用います

bleed BleedBox があるならそれを、 ないなら CropBox を用います

trim TrimBox があるならそれを、 ないなら CropBox を用います

art ArtBox があるならそれを、 ないなら CropBox を用います

strongref （論理値。 PDF/X-5g ・ PDF/X-5pg モー ド では true を強制されます） true にする と、 PDFlib は、

ターゲッ ト の ID 項目を用いて、 そのターゲッ ト への強い参照を作成し ます。 ターゲッ ト が別の文

書で置き換えられる と、 この参照は切れます （すなわち、 ビ ューアは代理を用います）。 ターゲッ

ト を柔軟に取り替える運用を し たい と きは、 このオプシ ョ ンは false に設定する必要があ り、 そ

の場合、 ローカルのターゲッ ト と、 文書が最終的に表示される際に用いられる ターゲッ ト とは、

等しいページ枠と回転項目を持つ必要があ り ます。 デフ ォル ト ： true
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VB  RB Sub end_template( )
C# void end_template( )

非推奨。 end_template_ext( ) を使って く ださい。

テンプレー ト 定義を完了し ます。

スコープ テンプレー ト 。 この関数はテンプレー ト ス コープを終了させます。 対応する begin_
template_ext( ) と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。

VB  RB Function begin_template(width As Double, height As Double) As Long
C# int begin_template(double width, double height)

非推奨。 begin_template_ext( ) を使って く ださい。

target （PDF 文書ハン ドル） open_pdi_document( ) で取得し た ターゲッ ト 文書のハン ドル。 このターゲッ ト

PDF は、 repair=none オプシ ョ ンを付けて、 かつ password オプシ ョ ンを付けずに開いたものであ

る必要があ り ます。 文書ハン ドルを フ ァ イル名に加えて与える こ とは、 2 つの場合に有用で し ょ

う ：

> 多数の生成文書が同じ ターゲ ッ ト PDF を参照する と き、そのターゲ ッ ト は 1 回だけ開 く 必要があ

り、 その結果は内部的にキャ ッ シュ される こ とができます。

> ローカルのターゲッ ト のフ ァ イル名が、 PDF 内に格納し たいターゲッ ト フ ァ イル名と異なる と

き。

表 9.7 begin_template_ext( ) ・ open_pdi_page( ) の reference オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

キー 説明
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9.3 サムネール

VB  RB Sub add_thumbnail(image As Long)
C# void add_thumbnail(int image)

画像を、 カレ ン ト ページに対するサムネール と し て追加し ます。

image load_image( ) で取得された有効な画像ハン ド ル。

詳細 こ の関数は、 指定する画像を、 カ レ ン ト ページに対するサムネール画像 と し て追加し ま

す。 サムネール画像は以下の制限を守る必要があ り ます。

> 画像は、 106 × 106 ピ ク セルよ り 大き く てはいけません。

> 画像は、 グレースケール ・ RGB ・ イ ンデッ ク ス RGB のいずれかの色空間を使っている

必要があ り ます。

> 複数ページ TIFF 画像は、 サムネール と し て使えません。 なぜな らサムネールは、 ただ

1 つの PDF 画像オブジェ ク ト から構成される必要があ るためです。

こ の関数は、 ページに対し てサムネール画像を生成するのではな く 、 既存の画像をサム

ネール と し て追加する手段を提供し ているだけです。 サムネール画像自体は、 ク ラ イ アン

ト 側で生成する必要があ り ます。 ク ラ イ アン ト は、 サムネールの色 ・ 縦横比 ・ 内容を、 実

際のページ内容 と一致させる必要があ り ます。

Acrobat と Adobe Reader では、 サムネールはページ表示時に生成されますし、 またサ

ムネールは生成 PDF 全体のフ ァ イルサイ ズを増大させますので、 サムネールを追加せず

に、 ク ラ イ アン ト 側でのサムネール生成に任せる こ と を推奨し ます。

スコープ ページ。 ページご と に一度しか呼び出し てはいけません。 サムネールは、 すべてのページ

に付けなければな ら ないわけではあ り ません。
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10 PDF 取り込み （PDI） ・ pCOS 関数
注 この章で説明する関数はすべて、 PDF 取り込み ラ イブ ラ リ （PDI） を必要と し ます。 PDI

は、 PDFlib+PDI と PDFlib Personalization Server （PPS） には含まれていますが、 基本 PDFlib
製品には含まれていません。 PDI の入手についての詳しい情報を得るには私達のウ ェ ブサ

イ ト においで く だ さい。

10.1 文書関数
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの pdf_import/starter_pdfmerge ト ピ ッ クにあり ま

す。

この節に関連するパラ メ タのキー名を表 3.1 ・ 表 3.2 に示し ます （157 ページ 「2.1 パラ メ

タ処理」 参照）。

VB  RB Function open_pdi_document(filename As String, optlist As String) As Long
C# int open_pdi_document(String filename, String optlist)

デ ィ ス クベースか仮想の PDF 文書を開き、 以後の使用に備えます。

filename （名前文字列。グ ローバルな filenamehandlingオプシ ョ ン またはパラ メ タに従っ

て解釈されます。 表 2.2 参照） PDF フ ァ イルの名前。

optlist PDF の開 く オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 10.2 に従った PDF 文書オプシ ョ ン群 ： ignorepdfversion ・ infomode ・ inmemory ・

password ・ repair ・ requiredmode

戻り値 PDI 文書ハン ド ル。 文書の個々のページの処理や、 文書のプロパテ ィ の取得に使えます。

戻 り 値 -1 は、 PDF 文書を開 く こ と ができ なかった こ と を示し ます。 任意の数の PDF 文書

を同時に開いてお く こ と ができ ます。 戻 り 値は、 カレン ト の文書ス コープを終え る まで使

えます。関数の呼び出しが失敗し た と きは、その失敗の理由を get_errmsg( ) で取得する こ

と ができ ます。

エラー動作は、 errorpolicy パラ メ タ またはオプシ ョ ンで変更する こ と ができ ます。

詳細 デフ ォル ト では、 以下の条件の う ち 1 つでも真の と きは、 その文書は拒否されます ：

> 文書が破損し てお り 、かつ修復できなかった （または repair=none が指定されていた）。

> 文書が、カレン ト PDF 文書と非互換な PDF バージ ョ ンを用いている。PDF 1.6 以下の各

PDF バージ ョ ンに対し ては、 それ以下のすべてのバージ ョ ンが互換です。PDF 1.7 ・ 1.7

表 10.1 get/set_parameter( ) の PDI 関連キー一覧

キー 説明

pdi1

1. get_parameter( ) のみ

背後のラ イブ ラ リ をビルド する際に PDI がイ ン クルー ド されている場合は文字列 true を返し ま

す。 これは、 PDFlib GmbH によ って頒布されているすべての結合された PDFlib ・ PDFlib+PDI ・ PPS

のバイナ リ について、 ラ イセンスキーにかかわらずあてはま り ます。 そ う でないなら false を返

し ます。 ス コープ ： 任意 ・ null

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdf-import/starter-pdfmerge
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拡張レベル 3 に対し ては、 PDF 1.7 ・ PDF 1.7 拡張レベル 3 （Acrobat 9） ・ PDF 1.7 拡張

レベル 8 （Acrobat X） 以下のすべてのバージ ョ ンが互換です （なお、 Acrobat X の暗号

化には未対応です）。 ただし、 PDF/A モード では、 PDF バージ ョ ンヘッ ダ群は PDF 内

で無視されなければな ら ないので、 入力 PDF バージ ョ ン番号は無視されます。

> 文書が暗号化されているのに、そのパス ワード が password オプシ ョ ンで与え られてい

ない。

> 文書がカレン ト の PDF/X または PDF/A 出力準拠レベルに互換でないか、または非互換

な出力イ ンテン ト を使っている。

> 文書がタ グ付き PDF であ り 、 begin_document( ) の tagged オプシ ョ ンが true であ る。

1 番目の原因以外の と きは、 infomode オプシ ョ ンを使って文書を開 く こ と もでき ます。 こ

れは、 pcos_get_*( ) 関数群を使って、 暗号化や PDF/X ・ PDF/A の状態、 文書情報フ ィ ール

ド など、 その PDF に関する情報を取得し たい と きに有用でし ょ う 。

PDF の取 り 込みに関連し た問題 （PDF フ ァ イル名の誤 り 、 対応し ていない形式、 不適

切な PDF データ など） の性質について、 も っ と詳しい情報を得るには、 get_errmsg( ) を

使って、 よ り 詳しいエラー メ ッ セージを取得し ます。

PDF/A の場合：取 り 込む文書は、infomode=true にし ていない と きは、カレ ン ト の PDF/

A 出力準拠レベル と出力イ ンテン ト に互換であ る必要があ り ます。

PDF/X の場合：取 り 込む文書は、infomode=true にし ていない と きは、カレ ン ト の PDF/

X 出力準拠レベルに互換であ る必要があ り 、 かつ、 生成する文書 と同じ出力イ ンテン ト を

使っている必要があ り ます。

スコープ 任意。オブジ ェ ク ト ス コープでは、PDI文書ハン ド ルはpcos_get_*( )関数群でだけ使えます。

表 10.2 open_pdi_document( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明

infomode （論理値） true にする と、 pCOS イ ン タ フ ェ ースで情報は取得できるけれど も、 ページを カ レン ト

出力文書へ取り込むこ とはできないよ う に文書が開きます。 特に、 以下の類の文書を、

infomode=true では開 く こ とができます ：

> カ レン ト の PDF/X または PDF/A 準拠レベルと互換でない PDF

> カ レン ト 文書よ り高い PDF バージ ョ ンを持つ PDF

> パスワー ドがわからない暗号化された PDF （例外 ： Distiller の設定 「オブジ ェ ク ト レベルの圧縮 ：

最高」 を使って作成された PDF 1.6 文書）

> begin_document( ) で tagged オプシ ョ ンを true にし たと きのタグ付き PDF

デフ ォル ト ： requiredmode=full にし ている と きは false、 そ う でなければ true

inmemory （論理値） true にする と、 PDI はフ ァ イル全体を メ モ リ内に読み込んで、 そこからそれを処理し ま

す。 これはシステムによ っては非常な速度向上につながり ますが （特に MVS）、 そのかわり メ モ リ

使用が増えます。 false にする と、 文書の個々の部分が必要に応じ てそのつどデ ィ スクから読み込

まれます。 デフ ォル ト ： false

password （文字列で最大長 32 文字） 保護された PDF 文書を開いて取り込むために必要なマス ターパスワー

ド。 infomode=true にし ている と きは、 文書情報を取得するにはユーザーパスワー ド （空でもかま

いません） で充分です。 暗号化された文書に対し てパスワー ド を一切与えないと、 その文書ハン

ドルは、 その暗号化状態を取得するためだけに使えます。
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VB  RB Sub close_pdi_document(doc As Long)
C# void close_pdi_document(int doc)

開いている PDI ページハン ド ルをすべて閉じ てから、 入力 PDF 文書を閉じ ます。

doc open_pdi_document( ) で取得し た有効な PDF 文書ハン ド ル。

詳細 この関数は、PDF 取 り 込み文書を閉じ て、 その文書に関連し たすべての リ ソース を解放し

ます。 文書のページを開いていたな ら、 すべて自動的に閉じ られます。 その文書ハン ド ル

は、 こ の呼び出しの後は使ってはいけません。 さ らに取 り 込みたいページがあ る と きは、

その PDF 文書は閉じ るべきではあ り ません。 PDF 取 り 込み文書は、 任意の回数開いた り

閉じ た り でき ますが、 そ う する と PDF 出力フ ァ イルが不必要に大き く なる こ と があ り ま

す。

スコープ 任意

repair （キーワー ド） 破損し た PDF 入力文書の扱い方を指定し ます。 文書を修復する と、 通常の処理よ り

も時間がかかり ますが、 ある種の破損 PDF の処理が可能になるかも しれません。 ただ し文書に

よ っては、 修復不能なほど破損し ている こ と もあ り ます。 と り う るキーワー ド （デフ ォル ト ：

auto） ：

auto PDF を開きつつある と きに問題を検出し た と きだけ文書を修復し ます。

force 文書に問題があるかないかにかかわらず、 無条件に修復を試みます。

none 文書の修復を一切試みません。 PDF に問題がある と きは関数の呼び出しは失敗し ます。

requiredmode （キーワー ド） 文書を開 く と きに受け入れる こ とのできる最小の pcos モー ド （minimum/
restricted/full）。 要求し ているモー ド よ り も結果の pcos モー ドのほうが低いと きは、 呼び出し

は失敗し ます。 呼び出しが成功し た と きは、 結果の pcos モー ドは最低でも このオプシ ョ ンで指定

し ている ものである こ とが保証されます。 ただ し、 それよ り高いこ と もあ り ます。 た と えば

requiredmode=minimum にし ていても、 暗号化されていない文書に対し ては結果は full モー ド にな

り ます。 デフ ォル ト ： full

表 10.2 open_pdi_document( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明
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10.2 ページ関数

VB  RB Function open_pdi_page(doc As Long, pagenumber As Long, optlist As String) As Long
C# int open_pdi_page(int doc, int pagenumber, String optlist)

ページを、 以後の fit_pdi_page( ) での使用のために準備し ます。

doc open_pdi_document( ) で取得し た有効な PDF 文書ハン ド ル。

pagenumber 開きたいページの番号。 先頭ページの番号は 1 です。

optlist ページ関連オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 10.3 に従ったページオプシ ョ ン群 ：

boxexpand ・ clippingarea ・ cloneboxes ・ forcebox ・ iconname ・ layer ・ metadata ・

pdiusebox ・ reference
> begin_page_ext( ) の右記オプシ ョ ン （表 3.7 参照） ： transparencygroup

戻り値 ページハン ド ル。 fit_pdi_page( ) でページを配置する ために使えます。 戻 り 値 -1 は、 その

ページが開けなかった こ と を示し ます。 関数の呼び出しが失敗し た と きは、 その失敗の原

因を get_errmsg( ) で取得する こ と ができ ます。 返されたハン ド ルは、 カレ ン ト の文書ス

コープを終え る まで使えます。文書を open_pdi_document( ) で開 く 際に infomode オプシ ョ

ンを true にし ていた と きは、 そのハン ド ルは fit_pdi_page( ) では使えません。

エラー動作は、 errorpolicy パラ メ タ またはオプシ ョ ンで変更する こ と ができ ます。

詳細 こ の関数は、 取 り 込んだページを構成するすべてのデータ を出力文書へコ ピーし ますが、

出力上にいかなる視覚効果を も与えません。 取 り 込んだページを、 生成する出力文書のど

こ かに実際に配置するには、 fit_pdi_page( ) を使 う 必要があ り ます。

取 り 込む文書の PDF バージ ョ ン番号が、 生成する PDF 出力文書の PDF バージ ョ ン番

号よ り も高い と きは、 こ の関数は失敗し ます。 PDF 取 り 込みに関連し た問題 （未対応の形

式、 PDF データの破損など） に関する情報を よ り 詳し く 知 り たい と きは、 get_errmsg( ) を

呼び出すこ と ができ ます。

取 り 込むページの中に参照 XObject があ る と きは、 open_pdi_page( ) は、 代理 と参照の

両方を ターゲ ッ ト へ複製し ます。

任意の数のページを同時に開 く こ と ができ ます。 同じページを複数回開 く と、 別々の

ハン ド ルが返され、 そし て各ハン ド ルを 1 回ずつ閉じ る必要があ り ます。

PDF/A ・ PDF/X ： こ の呼び出しは、 取 り 込むページを含む文書が生成文書 と 非互換な

出力イ ンテン ト を用いている と きは、 失敗する可能性があ り ます。

スコープ 文書 ・ ページ

表 10.3 open_pdi_page( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明

boxexpand （float または float4 個のリ ス ト ） pdiusebox オプシ ョ ンで選んだページ枠を、 4 辺すべてを同じ値

だけ （値 1 個を与えた場合）、 または左 / 下 / 右 / 上辺を個別に （値 4 個を与えた場合） 拡張し ま

す。 負の値でページサイズを小さ く する こ と もできます。 このオプシ ョ ンを利用すれば、 取り込

んだページのすべてのページ枠の外に位置する内容を配置し た り、 余白を加えた りする こ とがで

きます。 デフ ォル ト ： 0
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clippingarea （キーワー ド） 取り込んだページのページ枠群のう ちのどれを切り抜きに用いるかを指定し ます。

指定し た領域の外側の内容は、 この取り込んだページを新しいページ上に配置し た後、 見えませ

ん。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： pdiusebox） ：

art ArtBox が存在するならそれを、 ないなら CropBox を用います

bleed BleedBox が存在するならそれを、 ないなら CropBox を用います

crop CropBox が存在するならそれを、 ないなら MediaBox を用います

media MediaBox を用います （これは必ず存在し ます）

pdiusebox pdiusebox オプシ ョ ンで指定し た枠を用います

trim TrimBox が存在するならそれを、 ないなら CropBox を用います

cloneboxes （論理値。 boxexpand ・ forcebox ・ pdiusebox のいずれかを与えた と きは不可。 fit_pdi_page( ) の

cloneboxes オプシ ョ ン と整合させる必要があ り ます） にする と、 ページは、 fit_pdi_page( ) の

cloneboxes オプシ ョ ンによる枠複製のために用意されます。 デフ ォル ト ： false

forcebox （矩形） ページ枠を強制的に、 指定し た値にし ます。 このオプシ ョ ンは pdiusebox ・ boxexpand オ

プシ ョ ンを上書き し ます。 これを利用すれば、 取り込んだページのすべてのページ枠の外に位置

する内容を配置する こ とができます。 この値は、 取り込んだページが /Rotate キーを含んでいる

場合には、 注意深 く 選ぶ必要があ り ます。 boxexpand オプシ ョ ンのほうが、 /Rotate キーの有無に

かかわらず う ま く 働きますので、 望ま しいで し ょ う。 デフ ォル ト ： pdiusebox オプシ ョ ンで選ばれ

た枠

iconname （ハイパーテキス ト 文字列） 取り込むページに名前を付けて、 JavaScript で参照できるよ う にし ま

す。 た と えば、 ページを フ ォームフ ィ ールドのアイ コ ン と し て使いたいと きに有用です。

layer （レ イヤーハン ドル。 PDF 1.5） ページを属させたいレ イヤー。 ただ し、 このページを配置する前に

begin_layer( ) で別のレ イヤーが有効にされていない場合にかぎ り ます。 このページを配置する前に

begin_layer( ) を呼び出し てレ イヤーを有効にさせる と、 このページの layer オプシ ョ ンは上書き さ

れます。 このページの layer オプシ ョ ンが上書き されないよ う にするには、 このページを配置す

る前に end_layer( ) を呼び出し て く だ さい。

metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） 取り込んだページに対する メ タデータ を与えます （225 ページ

「14.2 XMP メ タデータ」 参照）

pdiusebox （キーワー ド。 cloneboxes を与えた と きは不可） 取り込んだページの寸法を決定するためにどの枠

寸法を用いるかを指定し ます。 この枠寸法は、 fit_pdi_page( ) での拡縮操作のために用いられます。

この枠は、 ページの見える内容も、 clippingarea オプシ ョ ンで変更されない限り、 決定し ます。

デフ ォル ト ： crop。

art ArtBox があればそれを、 なければ CropBox を用います

bleed BleedBox があればそれを、 なければ CropBox を用います

crop CropBox があればそれを、 なければ MediaBox を用います

media MediaBox を用います （これは必ず存在し ます）

trim TrimBox があればそれを、 なければ CropBox を用います

reference （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4、 ただ し適切なページ表示には Acrobat 9 以上が必須） ページを、 外

部 PDF 文書内のページ （ターゲ ッ ト ページ） への参照を保持する代理と し て定義し ます。 今回の

呼び出し で開かれたページが、 参照される ターゲ ッ ト ページに対する代理と し て用いられます

（詳し く は表 9.6 を参照）。 代理ページ と ターゲ ッ ト ページは、 互換なページ寸法を持っている必要

があ り ます。 すなわち、 pdiusebox オプシ ョ ンで選択するページ枠が、 どち らのページ もページ上

の同じ位置に配置されるよ う、 同等である必要があ り ます。

表 10.3 open_pdi_page( ) のオプシ ョ ン一覧

キー 説明
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VB  RB Sub close_pdi_page(page As Long)
C# void close_pdi_page(int page)

ページハン ド ルを閉じ て、 ページ関連の リ ソース をすべて解放し ます。

page open_pdi_page( ) で取得し た有効な PDF ページハン ド ル（ページ番号ではあ り ませ

ん！）。

詳細 この関数は、 page で指定するページハン ド ルに結びついたページを閉じ て、 関連する リ

ソース をすべて解放し ます。 この呼び出しの後に page を使ってはいけません。

スコープ 文書 ・ ページ

VB  RB Sub fit_pdi_page(page As Long, x As Double, y As Double, optlist As String)
C# void fit_pdi_page(int page, double x, double y, String optlist)

取 り 込んだ PDF ページを、 ページ上に、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って配置し ます。

page open_pdi_page( ) で取得し た有効な PDF ページハン ド ル（ページ番号ではあ り ませ

ん！）。 文書を開 く 際に、 infomode オプシ ョ ンを false にし てお く 必要があ り ます。 ペー

ジハン ド ルは閉じ てあってはいけません。

x ・ y ページを さ まざまなオプシ ョ ンに従って置き たい参照点の座標を、ユーザー座標系

で指定し ます。

optlist ページオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン群 ：

blind ・ boxsize ・ fitmethod ・ matchbox ・ orientate ・ position ・ rotate ・ scale ・ showborder
> 表 9.4 に従ったページ処理のためのオプシ ョ ン群 ： adjustpage ・ gstate
> 表 10.4 に従った cloneboxes オプシ ョ ン。

詳細 この関数は fit_image( ) に似ていますが、取 り 込み PDF ページに対し て働 く 点が違います。

取 り 込んだページの中に ExtGState オブジェ ク ト があ る と きは、 出力品質を向上させる た

めに、 begin/end_page_ext( ) に下記のオプシ ョ ンを付ける こ と を推奨し ます ：

transparencygroup={colorspace=DeviceRGB}。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ

表 10.4 fit_pdi_page( ) の追加オプシ ョ ン

キー 説明

cloneboxes （論理値。 begin_page_ext( ) で topdown オプシ ョ ンを与えている と きは不可。 open_pdi_page( ) の

cloneboxes オプシ ョ ン と整合させる必要があ り ます。 ページス コープ内のみ）。

このオプシ ョ ンを true に設定する と、 以下の結果にな り ます （デフ ォル ト ： false） ：

> 取り込んだページの中に存在する Rotate ・ MediaBox ・ TrimBox ・ ArtBox ・ BleedBox ・ CropBox 項目

がすべて、 カ レン ト 出力ページへ複製されます。

> ページ内容が、 入力ページが二重化されるよ う に配置されます。 ユーザーが、 配置されるページ

の位置や寸法を変える こ とはできません。 よ って、 引数 x ・ y と右記オプシ ョ ンは無視されま

す ： adjustpage ・ boxsize ・ fitmethod ・ orientate ・ position ・ rotate ・ scale。 入力ページの二

重化は、 fit_pdi_page( ) の呼び出しの際にデフ ォル ト 座標系が有効な場合にのみ可能です。

> cloneboxes オプシ ョ ンによ って作成されるページ枠が、 begin_page_ext( ) の artbox ・ bleedbox ・

cropbox ・ trimbox ・ mediabox ・ rotate オプシ ョ ン と width ・ height 引数を上書き し ます。
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VB  RB Function info_pdi_page(page As Long, keyword as String, optlist As String) As Double
C# double info_pdi_page(int page, String keyword, String optlist)

PDI ページに対する組版計算を実行し、 結果の メ ト リ ッ ク を取得し ます。

page open_pdi_page( ) で取得し た有効なページハン ド ル。

keyword 求める情報を表 10.5 に従って指定し たキーワード。

optlist 拡縮と配置の詳細を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 6.1 に従ったはめ込みオプシ ョ ン群（PDF ページを、open_pdi_page( ) の cloneboxes オ

プシ ョ ンで開いていた と きには、 これらのオプシ ョ ンは無視されます） ：

boxsize ・ fitmethod ・ matchbox ・ orientate ・ position ・ rotate ・ scale
> 表 9.4 に従ったページ処理のためのオプシ ョ ン群は意味を持ちません。 それらは、 fit_

pdi_page( ) と info_pdi_page( ) に対し て統一的なオプシ ョ ン リ ス ト を実現するために無

視されます ： adjustpage ・ gstate

戻り値 keyword で要求し た何らかのページ メ ト リ ッ ク の値。 errorpolicy=return にする と、 この関

数はエラー発生時に 0 を返し ます。 errorpolicy=exception にする と、 この関数はエラー発

生時に例外を発生させます。

詳細 この関数は、指定し たオプシ ョ ン群に従って取 り 込みページを配置するために必要なすべ

ての計算を実行し ますが、 ページ上には実際の出力を一切生成し ません。 ページを配置す

るための参照点は {0 0} であ る と見な されます。 open_pdi_page( ) の cloneboxes オプシ ョ

ンを与えている と きは、 ページは元のページ と 同じ位置に （ページ枠に対し て相対的に）

配置されます。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ ・ 文書 ・ パス

表 10.5 info_pdi_page( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明

boundingbox ページの外接枠のパスハン ドル

fitscalex ・ fitscaley 与えたオプシ ョ ン群に従ってページを枠にはめ込んだ結果の拡縮倍率

height 与えたオプシ ョ ン群と、 open_pdi_page( ) で用いられたオプシ ョ ン群に従ったページの高さ

を、 ユーザー座標系で表し たもの

mirroringx ・

mirroringy
与えたオプシ ョ ン群に従ったページの横反転 ・ 縦反転 （1 か -1 かで表されます）

pageheight 元のページの高さ をポイ ン ト 単位で表し たもの

pagewidth 元のページの幅をポイ ン ト 単位で表し たもの

rotate cloneboxes=true のと き ： 取り込んだページの回転角を度単位で表したもの、 すなわち、

そのページの Rotate キの値。 と り う る値は 0 ・ 90 ・ 180 ・ 270。

cloneboxes=false のと き ： つねに 0
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width 与えたオプシ ョ ン群と、 open_pdi_page( ) で用いられたオプシ ョ ン群に従ったページの幅を、

ユーザー座標系で表し たもの

x1 ・ y1 ・ x2 ・ y2 ・

x3 ・ y3 ・ x4 ・ y4
与えたオプシ ョ ン群に従ったページ外接枠矩形の i 番目の隅の位置 （i=1, 2, 3, 4） をユー

ザー座標で表し たもの。

cloneboxes=true にする と、 見える枠が用いられます （すなわち、 CropBox が存在するなら

それが、 ないなら MediaBox が）。

表 10.5 info_pdi_page( ) のキーワー ド一覧

キーワー ド 説明
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10.3 その他の PDI 処理

VB  RB Function process_pdi(doc As Long, page As Long, optlist As String) As Long
C# int process_pdi(int doc, int page, String optlist)

取 り 込んだ PDF 文書の、 あ る種の要素を処理し ます。

doc open_pdi_document( ) で取得し た有効な PDF 文書ハン ド ル。

page optlist でページハン ド ルを必要と し ている と きは （表 10.6 参照）、 page は、 open_
pdi_page( ) で取得し た有効な PDF ページハン ド ルにする必要があ り ます （ページ番号で

はあ り ません！）。 ページハン ド ルは閉じ てあってはいけません。 optlist でページハン ド

ルを必要 と し ていない と きは、 page は -1 にする必要があ り ます。

optlist PDI 処理オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 10.6 に従った PDI 処理オプシ ョ ン群。 右記のオプシ ョ ンが使えます ： action

戻り値 関数が成功し た と きは値 1、関数が失敗し た と きはエラーコード -1。errorpolicy=exception
にする と、 この関数はエラー時に例外を発生させます。

詳細 PDF/X ： 出力イ ンテン ト は、 この関数で copyoutputintent オプシ ョ ンを指定するか、 また

は load_iccprofile( ) を使って設定する必要があ り ます。

PDF/A：出力イ ンテン ト は、 この関数で copyoutputintent オプシ ョ ンを指定するか、 ま

たは load_iccprofile( ) を使って設定する こ と ができ ます。 ただし、 デバイ ス独立な色しか

文書で使っていない と きは、 出力イ ンテン ト は必要あ り ません。

スコープ 文書

表 10.6 process_pdi( ) のオプシ ョ ン

キー 説明

action （キーワー ド。 必須） PDF 処理の種類を指定し ます ：

copyoutputintent
（出力文書が PDF/X にも PDF/A にも準拠し ていない場合には何も し ません） 取り込ん

だ文書の PDF/X か PDF/A の出力イ ンテン ト ICC プロ フ ァ イルを、 出力文書へ複製し ま

す。 出力イ ンテン ト を複製し よ う とする 2 回目およびそれ以降の試みは無視されます。

文書に複数の出力イ ンテン ト が入っている と きは、 最初のものが使われます。 標準出力

イ ンテン ト （ICC プロ フ ァ イルが埋め込まれていない） を この方式で複製する こ とはで

きません。

入力文書と出力文書が PDF/X-4p か PDF/X-5pg に準拠し ている と きは、 外部出力イ ン

テン ト ICC プロ フ ァ イルへの参照が複製されます。 このオプシ ョ ン

action=copyoutputintent は、 入力が PDF/X-4p か PDF/X-5pg に準拠し ているのに出力

がし ていないと きには許されません。
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10.4 pCOS 関数
pCOS 関数はすべて、 PDF 文書内の目指すオブジェ ク ト を指し示すパスによ って動作し ま

す。 pCOS パスについて詳し く は pCOS パス リ フ ァ レ ン スで説明し ています。

ク ッ クブ ッ ク PDFlib+PDI または PPS の中で pCOS を利用するための完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ

クの pdf_import/starter_pcos ト ピ ッ クにあ り ます。 pCOS ク ッ ク ブ ッ クには pCOS プログ

ラ ミ ングサンプルが多数あ り ます。

注 評価モー ド では、 pCOS は最大 1 MB または 10 ページの入力文書を受け付けます。 ただ し、

次の要素はそれよ り大きい文書から も評価モー ド で取得できます ： ページ数 ・ ページ寸

法 ・ ブロ ッ ク詳細 ・ すべての汎用擬似オブジ ェ ク ト 。

VB  RB Function pcos_get_number(doc as Long, path As String) As Double
C# double pcos_get_number(int doc, String path)

数値または論理値型の pCOS パスの値を得ます。

doc open_pdi_document( ) で取得し た有効な文書ハン ド ル。

path 数値または論理値オブジェ ク ト への完全な pCOS パス。

戻り値 pCOS パスで同定されたオブジェ ク ト の数値。 論理値の場合は、 true な ら 1、 そ う でなけ

れば 0 が返されます。

スコープ 任意

VB  RB Function pcos_get_string(doc as Long, path As String) As String
C# String pcos_get_string(int doc, String path)

名前または文字列または論理値の pCOS パスの値を得ます。

doc open_pdi_document( ) で取得し た有効な文書ハン ド ル。

path 名前または文字列または論理値オブジェ ク ト への完全な pCOS パス。

戻り値 pCOS パスで同定されたオブジェ ク ト の値の文字列。論理値の場合は、文字列 true か false
が返されます。

詳細 この関数は、 pCOS が完全モード で動作し ていない と き、 オブジェ ク ト が文字列型だ と例

外を発生 さ せ ま す。 ただ し 例外 と し て、 オブジ ェ ク ト 群 /Info/* （文書情報キー） は、

nocopy=false か plainmetadata=true にし ていれば、制限 pCOS モード でも取得する こ と が

でき、 また、 bookmarks[…]/Title と annots[…]/contents は、 nocopy=false にし ていれば、

制限 pCOS モード で取得でき ます。

この関数は、 PDF 文書から取得する文字列がテキス ト 文字列であ る こ と を前提にし て

います。 バイナ リ データの入った文字列オブジェ ク ト は、 データ を一切変更し ない pcos_
get_stream( ) で取得する必要があ り ます。

スコープ 任意

バインディング COM ： 結果は UTF-16 形式の Unicode 文字列と し て与え られます。 テキス ト がそれ以上得

られない と きは空文字列が返されます。

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdf-import/starter-pcos
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.NET ： 結果は Unicode 文字列と し て与え られます。 テキス ト がそれ以上得られない と きは

null オブジェ ク ト が返されます。

VB  RB Function pcos_get_stream(doc as Long, optlist As String, path As String)
C# final byte[ ] pcos_get_stream(int doc, String optlist, String path)

stream または fstream または文字列型の pCOS パスの内容を得ます。

doc open_pdi_document( ) で取得し た有効な文書ハン ド ル。

optlist 表 10.7 に従ったス ト リ ーム取得オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

path ス ト リ ーム または文字列オブジェ ク ト への完全な pCOS パス。

戻り値 ス ト リ ームまたは文字列に入っていたデータ を復号し た もの。ス ト リ ームか文字列が空の

と きは、 返されるデータは空にな り ます。

オブジェ ク ト が stream 型の と きは、 keepfilter=true でなければ、 すべてのフ ィ ルタが

ス ト リ ームの内容から除去されます （すなわち、 生データ本体が返されます） 。 オブジェ

ク ト が fstream または文字列型の と きは、データは PDF フ ァ イル内で見つかったそのま ま

で返されますが、 ただし例外 と し て ASCII85 ・ ASCIIHex フ ィ ルタは除去されます。

詳細 この関数は、 pCOS が完全モード で動作し ていない と きは、 例外を発生させます。 ただし

例外 と し て、 オブジェ ク ト /Root/Metadata は、 nocopy=false か plainmetadata=true にし

ていれば、 制限 pCOS モード でも取得でき ます。 また、 path が stream か fstream か文字

列型のオブジェ ク ト を指し示し ていない と き も、 例外が発生し ます。

こ の関数は、 その名に合わず、 文字列型のオブジェ ク ト を取得するためにも使えます。

pcos_get_string( ) では、 オブジェ ク ト をテキス ト 文字列と し て扱いますが、 それ と違って

この関数は、返されるデータにいかな る変更も加えません。バイナ リ 文字列データは、PDF

内で使われる こ と はまれで、 自動的に正し く 検出する こ と はでき ません。 ですので、 文字

列オブジェ ク ト をバイナ リ データ と テキス ト のどち ら と し て取得するか、適切な関数を選

ぶのはユーザー側の役割です。

スコープ 任意

バインディング COM ： 多 く の ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムでは、 ス ト リ ーム内容を格納する ために、 バ リ ア

ン ト 型を使います。 JavaScript で COM を使 う 場合は、 返されるバ リ アン ト 配列の長さ を

取得する こ と が許されません （しかし他の言語 と COM ではそれは動作し ます）

注 この関数を使う と、 PDF から、 埋め込まれている フ ォ ン ト データ を取得する こ とができま

す。 ユーザーに注意を喚起し たいのは、 フ ォ ン ト は各フ ォ ン ト ベンダーのラ イセンス契約

に従属し ているので、各知的所有権者の明示的許諾な しに再利用する こ とはできないとい

う こ と です。 お使いのフ ォ ン ト のベンダーに連絡を と り、 関連する ラ イセンス契約を話し

合って く だ さい。
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表 10.7 pcos_get_stream( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

convert （キーワー ド。 非サポー ト のフ ィ ルタ で圧縮されているス ト リームに対し ては無視されま

す） 文字列またはス ト リーム内容が変換されるかど うかを制御し ます （デフ ォル ト ：

none） ：

none 内容をバイナ リデータ と し て扱い、 何の変換も行いません。

unicode 内容をテキス ト データ と し て （すなわち、 pcos_get_string( ) の場合と全 く 同様に）

扱い、 これを Unicode に正規化し ます。 Unicode 非対応言語バイ ンデ ィ ングで

は、 これは、 データが BOM な しの UTF-8 形式へ変換される こ と を意味し ます。

このオプシ ョ ンは、 PDF 内のまれにしか用いられないデータ型 「テキス ト ス ト

リーム」 （た と えば、 これは JavaScript のために用いられる場合があ り ます。 し

かし JavaScript の多数は、 文字列オブジ ェ ク ト 内に格納され、 ス ト リームオブ

ジ ェ ク ト には格納されません） のために必要です。

keepfilter （論理値。 画像データ ス ト リームに対し てのみ推奨。 非サポー ト のフ ィ ルタ で圧縮されてい

るス ト リームに対し ては無視されます） true にする と、 ス ト リームデータは、 画像の

filterinfo 擬似オブジ ェ ク ト 内で指定されている フ ィ ルタ で圧縮されます。 デフ ォル ト ：

すべての非サポー ト フ ィ ルタに対し ては true、 そ う でないなら false
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11 ブロ ッ ク流し込み関数 （PPS）
PDFlib Personalization Server （PPS） は、 テキス ト ・ イ メ ージ ・ PDF 型の可変ブロ ッ ク を処

理するための関数を提供し ます。 これらの PDFlib ブロ ッ クは、 取 り 込む PDF ページに入

れてお く 必要があ り ますが、 生成する出力には残 り ません。 取 り 込んだページは、 ブロ ッ

ク流し込み関数を使 う 前に、出力ページに fit_pdi_page( ) で配置し てお く 必要があ り ます。

ブロ ッ ク関数は、ページ上でのブロ ッ ク の位置を算出する際、取 り 込んだページが fit_pdi_
page( ) で配置された時に効いていた拡縮オプシ ョ ンを考慮し ます。

注 この章で解説するブロ ッ ク処理関数は、 PDFlib Personalization Server （PPS） が必要です。

PDF テンプレー ト に PDFlib ブロ ッ ク を作成するには、Adobe Acrobat 用 PDFlib Block Plugin
が必要です。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/starter_block ト ピ ッ クにあ り ます。

11.1 ブロ ッ ク流し込み関数の矩形オプシ ョ ン
表 11.1 に、 fill_textblock( ) ・ image_block( ) ・ fill_pdfblock( ) の矩形オプシ ョ ンを挙げます。

各ブロ ッ ク種別 （テキス ト ・ イ メ ージ ・ PDF ブロ ッ ク） に特有のオプシ ョ ンは次節以降に

挙げます。 ほ と んどすべてのブ ロ ッ ク プ ロパテ ィ は同名のオプシ ョ ンで上書き でき ます

が、 ただし以下のプロパテ ィ だけはオプシ ョ ンで上書きでき ません ：

Name, Description, Subtype, Type
defaulttext, defaultimage, defaultpdf, defaultpdfpage

表 11.1 fill_*block( ) 関数の矩形オプシ ョ ン一覧

キー 説明

Rect （矩形） ブロ ッ クの座標をブロ ッ ク PDF の座標系で指定し ます。 ブロ ッ ク矩形は refpoint ・

boxsize オプシ ョ ンで指定できます （ユーザー座標系で）。

Status （キーワー ド） ブロ ッ クがどのよ う に処理されるかを記述し ます （デフ ォル ト ： active） ：

active ブロ ッ クはそのプロパテ ィ 群に従って完全に処理されます。

ignore ブロ ッ クは無視されます。

ignoredefault
active と同様ですが、 ただ し、 defaulttext/image/pdf プロパテ ィ は無視されます。 す

なわち、 ブロ ッ ク内容が与えられていなければブロ ッ クは空のままにな り ます。 これ

は、 ブロ ッ クがた と え Block Plugin でのプレビ ューのためのデフ ォル ト 内容を持ってい

た と し ても、 そのブロ ッ クのデフ ォル ト 内容がサーバ側でブロ ッ クへの流し込みに使わ

れないよ う にするために有用で し ょ う。 また、 これを利用すれば、 デフ ォル ト 内容を表

示させずにブロ ッ ク をプレビ ューし たい場合に、 それをブロ ッ クのプロパテ ィ から削除

し な く ても済みます。

static 可変内容が一切配置されません。 ブロ ッ クのデフ ォル ト テキス ト ・ イ メ ージ ・ PDF 内容

がも しあればそれが用いられます。

background-
color

（色） ブロ ッ クの塗り色。 この色は、 ブロ ッ クへの流し込みよ り前に適用されます。 これは、 既存

のページ内容を覆い隠すのに有用で し ょ う。 デフ ォル ト ： none

bordercolor （色） ブロ ッ クの境界色。 この色は、 ブロ ッ クへの流し込みよ り前に適用されます。 デフ ォル ト ：
none

linewidth （float。 0 よ り大き く する必要があ り ます） ブロ ッ ク矩形を描 く のに用いる線の描線幅。

bordercolor を設定し ている と きにのみ用いられます。 デフ ォル ト ： 1

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/block-handling-and-pps/starter-block
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11.2 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク

VB  RB Function fill_textblock(
page As Long, blockname As String, text As String, optlist As String) As Long

C# int fill_textblock(int page, String blockname, String text, String optlist)

テキス ト 行またはテキス ト フ ローブロ ッ クへ、 そのプロパテ ィ に従って、 可変データ を流

し込みます。

page PDFlib ブロ ッ ク を入れてあ るページに対する有効な PDF ページハン ド ル。 これよ

り 前に、 ブロ ッ ク を持った入力 PDF ページを、 fit_pdi_page( ) で直接、 または fit_table( )
で表セル内へ間接的に、 あ るいは fill_pdfblock( ) で PDF ブロ ッ クの内容 と し て、 ページ上

に配置し てお く 必要があ り ます。

blockname （名前文字列） ブロ ッ ク の名前。

text （内容文字列） ブロ ッ クへ流し込みたいテキ ス ト 。 空文字列にする と、 デフ ォル ト

テキス ト （ブロ ッ クのプロパテ ィ で定義し てあ る） を使えます。 textflowhandle オプシ ョ

ンを与えている と きは、 その中身が有効なテキス ト フ ローハン ド ルな らば、 この引数は無

視されます。

optlist テキス ト ブロ ッ ク流し込みオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。以下のオ

プシ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 11.1 に従ったブロ ッ ク流し込み関数のための矩形オプシ ョ ン群 ：

Rect ・ Status ・ backgroundcolor ・ bordercolor ・ linewidth
> はめ込みオプシ ョ ン群 （111 ページ 「6.1 オブジェ ク ト のはめ込み」 参照）

> テキス ト 行ブロ ッ ク、 すなわち textflow プロパテ ィ またはオプシ ョ ンが false ：

すべてのテキス ト 行オプシ ョ ン（80 ページ「5.2 テキス ト 行によ る一行テキス ト 」参照）。

> テキス ト フ ローブロ ッ ク、 すなわち textflow プロパテ ィ またはオプシ ョ ンが true ：

add/create_textflow( ) のすべてのオプシ ョ ン （85 ページ 「5.3 テキス ト フ ローによ る複

数行テキス ト 」 参照） と fit_textflow( ) のすべてのオプシ ョ ン （表 5.14 参照）

> 表 11.2 に従ったテキス ト ブロ ッ ク オプシ ョ ン群 ： textflow ・ textflowhandle

戻り値 指定し た名前のブロ ッ クがページ上にないか、 またはブロ ッ クへ流し込めないか （フ ォ ン

ト の問題などによ り ）、 またはブロ ッ クがも っ と新しい PDFlib バージ ョ ンを必要 とする と

きは -1。 ブロ ッ ク の処理が成功し た と きは 1。 textflowhandle オプシ ョ ンを与えている と

きは、 有効なテキス ト フ ローハン ド ルが返されるので、 以後の呼び出しで使えます。

PDF 文書が破損し ている こ と がわかった と きは、 この関数は errorpolicy パラ メ タ また

はオプシ ョ ンに従って、 例外を発生させるか、 -1 を返し ます。

詳細 与えたテキス ト が、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ に従って、 ブロ ッ ク の中に組版されます。 text
を 空にす る と、 こ の関数は、 ブ ロ ッ ク のデ フ ォ ル ト テ キ ス ト が あ れば そ れ を 使い

（Status=ignoredefault でなければ）、 それ以外の場合は警告を出さずに返 り ます。 これは、

塗 り 色や描線色など、 他のブロ ッ ク プロパテ ィ を活用する う えで有用です。

フ ォ ン ト 選択 ： font オプシ ョ ンを与えておらず、 オプシ ョ ンに基づ く 暗黙的フ ォ ン ト

読み込みも用いられていない と きは、フ ォ ン ト はブロ ッ ク のプロパテ ィ 群に基づいて暗黙

的に読み込まれます。
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フ ォ ン ト に対するエン コーデ ィ ングは、オプシ ョ ン と し てのみ指定する こ と ができ、ブ

ロ ッ ク プロパテ ィ と し ては指定でき ませんので、デフ ォル ト では下記のよ う に設定されま

す ：

> フ ォ ン ト が記号フ ォ ン ト であ り 、 かつ charref=false な らば builtin
> それ以外の場合は unicode。

defaulttext を用いる場合には、 encoding ・ charref ・ textformat オプシ ョ ンを避ける こ と を

推奨し ます。

embedding オプシ ョ ンについては特に注意を払 う 必要があ り ます ： フ ォ ン ト がブロ ッ

ク のプロパテ ィ に基づいて暗黙的に読み込まれた場合には、それは自動的に埋め込まれる

わけではあ り ません。 フ ォ ン ト を埋め込ませたい と きは、 embedding オプシ ョ ンを指定す

る必要があ り ます。

テキス ト フ ローブロ ッ ク の連結： テキス ト フ ローがブロ ッ ク に収ま り き ら ない と きは、

textflowhandle オプシ ョ ンを使って、 複数のブロ ッ ク を連結し、 同じ テキス ト フ ローの各

部分をそれぞれに入れる こ と も でき ます。

> 最初の呼び出しでは、 値 -1 を与え る必要があ り ます。 内部的に作成されたテキス ト フ

ローハン ド ルが fill_textblock( ) によ って返されるので、 ユーザー側でそれを保管する

必要があ り ます。

> 次の呼び出しでは、前の段階で返されたテキス ト フ ローハン ド ルを、textflowhandle オ

プシ ョ ンに与え る こ と ができ ます （text 引数で与え る テキ ス ト はこ の場合無視される

ので、 空にするべきです）。 ブロ ッ クへはテキス ト フ ローの残 り が流し込まれます。

> こ の処理を、 他のテキス ト フ ローブロ ッ ク について も繰 り 返すこ と ができ ます。

> 返されたテキス ト フ ローハン ド ルは、 info_textflow( ) に与えて、 テキス ト の終了位置

等、 ブロ ッ ク流し込みの結果を知る こ と ができ ます。

こ の処理を、 任意の回数繰 り 返す こ と がで き ます。 テ キ ス ト フ ロ ーハン ド ルを最後に

delete_textflow( ) で削除するのはユーザー側の役割です。

スコープ ページ ・ テンプレー ト

表 11.2 fill_textblock( ) の追加オプシ ョ ン一覧

キー 説明

textflow （論理値） 一行処理か複数行処理かを制御し ます。 このプロパテ ィ を使う と、 テキス ト 行ブロ ッ ク

と テキス ト フ ローブロ ッ ク を切り替える こ とができます ：

false テキス ト は一行にわた り、 fit_textline( ) で処理されます。

true テキス ト は複数行にわた り、 fit_textflow( ) で処理されます。

デフ ォル ト はブロ ッ クの種別に依存し ます ： テキス ト フ ローブロ ッ クの場合は true、 テキス ト 行

ブロ ッ クの場合は false

textflow-
handle

（テキス ト フ ローハン ドル。 fill_textblock( ) で textflow=true の場合のみ） このオプシ ョ ンを利用す

る と、 テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結する こ とができます。 連結ブロ ッ ク群の最初のブロ ッ クに

対し ては値 -1 を与える必要があ り ます。 この関数によ って返された値を、 それ以後の連結される

他のブロ ッ ク群に対する呼び出し でテキス ト フ ローハン ドルと し て与える こ とができます。 この

オプシ ョ ンは fitmethod のデフ ォル ト を clip に変更し ます。
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11.3 イ メ ージブロ ッ ク

VB  RB Function fill_imageblock(
page As Long, blockname As String, image As Long, optlist As String) As Long

C# int fill_imageblock(int page, String blockname, int image, String optlist)

イ メ ージブロ ッ クへ、 そのプロパテ ィ に従って、 可変データ を流し込みます。

page PDFlib ブロ ッ ク を入れてあ るページに対する有効な PDF ページハン ド ル。 これよ

り 前に、 ブロ ッ ク を持った入力 PDF ページを、 fit_pdi_page( ) で直接、 または fit_table( )
で表セル内へ間接的に、 あ るいは fill_pdfblock( ) で PDF ブロ ッ クの内容 と し て、 ページ上

に配置し てお く 必要があ り ます。

blockname （名前文字列） ブロ ッ ク の名前。

image ブロ ッ クへ流し込みたい画像に対する有効な画像ハン ド ル。-1 にする と、デフ ォ

ル ト 画像 （ブロ ッ クのプロパテ ィ で定義し てあ る） を使えます。

optlist イ メ ージブロ ッ ク流し込みオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。以下のオ

プシ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 11.1 に従ったブロ ッ ク流し込み関数のための矩形オプシ ョ ン群 ：

Rect ・ Status ・ backgroundcolor ・ bordercolor ・ linewidth
> 流し込みオプシ ョ ン群 （111 ページ 「6.1 オブジェ ク ト のはめ込み」 参照）

> 表 9.4 に従った画像処理のためのオプシ ョ ン群。

戻り値 指定し た名前のブロ ッ クがページ上にないか、 またはブロ ッ クへ流し込めないか、 または

ブロ ッ クがも っ と新しい PDFlib バージ ョ ンを必要とする と きは -1。 ブロ ッ ク の処理が成

功し た と きは1。問題の性質に関する情報を も っ と得たい と きは、get_errmsg( )を使います。

詳細 与えた画像ハン ド ルが参照する画像が、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ に従って、 ブロ ッ ク の中に

配置されます。 image を -1 にする と、 この関数は、 ブロ ッ ク のデフ ォル ト 画像があれば

それを使い （Status=ignoredefault でなければ）、 それ以外の場合は警告を出さずに返 り ま

す。

PDF 文書が破損し ている こ と がわかった と きは、 この関数は errorpolicy パラ メ タ また

はオプシ ョ ンに従って、 例外を発生させるか、 -1 を返し ます。

スコープ ページ ・ テンプレー ト
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11.4 PDF ブロ ッ ク

VB  RB Function fill_pdfblock(
page As Long, blockname As String, contents As Long, optlist As String) As Long

C# int fill_pdfblock(int page, String blockname, int contents, String optlist)

PDF ブロ ッ クへ、 そのプロパテ ィ に従って、 可変データ を流し込みます。

page PDFlib ブロ ッ ク を入れてあ るページに対する有効な PDF ページハン ド ル。 これよ

り 前に、 ブロ ッ ク を持った入力 PDF ページを、 fit_pdi_page( ) で直接、 または fit_table( )
で表セル内へ間接的に、 あ るいは fill_pdfblock( ) で PDF ブロ ッ ク の内容 と し て、 ページ上

に配置し てお く 必要があ り ます。

blockname （名前文字列） ブロ ッ ク の名前。

contents ブロ ッ クへ流し込みたい PDF ページに対する有効な PDF ページハン ド ル。 -1

にする と、 デフ ォル ト PDF ページ （ブロ ッ ク のプロパテ ィ で定義し てあ る） を使えます。

optlist PDF ブロ ッ ク流し込みオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプ

シ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （28 ページ 「2.5 例外処理」 参照）

> 表 11.1 に従ったブロ ッ ク流し込み関数のための矩形オプシ ョ ン群 ：

Rect ・ Status ・ backgroundcolor ・ bordercolor ・ linewidth
> 流し込みオプシ ョ ン群 （111 ページ 「6.1 オブジェ ク ト のはめ込み」 参照）

> 表 9.4 に従ったページ処理のためのオプシ ョ ン群。

戻り値 指定し た名前のブロ ッ ク がページ上にないか、 またはブロ ッ クへ流し込めないか、 または

ブロ ッ ク がも っ と新しい PDFlib バージ ョ ンを必要とする と きは -1。 ブロ ッ ク の処理が成

功し た と きは1。問題の性質に関する情報を も っ と得たい と きは、get_errmsg( )を使います。

詳細 与えたページハン ド ル contents が参照する PDF ページが、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ に従っ

て、 ブロ ッ ク の中に配置されます。 contents を -1 にする と、 この関数は、 ブロ ッ ク のデ

フ ォル ト PDF ページがあればそれを使い （Status=ignoredefault でなければ）、 それ以外の

場合は警告を出さずに返 り ます。

PDF 文書が破損し ている こ と がわかった と きは、 こ の関数は errorpolicy パラ メ タ また

はオプシ ョ ンに従って、 例外を発生させるか、 -1 を返し ます。

スコープ ページ ・ テンプレー ト
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12 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ機能

12.1 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のパラ メ タ
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素に関連するパラ メ タのキー名を表 12.1 に示し ます （21 ページ 「2.2

パラ メ タ ・ オプシ ョ ン処理」 参照）。 これらのパラ メ タは、 Unicode 対応の言語バイ ンデ ィ

ングでは得られません。

12.2 ア ク シ ョ ン

VB  RB Function create_action(type As String, optlist As String) As Long
C# int create_action(String type, String optlist)

ア ク シ ョ ンを作成し ます。 ア ク シ ョ ンは、 さ まざまなオブジェ ク ト やイベン ト に適用する

こ と ができ ます。

type 表 12.2 に従ったア ク シ ョ ン種別。

表 12.1 get/set_parameter( ) の文字列関連キー一覧

キー 説明

usercoordinates false なら、 ハイパーテキス ト 矩形の座標はデフ ォル ト 座標系で与えられる と見な されま

す。 そ う でなければカ レン ト ユーザー座標系が使われます。 デフ ォル ト ： false。 スコー

プ ： 任意

表 12.2 ア クシ ョ ン種別一覧

種別 説明 ： この種別に関連するオプシ ョ ン （一般オプシ ョ ンに加えて）

GoTo カ レン ト 文書の中の移動先へ行きます ： destination ・ destname

GoTo3DView （PDF 1.6） 3D アニ メ ーシ ョ ンのカ レン ト ビ ューを設定し ます ： 3Dview ・ target

GoToE （PDF 1.6） 埋め込まれた文書の中の移動先へ行きます ： targetpath

GoToR 別の （リ モー ト ） 文書の中の移動先へ行きます ： destination ・ destname ・ filename ・ newwindow

Hide （PDF/A では不可） 注釈またはフ ォームフ ィ ールド を、 隠すか、 または表示させます ： hide ・

namelist

ImportData （PDF/A では不可） フ ォームフ ィ ールド群の値を フ ァ イルから取り込みます。

JavaScript （PDF/A では不可） JavaScript コー ド によるスク リ プ ト を実行し ます ： script ・ scriptname

Launch （PDF/A では不可） アプ リ ケーシ ョ ンまたは文書を起動し ます ： defaultdir ・ filename ・

newwindow ・ operation ・ parameters

Movie （PDF/A では不可） 外部のサウン ド フ ァ イルかムービーフ ァ イルを、 フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウ内

で、 またはムービー注釈の矩形内で再生し ます ： operation ・ target

Named Acrobat のメ ニュー項目を、 その名前で同定し て実行し ます ： menuname

ResetForm （PDF/A では不可） 文書内のフ ィ ールド をい く つか、 ないしすべて、 デフ ォル ト 値に設定し ます。

SetOCGState （PDF 1.5） レ イヤーを隠すか、 または表示させます ： layerstate ・ preserveradio
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optlist ア ク シ ョ ンの特性群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 12.3 に従ったア ク シ ョ ンプロパテ ィ オプシ ョ ン群。

戻り値 ア ク シ ョ ンハン ド ル。 文書の中のオブジ ェ ク ト にア ク シ ョ ンを関連づけ るのに使えます。

ア ク シ ョ ンハン ド ルは、 カレ ン ト の文書ス コープを終え る まで使えます。

詳細 この関数は、 ただ 1 つのア ク シ ョ ンを作成し ます。 さ まざまなオブジェ ク ト には （ペー

ジ、 フ ォームフ ィ ール ド のイベン ト 、 しお り 等） 、 複数のア ク シ ョ ン も与え る こ と ができ

ますが、 ア ク シ ョ ンは 1 つずつ、個々に create_action( ) を呼び出し て生成する必要があ り

ます。 1 つのア ク シ ョ ンを、 複数のオブジェ ク ト に使 う こ と も可能です。 同じオプシ ョ ン

群を持ったア ク シ ョ ンをそれまでにすでに作成し ている場合は、既存のハン ド ルを再利用

する こ と を推奨し ます。

PDF/X ： PDF/X ではア ク シ ョ ンは禁じ られています。

PDF/A ： PDF/A ではい く つかのア ク シ ョ ンは禁じ られています （表 12.2 参照）。

スコープ ページ ・ 文書。 返されたハン ド ルは、 次に end_document( ) を呼び出すまで使えます。

SubmitForm データ を URL （uniform resource locator） へ、 すなわち イ ン ターネ ッ ト のア ド レスへ送信し ます

（ただ し、 ベーシ ッ ク認証を要する送信は Acrobat では動作し ません） ： canonicaldate ・ exclude ・

exportmethod ・ submitemptyfields ・ url

Trans （PDF 1.5） 表示を何らかの視覚効果を使って更新し ます。 これは、 連続する複数のア クシ ョ ンの最

中に表示を制御するために有用で し ょ う ： duration ・ transition

URI URI （uniform resource identifier） を解決し ます。 すなわち、 イ ン ターネ ッ ト のア ド レスへ飛びま

す ： ismap ・ url

表 12.3 create_action( ) のアク シ ョ ンプロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

3Dview （キーワー ド または 3D ビ ューハン ドル。 GoTo3DView。 必須） 対象とする 3D 注釈のビ ューを選びま

す。 キーワー ド first ・ last ・ next ・ previous （注釈の views オプシ ョ ンの中の各項目を参照す

る） ・ default （注釈の defaultview オプシ ョ ンを参照する） のいずれか、 または create_3dview( )

で作成し た 3D ビ ューハン ドル。

canonical-
date

（論理値。 SubmitForm） true にする と、 日付を表すフ ィ ールドの送信される値は、 すべて標準形式

に変換されます。 フ ィ ールド を日付と し て解釈する こ とは、 フ ィ ールド自体の中ではな く 、 それ

を処理する JavaScript コー ドの中でだけ明示的に指定する こ とができます。 デフ ォル ト ： false

defaultdir （文字列。 Launch） 起動するアプ リ ケーシ ョ ンのためのデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ を設定し ます。 こ

れは、 Windows 版の Acrobat でだけ使えます。 デフ ォル ト ： な し

destination （オプシ ョ ン リ ス ト 。 GoTo ・ GoToE ・ GoToR。 destname を与えていない と きは必須） 飛ばし たい移動

先を表 12.5 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

destname （ハイパーテキス ト 文字列）

GoTo （destination を与えていないと きは必須） ： add_nameddest( ) で定義し ておいた移動先の名

前。 この移動先は、 それを参照する前に作る こ と も、 後に作る こ と もできます。

GoToR ・ GoToE （destination を与えていないと きは必須） ： 別の文書の、 または埋め込まれている

文書の中の移動先の名前。

duration （float。 Trans） カ レン ト ページの表示遷移効果の継続時間を秒単位で設定し ます． デフ ォル ト ： 1

表 12.2 ア クシ ョ ン種別一覧

種別 説明 ： この種別に関連するオプシ ョ ン （一般オプシ ョ ンに加えて）
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exclude （論理値。 SubmitForm） true にする と、 namelist オプシ ョ ンは、 どのフ ィ ールド を除外し たいか

を指定し ます。 文書の中のフ ィ ールドは、 namelist 配列に挙げてある ものと、 exportable オプ

シ ョ ンを false にし てある もの以外がすべて送信されます。 false にする と、 namelist オプシ ョ

ンは、 どのフ ィ ールド を送信に含めたいかを指定し ます。 フ ィ ールド グループを指定し ている と

きは、 そのメ ンバーもすべて送信されます。 デフ ォル ト ： false

（ResetForm） true にする と、 namelist オプシ ョ ンは、 どのフ ィ ールド を除外し たいかを指定し ま

す。 文書内のフ ィ ールドは、 namelist 配列に挙げてある もの以外がすべて リ セ ッ ト されます。

false にする と、 namelist オプシ ョ ンは、 どのフ ィ ールド を リ セ ッ ト に含めたいかを指定し ます。

フ ィ ールド グループを指定し ている と きは、 そのメ ンバーもすべて リ セ ッ ト されます。 デフ ォル

ト ： false

export-
method

（キーワー ドのリ ス ト 。 SubmitForm） フ ィ ールドの名前と値の送信方法を制御し ます。 デフ ォル

ト ： fdf。

html ・ fdf ・ xfdf ・ pdf
それぞれ、 HTML ・ FDF ・ XFDF ・ PDF 形式で

annotfields（fdf のみ） 注釈と フ ィ ールド をすべて含めます。

coordinate （html のみ） submitform ア ク シ ョ ンを引き起こ し たマウス ク リ ッ クの座標を、 フ ォーム

データに含めて送信し ます。 座標の値は、 フ ィ ールドの矩形の左上隅から測ったもので

す。

exclurl （fdf のみ） 送信する FDF から url 文字列を除外し ます。

getrequest （html ・ pdf のみ） HTTP GET を使って送信。 指定し ないと HTTP POST

onlyuser （fdf ・ annotfields のみ） リ モー ト サーバによ って決定される カ レン ト ユーザー名に一

致する名前の注釈だけを送信に含めます。

updates （fdf のみ） その PDF 文書に入っている増分ア ッ プデー ト をすべて含めます

オプシ ョ ンの組み合わせ例 ： exportmethod {fdf updates onlyuser}

filename （ハイパーテキス ト 文字列） GoToR ・ Launch （必須） ： ア クシ ョ ンが ト リ ガ された時に開かれる、 外

部 （PDF でもそれ以外でも） フ ァ イルまたはアプ リ ケーシ ョ ンの名前。 UNC フ ァ イル名は、

\\server\volume と書 く 必要があ り ます。 Acrobat 8 では、 完全修飾フ ァ イル名 （パスを含む） を

Launch ア クシ ョ ンで指定し ても動きませんので、 デ ィ レ ク ト リ名は defaultdir オプシ ョ ンで与

え、 filename オプシ ョ ンには単純なフ ァ イル名のみ （デ ィ レ ク ト リ要素な しの） を与える こ と を

推奨し ます。

ImportData （必須） ： フ ォームデータの入っている外部フ ァ イルの名前。

GoToE ： 移動先のルー ト 文書の名前を、 移動元のルー ト 文書から相対的に指定し ます。 この項目を

与えないと きは、 移動元と移動先は同じルー ト 文書を共有し ます。

hide （論理値。 Hide） 注釈を隠すか （true）、 それと も表示するか （false） を指定し ます。 デフ ォル

ト ： true

ismap （論理値。 URI） true にする と、 url が解決された時に、 マウス位置の座標が移動先 URI に追加さ

れます。 デフ ォル ト ： false

layerstate （オプシ ョ ン リ ス ト 。 SetOCGState。 必須） キーワー ド と レ イヤーハン ドルから成る対のリ ス ト 。

使えるキーワー ド ：

on レ イヤーを表示し ます

off レ イヤーを隠し ます

toggle レ イヤーの状態を反転させます。 これを使う と きは、 preserveradio オプシ ョ ンを

false に設定し ている必要があ り ます。

表 12.3 create_action( ) のアクシ ョ ンプロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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menuname （文字列。 Named。 必須） 実行し たい メ ニュー項目の名前。 PDF/A モー ド では、 よ く 知られている

名前 nextpage ・ prevpage ・ firstpage ・ lastpage だけが許されます。 それ以外の場合は、 他の名

前も受け付けます。 他のメ ニュー項目の名前を見つけるための完全な コー ドサンプルがク ッ ク

ブ ッ クの interactive/acrobat_menu_items ト ピ ッ クにあ り ます。

namelist （文字列のリ ス ト 。 Hide。 必須） 隠し たいか、 あるいは表示させたい注釈群またはフ ィ ールド群の

名前 （グループ名を含む）。

（SubmitForm） exclude オプシ ョ ンの設定によ って、 送信に含めたいか、 あるいは除外し たい

フ ォームフ ィ ールド群の名前 （グループ名を含む）。 デフ ォル ト ： exportable オプシ ョ ンを false
にし てある フ ィ ールド以外がすべて送信されます。

（ResetForm） exclude オプシ ョ ンの設定によ って、 リ セ ッ ト に含めたいか、 あるいは除外し たい

フ ォームフ ィ ールド群の名前 （グループ名を含む）。 デフ ォル ト ： すべてのフ ィ ールドがリ セ ッ ト

されます。

newwindow （論理値。 GoToE ・ GoToR） 移動先の文書を新しいウ ィ ン ド ウで開 く かど うかを指定する フ ラグ。 こ

のフ ラグを false にする と、 移動先の文書はカ レン ト 文書から同じウ ィ ン ド ウの中で切り換わり

ます。

Launch ： この項目は、 フ ァ イルが PDF 文書でないと きは無視されます。 デフ ォル ト ： Acrobat は、

カ レン ト の環境設定に従って動作し ます。

operation このオプシ ョ ンは type=Launch と type=Movie で使い方が異な り ます ：

（キーワー ド。 Launch） filename オプシ ョ ンで指定し ている文書に適用し たい操作を指定するキー

ワー ド。 これは、 Windows 版の Acrobat でだけ使えます。 filename オプシ ョ ンが文書でな く アプ リ

ケーシ ョ ンを指し ている と きは、 このオプシ ョ ンは無視されて、 アプ リ ケーシ ョ ンが起動されま

す。 と り う るキーワー ド （デフ ォル ト ： open） ：

open 文書を開きます

print 文書を印刷し ます

（キーワー ド。 Movie） ムービーまたはサウン ド に適用し たい操作を指定するキーワー ド。 と り う

るキーワー ド （デフ ォル ト ： play） ：

play ムービーの再生を開始し ます。 その際、 そのムービー注釈の playmode オプシ ョ ンで指

定されているモー ド を使用し ます。 その時点でそのムービーが一時停止されている と き

は、 再生位置を先頭へ戻し てから再生されます。

stop ムービーの再生を停止し ます。

pause ムービーの再生を一時停止し ます。

resume 一時停止されているムービーを再開し ます。

parameters （文字列。 Launch） filename オプシ ョ ンで指定し ているアプ リ ケーシ ョ ンに渡し たい引数文字列。

これは、 Windows 版の Acrobat でだけ使えます。 複数の引数はスペースキャ ラ ク タ で区切る こ とが

できますが、 個々の引数には一切スペースキャ ラ ク タ を入れてはいけません。 filename が文書を

指し ている と きは、 このオプシ ョ ンは指定するべきではあ り ません。 デフ ォル ト ： な し

preserve-
radio

（論理値。 SetOCGState） true にする と、 レ イヤー間のラ ジオボタ ン状態関係を保持し ます。 デ

フ ォル ト ： true

script （ハイパーテキス ト 文字列。 JavaScript。 必須） 実行させたい JavaScript コー ド を入れた文字列。

scriptname （ハイパーテキス ト 文字列。 JavaScript） 指定する と、 script オプシ ョ ンで与えている JavaScript

は、 文書レベルの指定名の JavaScript と し て挿入されます。 文書内で同じ scriptname を複数回与

える と、 最後のスク リ プ ト だけが使われ、 他は無視されます。 文書レベルの JavaScript は、

Acrobat で文書が読み込まれた後に実行されます。 これは、 フ ォームフ ィ ールド で使いたいスク リ

プ ト で有用で し ょ う。

表 12.3 create_action( ) のアク シ ョ ンプロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/interactive-elements/acrobat-menu-items
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submit-
emptyfields

（論理値。 SubmitForm。 PDF 1.4） true にする と、 namelist ・ exclude オプシ ョ ンで決まるすべての

フ ィ ールドが、 値を持つかど うかにかかわらず、 送信されます。 値のないフ ィ ールド については、

フ ィ ールド名だけが送信されます。 false にする と、 値のないフ ィ ールドは送信されません。 デ

フ ォル ト ： false

target （文字列。 GoTo3DView ・ Movie。 必須） create_annotation( ) の name オプシ ョ ンで指定するのと同じ、

対象と し たい 3D 注釈またはムービー注釈の名前。

targetpath （オプシ ョ ン リ ス ト 。 GoToE。 filename を指定し ていなければ必須） 移動先文書のパス情報を指定

し た移動先オプシ ョ ン リ ス ト （表 12.4 参照）。 各移動先オプシ ョ ン リ ス ト は、 移動先へのフルパス

の中の 1 個の要素を指定し、 追加の要素群を持った入れ子の移動先オプシ ョ ン リ ス ト 群を持つこ

と もできます。

transition （キーワー ド。 Trans） 表示遷移効果を設定し ます。 キーワー ドの一覧は表 3.7 を参照。 デフ ォル

ト ： replace

url （文字列。 URI ・ SubmitForm。 必須） リ ン ク先を指定する （type=URI の場合）、 または送信内容を処

理させたい Web サーバ上のスク リ プ ト のア ド レスを指定する （type=SubmitForm の場合） URL

（Uniform Resource Locator） を、 7 ビ ッ ト ASCII または EBCDIC （ただ し ASCII 文字だけを含む） で

エン コー ド し たもの。 任意のリ ソース （Web でも ローカルでも） を指し示すこ とができ、 先頭に

プロ ト コル識別子 （http:// など） が必要です。 textx/texty ・ currentx/currenty ・ imagewidth/

imageheight パラ メ タは、 リ ン クの矩形の寸法を算出するための位置情報を取得するのに有用かも

しれません。

表 12.4 create_action( ) の targetpath オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

annotation （ハイパーテキス ト 文字列。 relation=child かつ移動先がフ ァ イル添付注釈に関連づけられている

場合は必須） pagenumber か destname で指定し たページ上の移動先のフ ァ イル添付注釈の名前を指

定し ます。

destname （ハイパーテキス ト 文字列。 pagenumber を与えていて、 かつ relation=child で、 しかも移動先が

フ ァ イル添付注釈に関連づけられている場合以外は必須） 移動先のフ ァ イル添付注釈を内容と し

て持つカ レン ト 文書内のページに対する名前付き移動先を指定し ます。 このオプシ ョ ンは、

pagenumber を指定する と無視されます。

name （ハイパーテキス ト 文字列。 relation=child かつ移動先が添付リ ス ト 内に置かれている場合は必

須。 それ以外の場合は指定し てはいけません。 annotation を指定する と無視されます） begin/end_

document( ) の添付リ ス ト 内の移動先の名前。

pagenumber （整数。 destname を与えていて、 かつ relation=child で、 しかも移動先がフ ァ イル添付注釈に関

連づけられている場合以外は必須。 destname を指定する と無視されます） 移動先のフ ァ イル添付

注釈を内容と し て持つカ レン ト 文書内のページの番号を指定し ます。

relation （キーワー ド。 必須） カ レン ト 文書と移動先 （中間移動先でも可） の関係を指定し ます。 使える

キーワー ド ：

parent 移動先はカ レン ト 文書の親です。

child 移動先はカ レン ト 文書の子です。

targetpath （オプシ ョ ン リ ス ト ） 追加の移動先文書のパス情報を表 12.4 に従って指定し た移動先オプシ ョ ン リ

ス ト 。 このオプシ ョ ンを指定し ないと、 カ レン ト 文書が、 移動先を含む移動先フ ァ イルと な り ま

す。

表 12.3 create_action( ) のアクシ ョ ンプロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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12.3 名前付き移動先

VB  RB Sub add_nameddest(name As String, optlist As String)
C# void add_nameddest(String name, String optlist)

名前付き移動先を、 文書のページ上に作成し ます。

name （ハイパーテキス ト 文字列） 移動先の名前。 リ ン ク、 しお り 、 その他の ト リ ガの対

象 と し て使えます。 移動先名は、 文書内で一意にする必要があ り ます。 文書内で同じ名前

を複数回与え る と、 最後の定義だけが使われて、 他は無警告で無視されます。

optlist 移動先 を 指定 し た オ プ シ ョ ン リ ス ト 。 空 リ ス ト にす る と、 {type=fitwindow
page=0} と同義にな り ます。 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 12.5 に従った移動先制御オプシ ョ ン群 ：

bottom ・ group ・ left ・ page ・ right ・ top ・ type ・ zoom

詳細 optlist で移動先の詳細を指定する必要があ り ます。 移動先は、 カレ ン ト 文書のどのページ

にあって もかまいません。 与え る name は、 create_action( ) ・ create_annotation( ) ・ create_
bookmark( ) ・ begin/end_document( ) の destname オプシ ョ ンで使えます。 このや り 方で

は、 移動先の定義 と利用 と を、 2 つの別々のステ ッ プに分け る こ と ができ ます。

あ るいは、 移動先が利用の時にわかる場合は、 これらの関数で destination オプシ ョ ン

を使って、 名前付き移動先の定義 と 利用を一度に行 う こ と も でき ますので、 その場合は

add_nameddest( ) は必要あ り ません。

スコープ 文書 ・ ページ

表 12.5 add_nameddest( ) の移動先オプシ ョ ン一覧。 create_action( ) ・ create_annotation( ) ・ create_bookmark( ) ・

begin/end_document( ) の destination オプシ ョ ンでも使えます。

オプシ ョ ン 説明

bottom （float。 type=fitrect のみ） ウ ィ ン ド ウの下端に合わせたい、 ページの y 座標。 デフ ォル ト ： 0

group （文字列。 page オプシ ョ ンを指定し ている と き、 文書がページグループを使っているなら必須。 そ

れ以外なら禁止） 移動先のページが属するページグループの名前。

left （float。 type=fixed ・ fitheight ・ fitrect ・ fitvisibleheight のみ） ウ ィ ン ド ウの左端に合わせた

い、 ページの x 座標。 デフ ォル ト ： 0

page （整数） 移動先ページのページ番号 （先頭ページは 1）。 ページは、 移動先 PDF に存在し ている必

要があ り ます。 page 0 にする と、 ページス コープの中ではカ レン ト ページを、 文書スコープの中

では page 1 を意味し ます。 デフ ォル ト ： 0

right （float。 type=fitrect のみ） ウ ィ ン ド ウの右端に合わせたい、 ページの x 座標。 デフ ォル ト ： 1000

top （float。 type=fixed ・ fitwidth ・ fitrect ・ fitvisiblewidth のみ） ウ ィ ン ド ウの上端に合わせた

い、 ページの y 座標。 デフ ォル ト ： 1000
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type （キーワー ド） 対象ページ上でのウ ィ ン ド ウの位置を指定し ます。 と り う るキーワー ド （デフ ォル

ト ： fitwindow） ：

fitheight ページの高さ をウ ィ ン ド ウに収めて、 x 座標 left をウ ィ ン ド ウの左端に合わせます。

fitrect left ・ bottom ・ right ・ top で指定し ている矩形をウ ィ ン ド ウに収めます。

fitvisible ページの描画領域 （ArtBox） をウ ィ ン ド ウに収めます。

fitvisibleheight
ページの描画領域をウ ィ ン ド ウに収めて、 x 座標 left をウ ィ ン ド ウの左端に合わせま

す。

fitvisiblewidth
ページの描画領域をウ ィ ン ド ウに収めて、 y 座標 top をウ ィ ン ド ウの上端に合わせま

す。

fitwidth ページの幅をウ ィ ン ド ウに収めて、 y 座標 top をウ ィ ン ド ウの上端に合わせます。

fitwindow ページ全体をウ ィ ン ド ウに収めます。

fixed left ・ top ・ zoom オプシ ョ ンで指定し ている、 固定し た移動先表示を使います。 これら

のいずれかを指定し ない と、 そのカ レン ト 値が保たれます。

zoom （float またはパーセン ト 値。 type=fixed のみ） ページ内容の表示に使いたい倍率 （1 が 100% を意

味し ます）。 このオプシ ョ ンを指定し ないか、 または 0 にする と、 リ ン クが押された時に適用され

ていた表示倍率が保たれます。

表 12.5 add_nameddest( ) の移動先オプシ ョ ン一覧。 create_action( ) ・ create_annotation( ) ・ create_bookmark( ) ・

begin/end_document( ) の destination オプシ ョ ンでも使えます。

オプシ ョ ン 説明
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12.4 注釈

VB  RB Sub create_annotation(llx As Double, lly As Double, urx As Double, ury As Double,
type As String, optlist As String)

C# void create_annotation(double llx, double lly, double urx, double ury, String type, String optlist)

注釈を、 カレ ン ト ページ上に作成し ます。

llx ・ lly ・ urx ・ ury 注釈の矩形の左下隅 と 右上隅の x ・ y 座標を、 デフ ォ ル ト 座標で

（usercoordinates パラ メ タ またはオプシ ョ ンを false にし た と き）、 またはユーザー座標で

（true にし た と き） 指定し ます。 Acrobat は、 注釈の左上隅を、 指定矩形の左上隅に合わせ

ます。

注釈 の座標は、 rect( ) 関数 の引数 と は違 う こ と に注意 し て く だ さ い。 create_
annotation( ) では引数が 2 個の隅を直接と るのに対し、 rect( ) では、 1 個の隅の座標に幅

と高さの値をあわせて指定し ます。

usematchbox オプシ ョ ンを指定し ている と きは、 引数 llx/lly/urx/ury は無視されます。

type 表 12.6 に従った注釈種別。 マーク ア ッ プ注釈は表内で特記し ています。 オプシ ョ

ンのなかにはマーク ア ッ プ注釈にのみ適用される ものがあ るからです。

表 12.6 注釈種別一覧

種別 説明 ： この種別に関連するオプシ ョ ン （一般オプシ ョ ンに加えて）

3D （PDF 1.6） アニ メ ーシ ョ ン 3D モデル ： 3Dactivate ・ 3Ddata ・ 3Dinteractive ・ 3Dshared ・

3Dinitialview

Circle1 楕円形 ： cloudy ・ createrichtext ・ inreplyto ・ interiorcolor ・ replyto

File-
Attachment1

（PDF/A では不可） フ ァ イル添付 ： calloutline ・ createrichtext ・ filename ・ iconname ・

inreplyto ・ mimetype ・ replyto

FreeText1 テキス ト ボ ッ クス ： alignment ・ calloutline ・ cloudy ・ createrichtext ・ endingstyles ・

fillcolor ・ font ・ fontsize ・ inreplyto ・ orientate ・ replyto

Highlight1 ハイ ラ イ ト ： createrichtext ・ inreplyto ・ polylinelist ・ replyto

Ink1 鉛筆 ： createrichtext ・ inreplyto ・ polylinelist ・ replyto

Line1 線 ： captionoffset ・ captionposition ・ createrichtext ・ endingstyles ・ interiorcolor ・

inreplyto ・ leaderlength ・ leaderoffset ・ line ・ showcaption ・ replyto

Link リ ン ク ： destination ・ destname ・ highlight

Movie ムービーまたはサウン ド注釈 ： filename ・ movieposter ・ playmode ・ showcontrols ・ soundvolume ・

windowposition ・ windowscale

Polygon1 （PDF 1.5） 多角形。 頂点群を直線で結んだものです ： cloudy ・ createrichtext ・ inreplyto ・

polylinelist ・ replyto

PolyLine1 （PDF 1.5） 折れ線。 多角形に似ていますが、 最初と最後の頂点が結ばれないこ とが違います ：

createrichtext ・ endingstyles ・ inreplyto ・ interiorcolor ・ polylinelist ・ replyto

Popup ポ ッ プア ッ プ ： open ・ parentname

Square1 長方形 ： cloudy ・ createrichtext ・ inreplyto ・ interiorcolor ・ replyto
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optlist 注釈のプ ロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 以下のオプシ ョ ンが使え ま

す ：

> 表 12.7 に従った以下の共通オプシ ョ ン群がすべての注釈種別で使えます ：

action ・ annotcolor ・ borderstyle ・ cloudy ・ contents ・ createdate ・ custom ・ dasharray ・

displaylayer ・ linewidth ・ locked ・ lockedcontents ・ name ・ opacity ・ popup ・ readonly ・

rotate ・ subject ・ template ・ title ・ usematchbox ・ usercoordinates ・ zoom
> 表 12.7 に従った以下の種別特有オプシ ョ ン群が、表 12.6 に従った何らかの注釈種別で

使えます ：

3Dactivate ・ 3Dbox ・ 3Ddata ・ 3Dicon ・ 3Dinteractive ・ 3Dshared ・ 3Dinitialview ・

alignment ・ calloutline ・ captionoffset ・ captionposition ・ createrichtext ・ destname ・

endingstyles ・ filename ・ fillcolor ・ font ・ fontsize ・ highlight ・ iconname ・

interiorcolor ・ inreplyto ・ leaderlength ・ leaderoffset ・ line ・ mimetype ・ movieposter ・

open ・ orientate ・ parentname ・ playmode ・ polylinelist ・ replyto ・ showcaption ・

showcontrols ・ soundvolume ・ windowposition ・ windowscale

詳細 PDF/X ： 注釈は、 完全に BleedBox （BleedBox がない と きは TrimBox/ArtBox） の外に置 く

場合のみ許されます。

PDF/A ： い く つかの注釈種別と オプシ ョ ンが制約されます。 表 12.6 ・ 表 12.7 を参照。

タ グ付き PDF ： カレン ト のア ク テ ィ ブなア イ テムがあ る と きは、 注釈はカレ ン ト ア イ

テムの子 と し て挿入されます。

スコープ ページ

Squiggly1 （PDF 1.4） 波線。 波型の下線注釈です ： createrichtext ・ inreplyto ・ polylinelist ・ replyto

Stamp1 ス タ ンプ ： createrichtext ・ iconname ・ inreplyto ・ orientate ・ replyto

StrikeOut1 取り消し線 ： createrichtext ・ inreplyto ・ polylinelist ・ replyto

Text1 Acrobat では、 この種別はノ ー ト 注釈と呼ばれます ： createrichtext ・ iconname ・ inreplyto ・

open ・ replyto ・ state ・ statemodel

Underline1 下線 ： createrichtext ・ inreplyto ・ polylinelist ・ replyto

1. マーク ア ッ プ注釈。 これは createrichtext オプシ ョ ンで意味を持ちます。

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

3Dactivate （オプシ ョ ン リ ス ト 。 type=3D のみ） 3D 注釈をア クテ ィ ブにする タ イ ミ ングと、 ア ク テ ィ ブ ・ 非ア

ク テ ィ ブにし た と きの状態を指定し ます。 表 12.8 に挙げるオプシ ョ ンが使えます ：

3Ddata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 type=3D のみ。 必須） load_3ddata( ) で作成し た 3D ハン ドル。

3Dinteractive （論理値。 type=3D のみ） true にする と、 3D モデルはイ ン タ ラ ク テ ィ ブな用途を想定し ます。

false にする と、 JavaScript で動かされる こ と を想定し ます。 デフ ォル ト ： true

3Dshared （論理値。 type=3D のみ） true にする と、 3Ddata オプシ ョ ンで指定し ている 3D データは、 間接的

に参照されます。 同じデータ を間接的に参照する複数の 3D 注釈は、 そのモデルのただ 1 つの動作

時実体を共有し ます。 これはすなわち、 変更はそのよ う な注釈すべてにおいて同時に見える こ と

を意味し ます。 デフ ォル ト ： false

表 12.6 注釈種別一覧

種別 説明 ： この種別に関連するオプシ ョ ン （一般オプシ ョ ンに加えて）
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3Dinitialview （キーワー ド または 3D ビ ューハン ドル） 3D モデルの初期ビ ューを指定し ます。 キーワー ド

first ・ last ・ （モデルの views オプシ ョ ンの中の各項目を参照する） ・ default （モデルの

defaultview オプシ ョ ンを参照する） のいずれか、 または load_3ddata( ) で作成し た 3D ビ ューハン

ドル。 デフ ォル ト ： default

action （ア クシ ョ ン リ ス ト ） 以下のイベン ト に対する注釈アクシ ョ ンのリ ス ト （デフ ォル ト ： 空リ ス ト ）。

あらゆる種類のアクシ ョ ンが使えます ：

activate （type=Link のみ） その注釈がアク テ ィ ブにされた時に実行させたいア クシ ョ ン。

close （PDF 1.5） その注釈を含むページが閉じ られた時に実行させたいア クシ ョ ン。

open （PDF 1.5） その注釈を含むページが開かれた時に実行させたいア クシ ョ ン。

invisible （PDF 1.5） その注釈を含むページがも う見えな く なった時に実行させたいアクシ ョ ン。

visible （PDF 1.5） その注釈を含むページが見えた時に実行させたいアクシ ョ ン。

alignment （キーワー ド。 type=FreeText のみ） 注釈の中のテキス ト の整列 ： left ・ center ・ right。 デフ ォル

ト ： left

annotcolor （色） 注釈のアイ コ ンが閉じ ている時の背景と、 注釈のポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウのタ イ ト ルバー

と、 リ ン ク注釈の枠の色。 使える色空間 ： none （type=Square ・ Circle では不可） ・ gray ・ rgb ・

（PDF 1.6 で） cmyk。

PDF/A モー ド ではこのオプシ ョ ンは、 RGB の出力イ ンテン ト を指定し ている と きのみ使う こ とが

でき、 かつ gray または rgb カ ラーを使う必要があ り ます。

デフ ォル ト ： type=Square ・ Circle なら white、 それ以外なら none

borderstyle （キーワー ド） 注釈の枠か、 または種別 Polygon ・ PolyLine ・ Line ・ Square ・ Circle ・ Ink の注釈

の線のス タ イル ： solid ・ beveled ・ dashed ・ inset ・ underline。 ただ し、 beveled ・ inset ・

underline ス タ イルは Acrobat で正し く 働きません。 デフ ォル ト ： solid

calloutline （float 4 個か 6 個のリ ス ト 。 PDF 1.6。 type=FreeText のみ） テキス ト ボ ッ クス注釈に付ける引き出

し線を指定し た 4 個か 6 個の float 値。 6 個の数値 {x1 y1 x2 y2 x3 y3} は、 線の開始 ・ 折れ点 ・ 終

了座標を表し ます。 4 個の数値 {x1 y1 x2 y2} は、 線の開始 ・ 終了座標を表し ます。 座標は、 デ

フ ォル ト 座標で （usercoordinates オプシ ョ ンを false にし た と き）、 またはユーザー座標で

（true にし た と き） 解釈されます。

開始点は、 endingstyles オプシ ョ ンの 1 番目のキーワー ド で指定し た記号で修飾されます。

captionoffset （float 2 個。 type=Line のみ。 PDF 1.7） キャ プシ ョ ンテキス ト の通常位置からの変位。 1 番目の値

は、 注釈線の中点からの、 線に沿った横変位を指定し、 正の値は右への変位を、 負の値は左への

変位を表し ます。 2 番目の値は、 注釈線に垂直な縦変位を指定し、 正の値は上への変位を、 負の値

は下への変位を表し ます。 デフ ォル ト ： {0, 0}、 すなわち通常位置からの変位な し

caption-
position

（キーワー ド。 type=Line のみ。 PDF 1.7） 注釈のキャ プシ ョ ン位置。 このオプシ ョ ンは、

showcaption=false にする と無視されます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： Inline） ：

Inline キャ プシ ョ ンは線の内側で中央揃え されます。

Top キャ プシ ョ ンは線の上方に置かれます。

cloudy （float。 type=Circle ・ FreeText ・ Polygon ・ Square のみ。 PDF 1.5） 多角形の変形に用いられる

「雲型」 効果の強度を指定し ます。 と り う る値は 0 （効果な し） ・ 1 ・ 2。 このオプシ ョ ンを用いる

と、 borderstyle オプシ ョ ンは無視されます。 デフ ォル ト ： 0

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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contents （type=FreeText の場合は文字列、 それ以外の場合は最大長 65535 バイ ト のハイパーテキス ト 文字

列） 注釈で表示させたいテキス ト か、 または （テキス ト を表示し ない注釈の場合） 注釈の内容の

人間が読める形での代替説明。 キャ リ ッ ジ リ ターンまたはラ イ ン フ ィ ー ド キャ ラ ク タ を使う と、

段落替えを強制する こ とができます。

PDF/A-1a モー ド では、 このオプシ ョ ンは必須であ り、 かつ、 空でない文字列を入れる必要があ り

ます。

createdate （論理値。 PDF 1.5 以上） true にする と、 注釈に対し て日付 ・ 時刻項目が作成されます。 デフ ォル

ト ： false

createrich-
text

（オプシ ョ ン リ ス ト 。 マークア ッ プ註釈のみ。 contents オプシ ョ ンを空にする必要があ り ます。

PDF 1.5） テキス ト フ ローから リ ッ チテキス ト 内容を作成し ます。 これは、 組版されたテキス ト を

注釈のために生成するのに有用で し ょ う。 使えるサブオプシ ョ ン ：

textflow （テキス ト フ ローハン ドル） 注釈に リ ッ チテキス ト と し て付けるテキス ト フ ロー。 この

テキス ト フ ローハン ドルを、 create_annotation( ) への呼び出しの前に fit_textflow/table( )

に与えていた場合は、 残りのテキス ト だけが注釈に用いられます。 テキス ト がそれ以上

得られない と きは、 テキス ト フ ローが先頭から再開されます。 テキス ト フ ローを注釈に

用いても、 その後の fit_textflow/table( ) への呼び出しには影響を与えません。

userunit （キーワー ド） スカ ラー値 （firstlinedist ・ fontsize 等） に対する長さ単位 ： cm （セ

ンチ メ ー ト ル） ・ in （イ ンチ） ・ mm （ ミ リ メ ー ト ル） ・ pt （ポイ ン ト ）。 デフ ォル ト ： pt

リ ッ チテキス ト を作成する際には、 以下のテキス ト フ ローオプシ ョ ン群が効力を持ち、 これ以外

はすべて無視されます ：

nextline ・ alignment ・ fillcolor ・ underline ・ strikeout ・ font ・ fontsize ・ textrise ・ テキス

ト 組版オプシ ョ ン群

注意 ： font と alignment を設定し ても、 Acrobat では期待し た通り に動作し ません。

custom （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 。 高度なユーザーのみ） このオプシ ョ ンを使う と、 注釈辞書の中に任

意の数のプ ラ イベー ト 項目を挿入する こ とができます。 これは、 デジ タル出力機のための処理命

令を挿入するなど、 専門的な応用において有用で し ょ う。 このオプシ ョ ンを使う には、 PDF フ ァ

イル形式と対象応用分野に関する知識が必要です。 不適切な値を与える と、 破損し た PDF 出力が

生成される こ とがあ り ます。 使えるサブオプシ ョ ン ：

key （文字列。 必須） 辞書キーの名前 （キャ ラ ク タ / を除いたもの）。 あらゆる非標準の PDF

キーのほか、 右記の標準キーも指定できます ： Contents ・ Name （iconname オプシ ョ

ン） ・ NM （name オプシ ョ ン） ・ Open。 それぞれオプシ ョ ンはこの場合無視されます。

type （キーワー ド。 必須） その値の型。 boolean ・ name ・ string のいずれかにする必要があ

り ます。

value （type=string にし ている と きはハイパーテキス ト 文字列、 そ う でなければ文字列。 必

須） PDF 出力内に現れる とお りの値。 PDFlib は、 文字列と名前に必要な修飾をすべて自

動的に行います。

dasharray （float のリ ス ト 。 borderstyle=dashed のみ） 破線枠の短線と間隙の長さ を、 デフ ォル ト 単位で指定

し ます （setdash( ) 参照）。 デフ ォル ト ： 3 3

destination （オプシ ョ ン リ ス ト 。 type=Link のみ。 activate ア ク シ ョ ンを指定し ている と無視されます） 飛ば

し たい移動先を表 12.5 に従って定義し たオプシ ョ ン リ ス ト

destname （ハイパーテキス ト 文字列。 type=Link のみ。 destination オプシ ョ ンを指定し ている と無視され

ます） add_nameddest( ) で定義し ておいた移動先の名前。 create_action( ) の destination または

destname オプシ ョ ンで作成し たア クシ ョ ンは、 このオプシ ョ ンよ り も優先されます。

display （キーワー ド） 画面と紙の上での表示 ・ 非表示。 visible ・ hidden ・ noview ・ noprint。 デフ ォル

ト ： visible

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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endingstyles （キーワー ドのリ ス ト 。 type=FreeText ・ Line ・ PolyLine のみ） 線端ス タ イルを指定し たキーワー

ド 2 個のリ ス ト 。 type=FreeText の場合は、 2 番目のキーワー ドは無視されます （デフ ォル ト ：

{none none}） ：

none ・ square ・ circle ・ diamond ・ openarrow ・ closedarrow

これに加えて PDF 1.5 では ： butt ・ ropenarrow ・ rclosedarrow

これに加えて PDF 1.6 では ： slash

filename （文字列。 type=FileAttachment ・ Movie のみ。 必須） このフ ァ イル名は、 グローバルな

filenamehandling オプシ ョ ンまたはパラ メ タに従って解釈されます。 表 2.2 参照。

type=FileAttachment の場合 ： 注釈に関連づけたいフ ァ イルの名前。

type=Movie の場合 ： 右記のいずれかの形式のメ デ ィ ア フ ァ イルの名前 ： AVI ・ QuickTime ムー

ビー、 WAV ・ AIFF サウン ド

fillcolor （色。 type=FreeText のみ） テキス ト の塗り色。 使える色空間 ： gray ・ rgb ・ cmyk。 PDF/A モー ド

ではこのオプシ ョ ンは、 RGB か CMYK の出力イ ンテン ト を指定し ている と きのみ使う こ とができ、

かつそれぞれ rgb か cmyk の色空間を使う必要があ り ます。 デフ ォル ト ： {gray 0} （＝黒）

font （フ ォ ン ト ハン ドル。 type=FreeText のみ。 必須） 注釈で使いたいフ ォ ン ト を指定し ます。

fontsize （文字サイズ。 type=FreeText のみ。 必須） 文字サイズを、 usercoordinates オプシ ョ ンまたはパ

ラ メ タに応じ て、 デフ ォル ト かユーザー座標かで指定し ます。 値 0 またはキーワー ド auto を指定

する と、 Acrobat が文字サイズを矩形に合わせて調節し ます。

highlight （キーワー ド。 type=Link のみ） ユーザーが注釈を ク リ ッ ク し た時の、 その注釈のハイ ラ イ ト モー

ド ： none ・ invert ・ outline ・ push。 デフ ォル ト ： invert

iconname （文字列。 type=Text ・ Stamp ・ FileAttachment のみ） 注釈の表示に使いたいアイ コ ンの名前 （目に

見えるアイ コ ンを一切持たない注釈を作成するには、 opacity=0 と設定し ます） ：

type=Text の場合 （デフ ォル ト ： note） ： 

comment ・ key ・ note ・ help ・ newparagraph ・ paragraph ・ insert

type=Stamp の場合 （デフ ォル ト ： draft） ：

approved ・ experimental ・ notapproved ・ asis ・ expired ・ notforpublicrelease ・ confidential ・

final ・ sold ・ departmental ・ forcomment ・ topsecret ・ draft ・ forpublicrelease

type=FileAttachment の場合 （デフ ォル ト ： pushpin） ：

graph ・ pushpin ・ paperclip ・ tag

template オプシ ョ ンを使う と カス タムアイ コ ンを作成する こ とができます。

interiorcolor （色。 type=Line ・ PolyLine ・ Square ・ Circle のみ） それぞれ、 注釈の線端 ・ 矩形 ・ 楕円の色。 使

える色空間 ： none ・ gray ・ rgb ・ （PDF 1.6 で） cmyk。 PDF/A モー ド ではこのオプシ ョ ンは、 RGB

の出力イ ンテン ト を指定し ている と きのみ使う こ とができ、 かつ gray または rgb カ ラーを使う必

要があ り ます。 デフ ォル ト ： none

inreplyto （ハイパーテキス ト 文字列。 PDF 1.5。 マーク ア ッ プ注釈のみ。 replyto オプシ ョ ンを与えた と きは

必須） この注釈の返信先である注釈の名前 （name オプシ ョ ン参照）。 両方の注釈が文書の同じペー

ジ上にある必要があ り ます。 2 個の注釈の間の関係を replyto オプシ ョ ンで指定する必要があ り ま

す。

layer （レ イヤーハン ドル。 PDF 1.5） 注釈を属させたいレ イヤー。 注釈が可視になるのは、 そのレ イヤー

を可視にし ている と きだけにな り ます。

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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leaderlength （float 1 個か 2 個のリ ス ト 。 2 番目の float は負の値にし てはいけません。 type=Line のみ。 PDF 

1.6） 補助線の長さ を、 デフ ォル ト 座標で （usercoordinates オプシ ョ ンを false にし た と き）、 ま

たはユーザー座標で （true にし た と き） 指定し ます。 この長さは 2 個の数値で指定し ます （デ

フ ォル ト ： {0 0}） ：

1 番目の数値は、 線の両端から、 線自身に垂直に引 く 線の長さ です。 正の値は、 線を始点から終点

（line オプシ ョ ンで指定し ている） へたど った と きに時計回り である向きに補助線を引 く こ と を意

味し、 負の値はその反対の向き を表し ます。

2 番目の値は、 省略する こ と もでき、 線から、 補助線から ち ょ う ど 180°を成すよ う に引 く 補助線

の延長の長さ を表し ます。 1 番目の値を 0 にする と、 正の値は無視されます。

leaderoffset （非負 float。 type=Line のみ。 PDF 1.7） 補助線のオフセ ッ ト の長さ、 すなわち、 注釈の端点と補助

線の始点との間の空隙の幅を、 デフ ォル ト 座標で （usercoordinates オプシ ョ ンを false にし た と

き）、 またはユーザー座標で （true にし た と き） 指定し ます。 デフ ォル ト ： 0

line （線。 type=Line のみ。 必須） 線の開始 ・ 終了座標を、 デフ ォル ト 座標で （usercoordinates パラ

メ タ を false にし た と き）、 またはユーザー座標で （true にした と き） 指定し た 4 個の数値 x1 ・

y1 ・ x2 ・ y2 のリ ス ト 。

linewidth （整数） 注釈種別 Line ・ PolyLine ・ Polygon ・ Square ・ Circle ・ Ink の注釈の枠または線の幅を、

デフ ォル ト 単位 （＝ポイ ン ト ） で指定し ます。 linewidth=0 にする と、 枠は見えな く な り ます。 デ

フ ォル ト ： 1

locked （論理値） true にする と、 注釈のプロパテ ィ （位置 ・ 寸法等） を Acrobat で編集できな く な り ま

す。 ただ し この場合でも、 その内容は変更できます。 デフ ォル ト ： false

locked-
contents

（論理値。 PDF 1.7） true にする と、 注釈の内容を Acrobat で編集できな く な り ます。 ただ し この場

合でも、 注釈を削除する こ と と、 注釈のプロパテ ィ （位置 ・ 寸法等） を変更する こ とは可能です。

デフ ォル ト ： false

mimetype （文字列。 type=FileAttachment のみ） フ ァ イルの MIME タ イ プ。 Acrobat は、 注釈がア クテ ィ ブに

された時にこれを使って適切なアプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。

movieposter （キーワー ド。 type=Movie のみ） ページ上でムービーを代表するポス ター画像を指定するキーワー

ド。 使えるキーワー ド ： auto （ポス ター画像がムービーフ ァ イルから抽出されます） ・ none （ポス

ターが表示されません）。 デフ ォル ト ： none

name （ハイパーテキス ト 文字列） 注釈を一意に同定する名前。 この名前は、 い く つかのア クシ ョ ンで必

要であ り、 ページ上で一意でなければな り ません。 デフ ォル ト ： な し

opacity （float またはパーセン ト 値。 PDF 1.4） 注釈を描 く 際に使わせたい、 固定し た不透明度の値 （0 ～ 1

または 0% ～ 100%）。 デフ ォル ト ： 1

open （論理値。 type=Text ・ Popup のみ） true にする と、 注釈ははじめ開いた状態で表示されます。 デ

フ ォル ト ： false

orientate （キーワー ド。 type=FreeText ・ Stamp のみ） 注釈をその矩形の中で向けたい向きを指定し ます。 使

えるキーワー ド ： north （直立） ・ east （右倒し） ・ south （上下逆さ ま） ・ west （左倒し）。 デフ ォ

ル ト ： north

parentname （文字列。 type=PopUp のみ） 注釈の親注釈の名前。

playmode （キーワー ド。 type=Movie のみ） ムービーまたはサウン ド を再生するモー ド。 使えるキーワー ド ：

once （1 回再生し て停止し ます） ・ open （再生し てムービーコ ン ト ローラバーを開いたままにし ま

す） ・ repeat （最初から最後まで繰り返し、 停止されるまで再生し ます） ・ palindrome （順方向再

生と逆再生を連続し て、 停止されるまで行います）。 デフ ォル ト ： once

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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polylinelist （折れ線か四辺形のリ ス ト 。 type=Polygon ・ PolyLine ・ Ink ・ Highlight ・ Underline ・ Squiggly ・

Strikeout のみ） 座標は、 デフ ォル ト 座標系で （usercoordinates オプシ ョ ンを false にし た と

き）、 またはユーザー座標系で （true にし た と き） 解釈されます。 デフ ォル ト ： 注釈矩形の頂点群

を結んだ折れ線。

type=Polygon ・ PolyLine ・ Ink
n 本の線分 （最小 ： n=2） による折れ線 1 個のリ ス ト 。

その他 リ ス ト に、 float 値を 8 個ずつ持ったサブ リ ス ト を n 個入れて、 n 個 （最小 ： n=1） の四

辺形を指定し ます。 四辺形はそれぞれ、 注釈の対象と し たいテキス ト の単語、 ない し連

続する複数の単語を囲みます。 四辺形はジグザグ順 （右上 ・ 左上 ・ 右下 ・ 左下） で与え

る必要があ り ます。

popup （文字列） この注釈に関連づけたテキス ト の入力や編集のためのポ ッ プア ッ プ注釈の名前。 デフ ォ

ル ト ： な し

readonly （論理値） true にする と、 注釈がユーザーの操作に反応する こ と を許し ません。 注釈は、 表示と印

刷は許されますが、 マウスク リ ッ クに反応し た り、 マウスの動きに反応し て表示を変えた りする

こ とはできません。 デフ ォル ト ： false

replyto （キーワー ド。 PDF 1.6。 マークア ッ プ註釈のみ） この注釈と、 inreplyto オプシ ョ ンで指定し た注

釈との間の関係 （返信種別） を指定し ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： reply） ：

reply 注釈は、 inreplyto で指定し た注釈に対する返信と見な されます。

group 注釈は、 inreplyto で指定し た注釈とグループ化される必要があ り ます。

rotate （論理値。 テキス ト 注釈に対し ては PDF/A モー ド では true に設定し てはいけません） true にする

と、 ページの回転に合わせて注釈を回転させます。 そ う でなければ、 注釈の回転は固定されたま

まにな り ます。 このオプシ ョ ンは、 テキス ト 注釈のアイ コ ンでは無視されます。 デフ ォル ト ： テ

キス ト 注釈に対し ては PDF/A モー ド では false、 それ以外では true

showcaption （論理値。 type=Line のみ。 PDF 1.6） true にする と、 contents または createrichtext オプシ ョ ン

で指定し た内容が、 線の体裁の中のキャ プシ ョ ン と し て複製されます。 デフ ォル ト ： false

showcontrols （論理値。 type=Movie のみ） true にする と、 ムービーまたはサウン ドの再生中にコ ン ト ローラ

バーが表示されます。 デフ ォル ト ： false

soundvolume （float。 type=Movie のみ） ムービーを再生する最初の音量を、 -1.0 ～ 1.0 の範囲で指定し ます。

値を大き く するほど高い音量を示し ます。 負の値にする と消音されます。 デフ ォル ト ： 1.0

subject （ハイパーテキス ト 文字列。 PDF 1.5） 注釈が述べている主題の簡単な説明を表現し たテキス ト 。 デ

フ ォル ト ： な し

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧
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template （オプシ ョ ン リ ス ト ） 注釈の各状態の体裁。 これはカス タムス タ ンプ等で有用で し ょ う。 使えるサ

ブオプシ ョ ン ：

normal/rollover/down
（テンプレー ト ハン ドルまたはキーワー ド） 注釈の通常 ・ マウスロールオーバー ・ マウ

スボタ ン押下時にそれぞれ用いられるテンプレー ト 。 キーワー ド viewer は、 Acrobat に

対し、 ページを表示する際に体裁を作成するよ う指示し ます。 normal のデフ ォル ト ：

viewer。 rollover ・ down のデフ ォル ト ： normal の値

fitmethod （キーワー ド） テンプレー ト を注釈矩形内にはめ込む方式。 fitmethod を entire 以外に

する と、 注釈矩形はテンプレー ト 枠に合わせて調節されます （デフ ォル ト ： entire） ：

nofit テンプレー ト を置 く だけです。 拡縮も切り抜き も行われません。

meet テンプレー ト を position オプシ ョ ンに従って置き、 矩形内にまるご と収ま

るよ う、 縦横比を保って拡縮し ます。 一般に、 テンプレー ト の少な く と も 2

つの辺が、 対応する矩形の辺と重なる こ とにな り ます。

entire テンプレー ト を position オプシ ョ ンに従って置き、 かつ、 矩形全体を覆う

よ う に拡縮し ます。 一般に、 この方式ではテンプレー ト はつぶされます。

position （float かキーワー ドのリ ス ト ） テンプレー ト 内の左下隅を {0 0}、 右上隅を {100 100}
と し た と きの、 参照点 (x, y) の位置を指定し た 1 個か 2 個の値。 これらの値は、 テン

プレー ト の幅と高さに対するパーセン ト 値と し て表し ます。 両方のパーセン ト 値が等し

いと きは、 1 個の float 値だけを与えれば充分です。

キーワー ド left ・ center ・ right （x 方向で） または bottom ・ center ・ top （y 方向で）

を、 値 0 ・ 50 ・ 100 と同等なものと し て用いる こ とができます。 キーワー ド を 1 個だけ

指定する と、 も う 1 つの方向でそれに対応するキーワー ドが追加されます。 デフ ォル

ト ： {left bottom}。

title （ハイパーテキス ト 文字列。 ムービー注釈では推奨） 注釈のポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウが開いていて

ア ク テ ィ ブな時にタ イ ト ルバーに表示させたいテキス ト ラベル。 この文字列は Acrobat の 「作成

者」 フ ィ ールド に対応し ます。 title の最大長は、 シングルバイ ト なら 255 キャ ラ ク タ、 Unicode

なら 126 キャ ラ ク タ です。 ただ し title の実用上の上限と し ては、 32 キャ ラ ク タ を推奨し ます。

デフ ォル ト ： な し

usematchbox （文字列のリ ス ト ） 引数 llx/lly/urx/ury を無視し て、 かわり に範囲枠を用います。 オプシ ョ ン リ

ス ト の中の 1 番目の要素は、 範囲枠を指定する名前文字列です。 2 番目の要素は、 使いたい矩形の

番号を指定する整数か、 またはキーワー ド all で、 選んでいる範囲枠を参照するすべての矩形を

指定し ます。 2 番目の要素を指定し ない と きは、 デフ ォル ト と し て all にな り ます。

範囲枠自体か、 または指定し た矩形が、 カ レン ト ページに存在し ない と きは、 関数は注釈を作成

せずに、 警告を出さずに返り ます。

user-
coordinates

（論理値） false にする と、 注釈の座標と文字サイズはデフ ォル ト 座標系で表されている と見な さ

れます。 そ う でなければ、 カ レン ト ユーザー座標系が用いられます。 デフ ォル ト ： グローバルな

usercoordinates パラ メ タの値

window-
position

（float 2 個かキーワー ド 2 個のリ ス ト 。 type=Movie のみ） フ ローテ ィ ングムービーウ ィ ン ド ウにつ

いて、 画面上におけるそのウ ィ ン ド ウの相対位置。 2 個の値で、 画面上における フ ローテ ィ ング

ウ ィ ン ド ウの位置を示し ます。 {0 0} が画面の左下隅を、 {100 100} が右上隅を表し ます。 キー

ワー ド left ・ center ・ right （画面横方向で）、 または bottom ・ center ・ top （画面縦方向で） を、

値 0 ・ 50 ・ 100 と同じ意味で使う こ と もできます。 デフ ォル ト ： {center center}

windowscale （float またはキーワー ド。 type=Movie のみ） フ ローテ ィ ングウ ィ ン ド ウ内でムービーを再生する表

示倍率。 このオプシ ョ ンを指定し ないと、 ムービーは注釈矩形内で再生されます。 このオプシ ョ

ンの値は、 ムービーの表示倍率か、 または以下のキーワー ド です （デフ ォル ト ： オプシ ョ ンな し、

すなわちムービーは注釈矩形内で再生されます）。

fullscreen  ムービーは、 得られる画面領域をいっぱいに使って再生されます。

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧
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zoom （論理値。 テキス ト 注釈に対し ては PDF/A モー ド では true に設定し てはいけません） true にする

と、 ページの表示倍率に合わせて注釈を拡縮させます。 そ う でなければ、 注釈のサイズは固定さ

れたままにな り ます。 このオプシ ョ ンは、 テキス ト 注釈のアイ コ ンでは無視されます。 デフ ォル

ト ： テキス ト 注釈に対し ては PDF/A モー ド では false、 それ以外では true

表 12.8 create_annotation( ) の 3Dactivate オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

enable （キーワー ド） 注釈をいつアク テ ィ ブにするべきかを指定し ます （デフ ォル ト ： click） ：

open ページを開いた時にア ク テ ィ ブにし ます。

visible ページが見えた時にア ク テ ィ ブにし ます。

click 注釈は、 スク リ プ ト かユーザーア クシ ョ ンで明示的にア ク テ ィ ブにする必要があ り ま

す。

enablestate （キーワー ド） 初期アニ メ ーシ ョ ン状態 （デフ ォル ト ： play） ：

pause 3D モデルが実体化されますが、 スク リ プ ト アニ メ ーシ ョ ンは無効にな り ます。

play 3D モデルが実体化されます。 スク リ プ ト アニ メ ーシ ョ ンがある と きはそれが有効にな

り ます。

disable （キーワー ド） 注釈をいつ非ア ク テ ィ ブにするべきかを指定し ます （デフ ォル ト ： invisible） ：

close ページを閉じ た時に非アク テ ィ ブにし ます。

invisible ページが見えな く なった時に非ア クテ ィ ブにし ます。

click 注釈は、 スク リ プ ト かユーザーア クシ ョ ンで明示的に非アク テ ィ ブにする必要があ り ま

す。

disablestate （キーワー ド） 注釈を非ア ク テ ィ ブにし た際の状態 （デフ ォル ト ： reset） ：

pause 3D モデルはレンダ リ ングできますが、 アニ メ ーシ ョ ンは無効にな り ます。

play 3D モデルはレンダ リ ングでき、 アニ メ ーシ ョ ンは有効にな り ます。

reset 3D モデルを使う前の任意の初期状態。

modeltree （論理値。 PDF 1.6） true にする と、 注釈のア ク テ ィ ベーシ ョ ン時にモデルツ リーナビゲーシ ョ ン

タ ブが開かれます （デフ ォル ト ： false）

toolbar （論理値。 PDF 1.6） true にする と、 注釈のア ク テ ィ ベーシ ョ ン時に 3D ツールバー （注釈の上部

の） が表示されます （デフ ォル ト ： true）

表 12.7 create_annotation( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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12.5 フ ォームフ ィ ール ド
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの webserver/starter_webform ト ピ ッ クにあり ます。

VB  RB Sub create_field(llx As Double, lly As Double, urx As Double, ury As Double,
name As String, type As String, optlist As String)

C# void create_field(double llx, double lly, double urx, double ury,
String name, String type, String optlist)

フ ォームフ ィ ール ド を、カレン ト ページ上に、さ まざまなオプシ ョ ンに従って作成し ます。

llx ・ lly ・ urx ・ ury フ ィ ール ド の矩形の左下隅 と右上隅の x ・ y 座標を、 デフ ォル ト 座標

で （usercoordinates パラ メ タ またはオプシ ョ ンを false にし た と き）、 またはユーザー座標

で （true にし た と き） 指定し ます。

フ ォーム フ ィ ール ド の座標は、 rect( ) 関数の引数 と は違 う こ と に注意し て く だ さ い。

create_field( ) では引数が 2 個の隅を直接と るのに対し、 rect( ) では、 1 個の隅の座標に幅

と高さの値をあわせて指定し ます。

name （ハイパーテキス ト 文字列） フ ォームフ ィ ール ド の名前。 場合によ っては、 create_
fieldgroup( ) で作成し ておいたグループ （複数可） の名前を頭につけます。 グループ名ど

う しの間 と、 グループ名 と フ ィ ール ド 名 と の間は、 ピ リ オ ド キ ャ ラ ク タ 「.」 で区切る必

要があ り ます。 フ ィ ール ド名は、 ページ上で一意にする必要があ り 、 また、 ピ リ オ ド キ ャ

ラ ク タ 「.」 で終わってはいけません。

type フ ィ ール ド の種別を表 12.9 に従って指定し ます。

表 12.9 フ ォームフ ィ ールド種別一覧

種別 アイ

コ ン

この種別に関連するオプシ ョ ン （一般オプシ ョ ンに加えて）

pushbutton buttonlayout ・ caption ・ captiondown ・ captionrollover ・ charspacing ・ fitmethod ・

icon ・ icondown ・ iconrollover ・ position ・ submitname

checkbox currentvalue ・ itemname

radiobutton buttonstyle ・ currentvalue ・ itemname ・ toggle ・ unisonselect

ラ ジオボタ ンは、 必ずグループに属させる必要があるので、 名前の頭にグループ名をつけ

る必要があ り ます。 その他のすべてのフ ィ ールド種別では、 グループ所属は必須ではあ り

ません。

listbox charspacing ・ currentvalue ・ itemnamelist ・ itemtextlist ・ multiselect ・ sorted ・

topindex

combobox commitonselect ・ charspacing ・ currentvalue ・ editable ・ itemnamelist ・ itemtextlist ・

sorted ・ spellcheck

textfield comb ・ charspacing ・ currentvalue ・ fileselect ・ maxchar ・ multiline ・ password ・

richtext ・ scrollable ・ spellcheck

テキス ト フ ィ ールドはバーコー ド にも使われます ： barcode

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/pdf-on-the-web-server/starter-webform
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optlist フ ィ ール ド のプロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> フ ィ ール ド のプロパテ ィ 群を表 12.10 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 文字列オ

プシ ョ ンは、 表に示すとお り にハイパーテキス ト 文字列か内容文字列 と し て解釈され

ます。 以下のオプシ ョ ンがすべてのフ ィ ール ド種別で使えます （これに加えて種別特

有のオプシ ョ ン群については表 12.9 を参照） ：

action ・ alignment ・ backgroundcolor ・ barcode ・ bordercolor ・ borderstyle ・ calcorder ・

dasharray ・ defaultvalue ・ display ・ exportable ・ fieldtype ・ fillcolor ・ font ・ fontsize ・

highlight ・ layer ・ linewidth ・ locked ・ orientate ・ readonly ・ required ・ strokecolor ・

taborder ・ tooltip ・ usercoordinates

詳細 ページ上のフ ィ ール ド のタブ順序 （タブキーが押された時にフ ォーカ ス を得る順序） は、

デフ ォル ト では create_field( ) を呼び出し た順序で決ま り ますが、 taborder オプシ ョ ンを

使ってそれ以外の順序を指定する こ と もでき ます。 タブ順序は、 フ ィ ール ド を生成し た後

に変え る こ と はでき ません。 ただし この動作は、 begin/end_page_ext( ) の taborder オプ

シ ョ ンで上書きする こ と もでき ます。

Acrobat では、 テキス ト フ ィ ール ド にフ ォーマ ッ ト （数値 ・ パーセン ト など） を割 り 当

てる こ と も可能です。 しかし、 これは PDF リ フ ァ レ ン スには記載されておらず、 カス タ

ム JavaScript に よ っ て実装 さ れています。 こ れ と 同じ効果を得る には、 フ ィ ール ド に、

Acrobat 内の定義済みの（しかし標準化されていない）JavaScript 関数を参照する JavaScript
ア ク シ ョ ンを関連づければよいでし ょ う 。

PDF/A モード では、 この関数は呼び出し てはいけません。

すべての PDF/X モード において、 フ ォームフ ィ ール ド は、 完全に BleedBox （BleedBox

がない と きは TrimBox/ArtBox） の外に置 く 場合のみ許されます。

タ グ付き PDF の場合 ： カレ ン ト のア ク テ ィ ブなア イ テムがあ る と きは、 フ ィ ール ド は

カレ ン ト ア イ テムの子 と し て挿入されます。

スコープ ページ

VB  RB Sub create_fieldgroup(name As String, optlist As String)
C# void create_fieldgroup(String name, String optlist)

フ ォームフ ィ ール ド グループを、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って作成し ます。

name （ハイパーテキ ス ト 文字列） フ ォーム フ ィ ール ド グループの名前。 さ ら に別のグ

ループの名前を頭につける こ と もでき ます。フ ィ ール ド グループは任意の深さの入れ子に

する こ と が可能です。 グループ名ど う しはピ リ オ ド キ ャ ラ ク タ 「.」 で区切る必要があ り

ます。 グループ名は、 文書内で一意にする必要があ り 、 また、 ピ リ オ ド キ ャ ラ ク タ 「.」 で

終わってはいけません。

optlist create_field( ) のフ ィ ール ド オプシ ョ ン群を持ったオプシ ョ ン リ ス ト 。

signature charspacing ・ lockmode

表 12.9 フ ォームフ ィ ールド種別一覧

種別 アイ

コ ン

この種別に関連するオプシ ョ ン （一般オプシ ョ ンに加えて）
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詳細 フ ィ ール ド グループは、 1 つのフ ィ ール ド の内容を他のフ ィ ール ド （複数可） へ ミ ラーす

るのに有用です。create_field( ) でフ ィ ール ド名を作成する際に頭にフ ィ ール ド グループの

名前を付ける と、 その新しいフ ィ ール ド はそのグループの一部にな り ます。 グループに対

する optlist で与えたフ ィ ール ド プロパテ ィ オプシ ョ ンはすべて、 そのグループに属する

全フ ィ ール ド に継承されます。

スコープ ページ ・ 文書 

表 12.10 create_field( ) ・ create_fieldgroup( ) による フ ィ ールド プロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

action （アク シ ョ ン リ ス ト ） 以下のイベン ト のいずれか （複数可） に対する フ ィ ールド アクシ ョ ンのリ ス

ト 。 activate イベン ト はすべてのフ ィ ールド種別で使えますが、 それ以外のイベン ト は

type=pushbutton ・ checkbox ・ radiobutton では使えません。 デフ ォル ト ： 空リ ス ト

activate フ ィ ールドがア クテ ィ ブにされた時に実行させたいアク シ ョ ン。

blur フ ィ ールドが入力フ ォーカスを失った時に実行させたいアクシ ョ ン。

calculate 他のフ ィ ールドの値が変わった時にこのフ ィ ールドの値を再計算するために実行させた

い JavaScript ア クシ ョ ン。

close （PDF 1.5） フ ィ ールド を含むページが閉じ られた時に実行させたいア クシ ョ ン。

down マウスボタ ンがフ ィ ールドの領域内で押された時に実行させたいアク シ ョ ン。

enter マウスがフ ィ ールドの範囲内に入った時に実行させたいアクシ ョ ン。

exit マウスがフ ィ ールドの範囲外に出た時に実行させたいア クシ ョ ン。

focus フ ィ ールドが入力フ ォーカスを得た時に実行させたいア クシ ョ ン。

format フ ィ ールドがその時点の値を表示するためにフ ォーマ ッ ト される前に実行させたい

JavaScript アクシ ョ ン。 これを使う と、 フ ィ ールドの値を フ ォーマ ッ ト される前に変更

する こ とができます。

invisible （PDF 1.5） フ ィ ールド を含むページがも う見えな く なった時に実行させたいアク シ ョ

ン。

keystroke ユーザーがテキス ト フ ィ ールドかコ ンボボ ッ クスにキー入力し た時か、 またはスク ロー

ル可能な リ ス ト ボ ッ クスの選択を変更し た時に実行させたい JavaScript ア クシ ョ ン。

open （PDF 1.5） フ ィ ールド を含むページが開かれた時に実行させたいア クシ ョ ン。

up マウスボタ ンがフ ィ ールドの領域内で放された時に実行させたいアク シ ョ ン （フ ィ ール

ド をアク テ ィ ブにするにはこれが通常使われます）。

validate フ ィ ールドの値が変更された時に実行させたい JavaScript ア クシ ョ ン。 これを使う と、

新しい値の有効性を検証する こ とができます。

visible （PDF 1.5） フ ィ ールド を含むページが見えた時に実行させたいアクシ ョ ン。

alignment （キーワー ド） フ ィ ールド内のテキス ト の整列 ： left ・ center ・ right。 デフ ォル ト ： left

background-
color
bordercolor

（色） フ ィ ールドの背景か枠の色。 使える色空間 ： none ・ gray ・ rgb ・ cmyk。 デフ ォル ト ： none

barcode （オプシ ョ ン リ ス ト 。 type=textfield のみ。 readonly を暗示。 PDF 1.7ext3） 表 12.11 のオプシ ョ ン

群に従ってバーコー ド フ ィ ールド を生成し ます。 このフ ィ ールドは、 他のフ ィ ールド群の内容に

基づいてバーコー ド内容を決定するか固定値を与える calculate イベン ト スク リ プ ト を持つ

action オプシ ョ ンを持っている必要があ り ます ：

action={calculate=...}.

このバーコー ドは、 Acrobat 9 以上で表示されますが、 Adobe Reader ではどのバージ ョ ンでも表示

されません。 Acrobat 9 と X は、 1 つのページの最初のフ ィ ールドがバーコー ド フ ィ ールド だ と ク

ラ ッ シュ し ます。 この問題を回避するには、 バーコー ド フ ィ ールド を追加する前に別のフ ィ ール

ド を作る必要があ り ます。 この最初のフ ィ ールドは、 このク ラ ッ シュ を避けるには、 幅 ・ 高さゼ

ロのダ ミ ーのテキス ト フ ィ ールド であれば充分です。
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borderstyle （キーワー ド） フ ィ ールドの枠のス タ イル。 solid ・ beveled ・ dashed ・ inset ・ underline のいずれ

か。 デフ ォル ト ： solid

button-
layout

（キーワー ド。 type=pushbutton のみ） ボタ ンのラベルの、 ボタ ンのアイ コ ンに対する位置を、 両

方と も指定し ている と きに限り指定し ます ： below ・ above ・ right ・ left ・ overlaid。 デフ ォル

ト ： right

buttonstyle （キーワー ド。 type=radiobutton ・ checkbox のみ） フ ィ ールド で使いたい記号を指定し ます ：

check ・ cross ・ diamond ・ circle ・ star ・ square。 デフ ォル ト ： check

calcorder （整数。 フ ィ ールドが calculate イベン ト に対する JavaScript ア クシ ョ ンを持つと きのみ） フ ィ ール

ドの、 他のフ ィ ールド群に対する計算順序を指定し ます。 小さい数を持つフ ィ ールドは、 大きい

数を持つフ ィ ールド よ り先に計算されます。 デフ ォル ト ： 10 ＋カ レン ト ページで使われている最

大の calcorder （はじめは 10）

caption （内容文字列。 type=pushbutton のみ。 押しボタ ンでは、 caption と icon オプシ ョ ンのどち らか一

方を与える必要があ り ます） ボタ ンが入力フ ォーカスを持たない時に表示させたいラベルテキス

ト 。 font オプシ ョ ンで指定し たフ ォ ン ト で表示されます。 テキス ト もアイ コ ン も表示させた く な

い と きは、 空文字列 （すなわち caption { }） を使います。 デフ ォル ト ： な し

caption-
down

（内容文字列。 type=pushbutton のみ） ボタ ンがア ク テ ィ ブにされた時に表示させたいラベルテキ

ス ト 。 font オプシ ョ ンで指定し たフ ォ ン ト で表示されます。 デフ ォル ト ： な し

caption-
rollover

（内容文字列、 type=pushbutton のみ） ボタ ンが入力フ ォーカスを持つ時に表示させたいラベルテ

キス ト 。 font オプシ ョ ンで指定し たフ ォ ン ト で表示されます。 デフ ォル ト ： な し

charspacing （float。 type=radiobutton ・ checkbox 以外のみ） フ ィ ールド内のテキス ト の字間を、 カ レン ト ユー

ザー座標系の単位で指定し ます。 このオプシ ョ ンは、 Acrobat 7 では無視されます。 デフ ォル ト ： 0

comb （論理値。 type=textfield のみ。 PDF 1.5） true にする と、 multiline ・ fileselect ・ password オ

プシ ョ ンを false にし ている と きは、 maxchar オプシ ョ ンに整数値を与えていれば、 フ ィ ールド

は、 キャ ラ ク タ ご とに等間隔に、 多数のサブ フ ィ ールド に分割されます （maxchar オプシ ョ ンに

従って）。 デフ ォル ト ： false

commit-
onselect

（論理値。 type=listbox ・ combobox のみ。 PDF 1.5） true にする と、 リ ス ト の中で選択された項目

は、 選択後ただちに確定されます。 false にする と、 項目はフ ィ ールドから出た時に確定されま

す。 デフ ォル ト ： false

currentvalue （type=pushbutton ・ signature では不可） フ ィ ールドの初期値。 型とデフ ォル ト は、 フ ィ ールドの

種別によ って異な り ます ：

checkbox ・ radiobutton
（文字列） Off 以外の任意の文字列にする と、 ボタ ンはアク テ ィ ブにな り ます。 文字列

Off にする と、 ボタ ンは非アク テ ィ ブにな り ます。 このオプシ ョ ンは、 最初のボタ ンに

対し ては設定する必要があ り ます。 デフ ォル ト ： Off

textfield ・ combobox
（内容文字列） フ ィ ールドの内容。 font オプシ ョ ンで指定し たフ ォ ン ト で表示されま

す。 デフ ォル ト ： 空

listbox （整数のリ ス ト ） itemtextlist の中で選択させておきたい項目群の番号。 デフ ォル ト ：

な し

dasharray （float のリ ス ト 。 borderstyle=dashed のみ） 破線枠の短線と間隙の長さ を、 デフ ォル ト 単位で指定

し ます （setdash( ) 参照）。 デフ ォル ト ： 3 3

defaultvalue reset アクシ ョ ンの後のフ ィ ールドの値。 型とデフ ォル ト は、 currentvalue オプシ ョ ン と同じ で

す。 例外 ： リ ス ト ボ ッ クスでは、 1 個の整数値しか指定できません。

表 12.10 create_field( ) ・ create_fieldgroup( ) による フ ィ ールド プロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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display （キーワー ド） 画面と紙の上での表示 ・ 非表示 ： visible ・ hidden ・ noview ・ noprint。 デフ ォル

ト ： visible

editable （論理値。 type=combobox のみ） true にする と、 枠の中で選択中のテキス ト を編集できます。 デ

フ ォル ト ： false

exportable （論理値） フ ィ ールドは、 SubmitForm ア ク シ ョ ンが起きた時に書き出されます。 デフ ォル ト ： true

fieldtype （キーワー ド。 create_fieldgroup( ) のみ） グループに入れたいフ ィ ールドの種別 ： mixed ・

pushbutton ・ checkbox ・ radiobutton ・ listbox ・ combobox ・ textfield ・ signature。
fieldtype=mixed にし ないと、 グループには、 指定種別のフ ィ ールド しか入れられな く な り ます。

特定の fieldtype をグループに対し て指定し てお く と、 た と えその中のフ ィ ールドが別々のページ

に置いてあった と し ても、 すべてのフ ィ ールド にそのカ レン ト 値が同時に表示されます。

fieldtype=radiobutton にし た と きは、 unisonselect オプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。

itemtextlist ・ itemnamelist ・ currentvalue ・ defaultvalue オプシ ョ ンは、 create_fieldgroup( ) の

オプシ ョ ンで指定する必要があ り、 create_field( ) のオプシ ョ ンで指定し てはいけません。 デフ ォル

ト ： mixed

fileselect （論理値。 type=textfield のみ） true にする と、 フ ィ ールドの中のテキス ト は、 フ ァ イル名と し

て扱われます。 デフ ォル ト ： false

fillcolor （色） テキス ト の塗り色。 使える色空間 ： gray ・ rgb ・ cmyk。 デフ ォル ト ： {gray 0} （＝黒）

fitmethod （キーワー ド。 type=pushbutton のみ） icon ・ icondown ・ iconrollover オプシ ョ ンで与えているテ

ンプレー ト を、 ボタ ンの中に配置させたい方式。 と り う るキーワー ド （デフ ォル ト ： meet） ：

auto テンプレー ト がボタ ンに収ま り きる と きは meet と同じ、 そ う でなければ clip

nofit clip と同じ

clip テンプレー ト を拡縮せずに、 フ ィ ールドの端で切り落と し ます

meet テンプレー ト を、 縦横比を保ちつつ、 ボタ ンに収まるよ う拡縮し ます

slice meet と同じ

entire テンプレー ト を、 ボタ ン全体を覆う よ う に拡縮し ます

font （フ ォ ン ト ハン ドル。 つねに ZapfDingbats を使う type=radiobutton ・ checkbox 以外では必須。

type=pushbutton の場合は、 caption ・ captionrollover ・ captiondown のう ちの 1 個ないし複数の

オプシ ョ ンを指定し た と きのみ必須）。

フ ィ ールド で使いたいフ ォ ン ト を指定し ます。 右記の種類のフ ォ ン ト はテキス ト フ ォームフ ィ ー

ルド では許されません ： TrueType または OpenType サブセ ッ ト （すなわち subsetting=true）、 CID

フ ォ ン ト （すなわち TrueType に対し て autocidfont=true または encoding=unicode）。 Acrobat は

キャ ラ ク タ を、 それがそのフ ォ ン ト のエン コーデ ィ ングに含まれていな く ても表示する こ とがで

きます。 た と えば、 encoding=winansi を使っておきながら winansi 外の Unicode キャ ラ ク タ を与

える こ とが可能です。

fontsize （文字サイズ） 文字サイズを、 ユーザー座標で指定し ます。 値 0 またはキーワー ド auto を与える

と、 Acrobat が文字サイズを矩形に合わせて調整し ます。 デフ ォル ト ： auto

highlight （キーワー ド） ユーザーがフ ィ ールド を ク リ ッ ク し た時の、 そのハイ ラ イ ト モー ド ： none ・

invert ・ outline ・ push。 デフ ォル ト ： invert

icon （テンプレー ト ハン ドル1。 type=pushbutton のみ。 押しボタ ンでは、 caption と icon オプシ ョ ンの

どち らか一方を与える必要があ り ます） ボタ ンが入力フ ォーカスを持たない時に表示されたいテ

ンプレー ト のハン ドル。 デフ ォル ト ： な し

icondown （テンプレー ト ハン ドル 1。 type=pushbutton のみ） ボタ ンがアク テ ィ ブにされた時に表示させたい

テンプレー ト のハン ドル。 デフ ォル ト ： な し

表 12.10 create_field( ) ・ create_fieldgroup( ) による フ ィ ールド プロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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iconrollover （テンプレー ト ハン ドル 1。 type=pushbutton のみ） ボタ ンが入力フ ォーカスを持つ時に表示させた

いテンプレー ト のハン ドル。 デフ ォル ト ： な し

itemname （ハイパーテキス ト 文字列。 type=radiobutton ・ checkbox のみ。 書き出し値が Latin 1 文字列でな

い と きには用いる必要があ り ます） フ ィ ールドの書き出し値。 グループ内の複数のラジオボタ ン

の項目名は同一にする こ とができます。 デフ ォル ト ： フ ィ ールド名

item-
namelist

（ハイパーテキス ト 文字列。 type=listbox ・ combobox のみ） リ ス ト 項目群の書き出し値。 複数の項

目が同じ書き出し値を持つこ とができます。 デフ ォル ト ： な し

itemtextlist （内容文字列のリ ス ト 。 type=listbox ・ combobox のみ。 その場合は必須） リ ス ト のすべての項目の

テキス ト 内容。 itemnamelist と itemtextlist を両方指定する と きは、 両方の文字列の数を同じに

する必要があ り ます。

layer （レ イヤーハン ドル。 PDF 1.5） フ ィ ールド を属させたいレ イヤー。 フ ィ ールドが可視になるのは、

そのレ イヤーが可視のと きだけにな り ます。

linewidth （整数） フ ィ ールドの枠の線幅を、 デフ ォル ト 単位 （＝ポイ ン ト ） で指定し ます。 デフ ォル ト ： 1

locked （論理値） true にする と、 フ ィ ールドのプロパテ ィ を Acrobat で編集できな く な り ます。 デフ ォル

ト ： false

lockmode （キーワー ド。 type=signature のみ。 PDF 1.5） フ ィ ールドが署名された時にロ ッ ク させたい

フ ィ ールド群を示し ます ：

all 文書のすべてのフ ィ ールドがロ ッ ク されます。

maxchar （整数またはキーワー ド。 type=textfield のみ） フ ィ ールドの中のテキス ト のキャ ラ ク タ数の上限

か、 または制限な しにし たい と きはキーワー ド unlimited。 デフ ォル ト ： unlimited

multiline （論理値。 type=textfield のみ） true にする と、 テキス ト は必要に応じ て折り返されて複数行に

な り ます。 デフ ォル ト ： false

multiselect （論理値。 type=listbox のみ） true にする と、 リ ス ト で複数の項目が選択できるよ う にな り ます。

デフ ォル ト ： false

orientate （キーワー ド） フ ィ ールドの中での内容の向き ： north ・ west ・ south ・ east。 デフ ォル ト ： north

password （論理値。 type=textfield のみ） true にする と、 テキス ト が入力時にビ ュ レ ッ ト かアス タ リ スク

で表されます。 デフ ォル ト ： false

position （float かキーワー ドのリ ス ト 。 type=pushbutton のみ） icon…オプシ ョ ン群で与えているテンプ

レー ト の、 フ ィ ールド矩形内における相対位置を指定する 1 個か 2 個の値。 {0 0} はフ ィ ールドの

左下隅で、 {100 100} は右上隅です。 値は、 フ ィ ールド矩形の幅と高さに対するパーセン ト 値で指

定し ます。 両方のパーセン ト 値が等しいと きは、 1 個の float 値を指定するだけで充分です。

キーワー ド left ・ center ・ right （x 方向で）、 または bottom ・ center ・ top （y 方向で） を、 値

0 ・ 50 ・ 100 と同じ意味で使う こ と もできます。 1 個のキーワー ド だけを指定し た と きは、 他方の

方向についてはそれに対応するキーワー ドが追加されます。 デフ ォル ト ： {center}。 例 ：

{0 50} または {left center} テンプレー ト を左揃え

{50 50} または {center} テンプレー ト を中央揃え

{100 50} または {right center}テンプレー ト を右揃え

readonly2
（論理値） true にする と、 フ ィ ールド に何も入力できな く な り ます。 デフ ォル ト ； false

required （論理値） true にする と、 フ ィ ールドは、 フ ォームが送信される時に値を持つ必要があ り ます。 デ

フ ォル ト ： false

表 12.10 create_field( ) ・ create_fieldgroup( ) による フ ィ ールド プロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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richtext （論理値。 type=textfield のみ。 PDF 1.5） リ ッ チテキス ト 組版を可能にし ます。 true にする と き

は、 fontsize は 0 にし てはならず、 fillcolor は色空間 cmyk を用いてはいけません。 デフ ォル

ト ： false

scrollable （論理値。 type=textfield のみ） true にする と、 テキス ト がフ ィ ールド に収ま り き らないと きは、

テキス ト はフ ィ ールドの外の見えない領域へ移行し ます。 false にする と、 テキス ト がフ ィ ールド

を満た し た と きは、 も う入力を受け付けな く な り ます。 デフ ォル ト ： true

sorted （論理値。 type=listbox ・ combobox のみ） true にする と、 リ ス ト の内容がソー ト されます。 デ

フ ォル ト ： false

spellcheck （論理値。 type=textfield ・ combobox のみ） true にする と、 フ ィ ールドの中でスペルチ ェ ッ ク機

能がアク テ ィ ブにな り ます。 デフ ォル ト ： true

strokecolor （色） テキス ト の描線色。 使える色空間 ： gray ・ rgb ・ cmyk。 デフ ォル ト ： {gray 0} （＝黒）。

submitname （ハイパーテキス ト 文字列。 type=pushbutton の場合にのみ推奨） フ ォームを送信させたいイ ン

ターネ ッ ト ア ド レスの URL エン コー ド済み文字列。 デフ ォル ト ： な し

taborder （整数） フ ィ ールドの、 他のフ ィ ールド群に対する タ ブ順序を指定し ます。 小さい数を持つフ ィ ー

ルドは、 大きい数を持つフ ィ ールド よ り先にフ ォーカス されます。 デフ ォル ト ： 10 ＋カ レン ト

ページで使われている最大の taborder （ページの最初のフ ィ ールド では 10）。 このデフ ォル ト で

は結果と し て、 作成順序がそのまま タ ブ順序にな り ます。

toggle （論理値。 create_fieldgroup( ) で type=radiobutton のみ） true にする と、 グループのラ ジオボタ ン

を ク リ ッ ク し てアク テ ィ ブにする こ と も、 非ア クテ ィ ブにする こ と もできます。 false にする と、

ク リ ッ ク し てア ク テ ィ ブにする こ と しかできず、 非ア クテ ィ ブにするにはほかのボタ ンを ク リ ッ

クする必要があ り ます。 デフ ォル ト ： false

tooltip2
（ハイパーテキス ト 文字列） フ ィ ールドのツールヒ ン ト に表示させたいテキス ト 。 ラジオボタ ン と

グループでは、 Acrobat はつねにグループの最初のボタ ンのツールヒ ン ト を使って、 他は無視され

ます。 デフ ォル ト ： な し

topindex （整数。 type=listbox のみ） 先頭に表示させたい項目の番号。 最初の項目の番号は 0 です。 デフ ォ

ル ト ： 0

unisonselect （論理値。 create_fieldgroup( ) で type=radiobutton かつ PDF 1.5 のみ） true にする と、 同じ フ ィ ー

ルド名か項目名を持つラジオボタ ン群が、 同時に選択されます。 デフ ォル ト ： false

user-
coordinates

（論理値） false にする と、 フ ィ ールドの座標はデフ ォル ト 座標系で表されている と見な されます。

そ う でなければ、 カ レン ト ユーザー座標系が使われます。 デフ ォル ト ： グローバルな

usercoordinates パラ メ タの値

1. ア イ コ ンのテンプレー ト は、 begin_template( ) 関数で作成する こ とができ ます。 ア イ コ ンが画像だけでできている と きは、
load_image( ) に template オプシ ョ ンを与えてテンプレー ト を作成する こ と も できます。

2. type=radiobutton に し ている と きは、 このオプシ ョ ンは create_field( ) では使えず、 create_fieldgroup( ) でのみ使えます。

表 12.10 create_field( ) ・ create_fieldgroup( ) による フ ィ ールド プロパテ ィ オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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表 12.11 create_field( ) ・ create_fieldgroup( ) の barcode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

caption （ハイパーテキス ト 文字列） バーコー ドの下に表示されるキャ プシ ョ ン。 デフ ォル ト では、 Acrobat

はその文書の file: URL をキャ プシ ョ ン と し て生成し ます。

dataprep （整数） データの生成方式。 使える値 （デフ ォル ト ： 0） ：

0 バーコー ド内のデータ をエン コー ド する前に何の圧縮も適用し ません。

1 データ をエン コー ド する前にデータ を Flate 圧縮アルゴ リズムで圧縮し ます。

ecc （整数。 symbology=PDF417 ・ QRCode の場合は必須） 誤り訂正係数。 値が大きいほど、 冗長性を通じ

た、 よ り良い誤り訂正が生成されますが、 よ り大きなバーコー ドが必要と な り ます。

symbology=PDF417 の場合、 この値は範囲 0 ～ 8 内でなければな り ません。 symbology=QRCode の場

合、 この値は範囲 0 ～ 3 内でなければな り ません。

resolution （正の整数） バーコー ドが表示される解像度を dpi 単位で （デフ ォル ト ： 300）

symbology （キーワー ド。 必須） 使いたいバーコー ド技術 ：

PDF417 ISO 15438 に従った PDF417 バーコー ド

QRCode ISO 18004 に従った QR コー ド 2005 バーコー ド

DataMatrixISO 16022 に従ったデータ マ ト リ ッ クスバーコー ド

xsymheight （整数。 symbology=PDF417 の場合のみ。 かつその場合は必須） 2 個のバーコー ド モジュール間の垂

直距離をピ クセル単位で。 比 xsymheight/xsymwidth が整数値である必要があ り ます。 この比に許

される範囲は 1 ～ 4 です。

xsymwidth （整数。 必須） 2 個のバーコー ド モジュール間の水平距離をピ クセル単位で
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12.6 し お り

VB  RB Function create_bookmark(text As String, optlist As String) As Long
C# int create_bookmark(String text, String optlist)

しお り を、 さ まざまなオプシ ョ ンに従って作成し ます。

text （ハイパーテキス ト 文字列） しお り のテキス ト を入れます。

optlist しお り のプロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。以下のオプシ ョ ンが使えま

す ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 12.12 に従った しお り 制御オプシ ョ ン群 ：

action ・ destination ・ destname ・ fontstyle ・ index ・ open ・ parent ・ textcolor

戻り値 生成し た しお り のハン ド ル。 以後の呼び出しの parent オプシ ョ ンで使えます。

詳細 この関数は、 与え る text を持つ PDF しお り を追加し ます。 destination オプシ ョ ンを指定

し ない と、 しお り はカレ ン ト ページ （文書ス コープの中で使 う と最終ページ、 先頭ページ

よ り 前に使 う と先頭ページ） を指し ます。

しお り を作成する と、 begin/end_document( ) の openmode オプシ ョ ンが、 た と え他の

モード を明示的に設定し てあって も、 bookmarks に設定されます。

スコープ 文書 ・ ページ

表 12.12 create_bookmark( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

action （アク シ ョ ン リ ス ト ） 以下のイベン ト に対する しお り アクシ ョ ンのリ ス ト 。 デフ ォル ト ：

destination オプシ ョ ンで指定し ている移動先への GoTo ア ク シ ョ ン。

activate しお りがア ク テ ィ ブにされた時に実行させたいア クシ ョ ン。 あらゆる種別のアクシ ョ ン

が使えます。

destination （オプシ ョ ン リ ス ト 。 activate ア クシ ョ ンを指定し ている と きは無視されます） しお りの移動先を

表 12.5 に従って指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 デフ ォル ト ： destination ・ destname ・ action を指定し

ていないと きは {type fitwindow page 0}。

destname （ハイパーテキス ト 文字列。 空でも可。 destination オプシ ョ ンを指定し ている と きは無視されま

す） add_nameddest( ) で定義し てある移動先の名前。 destination ・ destname アク シ ョ ンはこのオ

プシ ョ ンよ り も優先されます。 destname を空文字列 （すなわち {}） にする と、 destination と

action のどち ら も指定し ていないと きは、 しお りは全 く アクシ ョ ンを持たないので、 しお り を区

切り と し て使いたいと きに有用で し ょ う。

fontstyle （キーワー ド） しお り テキス ト のフ ォ ン ト ス タ イルを指定し ます ： normal ・ bold ・ italic ・

bolditalic。 デフ ォル ト ： normal

index （整数） しお り を親の中に挿入し たい位置の番号。 0 から、 同じ階層のしお りの数までの値を使っ

て、 しお り を親の中のその位置に挿入し ます。 値 -1 を使う と、 しお り を カ レン ト 階層の末尾に挿

入する こ とができます。 デフ ォル ト ： -1。 ただ し、 挿入 ・ 再開し たページについては、 すべての

ページを物理的な順序どお り に生成し たかのよ う にしお りが配置されます （しお りがページ順序

を反映し ます）。

open （論理値） false にする と、 子しお りは表示されません。 true にする と、 すべての子が展開表示さ

れます。 デフ ォル ト ： false
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parent （しお りハン ドル） 新規しお りが、 ハン ドルで指定する しお りの子である こ と を指定し ます。

parent=0 にする と、 新たな最上位階層のしお りが生成されます。 デフ ォル ト ： 0

textcolor （色） しお り テキス ト の色を指定し ます。 使える色空間 ： none ・ gray ・ rgb。
デフ ォル ト ： rgb {0 0 0 } （＝黒）

表 12.12 create_bookmark( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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12.7 PDF パ ッ ケージ ・ PDF ポー ト フ ォ リ オ

VB  RB Function add_portfolio_folder(parent As Long, foldername As String, optlist As String) As Long
C# int add_portfolio_folder(int parent, String foldername, String optlist)

新規または既存のポー ト フ ォ リ オにフ ォルダを追加し ます （要 PDF 1.7ext3）。

parent 親フ ォルダを、これ以前に add_portfolio_folder( ) を呼び出し て返されたフ ォ ン ト

ハン ド ルで指定するか、 またはルー ト フ ォルダの場合は -1。

foldername （ハイパーテキス ト 文字列で 1 ～ 255 キ ャ ラ ク タ。 キ ャ ラ ク タ / \ : * " < > |

は使ってはいけません。 最後のキ ャ ラ ク タはピ リ オ ド 「.」 にし てはいけません） フ ォル

ダの名前。 同じ親を持つ 2 個のフ ォルダが、 大文字 ・ 小文字を無視し た と きに同じ名前を

持ってはいけません。 ルー ト フ ォルダの名前は Acrobat では無視されます。

optlist ポー ト フ ォ リ オのプロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。以下のオプシ ョ ン

が使えます ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 12.13 に従ったポー ト フ ォ リ オオプシ ョ ン群 ： description ・ fieldlist ・ thumbnail

戻り値 add_portfolio_folder( ) または add_portfolio_file( ) で使え るハン ド ル。

詳細 生成されたフ ォルダ構造は、 カレ ン ト 文書の PDF ポー ト フ ォ リ オを作成するために使わ

れます。 このフ ォルダ構造は end_document( ) の後に削除されます。 この関数は、 begin_
document( ) に attachments オプシ ョ ンを与えている と きは使ってはいけません。

スコープ 文書

VB  RB Function add_portfolio_file(folder As Long, filename As String, optlist As String) As Long
C# int add_portfolio_file(int folder, String filename, String optlist)

ポー ト フ ォ リ オのフ ォルダまたはパッ ケージにフ ァ イルを追加し ます （要 PDF 1.7）。

folder これ以前に add_portfolio_folder( ) を呼び出し て返されたフ ォ ン ト ハン ド ルか、 ま

たはルー ト フ ォルダの場合は -1。 ルー ト フ ォルダでないフ ォルダは要 PDF 1.7ext3 です。

filename （名前文字列。グ ローバルなオプシ ョ ン またはパラ メ タに従って解釈されます。

表 2.2 参照） PDF ポー ト フ ォ リ オの指定し たフ ォルダに付けたいデ ィ ス ク上のフ ァ イルか

仮想フ ァ イルの名前。 begin_document( ) の createpvf オプシ ョ ンを使えば、 一時フ ァ イル

表 12.13 add_portfolio_folder( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

description （ハイパーテキス ト 文字列） フ ォルダの説明

fieldlist （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） フ ォルダのメ タデータ フ ィ ールド群を指定し ます。 各リ ス ト は、

end_document( ) の portfolio オプシ ョ ンの schema サブオプシ ョ ンの中のフ ィ ールド を指し示し ま

す。 使えるサブオプシ ョ ンを表 12.15 に挙げます。

thumbnail （画像ハン ドル） フ ォルダのサムネールと し て用いたい画像を指定し ます。 このハン ドルは、 load_

image( ) で作成し てお く 必要があ り、 この画像は、 add_thumbnail( ) に対し て挙げた条件を満た し て

いる必要があ り ます。
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をデ ィ ス ク上に一切作らずに、 文書を メ モ リ 内で作成し て、 それを受け渡し て PDF ポー

ト フ ォ リ オの中に入れる こ と ができ ます。

Acrobat は、 Acrobat 内から フ ァ イルを開 く 際に、 どのアプ リ ケーシ ョ ンを起動するか

を、 そのフ ァ イル名の拡張子を用いて決める こ と に留意し て く だ さ い。 適切な拡張子を

持ったフ ァ イル名を、 外部的な制約のために使 う こ と ができ ない と きは、 かわ り に PVF

フ ァ イル （任意のフ ァ イル名が使えます） を作成する こ と もでき ます。

optlist フ ォ ン ト のプロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 12.14 に従ったフ ァ イルプロパテ ィ オプシ ョ ン群 ：

description ・ fieldlist ・ mimetype ・ name ・ password ・ thumbnail

戻り値 フ ァ イルの追加が成功し た と きは値 1、 関数呼び出しが失敗し た と きはエラーコード -1。

errorpolicy=exception とする と、 この関数はエラー時に例外を発生させます。 PDF 文書群

は、変更日 と作成日を取得する ために開かれます。PDF 文書を開 く こ と ができ なかった と

き （パス ワード を与えなかった場合等） も、 その文書は PDF ポー ト フ ォ リ オの中へ取 り

込まれます。

詳細 指定し たフ ァ イルが、PDF 1.7ext3のポー ト フ ォ リ オの指定し たフ ォルダに、またはPDF 1.7

のパッ ケージに付け られます。PDI が利用でき る場合は、PDF 文書群は可能な らば開かれ、

その作成日 と変更日がポー ト フ ォ リ オに書き込まれます。 こ の関数は、 begin_document( )
に attachments オプシ ョ ンを与えている と きは使ってはいけません。

スコープ 文書

表 12.14 add_portfolio_file( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

description （ハイパーテキス ト 文字列） フ ァ イルに関連づけられた説明テキス ト 。

fieldlist （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） フ ァ イルのメ タデータ フ ィ ールド群を指定し ます。 各リ ス ト は、

end_document( ) の portfolio オプシ ョ ンの schema サブオプシ ョ ンの中のフ ィ ールド を指し示し ま

す。 使えるサブオプシ ョ ンを表 12.15 に挙げます。

mimetype （文字列） フ ァ イルの MIME タ イプ。 ただ し Acrobat は、 フ ァ イルがアク テ ィ ブにされた と きに、

適切なアプ リ ケーシ ョ ンを起動するために、 MIME 種別でな く フ ァ イル名の拡張子を用います。

フ ァ イルを PDF 文書と し て開 く こ とに成功し た と きは、 MIME タ イ プ application/pdf が自動的に

設定されます。

name （ハイパーテキス ト 文字列） ポー ト フ ォ リ オ内で用いたいフ ァ イルの名前を、 filename と違う名前

にし たい と きに指定し ます。 Acrobat が、 PDF 文書を正し く プレビ ューし、 その他の種類のフ ァ イ

ルに対し て適切なアプ リ ケーシ ョ ンを起動するよ う に、 通常の種別固有の拡張子 （.pdf 等） を持っ

た名前を用いる こ と を推奨し ます。 同じ フ ォルダの中の 2 個のフ ァ イルの名前は、 大文字 ・ 小文

字を無視し た と きに異なっている必要があ り ます。 名前の中にスラ ッ シュキャ ラ ク タ 「/」 は入れ

ないこ と を推奨し ます。 Acrobat はスラ ッ シ ュ よ り前のキャ ラ ク タ をすべて落と し て し ま う ためで

す。 デフ ォル ト ： filename からパス要素をすべて除いたもの

password （文字列で最大 127 キャ ラ ク タ。 PDF が利用できる場合のみ） 保護された PDF 文書を開いてその日

付項目群を取得するために必要な PDF マス ターパスワー ド。

thumbnail （画像ハン ドル） フ ァ イルのサムネールと し て用いたい画像を指定し ます。 このハン ドルは、 load_

image( ) で作成し てお く 必要があ り、 この画像は、 add_thumbnail( ) に対し て挙げた条件を満た し て

いる必要があ り ます。
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表 12.15 add_portfolio_folder( ) と add_portfolio_file( ) の fieldlist オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

key （文字列。 必須） フ ィ ールドの名前。 これは、 end_document( ) の portfolio オプシ ョ ンの schema

サブオプシ ョ ンの中のキーを指し示す必要があ り ます。 名前は一意である必要があ り ます。

prefix （ハイパーテキス ト 文字列） ユーザーに見せる フ ィ ールド値の頭に付ける接頭辞文字列。 Acrobat

はこの項目を type=text の場合にのみ用います。 デフ ォル ト ： な し

type （キーワー ド） フ ィ ールドのデータ種別。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： text） ：

text テキス ト フ ィ ールド ： フ ィ ールド値はハイパーテキス ト 文字列と し て格納されます。

date 日付フ ィ ールド ： フ ィ ールド値は PDF 日付文字列と し て格納されます。

number 数値フ ィ ールド ： フ ィ ールド値は PDF 数値と し て格納されます。

value （ハイパーテキス ト 文字列。 必須） end_document( ) の portfolio オプシ ョ ンの schema サブオプ

シ ョ ンの中のフ ィ ールドの値を指定し ます。 そのデータ種別を type オプシ ョ ンで指定する必要が

あ り、 かつ、 これを portfolio オプシ ョ ンの schema サブオプシ ョ ンの対応する type サブオプ

シ ョ ンに一致させる必要があ り ます。

表 12.16 end_document( ) の portfolio オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

coversheet （ハイパーテキス ト 文字列） ユーザーイ ン タ フ ェ ースで最初に見せるポー ト フ ォ リ オ内のフ ァ イル

の名前。 デフ ォル ト ： ポー ト フ ォ リ オを含む文書

coversheet-
folder

（フ ォルダハン ドル） coversheet オプシ ョ ンで指定されたフ ァ イルを含んでいるポー ト フ ォ リ オの

中のフ ォルダの名前。 その coversheet 名のフ ァ イルが、 複数のポー ト フ ィ リ オフ ォルダ内に存在

し てお り、 coversheetfolder が指定されていない場合には、 最初に出現し たものが使われます。

デフ ォル ト ： な し

initialview （キーワー ド） 初期表示を指定し ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： detail） ：

detail ポー ト フ ォ リ オを詳細モー ド で表示し ます。 すなわち、 schema オプシ ョ ン内のすべて

の情報を多段組の形で表示し ます。 このモー ドがユーザーに最も多 く の情報を提供し ま

す （Acrobat ： 「上に表示」）。

tile ポー ト フ ォ リ オを タ イルモー ド で表示し ます。 すなわち、 コ レ クシ ョ ン内の各フ ァ イル

を小さ なアイ コ ンで表し、 schema オプシ ョ ン内の情報の一部分を表示し ます。 この

モー ドはユーザーにフ ァ イル添付に関する ト ッ プレベルな情報を提供し ます （Acrobat ：

「左に表示」）。

hidden ポー ト フ ォ リ オを初め非表示にし ます。 ユーザーが明示的に操作すればフ ァ イル一覧を

得る こ とはできます （Acrobat ： 「最小化表示」）。
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schema （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） ポー ト フ ォ リ オのメ タデータ スキーマ ： 各オプシ ョ ン リ ス ト は、

フ ォルダまたはフ ァ イルの fieldlist 内のキーに、 または標準フ ィ ールドの名前に対応する一意

な名前を持つフ ィ ールド を定義し ます。 これらのフ ィ ールドは、 Acrobat でのポー ト フ ォ リ オの表

示動作を定義し ます （デフ ォル ト ： Acrobat は、 フ ァ イル名 ・ サイズ ・ 変更日 ・ 説明 （あれば） を

表示し ます） ：

editable （論理値） Acrobat がフ ィ ールド値の編集を許すべきかど うかを指定し ます。 デフ ォル

ト ： false

key （文字列。 必須） 初期フ ィ ールド名。 これは一意である必要があ り ます。

右記の名前 （ユーザー定義フ ィ ールド には使えません） を用いる と、 内蔵フ ィ ールド に

新たなラベルを割り当てる こ とができます ： _creationdate ・ _description ・ _
filename ・

_moddate ・ _size。

label （ハイパーテキス ト 文字列。 必須） ユーザーに見せる フ ィ ールド ラベルのテキス ト 。

order （整数） ユーザーイ ン タ フ ェ ースでのフ ィ ールドの相対順序 （1,2,3,...）

type （キーワー ド） フ ィ ールドのデータ種別。 右記の種別を用いて、 fieldlist オプシ ョ ン

内のユーザー定義フ ィ ールド を指し示すこ とができます （デフ ォル ト ： text） ：

text ハイパーテキス ト 文字列

date PDF 日付文字列

number 数値

visible （論理値） ユーザーイ ン ターフ ェースでのフ ィ ールドの初期の表示 ・ 非表示。 デフ ォル

ト ： true。 ただ し、 ユーザー定義フ ィ ールドがある と きは、 Acrobat は、 内蔵フ ィ ール

ド を、 それら を表示する と明示的に指定されていない限り、 非表示にし ます。

sort （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 。 各リ ス ト は文字列 1 個と、 オプシ ョ ナルなキーワー ド 1 個を内容と

し て持ちます） schema オプシ ョ ンで指定し たフ ィ ールド群をユーザーイ ン タ フ ェ ースで並べ替え

る順序を指定し ます。 各サブ リ ス ト は、 フ ィ ールド名 （必須） とキーワー ド 1 個を内容と し て持

ちます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： ascending） ：

ascending フ ィ ールド値を昇順で並べ替えます。

descending フ ィ ールド値を降順で並べ替えます。

Acrobat はこのリ ス ト を用いて、 ポー ト フ ォ リ オ内のリ ス ト を並べ替えます。 このリ ス ト は、 追加

のフ ィ ールド群が並べ替えに寄与でき るよ う にするために用いられ、 追加の各フ ィ ールド を用い

て順序の決定が推進されます ： schema オプシ ョ ン内の複数のフ ィ ールドがリ ス ト 内の 1 番目の

フ ィ ールド で同じ値を持つと きは、 リ ス ト 内の後続のフ ィ ールド群が並べ替えに用いられ、 それ

は順序が一意に定まるか、 あるいはフ ィ ールド名を使い果たすまで続けられます。 デフ ォル ト ：

並べ替え し ない

split （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.7ext3） 分割バーの向き と位置を指定し ます。 デフ ォル ト は

initialview オプシ ョ ンに依存し ます ： 値 detail （または値な し） は横向きを暗示し、 tile は縦

向き を意味し ます。 initalview=hidden にする と分割バーは用いられません。 使えるサブオプシ ョ

ン ：

direction （キーワー ド） 分割バーの向き。 使えるキーワー ド ：

horizontal ウ ィ ン ド ウを横に分割し ます。

vertical ウ ィ ン ド ウを縦に分割し ます。

none ウ ィ ン ド ウを分割し ません。 ウ ィ ン ド ウ全体がフ ァ イルナビゲーシ ョ ン表示

に用いられます。

position （パーセン ト 値） 分割バーの初期位置を、 得られるウ ィ ン ド ウ領域に対するパーセン ト

値と し て指定し ます。 使える値は範囲 0 ～ 100 です。 この項目は、 direction=none に

する と無視されます。 デフ ォル ト ： ビ ューア依存

表 12.16 end_document( ) の portfolio オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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13 3D ・ 地理空間機能

13.1 3D アー ト ワーク
ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの multimedia/starter_3d ト ピ ッ クにあ り ます。

VB  RB Function load_3ddata(filename As String, optlist As String) As Long
C# int load_3ddata(String filename, String optlist)

3D モデルを、 デ ィ ス クベース または仮想フ ァ イルから読み込みます （要 PDF 1.6）。

filename （名前文字列。グ ローバルな filenamehandlingオプシ ョ ン またはパラ メ タに従っ

て解釈されます。 表 2.2 参照） 3D モデルの入った、 デ ィ ス クベース または仮想フ ァ イル

の名前。

optlist 3D モデルのプロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 表 13.1 に従って 3D モデルのプロパテ ィ 群を指定するオプシ ョ ン群 ：

defaultview ・ script ・ type ・ views

戻り値 3D ハン ド ル。 create_annotation( ) で 3D 注釈を作成するのに使えます。 3D ハン ド ルは、

カレ ン ト の文書ス コープを終え る まで使えます。 errorpolicy=return の場合、 戻 り 値 -1 は

エラーを示すので、 そ う でないかを呼び出し側で検査する必要があ り ます。

詳細 PRC または U3D 形式を内容と し て持つフ ァ イルから 3D モデルを読み込みます。

スコープ ページ ・ 文書。 返されたハン ド ルは、 次に end_document( ) を呼び出すまで使えます。

表 13.1 load_3ddata( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

defaultview （キーワー ド または 3D ビ ューハン ドル） 3D 注釈の初期ビ ューを指定し ます。 キーワー ド first ・

last （views オプシ ョ ンの中の各項目を参照する） のいずれか、 または create_3dview( ) で作成し

た 3D ビ ューハン ドル。 デフ ォル ト ： first

script （ハイパーテキス ト 文字列） 3D モデルが実体化された時に実行させたい JavaScript コー ド を入れた

文字列。 デフ ォル ト ： スク リ プ ト な し

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/multimedia/starter-3d
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VB  RB Function create_3dview(username As String, optlist As String) As Long
C# int create_3dview(String username, String optlist)

3D ビ ューを作成し ます （要 PDF 1.6）。

username （ハイパーテキス ト 文字列） 3D ビ ューのユーザーイ ン タ フ ェース名。

optlist 3D ビ ューのプロパテ ィ 群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 一般オプシ ョ ン ： errorpolicy （表 2.6 参照）

> 3D ビ ューのプロパテ ィ 群を表 13.2 に従って指定するオプシ ョ ン群 ：

background・camera2world・cameradistance・ lighting・name・rendermode・type・U3Dpath

戻り値 3D ビ ューハン ド ル。 カレン ト の文書ス コープを終え る まで使えます。 errorpolicy=return
の場合、 戻 り 値 -1 はエラーを示すので、 そ う でないかを呼び出し側で検査する必要があ

り ます。

詳細 3D ビ ューハン ド ルは、 load_3ddata( ) の views オプシ ョ ンで 3D モデルに関連づける こ と

もでき ますし、 あ るいは create_annotation( ) で 3D 注釈を作成し た り 、 create_action( ) で

3D 関連のア ク シ ョ ンを作成し た り するのに使 う こ と もでき ます。

スコープ ページ ・ 文書。 返されたハン ド ルは、 次に end_document( ) を呼び出すまで使えます。

type （キーワー ド） 3D データの種類を指定し ます （デフ ォル ト ： U3D） ：

PRC （PDF 1.7ext3） Product Representation Compact （PRC） 形式 （ISO 14739-1）

U3D Universal 3D File 形式 （U3D）。 下記の種類が使えます （www.ecma-international.org 参

照） ：

PDF 1.6、 ただ し要 Acrobat 7.0.7 以上 ： ECMA-363, Universal 3D File Format (U3D), 1st 

Edition。

PDF 1.6、 ただ し要 Acrobat 8.1 以上 ： ECMA-363, Universal 3D File Format (U3D), 3rd 

Edition。

なお、 Acrobat 9.3.x ・ 9.4.x では、 U3D アー ト ワークが表示されず、 エラー メ ッ セージ

「A 3D data parsing error has occurred」 が出る問題があ り ます （Acrobat 8 ・ X では大丈夫

です）。

views （3D ビ ューハン ドルのリ ス ト ） 3D モデルに対する定義済みビ ューのリ ス ト 。 リ ス ト の各要素は、

create_3dview( ) で作成し た 3D ビ ューハン ドルです。 ビ ュー群を create_3dview( ) で作成し た際に用

いられた type オプシ ョ ンは、 create_3ddata( ) 内の type オプシ ョ ン と一致し ている必要があ り ま

す。 デフ ォル ト ： 空リ ス ト

表 13.2 create_3dview( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

background （オプシ ョ ン リ ス ト ） 3D モデルの背景を指定し ます ：

fillcolor （色） 背景色を、 RGB 色空間で表現し ます。 デフ ォル ト ： 白

entire （論理値） true にする と、 背景は注釈全体に適用されます。 そ う でなければ、 注釈の

3Dbox オプシ ョ ンで指定し てある矩形にだけ適用されます。 デフ ォル ト ： false

camera2world （float 12 個のリ ス ト ） カ メ ラの位置と向きを世界座標で指定し た 3D 変換行列 （下記説明参照）。

デフ ォル ト ： 3D モデルの中で内部的に定義された初期ビ ュー

表 13.1 load_3ddata( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

http://www.ecma-international.org/
http://www.ecma-international.org/
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カ メ ラ位置 カ メ ラの位置は camera2world オプシ ョ ンで指定する こ と ができ ます。 あ る

いは、 JavaScript コード を付けて、 カ メ ラのモデルに対する位置と向き を指定する こ と も

でき ます。 PDFlib ク ッ ク ブ ッ ク に、 このよ う な JavaScript コード を 3D モデルに付けるサ

ンプルコード があ り ます。

下記の値を camera2world オプシ ョ ンに与え る と、代表的なカ メ ラ位置を実現する こ と

ができ ます。 x ・ y ・ z は、 カ メ ラの位置を記述する適切な値です。 これらの値は、 定めら

れた条件を満たす必要があ り ます （後述参照） ：

前からのビ ュー ：

{-1 0 0 0 0 1 0 1 0 x y z} x小、y大負、z小

左からのビ ュー ：

{ 0 1 0 0 0 1 1 0 0 x 0 z} x大負、z小

camera-
distance

（float。 負値は不可。 camera2world を指定し ないと無視されます） カ メ ラ と軌道中心の距離。 詳し

く は、 ISO 32000-1 の section 13.6.4 「3D Views」 の CO キーの説明を参照。 デフ ォル ト ： 3D データ

の中で内部的に定義

lighting （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.7） 3D アー ト ワークの照明方式を指定し ます。 以下のオプシ ョ ンが使

えます ：

type （キーワー ド） 照明方式を指定し ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： Artwork） ：

Artwork 光は 3D アー ト ワーク内で指定されます。

None 光な し。 3D アー ト ワーク内で指定されている光は無視されます。

White 3 個のラ イ ト グレー無限遠光、 アンビエン ト 項な し

Day 3 個のラ イ ト グレー無限遠光、 アンビエン ト 項な し

Night 黄色 1 個 ・ アクア色 1 個 ・ 青 1 個の無限遠光、 アンビエン ト 項な し

Hard 3 個のグレー無限遠光、 中程度のアンビエン ト 項

Primary 赤 1 個 ・ 緑 1 個 ・ 青 1 個の無限遠光、 アンビエン ト 項な し

Blue 3 個の青色無限遠光、 アンビエン ト 項な し

Red 3 個の赤色無限遠光、 アンビエン ト 項な し

Cube 長軸に沿って配置された 6 個のグレー無限遠光、 アンビエン ト 項な し

CAD 3 個のラ イ ト グレー無限遠光と カ メ ラに付いた光 1 個、 アンビエン ト 項な し

Headlamp カ メ ラに付いた 1 個の無限遠光、 低いアンビエン ト 項

name （ハイパーテキス ト 文字列） 3D ビ ューの名前。 GoTo アクシ ョ ンで使う こ とができます。 これは必

須ではない内部的な名前であ り、 必須の username 引数とは別個に扱われます。

rendermode （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.7） 3D アー ト ワーク を表示するためのレンダモー ド を指定し ます。 使

えるサブオプシ ョ ンを表 13.3 に挙げます。

type （キーワー ド。 このビ ューが load_3ddata( ) で type=PRC で使われるなら必須） 3D データの種別を指

定し ます （デフ ォル ト ： U3D） ：

PRC このビ ューは、 load_3ddata( ) で type=PRC で使われます。

U3D このビ ューは、 load_3ddata( ) で type=U3D で使われます。

U3Dpath （ハイパーテキス ト 文字列。 camera2world オプシ ョ ンが指定されている場合には無視されます。

type=U3D の場合み） 3D アー ト ワーク内のビ ュー ノ ー ド にアクセスするために用いられるビ ュー

ノ ー ド名。

表 13.2 create_3dview( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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上からのビ ュー ：

{-1 0 0 0 1 0 0 0 -1 x 0 z} x小、z大負

後ろからのビ ュー ：

{ 1 0 0 0 0 1 0 -1 0 x y z} x小、y大正、z小

下からのビ ュー ：

{-1 0 0 0 -1 0 0 0 1 x 0 z} x小、z大負

右からのビ ュー ：

{ 0 -1 0 0 0 1 -1 0 0 x 0 z} x大正、z小

等角ビ ュー、 すなわち投影の方向が 3 軸すべて と等しい角度で交わる場合。 こ のよ う な

ビ ューはち ょ う ど 8 個、 八分空間ご と に 1 個ずつあ り ます ：

{0.707107 -0.707107 0 -0.5 -0.5 0.707107 -0.5 -0.5 -0.707107 x y z}
x, y, z large positive

x ・ y ・ z 値は、 モデルの位置 と サイ ズに応じ て選ぶ必要があ り ます。 「大」 は、 カ メ ラ と モ

デルの間に充分大き な距離を と る ために、その値をモデルのサイ ズ よ り かな り 大き く する

必要があ る こ と を意味し ます。 値が大きすぎ る と、 モデルは非常に小さ く 表示され、 そし

てビ ューを回転させる とすぐに視界から外れて し まいます。 値が小さすぎ る と、 モデルは

ビ ューに収ま り き り ません。 「小」 は、 その絶対値を、 大き な値に比べて小さ し、 モデル

のサイ ズをあま り 大き く 超えないよ う にする必要があ る こ と を意味し ます。

表 13.3 create_3dview( ) の rendermode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

crease （float で範囲 0 ～ 180） 折り目値

facecolor （RGB カ ラーまたはキーワー ド、 type=Illustration のみ） 表面色。 この色はい く つかのレンダ

モー ド で用いられます。 キーワー ド backgroundcolor はカ レン ト 背景色を意味し ます。 デフ ォル

ト ： backgroundcolor

opacity （float で範囲 0 ～ 1） い く つかのレンダモー ド における不透明値。 デフ ォル ト ： 0.5

rendercolor （RGB カ ラー） 補助色。 この色はい く つかのレンダモー ド で用いられます。 デフ ォル ト ： 黒
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type （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.7） 3D アー ト ワーク を表示するためのレンダモー ド を指定し ます。 使

えるオプシ ョ ン ：

（キーワー ド） レンダモー ド を指定し ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： Artwork） ：

Artwork ラ ンダモー ドは 3D アー ト ワーク内で指定されます。 rendermode オプシ ョ ンのこれ以外

のサブオプシ ョ ンはすべて無視されます。

Solid テ クスチャ付きで照明された幾何図形輪郭群を表示し ます。

SolidWireframe
テ クスチャ付きで照明された、 単色の辺を持った幾何図形輪郭 （三角形） 群を表示し

ます。

Transparentテ クスチャ付きで照明された、 追加の透過の水準を持った幾何図形輪郭 （三角形） 群

を表示し ます。

TransparentWireframe
テ クスチャ付きで照明された、 追加の透過の水準を持った幾何図形輪郭 （三角形） 群

を表示し ます。

BoundingBox
テ クスチャ付きで照明された、 追加の透過の水準を持った、 単色の不透明な辺を持っ

た幾何図形輪郭 （三角形） 群を表示し ます。

TransparentBoundingBox
各節点の、 その節点に対する局所座標空間の軸に沿った、 追加の透過の水準を持った

境界枠の面を表示し ます。

TransparentBoundingBoxOutline
各節点の、 その節点に対する局所座標空間の軸に沿った、 追加の透過の水準を持った

境界枠の辺と面を表示し ます。

Wireframe 各節点の、 その節点に対する局所座標空間の軸に沿った、 追加の透過の水準を持った境

界枠の辺と面を表示し ます。

ShadedWireframe
辺のみを、 ただ し その 2 個の頂点の間でその色を補間し、 かつ照明を適用し て表示し

ます。

HiddenWireframe
辺を単色で、 ただ し後ろ向きの辺と隠された辺を除いて表示し ます。

Vertices 頂点のみを単色で表示し ます。

ShadedVertices
頂点のみを、 ただ し その頂点色を用いて、 かつ照明を適用し て表示し ます。

Illustration表面を持ったシルエ ッ ト 辺を、 隠線を除いて表示し ます。

SolidOutline照明されテ クスチャ付きの表面を持ったシルエ ッ ト 辺を、 隠線を除いて表示し ます。

ShadedIllustration
照明されテ クスチャ付きの表面を持った、 アー ト ワークの弱 く 照明された領域を除 く

ための追加の放射項目を持ったシルエ ッ ト 辺を表示し ます。

表 13.3 create_3dview( ) の rendermode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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13.2 地理空間機能
注 PDF 内の地理空間機能を イ ン タ ラ ク テ ィ ブ操作するには Acrobat 9 以上が必要です。

地理空間機能は、 以下の関数 と オプシ ョ ンで実装されます ：

> begin/end_page_ext( ) の viewports オプシ ョ ンを用いて、ページに地理参照付き領域（複

数可） を割 り 当て る こ と ができ ます。

> load_image( ) の georeference オプシ ョ ンを用いて、地球ベース座標系を画像に割 り 当て

る こ と ができ ます。

地理空間機能のためのオプシ ョ ン群を、 表 13.4 以降に詳し く 示し ます。

表 13.4 begin/end_page_ext( ) の viewports オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

bounding-
box

（矩形。 必須） ページ上のビ ューポー ト の位置をデフ ォル ト 座標で指定し た矩形。

georeference （オプシ ョ ン リ ス ト 。 必須） 地理空間計測に用いるためビ ューポー ト に関連付けられる世界座標系

の記述を指定し ます。 使えるオプシ ョ ンは表 13.5 を参照。

name （ハイパーテキス ト 文字列） ビ ューポー ト の説明タ イ ト ル （地図名）。 ただ し、 Acrobat はこの

ビ ューポー ト 名をユーザーイ ン タ フ ェ ースに表示し ません。

表 13.5 load_image( ) の georeference オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧。 begin/end_page_ext( ) の viewports オプ

シ ョ ンの georeference サブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン と し ても用いられます

オプシ ョ ン 説明

angularunit （キーワー ド） 求める角度表示単位を指定し ます （デフ ォル ト ： deg） ：

degree 度

grad グラー ド （全円の 1/400、 すなわち 0.9 度）

areaunit （キーワー ド） 求める面積表示単位を指定し ます （デフ ォル ト ： sqm） ：

sqm 平方メ ー ト ル

ha ヘク タール （10,000 平方メ ー ト ル）

sqkm 平方キロ メ ー ト ル

sqft 平方フ ィ ー ト

a エーカー

sqmi 平方マイル

こ こで指定し た単位は、 右記の Acrobat の設定を無効にし ている と きのみ、 表示に用いられます ：

「環境設定」 → 「ものさ し （地図情報）」 → 「デフ ォル ト の面積単位を使用」。

bounds （折れ線で点 2 個以上） 地理空間変換が有効と なる領域の境界を指定し ます （地図では、 この境界

折れ線は図郭線と し て知られています）。 点群は、 ページビ ューポー ト の境界枠に対し て、 または

画像の寸法に対し て相対的に表現し ます。 デフ ォル ト ： {0 0 0 1 1 1 1 0}、 すなわちビ ューポー

ト ・ 画像領域全体が地図に用いられます。

displaysystem （オプシ ョ ン リ ス ト ） 緯度 ・ 経度といった位置の値をユーザーに見せる表示に用いる座標系を表

13.6 に従って指定し ます。 この項目を利用する と、 地図を指定するために coords オプシ ョ ンで与

えた座標系以外の座標系で座標を表示する こ とができます。
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linearunit （キーワー ド） 求める距離表示単位を指定し ます （デフ ォル ト ： m） ：

m メ ー ト ル

km キロ メ ー ト ル

ft 国際フ ィ ー ト

usft 米国測量フ ィ ー ト

mi 国際マイル

nm 海里

こ こ で指定し た単位は、 右記の Acrobat の設定を無効にし ている と きのみ、 表示に用いられます ：

「環境設定」 → 「ものさ し （地図情報）」 → 「デフ ォル ト の距離単位を使用」。

mappoints （float 対 2 個以上のリ ス ト 。 必須） 数値のリ ス ト で、 各対が 2D 単位正方形内の点を定義し ます。

この単位正方形は、 ページビ ューポー ト の、 または georeference オプシ ョ ンを含む画像の矩形境

界へマ ッ プ されます。 この mappoints リ ス ト は、 worldpoints リ ス ト と同じ数の点を内容と し て持

つ必要があ り、 各点は、 worldpoints リ ス ト 内の地理空間位置に対応する単位正方形内の地図位置

と な り ます。

worldpoints （float 対 2 個以上のリ ス ト 。 必須） 座標対のリ ス ト で、 各対が、 mappoints オプシ ョ ン内のそれぞ

れの点の世界座標を指定し ます。 この対の数は、 mappoints オプシ ョ ン内の対の数と一致する必要

があ り ます。 座標値は、 worldsystem オプシ ョ ンで指定し た座標系に基づきます ：

type=geographic のと きは、 緯度 ・ 経度値を度単位で与える必要があ り ます。 type=projected の

と きは、 投影された x ・ y 値を与える必要があ り ます。

worldsystem （オプシ ョ ン リ ス ト 。 必須） 表 13.6 に従った世界座標系 （worldpoints の解釈のための）。

表 13.6 load_image( ) の georeference オプシ ョ ンの mapsystem ・ displaysystem サブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一

覧。 begin/end_page_ext( ) の viewports オプシ ョ ンの georeference サブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン と し ても用い

られます

オプシ ョ ン 説明

epsg （整数。 epsg か wkt のいずれか 1 つだけを必ず与える必要があ り ます） 座標系を EPSG 参照コー ド

で指定し ます。 なお、 Acrobat 9 は type=geographic のと きは EPSG コー ド に対応し ていませんの

で、 その場合は wkt を用いて く だ さい。

type （キーワー ド。 必須） 座標系の種類を指定し ます ：

geographic 測地座標系 （wkt のみ対応）

projected 投影座標系 （wkt にも epsg にも対応）

wkt （文字列で最大 1024 ASCII キャ ラ ク タ。 epsg か wkt のいずれか 1 つだけを必ず与える必要があ り

ます） 座標系を 「Well Known Text」 （WKT） の文字列で指定し ます。 WKT は、 EPSG コー ド を全 く

持たないカス タム座標系に対し て推奨し ます。 また WKT は、 Acrobat 9 では type=geographic のと

きは必須のよ う です。

表 13.5 load_image( ) の georeference オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧。 begin/end_page_ext( ) の viewports オプ

シ ョ ンの georeference サブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン と し ても用いられます

オプシ ョ ン 説明
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14 文書交換

14.1 文書情報フ ィ ール ド

VB  RB Sub set_info(key As String, value As String)
C# void set_info(String key, String value)

文書情報フ ィ ール ド key に value を書き込みます。

key （名前文字列） 文書情報フ ィ ール ド の名前。 標準フ ィ ール ド名のいずれか、 または任

意のカ ス タ ムフ ィ ール ド名を用いる こ と ができ ます （表 14.1 参照）。 カ ス タ ムフ ィ ール ド

の数に制限はあ り ません。 カ ス タ ム文書情報フ ィ ール ド の利用 と 意味づけに関し ては、

Dublin Core Metadata 要素セ ッ ト を一読する こ と を PDFlib ユーザーに奨励し ます。1

value （ハイパーテキス ト 文字列） key 引数に設定し たい文字列。 Acrobat では、 value に

最大長 255 バイ ト と い う 制約が課されています。 なお、 Windows 版の Adobe Reader 6 で

は、 バグのため、 情報文字列によ ってはキ ャ ラ ク タ & が正し く 表示されないこ と があ り

ます。

詳細 与え る情報の値は、 カレ ン ト 文書にだけ使われるので、 同じオブジ ェ ク ト ス コープの中で

生成する文書すべてに使われるわけではあ り ません。 begin/end_document( ) に autoxmp
オプシ ョ ンを与えてあ る と、 set_info( ) に与えた情報項目から、PDFlib が自動的に XMP 文

書 メ タデータ を同期作成し ます。

文書情報項目は、 begin/end_document( ) の metadata オプシ ョ ンに与えた XMP 文書 メ

タデータによ って上書き されます。

スコープ 任意。 オブジ ェ ク ト ス コープで使 う と、 与え る値は次の文書にのみ使われます。

1. dublincore.org 参照

表 14.1 文書情報フ ィ ールド キーの値

キー 説明

Subject 文書のサブ タ イ ト ル

Title 文書のタ イ ト ル。 この項目は PDF/X モー ド では与える必要があ り ます。

Creator 文書の作成に使用されたソ フ ト ウ ェ ア （PDF 生成ソ フ ト ウ ェ アを示す

Producer とは別です。 Producer はつねに PDFlib にな り ます）。 Acrobat では、

この項目は 「アプ リ ケーシ ョ ン」 と表示されます。 この項目は PDF/X モー

ド では与える必要があ り ます。

Author 文書の作成者

Keywords 文書の内容を記述し たキーワー ド

Trapped 文書に ト ラ ッ ピングが適用されているかど うかを表し ます。 と り う る値は

True ・ False ・ Unknown。 PDF/X モー ド では Unknown は使えません。

http://dublincore.org
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その他任意の名前 ユーザー定義の文書情報フ ィ ールド。 PDFlib は、 任意の数のフ ィ ールド に対

応し ています。 1 つのカス タムフ ィ ールド名は一度しか与えてはいけません。

同じ フ ィ ールド名が複数回現れた場合は、 最後のものが使われます。 begin/

end_document( ) の moddate オプシ ョ ン も参照。

XMP メ タデータが作成される （autoxmp または metadata オプシ ョ ンによ っ

て） 場合は、 カス タム文書情報フ ィ ールド にはスペースキャ ラ ク タ を一切含

めてはいけません。

標準識別に用いられる フ ィ ールドは拒否されます。

表 14.1 文書情報フ ィ ールド キーの値

キー 説明
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14.2 XMP メ タ デー タ
文書情報フ ィ ール ド のかわ り と し て、 またはそれに加えて、 メ タデータ を指定するための

フ レーム ワーク と し て、 PDFlib は XMP （Extensible Metadata Platform1） に対応し ていま

す。 XMP は、 た と えば PDF/A 準拠のためには必須であ り 、 これに対応する アプ リ ケー

シ ョ ンは増えてき ています。 PDFlib では、 以下に述べる よ う に、 い く つかの種類の XMP

対応があ り ます。

文書情報フ ィ ール ド に対する自動 XMP 同期 begin/end_document( ) の autoxmp オプ

シ ョ ンを true にする と、 PDFlib は、 set_info( ) に与えた文書情報フ ィ ール ド と、 い く つか

の内部的に生成された項目 （CreationDate 等） を、 文書レベルの XMP メ タデータの中の

それぞれ対応する項目に同期させます。

標準 XMP スキーマの中のよ く 知られた要素に対応する文書情報フ ィ ール ド は、適切な

スキーマの中に配置されます。 未知の情報フ ィ ール ド は通常、 拡張 PDF （pdfx） スキーマ

の中に配置されますが、 ただし PDF/A モード では無視されます。

ユーザーが与える XMP ス ト リ ーム ユーザーは、XMP メ タデータ ス ト リ ームの全体また

は一部分を、 さ まざまな関数の metadata オプシ ョ ンに与え る こ と ができ ます。 このオプ

シ ョ ンは XMP ス ト リ ームを と り 、 それを検証し ます。 PDFlib は自動的に、 XDP パケ ッ ト

のヘッ ダ と ト レーラ を生成し ます。

ク ッ クブ ッ ク 簡単な XMP のサンプルがク ッ ク ブ ッ クの interchange/embed_xmp ト ピ ッ クにあ り ます。

文書レベルの メ タデータに対し ては、PDFlib はい く つかの内部的に生成し たプロパテ ィ を

追加し ます （CreationDate 等）。 PDF/A モード では、 PDFlib は、 ユーザーが与え る XMP ス

ト リ ームの中の関連する項目を、標準文書情報フ ィ ール ド に同期させます （autoxmp モー

ド が文書情報フ ィ ール ド を XMP に同期させるの と似ています）。 しかし PDFlib は、 その

他の XMP 項目を、 カス タ ムの文書情報フ ィ ール ド に同期はさせません。 PDF/A では XMP

文書 メ タデータについて さ ら なる要請があ り ますので、 それについては PDFlib チュー ト

リ アルで解説し ます。

文書レベルの メ タデータだけでな く 、 XMP は、 ページ ・ フ ォ ン ト ・ ICC プロ フ ァ イル ・

画像 ・ テンプレー ト ・ 取 り 込み PDF ページに対し て も与え る こ と ができ ます。 さ まざま

な関数の metadata オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ンを表 14.2 に示し ます。 例 ：

metadata={filename=info.xmp inputencoding=winansi}

1. www.adobe.com/products/xmp 参照

http://www.adobe.com/products/xmp
http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/document-interchange/embed-xmp
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表 14.2 begin/end_document( ) ・ begin/end_page_ext( ) ・ load_font( ) ・ load_iccprofile( ) ・ load_image( ) ・ begin_template_

ext( ) ・ open_pdi_page( ) の XMP メ タデータ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

metadata （オプシ ョ ン リ ス ト 。 PDF 1.4） 文書やその他のオブジ ェ ク ト に対する メ タデータ を与えます。 オプ

シ ョ ン リ ス ト には以下のオプシ ョ ンを入れる こ とができます。

inputencoding
（キーワー ド） 与えるデータ を解釈させたいエン コーデ ィ ング。 デフ ォル ト ： unicode

inputformat
（キーワー ド） 与えるデータの形式。 デフ ォル ト ： utf8、 ただ し inputencoding を 8

ビ ッ ト エン コーデ ィ ングにし ている と きは bytes

filename （名前文字列。 必須） 整形式の XMP メ タデータの入ったデ ィ スクベースまたは仮想フ ァ

イルの名前。

例 ： metadata={filename=info.xmp inputencoding=winansi}

表 14.3 begin/end_document( ) ・ begin/end_page_ext( ) ・ load_font( ) ・ load_iccprofile( ) ・ load_image( ) ・ begin_template_

ext( ) ・ open_pdi_page( ) の metadata オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

compress （論理値。 begin/end_document( ) では不可） PDF 出力内の XMP メ タデータ ス ト リームを圧縮し ま

す。 このオプシ ョ ンを begin_page_ext( ) でのみ与え、 end_page_ext( ) で与えない と、 その値はデ

フ ォル ト よ り も優先されます。 デフ ォル ト ： false

PDF/A ・ PDF/X ： compress=true は許されません。

inputencoding （キーワー ド） filename で与えた メ タデータ を解釈するためのエン コーデ ィ ング。 デフ ォル ト ：

unicode

inputformat （キーワー ド） filename で与えた メ タデータの形式。 デフ ォル ト ： utf8、 ただ し inputencoding が

8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングのと きは bytes

keepxmp （論理値。 load_image( ) のみ。 filename との組み合わせ不可） 画像内に存在する XMP メ タデータが

保持されます。 すなわち、 PDF 文書内の生成画像に付けられます。 XMP メ タデータは、 TIFF ・

JPEG ・ JPEG 2000 画像形式内で効力を持ちます。 画像フ ァ イル内に XMP メ タデータが見つからな

い と きは、 このオプシ ョ ンは何の効力も持ちません。 デフ ォル ト ： false

filename （名前文字列。 keepxmp を与えなければ必須） 整形式 XMP メ タデータ を内容と し て持つフ ァ イルの

名前。 これはグローバルな filenamehandling オプシ ョ ンまたはパラ メ タに従って解釈されます

（表 2.2 参照）。
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14.3 タ グ付き PDF
タ グ付き PDF を生成するには、 begin_document( ) で tagged オプシ ョ ンを true に設定し

てお く 必要があ り ます。 lang オプシ ョ ン も与え る必要があ り ます。 タ グ付き PDF モード

は、 pdfa オプシ ョ ンに PDF/A-1a:2005 を設定し てお く と自動的に有効にな り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの interchange/starter_tagged ト ピ ッ クにあり ま

す。

VB  RB Function begin_item(tag As String, optlist As String) As Long
C# int begin_item(String tag, String optlist)

構造要素やその他の内容ア イ テムを開いて、 オプシ ョ ンで与え る属性を持たせます。

tag 表 14.4 に従ったア イ テムの要素種別 ：

> 標準要素種別群

> 構造要素ではない擬似要素種別群

> タ グ名 Plib_custom_tag は、 カス タ ム要素種別を用いる こ と を意味し ます。 実際のタ グ

名は tagname オプシ ョ ンで与え る必要があ り ます。

表 14.4 begin_item( ) ・ begin_mc( ) ・ mc_point( ) の標準 ・ 擬似 ・ カス タム種別一覧

カテゴ リ タグ

標準要素種別群

グループ化 Document ・ Part ・ Art ・ Sect ・ Div ・ BlockQuote ・ Caption ・ TOC ・ TOCI ・ Index ・ NonStruct ・

Private

段落的 P ・ H ・ H1 ～ H6 （BLSE）

リ ス ト L ・ LI ・ Lbl ・ LBody （BLSE）

表 Table （BLSE） ・ TR ・ TH ・ TD ・ THead1 ・ TBody1 ・ TFoot1

イ ン ラ イ ン

レベル

Span ・ TagSuspect2 ・ Quote ・ Note ・ Reference ・ BibEntry ・ Code （ILSE）

イ ラス ト

レーシ ョ ン

Figure ・ Formula ・ Form

日本語 Ruby1 （グループ化） ・ RB1 ・ RT1 ・ RP1 ・ Warichu1 （グループ化） ・ WT1 ・ WP1

擬似要素種別群

非構造化要

素群

Artifact ページの本文から区別するべきアーテ ィ フ ァ ク ト を指定し ます。

ASpan （アクセシビ リ テ ィ スパン。 PDF には Span と し て書き込まれますが、 イ ン ラ イ ンレベル

アイテムの Span とは区別する必要があ り ます） これを使う と、 構造要素に属さ ない内

容や、 構造要素の一部分だけに似た内容に対し て、 アクセシビ リ テ ィ プロパテ ィ を与え

る こ とができます。

ReversedChars
（非推奨） 文字の並び順が反対になっている右書きの言語のテキス ト を指定し ます。

Clip マーク付き切り抜きシーケンスを指定し ます。 これは、 ク リ ッ ピングパスまたは表現

モー ド 7 のテキス ト だけを含むシーケンスであ り、 表示されるグラ フ ィ ッ ク または

save( ) / restore( ) を含みません。

http://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/document-interchange/starter-tagged
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optlist ア イ テムの詳細を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。継承可能な設定はすべて子要素へ

継承されますので、 繰 り 返す必要はあ り ません。 ア イ テムのプロパテ ィ は後で変更でき な

いので、 すべて こ こ で設定する必要があ り ます。 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

> 表 14.5 に従った タ グ制御オプシ ョ ン群 ：

ActualText ・ Alt ・ artifactsubtype ・ artifacttype ・ Attached ・ BBox ・ ColSpan ・ E ・ index ・

inline ・ Lang ・ parent ・ RowSpan ・ Scope ・ tagname ・ Title

戻り値 ア イ テムハン ド ル。 以後のア イ テム関連の呼び出しで使えます。

詳細 この関数は、 タ グ付き PDF の根本であ る、 文書の構造ツ リ ーを生成し ます。 構造ツ リ ー

内における新規要素の位置は、 parent ・ index オプシ ョ ンで制御する こ と ができ ます。 構

造要素は任意の階層の入れ子が可能です。擬似要素種別は親ア イ テム と し ては許されませ

ん。 通常ア イ テムは、 それを開いたページの中に縛られず、 任意の数のページにわたって

続ける こ と もでき ます。

スコープ イ ン ラ イ ンア イ テムの場合はページ、通常ア イ テムの場合は文書も。対応する end_item( )
と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。 この関数はタ グ付き PDF モード でのみ使えま

す。

カス タム要素種別群

ユーザー定

義要素群

tag 引数ではタグ名 Plib_custom_tag を与える必要があ り ます。 PDF へ書き込まれる実際のタグ名

を tagname オプシ ョ ンで与える必要があ り ます。

1. 要 PDF 1.5 以上
2. 要 PDF 1.6 以上

表 14.5 begin_item( ) ・ begin_mc( ) ・ mc_point( ) の構造 ・ 擬似タグオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

ActualText （ハイパーテキス ト 文字列。 PDF 1.5 における ASpan 以外の擬似タグでは不可。 TagSuspect では不

可） 内容アイテムに対する等価な代替テキス ト 。 何らかの標準的でない方法で表現し ているテキ

ス ト 内容に対し て与える必要があ り ます。 た と えば合字や、 イ ラス ト の飾り文字や、 ド ロ ッ プ

キャ ッ プなどです。 このオプシ ョ ンを PDF 1.4 モー ド で使う と きは、 inline オプシ ョ ンを false
に設定する必要があ り ます。

Alt （ハイパーテキス ト 文字列。 PDF 1.5 における ASpan 以外の擬似タグでは不可。 TagSuspect では不

可） 内容アイテムに対する代替説明。 図や画像など、 テキス ト と し て認識できないものに対し て

与える必要があ り ます。 画像に対する代替テキス ト は、 アクセシビ リ テ ィ のためには必要です。

このオプシ ョ ンを PDF 1.4 モー ド で使う と きは、 inline オプシ ョ ンを false に設定する必要があ

り ます。

artifact-
subtype

（キーワー ド。 tag=Artifact かつ artifacttype=Pagination。 PDF 1.7） アーテ ィ フ ァ ク ト の副種

別 ： Header ・ Footer ・ Watermark

artifacttype （キーワー ド。 tag=Artifact のみ） 内容アイテムのアーテ ィ フ ァ ク ト 種別を指定し ます ：

Pagination ・ Layout ・ Page ・ Background （PDF 1.7）

Attached （キーワー ドのリ ス ト 。 tag=Artifact かつ artifacttype=Pagination または

artifacttype=Background でページ全体の背景アーテ ィ フ ァ ク ト を持つ場合のみ） キーワー ド

Top ・ Bottom ・ Left ・ Right のいずれかを 1 個から 4 個まで入れた リ ス ト

表 14.4 begin_item( ) ・ begin_mc( ) ・ mc_point( ) の標準 ・ 擬似 ・ カス タム種別一覧

カテゴ リ タグ
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VB  RB Sub end_item(id As Long)
C# void end_item(int id)

構造要素やその他の内容ア イ テムを閉じ ます。

id ア イ テムのハン ド ル。 begin_item( ) で取得し てお く 必要があ り ます。

詳細 イ ン ラ イ ンア イ テムはすべて、 ページを終え る前に閉じ る必要があ り ます。 通常ア イ テム

はすべて、 文書を終え る前に閉じ る必要があ り ます。 ただ し、 メ モ リ 消費を抑え る ため

に、 通常ア イ テムはすべて、 完了次第閉じ る こ と を強 く 推奨し ます。 ア イ テムは、 そのす

BBox （矩形。 tag=Artifact、 およびすべての表 ・ イ ラス ト レーシ ョ ン タグのみ。

artifacttype=Background なら必須、 そ う でないなら必須ではあ り ませんが、 折り返しのためには

推奨） アーテ ィ フ ァ ク ト の外接枠を、 デフ ォル ト 座標系で （usercoordinates=false にし ている と

き）、 またはユーザー座標系 （usercoordinates=true にし ている と き） で指定し ます。 このオプ

シ ョ ンを与えない と、 PDFlib は、 取り込んだ画像 ・ PDF ページに対し て自動的に BBox 項目を作成

し ます。

ColSpan （整数。 tag=TH ・ TD のみ） 表のセルがわたる列の数

E （ハイパーテキス ト 文字列。 ASpan 以外の擬似タグでは不可。 TagSuspect では不可。 構造タグに対

し ては要 PDF 1.5） 内容アイテムに対する略語の展開形。 略語や頭字語を説明するためには与える

必要があ り ます。 Acrobat の読み上げ機能は、 展開テキス ト を、 た と え明示的な単語区切りがな く

ても、 独立し た単語と し て扱います。

index （整数。 擬似タグと TagSuspect では不可） 要素を親の中に挿入し たい位置の番号。 0 から、 その時

点の子の数までの値を使って、 アイテムを親の中のその位置に挿入し ます。 値 -1 を使う と、 要素

を最後のアイテムと し て挿入する こ とができます。 デフ ォル ト ： -1

inline （論理値。 tag=ASpan と、 TagSuspect 以外のすべてのイ ン ラ イ ンレベルタグのみ） true にする と、

内容アイテムはイ ン ラ イ ンで書き込まれ、 構造要素は作成されません。 デフ ォル ト ： true

Lang （文字列。 TagSuspect と、 ASpan 以外の擬似タグでは不可） 内容アイテムの言語識別子を、 表 3.1

の lang オプシ ョ ンで説明し ている形式で指定し ます。 これを使う と、 文書全体の言語を、 個々の

内容アイテムについて上書きする こ とが可能です。

parent （アイテムハン ドル。 TagSuspect と擬似タグでは不可） 要素の親のアイテムハン ドル。 以前に

begin_item( ) に呼び出し て返されたハン ドルです。 値 0 にする と、 構造ツ リーのルー ト を参照し ま

す。 -1 にする と、 カ レン ト ページ上でも っ と も最近に開かれた要素の親を参照し ます。 いいかえ

れば、 parent=-1 にする と、 カ レン ト 要素の兄弟を開きます。 擬似要素種別は親アイテムと し ては

許されません。 デフ ォル ト ： -1

RowSpan （整数。 tag=TH ・ TD のみ） 表のセルがわたる表行の数

Scope （キーワー ド。 tag=TH のみ。 PDF 1.5 以上） その見出し セルが、 それを含む表行内の他のセル群に

対する ものなのか、 それと もそれを含む表列内のそれなのか、 あるいはそれを含む表行と表列の

両方に対する ものなのかを、 Row ・ Column ・ Both のいずれかのキーワー ド で指定し ます。

tagname （名前文字列。 tag=Plib_custom_tag の場合のみ。 その場合は必須） カス タムタグの任意の名前。

これに対し て、 標準要素種別へのマ ッ ピングが、 begin_document( ) の rolemap オプシ ョ ンで定義さ

れている必要があ り ます。 カス タム要素種別は、 winansi の 127 キャ ラ ク タか、 または任意の

Unicode キャ ラ ク タ群を内容とするキャ ラ ク タ列に限られます。 後者の場合には、 対応する UTF-8

列の長さが 127 バイ ト を超えないこ とが条件です。

Title （ハイパーテキス ト 文字列。 イ ン ラ イ ン ・ 擬似タグでは禁止） 構造要素の名前

表 14.5 begin_item( ) ・ begin_mc( ) ・ mc_point( ) の構造 ・ 擬似タグオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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べての子をあ らかじめ閉じ ている と きにのみ、 閉じ る こ と ができ ます。 ア イ テムを閉じ た

後は、 その親がア ク テ ィ ブなア イ テムにな り ます。

スコープ イ ン ラ イ ンア イ テムの場合はページ、通常ア イ テムの場合は文書も。対応する begin_item( )
と必ず対にし て呼び出す必要があ り ます。 この関数はタ グ付き PDF モード でのみ使えま

す。

VB  RB Sub activate_item(id As Long)
C# void activate_item(int id)

以前に作成し た構造要素やその他の内容ア イ テムをア ク テ ィ ブ化し ます。

id ア イ テムのハン ド ル。 begin_item( ) で取得し てお く 必要があ り ます。 まだ閉じ られて

いてはいけません。 擬似 ・ イ ン ラ イ ンレベルア イ テムはア ク テ ィ ブ化でき ません。

詳細 構造要素をいったん横に置いておき、 後でま たア ク テ ィ ブ化する と い う 方式を採用する

と、 多段組のレ イ ア ウ ト や、 本文中に割 り 込むコ ラ ムなど、 た と え 1 つのページ上に複数

の構造の枝が同時併行し ている よ う な場合でも、 タ グ付き PDF のページを柔軟に効率よ

く 作成する こ と ができ る よ う にな り ます。

スコープ 文書 ・ ページ。 この関数はタ グ付き PDF モード でのみ使えます。
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14.4 マーク付き内容

VB  RB Sub begin_mc(tag As String, optlist As String)
C# void begin_mc(String tag, String optlist)

マーク付き内容シーケン ス を開始させます。 プロパテ ィ 群を与え る こ と もでき ます。

tag マーク付き内容シーケン スの名前。 以下のタ グが使えます ：

> 表 14.5 のすべてのイ ン ラ イ ンレベル ・ 擬似タ グ群。

> ユーザー定義プロパテ ィ を持つカス タ ム項目に対し てはタ グPlib_customを用いる こ と

ができ ます。

> タ グ Plib は予約済みです。

optlist 以下のマーク付き内容シーケン スオプシ ョ ン群が使えます ：

> 表 14.5 に従った標準プロパテ ィ オプシ ョ ン群。

> タ グ Plib_custom ・ Plib では表 14.6 のオプシ ョ ン も使えます。

詳細 指定し た タ グ と プ ロパテ ィ 群を持ったマーク付き内容シーケン スが開始さ れます。 オプ

シ ョ ンを何も与えなければ、 プロパテ ィ を何も持たないシーケン スが作成されます。 マー

ク付き内容シーケン スは任意の階層の入れ子が可能です。 begin/end_item( ) ・ begin/end_
mc( ) の入れ子を適切に行 う のはユーザー側の役割です。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ。対応する end_mc( ) と必ず対にし て、同じペー

ジ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ ス コープ内で呼び出す必要があ り ます。

VB  RB Sub end_mc
C# void end_mc( )

も っ と も最近に開かれたマーク付き内容シーケン ス を終了させます。

詳細 マーク付き内容シーケン スはすべて、end_page_ext( ) を呼び出す前に閉じ る必要があ り ま

す。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ。 対応する begin_mc( ) と必ず対にし て、 同じ

ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グリ フ ス コープ内で呼び出す必要があ り ます。

表 14.6 begin_mc( ) ・ mc_point( ) による タグのユーザー定義プロパテ ィ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

properties （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 。 tag=Plib ・ tag=Plib_custom のみ） 各リ ス ト は、 ユーザー定義プロ

パテ ィ を指定し た 3 個のオプシ ョ ンを内容と し て持ちます ：

key （文字列。 必須） プロパテ ィ の名前。

type （キーワー ド。 必須） プロパテ ィ 値の型 ： boolean ・ name ・ string のいずれか。

value （type=string ならハイパーテキス ト 文字列、 そ う でないなら文字列。 必須） プロパ

テ ィ の値。
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VB  RB Sub mc_point(tag As String, optlist As String)
C# void mc_point(String tag, String optlist)

マーク付き内容ポイ ン ト を追加し ます。 プロパテ ィ 群を与え る こ と もでき ます。

tag マーク付き内容ポイ ン ト の名前。 以下のタ グが使えます ：

> 表 14.5 のすべてのイ ン ラ イ ンレベル ・ 擬似タ グ群。

> カ ス タ ム項目に対し てはタ グ Plib_custom を用いる こ と ができ ます。

> タ グ Plib は予約済みです。

optlist 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

> 表 14.6 に従ったマーク付き内容ポイ ン ト の標準プロパテ ィ オプシ ョ ン群。

> タ グ Plib_custom ・ Plib では表 14.6 のオプシ ョ ン も使えます。

詳細 指定し た タ グ と プロパテ ィ 群を持ったマーク付き内容ポイ ン ト が作成されます。オプシ ョ

ンを何も与えなければ、プロパテ ィ を何も持たないマーク付き内容ポイ ン ト が作成されま

す。

スコープ ページ ・ パターン ・ テンプレー ト ・ グ リ フ
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A 全関数一覧

この付章ではすべての API 関数を挙げます。 関数名を ク リ ッ クする と その説明へ飛

べます。

一般

get_value
set_value
get_parameter
set_parameter
set_option
begin_document
end_document
get_buffer

begin_page_ext
end_page_ext
suspend_page
resume_page
define_layer
set_layer_dependency
begin_layer
end_layer

create_pvf
delete_pvf
get_errnum
get_errmsg
get_apiname

フ ォ ン ト

load_font
close_font
setfont
info_font
begin_font
end_font
begin_glyph
end_glyph
encoding_set_char

テキス ト 出力

set_text_pos
show
xshow
show_xy
continue_text
stringwidth

テキス ト 組版

fit_textline
info_textline
add_textflow
create_textflow
fit_textflow
info_textflow
delete_textflow

表組版

add_table_cell
fit_table
info_table
delete_table

範囲枠

info_matchbox

色

setcolor
makespotcolor
load_iccprofile
begin_pattern
end_pattern
shading_pattern
shfill
shading

画像

load_image
close_image
fit_image
info_image
begin_template_ext
end_template_ext
add_thumbnail
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グラ フ ィ ッ ク状態

setdash
setdashpattern
setflat
setlinejoin
setlinecap
setmiterlimit
setlinewidth
initgraphics
save
restore
create_gstate
set_gstate

座標変換

translate
scale
rotate
align
skew
concat
setmatrix

パス構築

moveto
lineto
curveto
circle
arc
arcn
circular_arc
ellipse
rect
closepath

パス描画 ・ ク リ ッ ピング

stroke
closepath_stroke
fill
fill_stroke
closepath_fill_stroke
clip
endpath

パスオブジ ェ ク ト

add_path_point
draw_path
info_path
delete_path

PDI

open_pdi_document
close_pdi_document
open_pdi_page
close_pdi_page
fit_pdi_page
info_pdi_page
process_pdi

pCOS

pcos_get_number
pcos_get_string
pcos_get_stream

ブロ ッ ク流し込み （PPS）

fill_textblock
fill_imageblock
fill_pdfblock

イ ン タ ラ クテ ィ ブ機能

create_action
add_nameddest
create_annotation
create_field
create_fieldgroup
create_bookmark
add_portfolio_folder
add_portfolio_file

マルチ メ デ ィ ア

load_3ddata
create_3dview

文書交換

set_info
begin_item
end_item
activate_item
begin_mc
end_mc
mc_point
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B 全パラ メ タ一覧
get/set_parameter( ) と get/set_value( ) のすべてのキーワード を この付章に挙げます。キー

ワード を ク リ ッ クする と その説明へ飛べます。

セ ッ ト ア ッ プ ログ記録 フ ォ ン ト 処理 単純テキス ト 出力

get/set_parameter( ): get/set_parameter( ): get/set_parameter( ): get/set_parameter( ):

errorpolicy logging1 Encoding autospace

filenamehandling logmsg1 FontAFM charref

license1

1. get_parameter( ) のみ

FontPFM decorationabove

licensefile バージ ョ ン管理 FontOutline escapesequence

nodemostamp get/set_parameter( ): HostFont fakebold

resourcefile version1
get/set_value( ): glyphcheck

scope get/set_value( ): font2 kerning

SearchPath1 major fontsize2
underline・overline・
strikeout

string1 minor

revision2 画像 get/set_value( ):

get/set_parameter( ): charspacing

get/set_value( ): ページ honoriccprofile horizscaling

compress get/set_parameter( ): renderingintent italicangle

maxfilehandles topdown leading

get/set_value( ): strokewidth

グラ フ ィ ッ ク pagewidth textrendering

get/set_parameter( ): pageheight textrise

fillrule textx2・texty2

get/set_value( ): ICC プロ フ ァ イル underlineposition

currentx2・currenty2

2. get_value( ) のみ

get/set_parameter( ): underlinewidth

ctm_a2・ctm_b2・ctm_c2 ICCProfile イ ン タ ラ ク テ ィ ブ wordspacing

ctm_d2・ctm_e2・ctm_f2 StandardOutputIntent get/set_parameter( ):

get/set_value( ): usercoordinates PDI

色 icccomponents2 get/set_parameter( ):

get/set_parameter( ): setcolor:iccprofilegray pdi1

preserveoldpantonenames setcolor:iccprofilergb

spotcolorlookup setcolor:iccprofilecmyk
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C 全オプシ ョ ン ・ キーワー ド一覧
この索引は、 すべてのオプシ ョ ンをアルフ ァベッ ト 順に並べて、 それを使え る関数を併記

し た ものです。 ページ番号を ク リ ッ クする と そ こへ飛びます。

&
&name

fit_textflow() のオプシ ョ ン リ ス ト マク ロ呼

び出し  91

3D
3Dactivate

create_annotation() の 193
3Ddata

create_annotation() の 193
3Dinitialview

create_annotation() の 194
3Dinteractive

create_annotation() の 193
3Dshared

create_annotation() の 193
3Dview

create_action() の 186

A
acrobat

info_font() の fontname のサブオプシ ョ ン  
62

action
begin/end_page_ext() の 43
create_annotation() の 194
create_bookmark() の 209
create_field() ・ create_fieldgroup() の 203
end_document() の 34
process_pdi() の 175

actual
info_font() の encoding のオプシ ョ ン  61

ActualText
begin_item() の 228

addfitbox
fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン  98

adjustmethod
add/create_textflow() の 88

adjustpage
fit_image/pdipage() の 160

advancedlinebreak
add/create_textflow() の 88

align
draw_path() の 113

alignchar
fit/info_textline() の 113

alignment
add/create_textflow() の 87
create_annotation() の 194
fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の leader のサブオプシ ョ ン  79
in create_field() ・ create_fieldgroup() の 203

alphachannelname
load_image() の 156

alphaisshape
create_gstate() の 127

Alt
begin_item() の 228

angle
info_textline() のキーワー ド  83

angularunit
georeference のサブオプシ ョ ン  220

annotation
create_action() の targetpath のサブオプ

シ ョ ン  189
annotationtype

add_table_cell() の 102
annotcolor

create_annotation() の 194
antialias

shading() の 151
い く つかの関数の shading オプシ ョ ンのサ

ブオプシ ョ ン  123
api

info_font() の encoding のオプシ ョ ン  61
info_font() の fontname のサブオプシ ョ ン  
62

area
fill in fit_table() の fill のサブオプシ ョ ン  107

areaunit
georeference のサブオプシ ョ ン 220

artbox
begin/end_page_ext() の 43

artifactsubtype
begin_item() の 228

artifacttype
begin_item() の 228

ascender
info_font() の 61
info_textline() のキーワー ド  83
load_font() の 55

Attached
begin_item() の 228

attachmentpassword
begin_document() の 34

attachmentpoint
draw_path() の 113
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attachments
begin/end_document() の 34

autocidfont
load_font() の 55

autosubsetting
load_font() の 55

avoidbreak
add/create_textflow() の 88

avoidemptybegin
add/create_textflow() の 87

B
background

create_3dview() の 216
backgroundcolor

create_field() ・ create_fieldgroup() の 203
barcode

create_field() ・ create_fieldgroup() の 203
basestate

set_layer_dependency() の 50
BBox

begin_item() の 229
begoptlistchar

create_textflow() の 92
beziers

fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン  
98

bitreverse
load_image() の 156

bleedbox
begin/end_page_ext() の 43

blendmode
create_gstate() の 127

blind
fit_table() の 106
fit_textflow() の 95
多 く の関数の 113

bordercolor
create_field() ・ create_fieldgroup() の 203

borderstyle
create_annotation() の 194
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204

borderwidth
い く つかの関数の 121

bottom
add_nameddest() のオプシ ョ ン、 create_
action() ・ create_annotation() ・ create_
bookmark() ・ begin/end_document() の

destination オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  
190

boundingbox
begin/end_page_ext() の viewports オプ

シ ョ ンのサブオプシ ョ ン  220
info_image() のキーワー ド  161
info_path() のキーワー ド  140
info_pdi_page() のキーワー ド  173
info_table() のキーワー ド  109
info_textflow() のキーワー ド  100
shading() の 151

bounds
georeference のサブオプシ ョ ン  220

boxes
fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン  
98

boxexpand
open_pdi_page() の 170

boxheight
matchbox のサブオプシ ョ ン  118

boxlinecount
info_textflow() のキーワー ド  100

boxsize
さ まざまな関数の 113

boxwidth
matchbox のサブオプシ ョ ン  118

bpc
load_image() の 156

buttonlayout
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204

buttonstyle
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204

C
calcorder

create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
calloutline

create_annotation() の 194
camera2world

create_3dview() の 216
cameradistance

create_3dview() の 217
canonicaldate

create_action() の 186
capheight

info_font() の 61
info_textline() のキーワー ド  83
load_font() の 55

caption
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
create_field() ・ create_fieldgroup() の

barcode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  208
captiondown

create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
captionoffset

create_annotation() の 194
captionposition

create_annotation() の 194
captionrollover

create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
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cascadedflate
load_image() の 156

centerwindow
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
charclass

add/create_textflow() の 90
charmapping

add/create_textflow() の 90
charref

さ まざまな関数の 75
charspacing

create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
さ まざまな関数の 75

checkwordsplitting
add_table_cell() の 103

children
set_layer_dependency() の 50

cid
info_font() の 60, 61

cidfont
info_font() の 61

circles
fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン  98

circular
add_path_point() のキーワー ド  137

classes
logging パラ メ タの 31

clip

draw_path() の 139
clipping

matchbox のサブオプシ ョ ン  118
clippingarea

open_pdi_page() の 171
clippingpath

info_image() のキーワー ド  161
clippingpathname

load_image() の 156
cloneboxes

fit_pdi_page() の 172
open_pdi_page() の 171

close
add_path_point() の 138
draw_path() の 139
fit_textline() の textpath のサブオプシ ョ ン  
82

cloudy
create_annotation() の 194

code
info_font() の 60, 61

codepage
info_font() の 61

codepagelist
info_font() の 61

colorize
load_image() の 156

colorized
begin_font() の 65

colscalegroup
add_table_cell() の 103

ColSpan
begin_item() の 229

colspan
add_table_cell() の 103

colwidth
add_table_cell() の 103

colwidthdefault
fit_table() の 106

comb
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204

comment
fit_textflow() のオプシ ョ ン リ ス ト マク ロ定

義 89
commitonselect

create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
compatibility

begin_document() の 35
components

load_image() の 156
compress

metadata のサブオプシ ョ ン 226
contents

create_annotation() の 195
continuetextflow

add_table_cell() の 103
control

add_path_point() のキーワー ド  137
convert

pcos_get_stream() の 178
copy

create_pvf() の 26
copyglobals

load_image() の 156
count

info_matchbox() のキーワー ド  120
coversheet

begin_document() の portfolio のサブオプ

シ ョ ン  213
coversheetfolder

begin_document() の portfolio のサブオプ

シ ョ ン  213
crease

create_3dview() の rendermode のサブオプ

シ ョ ン  218
createdate

create_annotation() の 195
createfittext

fit_textflow() の 95
createlastindent

fit_textflow() の 95
creatematchboxes

fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン 98
createpvf

begin_document() の 35
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createrichtext
create_annotation() の 195

createwrapbox
matchbox のサブオプシ ョ ン 118

creatorinfo
define_layer() の 47

cropbox
begin/end_page_ext() の 43

currentvalue
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204

curve
add_path_point() のキーワー ド  137

custom
create_annotation() の 195

D
dasharray

add_path_point() の 137
create_annotation() の 195
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204
い く つかの関数の 121
さ まざまな関数の 75

dashphase
add_path_point() の 137
い く つかの関数の 121

dataprep
create_field() ・ create_fieldgroup() の

barcode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  208
debugshow

fit_table() の 106
decorationabove

fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の 69
さ まざまな関数の 75

defaultcmyk
begin/end_page_ext() の 43

defaultdir
create_action() の 186

defaultgray
begin/end_page_ext() の 43

defaultrgb
begin/end_page_ext() の 43

defaultstate
define_layer() の 47

defaultvalue
create_field() ・ create_fieldgroup() の 204

defaultvariant
set_layer_dependency() の 50

defaultview
load_3ddata() の 215

depend
set_layer_dependency() の 50

descender
info_font() の 61
info_textline() のキーワー ド  83
load_font() の 55

description
add_portfolio_file() の 212
add_portfolio_folder() の 211
begin/end_document() の attachments の

サブオプシ ョ ン  34
load_iccprofile() の 145

destination
begin/end_document() の 35
create_action() の 186
create_annotation() の 195
create_bookmark() の 209

destname
create_action() の 186
create_action() の targetpath のサブオプ

シ ョ ン  189
create_annotation() の 195
create_bookmark() の 209
end_document() の 35

direction
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
disable

create_annotation() の 3Dactivate のサブ

オプシ ョ ン  200
logging パラ メ タの 30

disablestate
create_annotation() の 3Dactivate のサブ

オプシ ョ ン  200
display

create_annotation() の 195
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205

displaydoctitle
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
displaysystem

georeference のサブオプシ ョ ン  220
domain

shading() の 151
い く つかの関数の shading オプシ ョ ンの

サブオプシ ョ ン  123
doubleadapt

matchbox のサブオプシ ョ ン  118
doubleoffset

matchbox のサブオプシ ョ ン  118
down

create_annotation() の template のサブオ

プシ ョ ン  199
dpi

さ まざまな関数の 114
drawbottom ・ drawleft ・ drawright ・ drawtop

matchbox のサブオプシ ョ ン  119
dropcorewidths

load_font() の 55
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duplex
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
duration

begin/end_page_ext() の 43
create_action() の 186

E
E

begin_item() の 229
ecc

create_field() ・ create_fieldgroup() の

barcode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  208
editable

create_field() ・ create_fieldgroup() の 205
embedding

load_font() の 55
embedprofile

load_iccprofile() の 145
enable

create_annotation() の 3Dactivate のサブオ

プシ ョ ン  200
logging パラ メ タの 30

enablestate
create_annotation() の 3Dactivate のサブオ

プシ ョ ン  200
encoding

info_font() の 61
load_font() の 56

end
matchbox のサブオプシ ョ ン  119
い く つかの関数の shading オプシ ョ ンのサ

ブオプシ ョ ン  123
endcolor

い く つかの関数の shading オプシ ョ ンのサ

ブオプシ ョ ン  123
endingstyles

create_annotation() の 196
endoptlistchar

create_textflow() の 92
endx ・ endy

info_textline() のキーワー ド  83
entire

create_3dview() の background のサブオプ

シ ョ ン  216
epsg

georeference の coords ・ displaycoords サ

ブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  221
escapesequence

さ まざまな関数の 75
exceedlimit

matchbox のサブオプシ ョ ン  119
exchangefillcolors

fit_textflow() の 95
exchangestrokecolors

fit_textflow() の 95

exclude
create_action() の 187

exists
info_matchbox() のキーワー ド  120

exportable
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205

exportmethod
create_action() の 187

extend0
shading() の 151

extend1
shading() の 151

F
facecolor

create_3dview() の rendermode のサブオプ

シ ョ ン  218
fakebold

さ まざまな関数の 76
faked

info_font() の ascender のオプシ ョ ン  61
info_font() の fontstyle のオプシ ョ ン  62

fallbackfont
info_font() の 61

fallbackfonts
load_font() の 56

familyname
begin_font() の 65
info_font() の 62

feature
info_font() の 62

featurelist
info_font() の 62

features
さ まざまな関数の 77

fieldlist
add_portfolio_file() の 212
add_portfolio_folder() の 211

fieldname
add_table_cell() の 103

fieldtype
add_table_cell() の 103
create_fieldgroup() の 205

filename
begin/end_document() の attachments の

サブオプシ ョ ン  34
begin_template_ext() ・ load_image() ・

open_pdi_page() の reference のサブオプ

シ ョ ン  164
create_action() の 187
create_annotation() の 196
info_image() のキーワー ド  161
logging パラ メ タの 30
metadata のサブオプシ ョ ン 226

filenamehandling
set_option() の 22

fileselect
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205



242 付章 C:  全オプシ ョ ン一覧

fill
draw_path() の 138, 139
fit_table() の 107

fillcolor
add_path_point() の 137
create_3dview() の background のサブオプ

シ ョ ン  216
create_annotation() の 196
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205
fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の leader のサブオプシ ョ ン  79
fit_textline() の leader のサブオプシ ョ ン  81
い く つかの関数の 121
さ まざまな関数の 76

fillrule
add_path_point() の 137
fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン  
98
い く つかの関数の 121

firstbodyrow
info_table() のキーワー ド  109

firstdraw
fit_table() の 107

firstlinedist
fit_textflow() の 95
info_textflow() のキーワー ド  100

firstparalinecount
info_textflow() のキーワー ド  100

fitannotation
add_table_cell() の 103

fitfield
add_table_cell() の 103

fitimage
add_table_cell() の 103

fitmethod
create_annotation() の template のサブオ

プシ ョ ン 199
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205
fit_textflow() の 95
さ まざまな関数の 114

fitpath
add_table_cell() の 103

fitpdipage
add_table_cell() の 103

fitscalex ・ fitscaley
info_image() のキーワー ド  161
info_pdi_page() のキーワー ド  173

fittext
info_textflow() のキーワー ド  100

fittextflow
add_table_cell() の 104

fittextline
add_table_cell() の 104

fitwindow
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39

fixedleading
add/create_textflow() の 87

flatness
add_path_point() の 137
create_gstate() の 127
い く つかの関数の 121

flush
logging パラ メ タの 30

font
create_annotation() の 196
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205
fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の leader のサブオプシ ョ ン  79
さ まざまな関数の 76

fontfile
info_font() の 62

fontname
info_font() の 62
load_font() の 56

fontscale
fit_textflow() の 96
info_textflow() のキーワー ド  100

fontsize
create_annotation() の 196
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205
fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の leader のサブオプシ ョ ン  79
info_font() の ascender のオプシ ョ ン  61
さ まざまな関数の 76

fontstyle
create_bookmark() の 209
info_font() の 62
load_font() の 56

fonttype
info_font() の 62

footer
fit_table() の 107

forcebox
open_pdi_page() の 171

full
info_font() の fontname のサブオプシ ョ ン  
62

G
georeference

begin/end_page_ext() の viewports のサブ

オプシ ョ ン  220
load_image() の 156

glyphcheck
さ まざまな関数の 75

glyphid
info_font() の 60, 62

glyphname
info_font() の 60, 62

group
add_nameddest() のオプシ ョ ン、 create_
action() ・ create_annotation() ・ create_
bookmark() ・ begin/end_document() の
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destination オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  
190
begin/end_document() の labels オプシ ョ

ン と begin/end_page_ext() の label オプ

シ ョ ンのサブオプシ ョ ン  38
begin_page_ext() の 43
resume_page() の 46
set_layer_dependency() の 50

groups
begin_document() の 35

gstate
add_path_point() の 137
fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の 96
fit_image/pdi_page() の 160
fit_table() の 107
fit_textline() の shadow のサブオプシ ョ ン  
81
shading_pattern() の 150
さ まざまなグラ フ ィ ッ ク関数の 121
さ まざまなテキス ト 関数の 76

H
header

fit_table() の 107
height

begin/end_page_ext() の 43
info_image() のキーワー ド  161
info_matchbox() のキーワー ド  120
info_path() のキーワー ド  140
info_pdi_page() のキーワー ド  173
info_table() のキーワー ド  109
info_textline() のキーワー ド  83
load_image() の 156

hide
create_action() の 187

hidemenubar
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
hidetoolbar

begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
hidewindowui

begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  39
highlight

create_annotation() の 196
create_field() ・ create_fieldgroup() の 205

honorclippingpath
load_image() の 156

honoriccprofile
load_image() の 156

horboxgap
info_table() のキーワー ド  109

horizscaling
さ まざまな関数の 76

horshrinking
info_table() のキーワー ド  109

horshrinklimit
fit_table() の 107

hortabmethod
add/create_textflow() の 87

hostfont
info_font() の 62

hyphenchar
add/create_textflow() の 90

I
iccprofile

info_image() のキーワー ド  161
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82

toolbar
create_annotation() の 3Dactivate のサブオ

プシ ョ ン  200
tooltip

create_field() ・ create_fieldgroup() の 207

top
add_nameddest() のオプシ ョ ン、 create_
action() ・ create_annotation() ・ create_
bookmark() ・ begin/end_document() の

destination オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  
190

topdown
begin_page_ext() の 44
begin_template_ext() の 163

topindex
create_field() ・ create_fieldgroup() の 207

transition
begin/end_page_ext() の 45
create_action() の 189

transparencygroup
begin/end_page_ext() の 45
begin_template_ext() の 163
open_pdi_page() の 170

trimbox
begin/end_page_ext() の 45

type
add_nameddest() のオプシ ョ ン、 create_
action() ・ create_annotation() ・ create_
bookmark() ・ begin/end_document() の

destination オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  
191
create_3dview() の 217
create_3dview() の rendermode のサブオプ

シ ョ ン  219
create_annotation() の custom のサブオプ

シ ョ ン  195
georeference の coords ・ displaycoords サ

ブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  221
load_3d() の 216
い く つかの関数の shading オプシ ョ ンのサ

ブオプシ ョ ン  123

U
U3Dpath

create_3dview() の 217
underline

さ まざまな関数の 77
underlineposition

さ まざまな関数の 77
underlinewidth

さ まざまな関数の 77
unicode

info_font() の 60, 63
unicodefont

info_font() の 63
unicodemap

load_font() の 58
unisonselect

create_fieldgroup() の 207
unknownchars

info_textline() のキーワー ド  83
unmappedchars

info_textline() のキーワー ド  83
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unmappedglyphs
info_font() の 63

url
create_action() の 189

urls
load_iccprofile() の 145

usage
load_iccprofile() の 145

used
info_textflow() のキーワー ド  101

usedglyph
info_font() の 63

usematchbox
create_annotation() の 199

usematchboxes
fit_textflow() の wrap のサブオプシ ョ ン  
99

usercoordinates
create_annotation() の 199
create_field() ・ create_fieldgroup() の 207

userpassword
begin_document() の 38

userunit
begin/end_page_ext() の 45

V
value

create_annotation() の custom のサブオプ

シ ョ ン  195
variantname

set_layer_dependency() の 51
vertboxgap

info_table() のキーワー ド  109
vertical

info_font() の 64
load_font() の 58

verticalalign
fit_textflow() の 97

vertshrinking
info_table() のキーワー ド  109

vertshrinklimit
fit_table() の 108

viewarea
begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  40
viewclip

begin/end_document() の

viewerpreferences オプシ ョ ンのサブオプ

シ ョ ン  40
viewports

begin/end_page_ext() の 45
views

load_3ddata() の 216
visiblelayers

set_layer_dependency() の 51

W
weight

begin_font() の 65
info_font() の 64

wellformed
info_textline() のキーワー ド  83

width
begin/end_page_ext() の 45
info_image() のキーワー ド  162
info_matchbox() のキーワー ド  120
info_path() のキーワー ド  140
info_pdi_page() のキーワー ド  174
info_table() のキーワー ド  109
info_textline() のキーワー ド  84
load_image() の 159

widthsonly
begin_font() の 66

willembed
info_font() の 64

willsubset
info_font() の 64

windowposition
create_annotation() の 199

windowscale
create_annotation() の 199

wkt
georeference の coords ・ displaycoords サ

ブオプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  221
wordspacing

さ まざまな関数の 77
worldpoints

georeference のサブオプシ ョ ン  221
worldsystem

georeference のサブオプシ ョ ン  221
wrap

fit_textflow() の 98
writingdirx ・ writingdiry

info_textline() のキーワー ド  84

X
x1 ・ y1 ・ …x4 ・ y4

info_matchbox() のキーワー ド  120
info_table() のキーワー ド  109
info_textflow() のキーワー ド  101

x1 ・ y1 ・ … ・ x4 ・ y4
info_image() のキーワー ド  162
info_path() のキーワー ド  140
info_pdi_page() のキーワー ド  174

xadvancelist
fit/info_textline() の 82

xheight
info_font() の 64
info_textline() のキーワー ド  84
load_font() の 58

xsymheight
create_field() ・ create_fieldgroup() の

barcode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  208
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xsymwidth
create_field() ・ create_fieldgroup() の

barcode オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  208
xvertline

info_table() のキーワー ド  109

Y
yhorline

info_table() のキーワー ド  109
yposition

fit/info_textline() ・ add/create_textflow()
の leader のサブオプシ ョ ン  79

Z
zoom

add_nameddest() のオプシ ョ ン、 create_
action() ・ create_annotation() ・ create_
bookmark() ・ begin/end_document() の

destination オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン  
191
create_annotation() の 200
define_layer() の 48
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D 改訂履歴

日付 更新点

2011 年 7 月 11 日 > PDFlib 8.0.3 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2010 年 12 月 09 日 > PDFlib 8.0.2 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2010 年 9 月 22 日 > PDFlib 8.0.1p7 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2010 年 4 月 13 日 > PDFlib 8.0.1 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2009 年 12 月 04 日 > PDFlib 8 に関する更新

2009 年 3 月 13 日 > PDFlib 7.0.4 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2008 年 2 月 13 日 > PDFlib 7.0.3 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2007 年 8 月 08 日 > PDFlib 7.0.2 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2007 年 3 月 09 日 > PDFlib 7.0.1 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2006 年 10 月 03 日 > PDFlib 7.0.0 に関する更新と再構成。 説明書をチュー ト リ アルと API リ フ ァ レンスに分割

2006 年 2 月 21 日 > PDFlib 6.0.3 に関する さ まざまな更新 ・ 修正。 Ruby の節を追加

2005 年 8 月 09 日 > PDFlib 6.0.2 に関する さ まざまな更新 ・ 修正

2004 年 11 月 17 日 > PDFlib 6.0.1 に関する小規模な更新 ・ 修正

> 8 章に言語別関数プロ ト タ イ プ用新書式導入

> 3 章にハイパーテキス ト の例を追加

2004 年 6 月 18 日 > PDFlib 6 に関する大規模な変更

2004 年 1 月 21 日 > PDFlib 5.0.3 に関する小規模な追加 ・ 修正

2003 年 9 月 15 日 > PDFlib 5.0.2 に関する小規模な追加 ・ 修正。 ブロ ッ クの仕様を追加

2003 年 5 月 26 日 > PDFlib 5.0.1 に関する小規模な更新 ・ 修正

2003 年 3 月 26 日 > PDFlib 5.0.0 に関する全面的変更と書き直し

2002 年 6 月 14 日 > PDFlib 4.0.3 に関する小規模な変更と .NET バイ ンデ ィ ングに関する追加

2002 年 1 月 26 日 > PDFlib 4.0.2 に関する小規模な変更と IBM eServer エデ ィ シ ョ ンに関する追加

2001 年 5 月 17 日 > PDFlib 4.0.1 に関する小規模な変更

2001 年 4 月 1 日 > PDFlib 4.0.0 の PDI ・ 他機能を解説

2001 年 2 月 5 日 > PDFlib 3.5.0 のテンプレー ト ・ CMYK 機能を解説

2000 年 12 月 22 日 > ColdFusion 解説と PDFlib 3.03 に関する追加。 COM エデ ィ シ ョ ンを別マニュアルに

2000 年 8 月 8 日 > Delphi 解説と PDFlib 3.02 に関する小規模な追加

2000 年 7 月 1 日 > PDFlib 3.01 に関する追加 ・ 説明の明瞭化

2000 年 2 月 20 日 > PDFlib 3.0 に関する変更

1999 年 8 月 2 日 > PDFlib 2.01 に関する小規模な変更 ・ 追加



1999 年 6 月 29 日 > 言語バイ ンデ ィ ングご とに節を分離

> PDFlib 2.0 に関する追加

1999 年 2 月 1 日 > PDFlib 1.0 に関する小規模な追加 （公開せず）

1998 年 8 月 10 日 > PDFlib 0.7 に関する追加 （1 つのお客様用のみ）

1998 年 7 月 8 日 > PDFlib 0.6 の PDFlib スク リ プテ ィ ングサポー ト を初めて記述

1998 年 2 月 25 日 > PDFlib 0.5 に関し て説明を若干追加

1997 年 9 月 22 日 > PDFlib 0.4 と本マニュアルを初めて公開

日付 更新点
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索引
なお、 パラ メ タ と オプシ ョ ンは別途付章に示し てあ り ます。

A
activate_item() 230
add_nameddest() 190
add_path_point() 137
add_portfolio_folder() 211
add_textflow() 85
add_thumbnail() 166
align() 129
All スポ ッ ト カ ラー名 143
alphaisshape gstate オプシ ョ ン  127
arc() 132
arcn() 133
Author フ ィ ールド  223

B
begin_document() 33
begin_font() 65
begin_glyph() 66
begin_item() 227
begin_layer() 51
begin_page_ext() 42, 43
begin_pattern() 149
begin_template() 165
begin_template_ext() 163
blendmode gstate オプシ ョ ン  127

C
circle() 132
circular_arc() 133
clip() 136
close_font() 59
close_image() 159
close_pdi_document() 169
close_pdi_page() 172
closepath() 134
closepath_fill_stroke() 136
closepath_stroke() 135
CMYK カ ラー 141
cmyk キーワー ド  14
concat() 130
continue_text() 71
create_3dview() 216
create_action() 185
create_annotation() 192
create_bookmark() 209
create_field() 201
create_fieldgroup() 202
create_gstate() 127

create_pvf() 26
create_textflow() 92
Creator フ ィ ールド  223
currentx ・ currenty パラ メ タ  131
curveto() 132

D
define_layer() 47
delete_path() 140
delete_pvf() 27
delete_textflow( ) 109
delete_textflow() 101
draw_path() 138
Dublin Core 223

E
ellipse() 133
encoding_set_char() 68
end_document() 33
end_font() 66
end_glyph() 67
end_item() 229
end_layer() 51
end_mc() 231
end_pattern() 149
end_template() 165
end_template_ext() 163
endpath() 136

F
fill() 135
fill_imageblock() 182
fill_pdfblock() 183
fill_stroke() 135
fill_textblock() 180
fit_image() 159
fit_pdi_page() 172
fit_table( ) 105
fit_textflow() 94
fit_textline() 80
float

オプシ ョ ン リ ス ト の 12
float 値 ・ 整数値

オプシ ョ ン リ ス ト の 12

G
get_apiname() 29



258 索引

get_buffer() 41
get_errmsg() 28
get_errnum() 28
get_parameter() 21
get_value() 21
gray キーワー ド  14

I
iccbasedcmyk キーワー ド  14
iccbasedgray キーワー ド  14
iccbasedrgb キーワー ド  14
ICC プロ フ ァ イル 145
ICC ベースの色 141
info_font() 60
info_image() 160
info_matchbox( ) 120
info_path() 139
info_pdi_page() 173
info_table( ) 108
info_textflow() 99
info_textline() 82
initgraphics() 125

K
Keywords フ ィ ールド  223

L
lab キーワー ド  14
lineto() 131
load_3ddata() 215
load_font() 53
load_iccprofile() 145
load_image() 154

M
makespotcolor() 143
mc_point() 232
moveto() 131

N
None スポ ッ ト カ ラー名 143

O
opacityfill gstate オプシ ョ ン  127
opacitystroke gstate オプシ ョ ン  127
open_pdi_document() 167
open_pdi_page() 170
overprintfill gstate オプシ ョ ン  127
overprintmode gstate オプシ ョ ン 127
overprintstroke gstate オプシ ョ ン  127

P
pattern キーワー ド  14
pcircle() 132
pcos_get_number() 176
pcos_get_stream() 177
pcos_get_string() 176
pCOS 関数 167, 176
PDF/X

出力イ ンテン ト  175
PDFlib Personalization Server 179
PDF 取り込み関数 （PDI） 167
PDI （PDF 取り込み） 167
PPS （PDFlib Personalization Server） 179
process_pdi() 175
pscale() 129

R
rect() 133
renderingintent gstate オプシ ョ ン  127
restore() 126
resume_page() 46
RGB カ ラー 141
rgb キーワー ド  14
rotate() 129

S
save() 126
scale() 129
set_gstate() 128
set_info() 223
set_layer_dependency() 48
set_option() 22
set_parameter() 22
set_text_pos() 70
set_value() 21
setcolor() 142
setdash() 124
setdashpattern() 124
setflat() 124
setfont() 70
setlinecap() 125
setlinejoin() 124
setlinewidth() 125
setmatrix() 130
setmiterlimit() 125
shading() 150
shading_pattern() 150
shfill() 150
show() 71
show_xy() 71
skew() 130
smoothness gstate オプシ ョ ン  127
softmask

create_gstate() の 128
spotname キーワー ド  14
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spot キーワー ド  14
stringwidth() 72
stroke() 135
strokeadjust gstate オプシ ョ ン  128
Subject フ ィ ールド  223
suspend_page() 46

T
text position 70
textknockout gstate オプシ ョ ン  128
Title フ ィ ールド  223
translate() 129
Trapped フ ィ ールド  223

U
Unichar 値

オプシ ョ ン リ ス ト の 11
Unicode 範囲

オプシ ョ ン リ ス ト の 11

W
Web 最適化 PDF 35

X
XMP メ タデータ  225

あ
ア ク シ ョ ン リ ス ト

オプシ ョ ン リ ス ト の 14

い
入れ子にされたオプシ ョ ン リ ス ト  8
色

オプシ ョ ン リ ス ト の 13
色関数 141
イ ンデ ッ クスカ ラー 142
イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト

テキス ト フ ローの 93

う
上付き  77

え
円

オプシ ョ ン リ ス ト の 15

お
オブジ ェ ク ト スコープ  20
オプシ ョ ン リ ス ト の文法 8
折れ線

オプシ ョ ン リ ス ト の 15

か
画像関数 153
関数のスコープ  19

き
キーワー ド

オプシ ョ ン リ ス ト の 12
鏡映 129
曲線

オプシ ョ ン リ ス ト の 15

く
矩形

オプシ ョ ン リ ス ト の 15
グラ フ ィ ッ ク関数 121
グラ フ ィ ッ ク状態関数 124
グ リ フスコープ  20

こ
高速 Web 表示 35

さ
サムネール 166

し
下付き  77
情報フ ィ ールド  223

す
数値

オプシ ョ ン リ ス ト の 12
スコープ  19
スポ ッ ト カ ラー （分版色空間） 141

せ
整列 （position オプシ ョ ン） 115
セ ッ ト ア ッ プ関数 24
セル内枠

表セルの 104
線形化 PDF 35

て
テキス ト 関数 53
テキス ト フ ロー : イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス

ト  93
テンプレー ト スコープ  20
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と
取り込み関数

PDF の 167

は
パススコープ  20
パスの描画と ク リ ッ ピング 135
破線パターン  124
パターンスコープ  20
パラ メ タ処理関数 21
反転 129
ハン ドル

オプシ ョ ン リ ス ト の 12

ひ
標準ページサイズ 42
表の組版 102

ふ
フ ォ ン ト スコープ  20
不可視テキス ト  77
袋文字 77
文書情報フ ィ ールド  223
文書スコープ  20
文書 ・ ページ関数 33, 42
分版色空間 141
文法

オプシ ョ ン リ ス ト の 8

へ
ページサイズ形式 42
ページス コープ 20
ベジエ曲線 132

め
メ タデータ  225

も
文字サイズ

オプシ ョ ン リ ス ト の 13
文字列

オプシ ョ ン リ ス ト の 11
文字列番号 24

よ
横置きモー ド  43

ら
ラ イセンス 24

ラ ス タ画像関数 153

り
リ ス ト 値

オプシ ョ ン リ ス ト の 8

ろ
ログ記録 30
論理値

オプシ ョ ン リ ス ト の 12
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PDFlib GmbH
Franziska-Bilek-Weg 9
80339 München, Germany
www.pdflib.com
電話 +49 • 89 • 452 33 84-0
FAX +49 • 89 • 452 33 84-99

ご質問がある と きは、 PDFlib メ ーリ ング リ ス ト と  
tech.groups.yahoo.com/group/pdflib にあるアーカ イブをチ ェ ッ ク し て く ださい

ラ イセンス発行のお問い合わせ
sales@pdflib.com

サポー ト
support@pdflib.com （お持ちのラ イセン ス番号をお書き く ださい）

http://tech.groups.yahoo.com/group/pdflib
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